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本書は，サンバー整備解説書上巻としてエンジン，卜 

ランスミッションに関する整備要領を説明したもので 

す。下巻と併せて，ご熟読のうえ車両の正確.迅速な整 

備を実施するための資料としてご活用下さい。

本書の他に次の資料を発行しておりますので，併せて 

ご活用くださるようお願い致します。

5八171日八只 整镛解脱害下巻 ’ 90 - 3 6 7272八

5八闕八8 新型車解説害概要編 ’ 90-3 リ7272八

5八171日八闩 新型車解説害 ，90-3 リ7271八

5八171日八只 電子制御装置

巧ブルシューテイングマニアル，90 - 3 卩7271八

5八171日八只 電気配線図集 ’ 90-3 乂7271八

なお，本書の内容は1990年3月発売の車両を基に作成 

してあります。車両の仕様変更等により今後の車両と内 

容が一致しないことがありますので，あらかじめご承知 

おきください。今後，仕様変更などあった場合には，サ 

ービスニュースその他でご連絡いたします。

1990年2月

富士重工業株式会社

目 次

総説

エンジン

動力伝達システム

シヤシ

『口 ―^
ホアー

空調システム

新設特殊工具一覧表

巻末資料 ；ービスデータ
給油脂

エレクトリカル

サ
ー
ビ
ス
マ
ニ
ア
ル 
下
巻

072716



総説
1-1 本醫の見方........................................ 2
1—2車両形式一覧................   5

國車両型式一覧表.................................... 5
国車両型式記号の脱明............................. 7

1 一3 エンジン，トランスミッション
型式一覧..........................................  8

国エンジン，トランスミッション
赋一覧表..........................................  8

國エンジン型式記号の説明......................... 20

矚トランスミッション型式記号の脱明…20
1 一4 '各種打刻番号の位置. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .11

國打刻番号の位！！. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1！
國打刻開始N(x .............................................11

1-5 リフト役
ジャッキアップポイント. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .12

圓ガレージジャッキ............................... 42
国リジットラック汝リフトアップ........... 13

1 一6 けん引汝タイダウン. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .14
国けん引汝ダイタウンフック.................. 24
国けん引方法............................................ 14

1—7 基本作業...........................................\15
1-8車検時の測定要領............................ 18



本書の見方

—整備作業の説明範囲-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

整備作業は大別すると「診断」，「修理」，「完成検査」の3工程に区分することができます。「診断」ほ故障原因 

を究明するためのトラブルシューティングの要領を，「修理」は脱着，交換，分解，組立て，点検，調整等の作業 

要領を説明してあります。「完成検査」は納車に当っての機能，作動，建付け，外観塗装等，車としての総合チェッ 

クですが，本書では省略してあります。また，6011を備えた電子制御装置丨，電磁クラッチ，シフトロック 

システム）のトラブルシューティングは，別冊の「電子制御装置トラブルシューティングマニュアル」にまとめて 

ありますので，本書では省略してあります。 [〇リ：エレクトロニックコントロールユニット

説明内容の見方

各編の細目次は，編毎にまとめてあるので，該当個所はそれぞれの編別目次によって検索してください。整備

要領の説明は各章別に，基本的には丨準備品 構成部品

整備要領の順で記載してありますが，章によって必要のない項目の場合は省略してあります

準備品

専用特殊工具、 
(5^)60131广〇〇1)

市販の
汎用特殊工具

サンバー用とし 
て新製した専用 
特殊工具のみ形 
状を図示してあ 
ります。

作業前に準備しておくべき専用特殊工具，市販の汎用特殊工具，計器および油脂類などにつ 

いて表にまとめ，夫々の用途を簡単に説明してあります。ただし，ジャッキ，リジッドラッ 

クなど一般整備工場に常備されていると思われる準備品については省略してあります。

〈記載例〉

区分工具品番または形式 名称 用途

3丁
499785500 レンチ（新設） オイルシールホルダ脱着

922600000 ハブインストラ （新設) フロントハブ取付け

工具

コイルスプリングコンブレッサ ストラット分解，組立て

才ートリフト 車体昇降用

チェーンフロック トランスミッション脱着

計器
サイドスリップテスタ サイドスリップ測定

ターニングラジアスゲージ 転舵角測定
油脂

その他 ド乂2200クラッチグリース クラッチプライン部潤滑

闩2.1 -216 F\^ 1-020



本書の見方

説明内容の見方

0仕様 

國部品配置図

国構成部品

そのシステムの主な仕様，諸元を記載してあります。

そのシステムの構成部品の取付位置，状態，部品名称がわかるようにしたものです。 

〈記載例〉

F\^2 3 4 -232

そのシステムの部品構成，部品名称，締付トルク，ボルト.ナットサイズ，油脂類，再使 

用不可部品，整備基準値等を記載してあります。

く記載例〉

4 土 0.5吋-

.75 土 0.24-巾

I』±0娜

か、

F\^ 3.3土 I わ

.75 土 0.21<11

51-021

國トラブルシューティングそのシステムの故障原因を究明するための手順，方法を表またはトラブルチャー

卜で記載してあります。

整備要領

等にまとめて記載してあります。また，構成部品の図示だけでわかるような場合は，国整備 

要領の項を省略してあります。



本書の見方

用語^

31準値]

注意

く参考〉
く注記〉

(1)，(2)，(3)” 
①，②，③“

[11

15^0

シンボルマークの定義---------------------

点検，調整時の許容範囲を表す値または 

作動状態の判定を示します。

重要作業や危険作業の要注意事項を示し 

ます。

參考を容易にするための補足解説です。 

用語，仕様，説明文等に対する補足解説 

です。

整備要領の中での，作業手順を示します。

締付トルク（丁01^116)を示します。

単位：は -111
(例）丨丁）2.5土().5 は-111

个 个 
中央値公差

再使用不可部品を示します。

オイル注入，塗布を示します。

(例）

I矿矿
巳⑺丁 パワステ ブレーキ

グリース塗布を示します。

(例）

シェル6459口

ボンド，液体パッキン等を示します。

(例）

スリーボンド#1215

特殊工具(51)6(：ヒ11\)〇1〉を示します。

(例）

(11^ 498745600

一一略語説明- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

人/〇 エアコンデイショナ

八881 アッセンプリ

入丁尸 オートマチックトランスミッションフルード

8人打 バッテリ

ベルジョイント 

¢0肘コンプリート

0^11 セントラルプロセシングユニット

001 ダブルオフセットジョイント

エレクトロニックコントロールユニット 

£€¥1 エレクトロコンテイニアスリイバイアブル

トランスミッション 

エクストラロー

エマージェンシロッキングリトラクタ 

エレクトロニックマルチポイントインジェク 

ション

16 イグニッション

180 アイドルスピードコントロール

^ マニアルトランスミッション

ナチュラルアスピレーション（自然吸気）

0110 オバーヘッドカムシャフト

0？ オプションパーツ

？00 ピッチサークルダイヤメータ（直径）

80 スーパチャージャ

8界 スイッチ

^5 トリポードジョイント

V(: ビスカスカップリング



國車両型式一覧表
#標準装備〇メーカ〇卩

1 一2 車両型式一覧^^

主要 仕様

車 種 車両型式 エンジン
トランス

ミッション
駆動方式 社内型式符号 車種名称

フ
ル
夕
イ
ム
4

0

セ
レ
ク
テ
イ
ブ
4
…
0

集 
中 

卜一 
ア 
〇 
ツ

ク

回
転
対
座
シ

1
卜

リ

ヤ
ワ
イ
7\〇

I

V
I

ア
ク
ス
ル

リ

ヤ顆^^，
フ
口
ツ
ク

サ
ン
サ
ン
ル

1
フ

一方開
5河丁 2^0

〖33八麗 又バルサンバートラック 
一方開標準ルーフ3丁0

三方開
3 丁〇 X人 尺33八31^1 スバルサンバートラック 

三方開標準ルーフ3丁0

V，尺54 4^0 〖54八31~ スバルサンバートラック
三方開標準ルーフ3丁0 4^0 鲁

標
準
ノレ

1

三方開 8 〇又
ソ-尺33

X八
2^0 尺33人32河 スバルサンバートラック

三方開標準ルーフ51^鳥居付

卜
ソ-尺34 4^0 I¢34A32N スバルサンバートラック 鳥居付 

三方開標準ルーフ30父4^0 # 〇 〇

ラ
ツ
ク

フ
三方開 営農 乂-尺33 X八 5河丁 2仰 スバルサンバートラック

三方開標準ルーフ営農鳥居付

5 〇父
1

3 0

乂-仄33 5厘丁 2界〇 尺33八32冗 スバルサンバートラック
三方開標準ルーフ31^づ(：鳥居付

三方開 5 0 だ〇乂丁 2^0 尺33八32乙 スノくルサンバートフック
三方開標準ルーフ50乂巧(：鳥居付

V -1(34 4仰 仄34八32』 スバルサンバートラック 鳥居付
三方開標準ルーフ51^30 4^0 春 〇 〇

ノ、
イ
ノレ

1
フ

三方開 5 〇又
卜尺33

X人
5河丁 2界0 尺33阳2河 スバルサンバートラック 

三方開ハイルーフ50又

乂-仄34 五し十5抓 4^0 X54E32N スバルサンバートラック
三方開ハイルーフ50又4^0 # 〇 〇

ノヽ0 ネノレノくン
5丁0

V- 腿
心

5河丁 2^0 1^3則1河 スバルサンバーパネルバン 
二方開ハイルーフ3丁0

ハイルーフ両側開 V- び4 瓦乙十5阶 4界0 XV41181X
スバルサンバーパネルバン 
三方開ハイルーフ5丁0 4^0 鲁

2シータ V- 謂
5价 2仰

1^3八5』^1 スバルサンバーバン
2シータ標準ルーフ3丁0

標
準
ノレ

I
フ

4シータ 310 卜調 X八 謂八51河 スバルサンバーバン
4シータ標準ルーフ5丁1)

4シタ
V-！^4 4腳 スバルサンバーバン

4シータ標準ルーフ5丁0 4^0 〇

3 〇父 X八 5河丁 2^0 調八52河 スバルサンバーバン
4シータ標準ルーフ30父 〇

2シータ 3丁0 V- 腿 心 5河丁 2界0 謂則以 スバルサンバーバン
2シータハイルーフ3丁0

ヽ禮 5ドア 3 〇又
乂-謂 5河丁 2界〇 ^31152^

スバルサンバーバン
5ドアハイルーフ31)乂 〇

ノ

ノ\身
V- 腿 4^0 XV41152N

スバルサンバーバン
5ドアハイルーフ80又4^0 鲁 #

イ
ル

I
ソ-1^3

5 0
5河丁

2㈣
1(^3只52尺-琢 スバルサンバーバン

5ドアハイルーフ30又-30 #

フ

5ドア
5 〇乂

1
ソ-1^3 五〇丫丁 XV31152レ砰 スバルサンバーバン

5ドアハイルーフ3欣-30丑(:VI 〇

3 0 V，腿
80

6し十5阶 卿 1^4952*1 スバルサンバーバン
.5ドアハイルーフ31^-3(： 4^0 籲 ❹

乂-1^4 獅 XV411525
スバルサンバーバン
5ドアハイルーフ50又づ(：ド/丁價〇 # 鲁

く注記〉坪： リャワイパー付

1 : 2トーン十ブロンズガラス

5



車両型式一覧

鲁標準装備〇メーカ〇卩

車 種 車両型式 エンジン
トランス

ミッション
駆動方式 社内型式符号 車種名称

主要仕様|

フ
ル
夕
イ
厶
4
…
0

セ
レ
ク
イ
ブ4
西
0

集
中
汀

ア
〇
、ン
ク

回
転
対
座
シ
I
卜

丨；
ヤ
9
イ
パ

ブ
〇
ン
ズ
ガ

ス

2

卜

I

ン

卜

ラ

ィ

ハ
イ
ル

I
フ

5

ド、

ア

只』 心

51\1丁 2腳
XV30541VI スバルサンバートライ

5ドアハイルーフ札！ 鲁

^3^0414 スバルサンバートライ
5ドアハイルーフ0^3 (亿1) 〇 〇

V-尺ソ4
VII
4^0

XV41154〜 スバルサンバートフイ
5ドアハイルーフ1^1 鲁 〇

XV41104X スバルサンバートライ
5ドアハイルーフ〇ヒ5(幻サンサンルーフ） 〇 〇 鲁

X 3

V-調

5 0

5%丁

2^0

XV31156X スバルサンバートフイ
5ドアハイルーフ又3

〇 1

XV31106X スノくルサンバートフイ
5ドアハイルーフ0ね11は3サンサンルーフ） 〇 ❹ 〇 -

反乂3只56乙 スバルサンバートライ
5ドアハイルーフ 春

謂脇し スバルサンバートフイ
5ドアハイルーフ013511(X3サンサンルーフ) 〇 ❹ 〇 暑

V-請

五し+5阶

ド/丁
4^0

XV41156尺 スバルサンバートライ
5ドアハイルーフ叉3 春 鲁

XV41106^ スバルサンバートフイ
5ドアハイルーフ0わ11(X3サンサンルーフ) 〇 〇 籲 〇

XV411563 スバルサンバートライ
5ドアハイルーフ义3 ❹ 籲 1

^4^063 スバルサルバートライ
5ドアハイルーフ1)わ11阳サンサンルーフ) 籲 〇 籲 〇

XV

ソ-謂

3 0

2^0

スバルサンバートライ
5ドアハイルーフXVサンサンルーフ 1

〇 〇 〇 鲁 ❹ -

尺ヤ31107乙-』 スノ くルサンバートライ
5ドアハイルーフXVサンサンルーフ # 〇 籲 # 〇 司

ビし十5价 ¥11：

4^0

スバルサンバートライ ド/丁 4界〇
5ドアハイルーフXVサンサンルーフ # 〇 〇 馨 籲 〇

五(:VI 腿！!。73づ スバルサンバートライ 尸/了例〇
5ドアハイルーフXVサンサンルーフ 〇 # 〇 春 籲 〇

-



車両型式一覧

画車両型式記号の説明

八…2西0已(^丁 

6…し？6

」“モし5速柳+30 

ド…5速2^0+5〇

し…2肌)[(:ソ丁十50

…5速洲〇

卜乇し5速柳

I…311) へ…営農

2…5臥 .0…キャブ付シャシ

4…8」 已…フロア付シャシ

6^X5 「…営農(:ム8付シャシ

7 ---XV 日…ミニハンディキャブ

」…5丁0 2シータ

丨…一方開 8…パネルバン

3…三方開 0…サンサルルーフ

5…5ドア

八…標準ルーフ ㈠…ハイルーフ

3…660鳩 4…660 4^0

5…トラック V…トライ，バン，パネルバン

ド…軽シリーズ

V…平成2年度排出ガス規制適合車

只…厂/丁 4^0 5速+$0 

3…ド/丁梢〇〖(^丁十30



1—3 エンジン.トランスミッション型式一覧

国エンジン，トランスミッシヨン型式一覧表

車 種 車両型式 エンジン
トランス

ミッション

駆動

方式
社内型式符号 エンジン型式 トランスミツシヨン型式 備考

標
準
ノレ

1
フ

一方開 マ-尺33

5撾丁 2^1)

^33入題 070乂祖〇

三方開

310 乂-尺33 尺33八31% EN07^VN1A0 ！！

迟し十
51\1丁

4漏 EN07^V^；1A0
丁〜6018人11)八

〇/し+八/卩 1

三方開

乂-尺33

熟

5^ 2勸 尺33八321^ 070ゾ见八〇

乂-〖34
丑し十
5%丁

4洲 X54A32N 070乂1；1八0
丁界6018人1〇八

〇ル+ん，1

三方開 営農 V - 〖33 5撾丁 2買!） 〖53八3八1\1 070ゾ隠〇 XIV1601众八說

三方開 1
50

乂-仄33

30

5价 2评0 〖33八32尺 5丽”腫0 丁膽〇⑽說

丘〇乂丁 2驟 〖33八32乙 五丽”01八0

V - 尺34
已乙十
5熥丁

4腳 尺34八32』 ぉ则7” じ1人0
丁界6016811)八 〇/し+八斤 |

ノヽ
イ
ノレ

1
フ

三方開

V- 以3

熟

5%丁 2^0 X 腿32% EN07^VN1A0 丁脚〇說脱

珏し十
5河丁

4㈣ 尺34！！32\ 瓦1^070ゾ111八0
丁界6013厶1八八

丁评6018人1〇八 賊+八，|

パネルバン
1ハイルーフ両側開 5丁！）

V- 謂

隱

5， 2卿 XV39811VI 兄丽⑺脫〇 謂60以1八入

V，04
瓦乙十
5撾丁

傳〇 070乂1；1八0 丁界6018众1八八

バ

ン

標

ノレ
1

フ

2シータ

3丁0

ソ-謂

财

5河丁 2驟

謂八5⑽ EN07^VN1A0 丁嫌〇說以

4シータ EN07^VN1A0
^1

4シータ

五乙十
5^

4觀 謂八5以 EN07^V^；1A0

—--—国，^参—垂 -—令番

50又 V -1(^3 5^ 2界0 バ3八52^1 EN07^VN1A0 丁1^601八八1八入

ノ、

イ
ノレ

1
フ

2シータ 3丁0 V- 謂 5价 2,0 1^3服％ 070ン說〇 謂601八ム說

5ドア 30父

V- 謂 5^ 2界0 謂只521^1 070乂慰〇

V- 謂
瓦し十
5^7

價〇 XV41152X 070乂じ1八0

— ——!.，義 -， ^編^

丁砰6018八1心

5ドア
30又

1
50

V- 謂

50

5，

2界〇

XV31152X - … 11^60^8^

乂-謂 丑〇ゾ丁 1^3952乙-界 五丽7乂1)1八0 丁8401腦八八

V- 腿

30

五し十
5^

"丁
4柳

1^4只52』

--―

丁獨0說1八八

V- 謂 辽〇乂丁
F/T
4界1)

XV411523 兄爾”只副
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エンジン.トランスミッション型式一覧

圓エンジン型式記号の説明

0 :厶"，〇/凡〇/しなし 

八：八/。付

0 :赤帽車

1—2—3.........

0 :尺尺だ〇乂丁

0 :乗用系

V :商用系

(::キャブ、 乙：し^〇
V : 30

3 :じ"付 

0 : 〇/乙付

入：ノーマル車

:尺尺-]VII

卩/丁 ⑽0，1\1丁 
F/T 4冒0，1\1丁

㈣74腳而じ：]

07 : 66000 

:軽系4気筒

五：エンジン

国トランスミツシヨン型式記号の説明

八：仕様差異なし

八：ノーマル 1) : 〇/し+人/卩
^ 6 :デフロック（〇ル）
、〇 :フリーアクスル（八/ド）

1 ^^ 2 ― 3 ― 4

八： 907キャブ

^ 6 : 907 50
八：只只5^
8 :卩/丁 4腳だし十5鮮 
0 :卩/丁 4^0圮乙十5^1丁 
N1只尺—迟〇乂丁 
,？:尸/丁 4贾0-五〇乂丁

1:新サンバー

60 :从丁（メーンシャフト〜ドラピン間）

40 :ぢ〇ソ丁 (プーリ芯間〈140〉を下2桁で表示)

1\1:冊阶 V :ド/丁 4^01:¥114^0 6(:VI 

评：尸/丁 4界0 3 : IIに丑〇乂丁

丁：トランスミッション
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1—4 各種打刻番号の位置

国打刻番号の位置

壽トランスミツシヨン製造N0.ラベル

(例）9 5 3 2 0 8

9トランスミツシヨン型式ラベル 

(例）頂60似1八八

ペイントカラー[N1〇.ラベル

^八1〜丁 00し〇只

〇〇し〇闩IV！〇. 54

(右側ドア，サイド部)

「12.1

エンジン型式（錡出し）

(例)£N07

(シリンダブロック上面）

エンジン製造N0.(刻印） 

(例）0 0 7 0 7 0 8

#車台番号（刻印）

(例）1(33 — 001301黒皮のまま

(右側フレーム外側面中央）

58-001

圓打刻開始IV！〇.

く車両 くエンジン〉 くトランスミッション〉

1^3 3

^5 4

001301

001301

£N07 0070708〜

ぐ主記〉
丁誦 953208〜

9 丁界60 953210〜
XV 3

XV 4

001301 070(キャブ、)，£N077

(スーパチャージャ）の区
IV 60 953211〜

001301

分なく混合連番で採番し
16 40 136141〜

ている。
丁丁 40 136137〜

11



1 —5 リフト6ジャッキアップポイン|卜

國力'レージジャッキ

くフロント〉

，車両が動かぬように，必ずタイヤに輪止めをす 

ること。

，整備作業は，必ずリジッドラックで支えてから 

実施すること。

12



リフト6ジヤツキアツプポイント------- リジッドラックふリストアップ

I リジッドラック压リフトアップ
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^1-6 ^けん引备タイダウン

圓けん引6タイダウンフック

くフロント〉 くリヤ〉

「1も1
けん引ゐタイダウンフック

51-004

，車両をロープでけん引，または，けん引される場合は，指定されたけん引フックを使用すること。 

，タイダウンフックは，車を輸送する時に使用するもので，けん引には使用しないこと。

圓けん引方法

けん引方法 注意，禁止事項
適用 車種

2^0 4^0
[…丁 セレク^ ィフフフレタイム フノレタイム

4輪上げ 厂 \
^—1 ^^|~〇--------------

^特に，4界1)車は，4輪共上げてけん引する 
ことが基本である。 〇 〇 〇 〇 〇

-前後輪共正常な回転をするか確認する。
- 60\^丁車の走行条件： 301011以内

30—/ヒ以下
，フルタイム車（以丁車.圮〇乂丁車共）は4 \\の 

を解除。セレクティブ車は2界〇にすること。

〇 八 八 八 八
前輪上げ ( ^ ，フルタイム車〇\1丁車.60ゾ丁車共）は4那 

を解除。セレクティブ車は2界〇にするこ 
と。 〇 〇 八 八 八

1
前輪吊上げ /

鲁パンパ，フロントグリル等を破損するため 
禁止。

，バンパでは持ち上げないこと。 X X X X X
円氐2 51-005

〇印： 〇尺 X印：禁止さ印：条件付〇冗

，後輪上げは不安定のためしないこと。
-走行前にギヤオイル，リヤデフオイルを点検すること。
ペナん引される場合は，チェンジレバーはゃ1^ヶ位置にする。
搴イグニッションキーを、'八〇〇 "の位置に回してステアリングハンドルが，自由に動くことを確認すること 
鲁タイヤの引きずりが発生しないように，パーキングブレーキを解除すること。
^ブレーキ倍力装置が働かないため，ブレーキの効きが悪くなる。（エンジンが回っていない時）

-トランスミッション内部の故障の時は，4輪上げ(車載）の方法でけん引すること。

14



1-7 基本作業

—整備車両の保護----------------------------------------

作業に取りかかる前に必ずフェンダカバー，シート 

カバー等をつけること。

—安全な作業------------------------------------------------

(1) 車両前部または後部だけをジャッキアップする 

場合には，必ず輪止めをする。

(2) 車両をジャッキアップした場合，必ずリジットラ 

ックで，決められた位置を支える。

(3) 2人以上で作業を行うときは，声をかけてお互い 

の安全を確認しながら行うこと。

正確な作業

⑴不具合箇所の確認と故障原因を究明しマニアルで 

示した手順で作業する。

⑵定められた締付トルク，調整基準等の整備基準を 

守る。

⑶定められた特殊工具の使用。

⑷純正品の使用

部品，油脂類，消耗品は，必ず，ス 

バル純正部品を使用すること。

⑸再使用不可部品（女印）を使用しないこと。

(6)ボルト，ナット類を交換する場合は必ず指定サイ 

ズの部品を使用する。

⑺ゴム，チューブ類に，ガソリン，オイル，フルー 

ドなどが付着すると変質する恐れがあるので付着さ 

せないこと。

万一，付着した場合は，手ばやく，ふき取ること。 

⑻ブレーキ液は塗装面を傷めるので，部品類に付着 

させないこと。また，ゴミや水の混入，異銘柄の混 

用はしないこと。

電気系統の作業

⑴作業の前には，必ずバッテリの㊀端子を外すこと, 

⑵ヒューズが溶断した場合は，原因を調べて修理し 

必ず指定された容量のヒューズを使用する。容量の 

大きなヒューズを使用すると，部品を損傷するばか 

りか車両火災になることがある 

(3)コネクタ作業上の注意

^コネクタ本体を持って外すこと。（ハーネスを 

もって引張らないこと）

〇

1-006

コネクタは十分に差し込むこと。ロック付力 

プラはパチンと音がするまで完全に差し込む

こと 〇

X

FI§.2 1-007

# ロック付コネクタは必ずロックを外してから 

分離すること。

く ロックを引上げて解除する例〉

くロックを押して解除する例〉

「略3 51-008

15



基本作業

電気系統の作業

(4)ワイヤーハーネスは回転部，可動部，振動部と接 

触しないようにクランプすること。

円氐4 51-009

⑸ワイヤーハーネスはボディ端部や銳角部，ボルト 

やスクリュウの頭部と接触しないように通すこと。

X X
ハーネス

F\^ 51-010

(6)ワイヤーハーネスにグロメットがついている場合 

は，確実にセットすること。

X

^8.6 51-1111

⑺ハーネスのバンド，クリップ，ブラケット等は確 

実に取付けること。

〇 X

「也 5卜012

⑻センサ，リレー類は衝擊を極端に嫌うので落とし 

たり投げたりしないよう取扱うこと。

51-013

16

，アクセル，クラッチ等のケーブルしは正しく（新車時 

のように）引回すこと。

著しく折り曲げて引回すとワイヤの寿命が低下する 

場合かある。

「は.9 51-014

——無線機を搭載する場合の注意事項-------------

各種のコンピュータ（コントロールユニット〉は外部

からの電波障害に対しては十分な配慮がしてあります 

が，車に無線機を取付ける場合は，コンピュータ（コン 

トロールユニット〉に悪い影響を与えることがあるの 

で，次の事項をユーザーが理解をするよう説明して下 

さい0

(1) 無線機本体及び，アンテナは，コントロールユニ 

ットより200111111以上離すこと0

(2) アンテナの同軸ケーブルは，コントロールユニッ 

卜やハーネスから遠ざける。又，ハーネスと交差す 

る場合は直角になるようにすること。

⑶出力10界以上の無線機は搭載しないこと。

—洗車機使用上の注意事項---------------------------

(1)各コンピュータやコネクターへの洗車(特にエン 

ジンルーム）は避けること。

⑵高圧洗車やスチーム洗車は，水圧，温度等で樹脂 

製品を変形破損させる場合が考へられるので，配慮 

して，洗車すること。



基本作業

——オプション部品取付上の注意事項--------------

電気関係のオプション部品を付ける場合は要領書， 

マニアルに従って行うが，下記の事項に注意すること。 

⑴ワイヤハーネスに過大電流が流れないよう，オプ 

ション部品の電気負荷を考慮し，ワイヤハーネスの 

サイズを決める。

負荷回路には，必ずヒューズを設定すること。

⑵ワイヤハーネスの配索は既設ハーネスに沿わせる。

⑶活線回路を使用する場合，テープなどで保護し固 

定方法も確実に行い，他部品との接触に配慮するこ 

と。
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1-8 車検時の測定要領

4西0回路のしゃ断

〇

くフルタイム車（阴丁車，巳(:ソ丁車共通)〉

エンジン房内のトランスミッション上部にあるトランスファシフトロッドで 

4界〇—尺界〇を切換える 

4觀—勝0

㊀ドライバ等によりロッドの溝を使って引き出す。

謂！)— 4翻 

ロッドを手で押込む。

9

F}^2 51 —016

くセレクティブ車（从丁車）〉

セレクトレバー上面の4ガ!)セレクトスイッチを 

ぉ…〇位置に切換える。

4西0セレクトスイッチ

F\^ 51-017 「12.4 51-018

5圭意

參 4界〇一仍ダ〇の切換えが重い場合は，嚙合クラッチにトルクがかかっており，直進走行後，操作するとスムーズ 

に切換わる。.

ジャッキアップあるいはローラー上で点検整備する前には，必ずコンビネーションメータ内の反\ゲ〇ランプの消 

灯を確認すること。（スピードメータテスト，ブレーキテスト，オンザカーバランス等）
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車検時の測定要領

——ブレーキテスト^-------------------------------- ------------------------------------------------------------------------------------------------------

く巳(:VI車の制動力測定時の注意事項〉

叼〇又了車は，制動力測定においてギアミッション車に比較して初期値が高く出る。これは変速機(0又”の特性に 

よるもので，エンジン運転中，(:V丁のプーリにコントロールされた油圧が常に掛かりスチールベルトに張力が掛 

かった状態となる。この張力の影響で制動力測定時の初期値が高く出る。

したがって，ブレーキテスタを使用してブレーキの引きず 

りの有無を確認する場合には下記の条件で実施すること。

氺1:判定基準値を越えた場合は車両をジャッキア 

ップして，各輪ずつ手で回し車輪の回転状態 

を確認する。

「セ. 5 51-019

測定条件 エンジン停止，レンジ

判定基準 片輪2(^ボ1以下
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2-1 エンジン仕様

国仕様

新型軍のエンジンは，全車4気筒5011¢：エンジンで，キャブレータ⑽八）エンジン№N070)とスーパチャージャ 

(50)エンジン（5X07^0の2型式のエンジンがある。燃料供給方式は，NAは横向単同可変ベンチュリー型キャ 

ブレータ，30は電子制御方式燃料噴射システム氓1\1？丨）である。主要諸元とエンジン全体図を次に示す。

主要諸元

型式

項目

£N070

~ (關 (50

シリンダ数

及び配置

直列4気筒

横置

弁機構 50110 —

総排気量

(〇〇)
658

内径X行程 

(11110)
56.0X66.8 —

圧縮比 9.8 8.3

最尚出力

(？3~瓜)
40/6,500 55/6,200

最大トルク 

(^2-111/^111)
5.5/3,500 7.1/3,800

燃料 

供給装置

可変ベンチュリー

キャブレータ

電子制御式 
各気筒独立 
噴射

点火方式 接点式
クランク角センサ 
付き已011
コントロール

点火順序 #1 -3-4-2

過給機 —
クランクシャフト
駆動メカニカル 
スーハ9チャージャ

£N070

闩る2 3 2 -343
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準備品

3丁 498545400 オイルフイルタレンチ オイルフィルタ脱着

バッテリ比重計 パ、ッテリ比重測定

トーヨーテック011-510 コンプ5レッシヨンゲージ コンフ。レッション測定

タイミングライト 点火時期点検

計器 498307900 スバルセレクトモニタ エンジン回転数，点火時期測定および故障診断

498348300 カートリッジ スバルセレクトモニタ用

エンジンチューナ エンジン回転数，吸入負圧測定

シックネスゲージ バルブクリアランス点検，調整

スバル
セレクトモニタ

外部接続コード 
(セットに含む)

「18.1

モニタ用カートリツジ

52 -330
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エンジン点検.調整——バッテリ，冷却水

國整備要領（1)バツテリ
「’ ’-’ 点検--------------------------------- ----------------------------------

(1) ハへソテリ液がアツパレべルとロアレべルの間にあ 

るかを点検する。アツパレべル以上あるいはロアレ 

ベル以下の場合は適宜処置する。

(2) バツテリ液が減少し，ロアレべル以下の場合は， 

アッパレべルまで蒸留水を補充する。

(3) バッテリ充電状態の点検

ハへソテリは，放電量によってバツテリ液の比重が 

低下するので，バッテリ液の比重を測定し，判断す 

る。比重が1.22以下の場合は充電する。

⑷ターミナル部

ターミナルの接触および腐食状態を点検する。㈩ 
端子にグリースまたほワセリンを薄く塗る。

⑵冷却水

——点検.交換-------------------------------------------------------

(1)冷却水の点検，補充は，エンジンが冷えていると 

き，ラジェータのリザーブタンクで行う。

リザーブタンク内の冷却液水量が卩111^レベルと 

し〇界レベルの間にあるかを点検する。

⑵卩じし乙レベルとし〇ガレべルの間にあれば，良好。 

し〇界レベルに近い場合は，卩リ乙!：レベルまで補充す 

る。

⑶リザーブタンク内が空の場合は，必ずラジェータ 

も点検し，注水口の口元まで補充する。次に，リザ 

ーブタンクの乙〇界レベルと卩1！1^レベルの中間よ 

りやや上側まで補充する。
-冷却液の交換要領は2 ― 7エンジンクーリングシ 

ステムの章を参照のこと。

⑷冷却水濃度と安全使用温度

車種
項目 、

2界0車 4界〇車及び 
寒冷地向車

新車時の冷却水濃度 30% 50%

安全使用(凍結)温度 一8で 
(一15。。） -28。。（-35。(：）

(5)点検および交換時期

点検時期 納車前一1か月点検一6か月点検

交換時期
%

4万!^又は2年毎
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エンジン点検.調整-------- エンジンオイルふオイルフィルタ.スーパチャージャオイル

(3)エンジンオイル8？オイルフイルタ

点検#交換

⑴車体が水平となる場所で，ェンジンを始動しない 

状態で行う。

⑵レベルゲージを抜いて，オイル量と汚れを点検す 

る。レベルゲージの先端を一旦ウェスなどで拭いた 

後，レベルゲージを再度差し込んで，オイルレベル 

を点検する。

オイルレべルは，フルレベルとロアレべル間にあれ

ば良好

I

闩も5
オイルレべルケージ

5 2-092 闩氐6 5 2-198

⑶中間よりロアレべルの時は，フルレベルまで補充

する 〇

(4)エンジンオイルおよびオイルフィルタ交換

エンジンオイルの汚れが著しい場合を除き，通常

下記のピッチで交換する 〇

エンジンオイル交換 10,00〇趾または6か月每または（どちらか早い方）

オイルフイルタ交換 10,0001<10每

使用 オイ ル

オイル分類 粘 度 使用時期

オモス
ィふパ、

ル丨ル

レ ッ ド #30 0て以上気温が高い時

ゴールド #10界一30 -25。(：〜30。。

才ール

シーズン用

ハイゴールド #7.5界一30

スー ノ、0— #10界一40

油量⑴
オイルのみ交換時 約2.8¢ (以丁)，2.9¢ (兄(:V”

フィルタ交換時 約3.0必⑽丁)，3.1必（已〇乂丁）

オイルフィルタの取外しは (： 5 丁） 49854 5400 

オイルフィルタレンチを使用する。

( 5 I )49854 5400
オイルフイルタレンチ

F\^^ 5 2-093

取付けは，取付面の0リング全周にオイルを塗布し， 

0リングが取付面に当たるまで手でまわして取付け 

る。取付面に当たってから更に1回転，オイルフィ
曹1 參泰 —麟聲 籲 -^ 貧屬釀^ #鲁 參

ルタレンチで増締めする。

参考：丁 1.2土0.31^-111

⑷スーパチャージヤオイル

点検

ろラグ八

プラグ（8)

切

へ
オイル

」レベル

厂；を8 5 2 -094
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オイル量点検は，プラグ(8)を外し，その位置まで才 

イルが達しているかどうかを点検する。

不足の場合はプラグ(八）を外しプラグ(3)の位置ま 

で補給する。

合わせてオイルの状態を点検する。

指定オイル
昭和シェル石油

IV130ギヤオイル

プラグ(八)締付トルク 2.5±0,2^-111

プラグ（8)締付トルク. 1.2 ±0.21^-111

注意Iガスケットは必ず新品に交換すること。



エンジン点検.調整一 ーエアクリーナエレメント，フェーエルフィルタ

(5)エアクリーナエレメント

—点検.交換------------------------------------------

⑴エアクリーナケースのクランプを外す。

⑵エアクリーナエレメントを取り出し，点検する。

‘エレメントの汚れ具合，破損の有無を点検する。 

，エレメントは，ろ紙にオイルを含ませたビスカス

タイプのため，清掃は不要である。

-エアクリーナケースとエレメントとのシール部に 

ほこりが通り抜けた形跡がない事を確認する。

(4)交換時期

交換
20,000坟 111毎 舗装路一般標
または1年毎 準走行の場合

-砂利道などほこりの多い場所や走行距離が比較的多 

い場合には早めに交換する。

-交換を怠るとシリンダが異常摩耗するおそれがある。

(5)エレメントが正しくケースに収まったことを確認 

し，カバーを確実にクランプする。

(6)フューエルフイルタ

——点検.交換-------------------------------------------

(1) フューエルフイルタ内のごみや水の有無を点検す 

る。フューエルフイルタ内に水があるときは入口を 

下にして振って水を出す。

(2) 明らかに詰まりや亀裂のある場合および定期交換 

時期には交換する。

フューエルフイルタ交換時期 
1年または20,000出ごと

⑶交換要領

① 50車は燃圧を低下させる。

燃压低下の方法については「2 — 3 エンジン 

脱着」の章，「燃至低下の方法丨を参照のこと。

② バッテリ㈠端子のケーブルを取外す。

③ 床下よりフューエルフィルタを取外す。

歡車

⑷取付けるときは，ホースを確実に挿入すること。
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エンジン点検.調整 スパークプラグ

(7)スパークプラグ

点検

⑴スパークプラグは，下記の事項を点検し，必要に 

応じて，清掃，修正あるいは新品に交換する。
春 電極部の汚れ 

堆積物の有無 

電極部のすき間 

硝子絶縁体部のひび割れ

^ターミナルの損傷
秦 ガスケットの損傷

電極の ひび割れ

⑵スパークプラグが焼け過ぎの場合は，下記の原因 

が考えられる。

，燃料混合気のうす過ぎ 

-点火時期の進み過ぎ 

-冷却の不足によるエンジン過熱 

^プラグの締付け不良

(3)スパークプラグがカーボンでくすぶる場合は，下 

記の原因が考えられる。

-長いアイドリング運転や低速運転 

-燃料混合気の濃すぎ 

-点火時期の遅れ

グニッションコイル，ハイテンションコード等

点火系の劣化

聲ピストンリング，バルブガイドの摩耗

⑷電極部が汚れている場合は，プラグクリーナ又は 

ワイヤブラシで清掃する。

⑸電極すきま

電極すきまをスパークプラグギャップゲージ（ワ 

イヤゲージ）を用いて測定する。基準値以外の場合に 

は，ワイヤゲージを用いて調整する。

電極のすきま

電極のすきま

「1る14 5 7-136

(7)スパークプラグ取付け

スパークプラグをプラグレンチに挿入し，プラグ 

座面に指先で仮締めした後，プラグレンチハンドル 

で締付ける。

ークプラグ締付トルク： 2.1土 0.3レ8-⑺

プラグレンチ 7 2.1+0.3^-

「也15 52-313

⑻スパークプラグ適合型番

:型番 N0型番 電極すきま（麵）

2？^ 6 0 ^201)7^-311 1.0〜1.1

2卩尺5 0 ^160^~311 1.0-1.1

交換時期 10,000―每
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エンジン点検.調整 -圧縮圧力

⑻圧縮圧力

点検

(1)エンジンを充分暖機運転し，イグニッシヨンを

する 0

(ラジエータフアンが2回作動するまで暖機を行

う。）
⑵燃料系の燃圧を低下させる。（30車）

燃圧の低下方法については，「2-3 エンジン脱 

着」の章，

(3) フューエルポンプのコネクタは外したままにして 

おく。
(4) スパークプラグを4本とも全部取外す。

(5) スロツトルバルブを全開にする。

(6) スパークプラグ取付け穴に，コンプレッシヨンゲ 

ージを当てる。

単位：^/〇^/叩!!!
車 種 财車 50車

コンプレツシヨン
基準 値 11.3/300 9.8/300

シ リンダ
相 互 間の 差 1.0以下 4——

コンプレツシヨン
限 度 9.8/300 8.3/300

⑻压縮圧力が低い場合は，次の項目を点検する 

-バルブの压縮漏れ 

-ピストンリングの摩耗 

-ピストン，シリンダの摩耗 

參シリンダへッドガスケットの漏れ

⑼圧縮圧力が高い場合は，燃焼室，ピストンヘッド 

のカーボン堆積を点検する。

コンプレツシヨンゲージ

5 2 -332

(7)スタータモータを回し，コンプレッションゲージ 

の指針が静止したときの最高値を読み取る。

-バッテリ全充電状態で行うこと。

-スタータは機能，作動とも良好なものを用いること。 

，測定は各シリンダ毎に少なくとも2回以上行うこと。 

# NA車はコンプレッションゲージの先端とピストン 

がぶつかる可能性があるので，ねじ部長さが18111111以 

下のものを使用すること。

く參考〉

該当するコンプレッシヨンゲージは卜ーヨーァック

011—510などである。
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エンジン点検.調整--------Vリブドべルト

⑼Vリブドべル

点検，調整

⑴ベルトは，亀裂，損傷，油の付着がないかを点検 

し，損傷甚だしいものは交換する。

⑵エンジン運転時に，ベルトが波打ち又は横ぶれし 

て回転しないか，ベルトのゆるみとアライメントを

点検する。

く⑽車〉

ベルトの張りは下記のとおり。（）内の数値はベル 

卜の継続使用の場合。他は新品ベルトの場合。

一般車

「12.17 5 2 -333

ベルトのたわみ： 9〜11111111/10味（11〜13111111/10峰)

張力： 45土 5は （35 土 5は）

八/〇付車

闩8.18 5 2-076

ベルトのたわみ： 5~6 11111171〇1^( 6 ~ 7 111111710^8)

張力： 70 土 101^ (50 土 5は)

く 50車〉

(1)調整を行うちときは，スライダボルトのロックナ 

ットを一旦ゆるめ，スライダボルトをまわして，ベ 

ルトの張りを調整する。

5 2-099

ロックナット

ベルトテンシヨ
固定ボルト

2.0 土 0.2一；

5 2-100「12.19

(2)ベルトの張りは下記のとおり〇 ()内の数値はベ 

ルト継続使用の場合。他は新品ベルトの場合。

^6-20 5 2-077

八ベルトのたわみ： 7〜8刪/1017〜9 111111710^)

張力： 55 土10竑 (45 土 10は)

8ベルトのたわみ： 6〜8 111111710^( 7〜9 111111710^)

張力： 70 土10竑 (60 土 10は)
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エンジン点検.調整——バルブクリアランス

⑽バルブクリアランス

——点検.調整

く点検〉

(1)点検するシリンダを压縮上死点にする。

上死点の出し方は，各々のクランクプーリの0° 

の溝とタイミングベルトカバーの爪とを合わせる。 

-财車

5 2 -200

(2)シックネスゲージを挿入して，バルブクリアラン 

スを点検する。

く調整〉

，調整は冷間にて行うこと。

(1) #1シリンダを压縮上死点にする。

(2) パ、ルブロッカアームのナットをゆるめ，スクリュ 

を回してインテーク側とェキゾースト側のクリアラ 

ンスを調整する。

調整値(冷間時）

インテーク 0.15 土 0.02111111

ェキゾースト 0.20 ±0.02腿

ナット締付トルク 0,9±0，1は-㈤

「16.22 5 2-334

(3)以後#3シリンダ，#4シリンダ，#2シリンダの順 

で行う。

⑷クランクシャフトを1回転させ，バルブクリアラ 

ンスを点検する。

「1咨21
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#1シリンダ

圧縮上死点

#4シリンダ 

圧縮上死点

シリンダ'#

ピストン位置\\

4

〇

#

〇

〇

#

〇

2

£1

〇

〇〇

爪

〇

エンジン点検.調整--------バルブクリアランス，タイミングベルト

—点検.調整'-------------------------------------------

く参考〉

次の手順でもバルブクリアランス調整が行える。 

⑴#1を圧縮上死点にする。

(2) #1のインテーク側，エキゾースト側，#2のイン 

テーク側，#3のェキゾースト側を調整する。

(3) クランクシャフトを1回転させ，#4を圧縮上死点 

にする。

⑷#4のインテーク側，エキゾースト側，#2のェキ 

ゾースト側，#3のインテーク側を調整する。

(5)クランクシャフトを1回転させ，ハフレブクリアラ 

ンスを点検する。

-バルブクリアランス調整手順

(11)タイミングベルト

--------点検.調整--------------------------------------------

(1)タイミングベルトカバーX〇. 2 (シリンダヘッド

側）を取外す。

「12.23 52-101

⑵ベルトを点検する。

① ベルトに亀裂，損傷がある場合は交換する。（特 

にベルト背面の亀裂に注意する。）

交換要領は2 — 5動弁機構「タイミングベルト公 

スプロケット」の項参照

② オイル，水等が付着している場合は，原因を確 

認-修正後きれいに拭き取る。

(3)張力の調整方法

ベルトテンシヨナのボルトを一旦ゆるめて締直す。 

厂| 一 2.5 土 0.31^ -111

タイミングベルト張力調整 1年毎

タイミングベルト交換 4年毎

ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト

1
回
転
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エンジン点検.調整 エンジン調整问八車

(12)エンジン調整⑸八車(点火時期，アイドリング回転数，00，N0,ァィドルァップ)

(1)バキュームホースの点検

(1)パキュームホースを点検する。

次の点を点検し，不良の場合は交換または修正す 

る。

① 誤配管の有無

② ホース抜けの有無

③ ホースの亀裂の有無

荷台トラップドア裏面に貼りつけてあるバキューム 

配管図を參照する。

バキューム配管図

一一(2)ディストリビュータの点検.調整一

(1)ディストリビュータブレーカポイントを点検する。

① 内部オイル漏れ

② 内部の汚れ

③ カムクロージングアングル

調整値
三菱製 4 0° 5ら0 (ホイントギヤッフ0.510111分コ〜〇〇 のとき）

日本電装製 40。 0 (ポイントギャップ〇ズ5咖兮コのとき）

④ポイントギャップ5

調整値
三菱製 0,45〜0,55腿

日本電装製 0.4〜0.5111111

注意

接触不良（ポイント面の焼損，荒れ，汚れ)があると 

きはポイントを磨くこと。

⑤ポイント接点圧

基準値
三菱製 450〜6002

日本電装製 400〜5502

⑥コンデンサ容量

基準値
三菱製 0.243〜0.297ダ

日本電装製 0.225〜0.275//ド

⑦ ガバナおよびバキューム進角装置の作動状態

⑧ カム表面および頭部，ポイントアームヒールの 

グリースの有無(少量ついていれば可）

⑨ 各コードキャップ差込部のゆるみおよびリーク

点検
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エンジン点検.調整 エンジン調整问八車

エンジン調整问八車（点火時期）

—⑶点火時期の点検^調整

⑴バキュームホースの配管を確認する。

⑵ポイントギャップを点検し，必要により調整する

(3) ラジェータファンが回るまでェンジンを充分暖気 

する。

(4) タイミングライトを#1コードに接続し，タイミン 

グマークが一致しているか点検する。クランクプー 

リの溝とタイミングベルトカバーの爪の位置が一致 

すること。

(5) デイストリビュータの取付けボルトをゆるめる。

(6) デイストリビュータをキャップ側から見て，右へ 

回すと点火時期は進み，左へ回すと遅れる。

厂は.27 3 2-337

⑺次の表のように点火時期を調整する。

車種 点火時期出丁〇で/叩1！1)

⑽車 6° 7800

ド12.25 52-179

八/〇付車

52-181
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エンジン点検.調整——エンジン調整^車 

エンジン調整问八車（アイドル回転数，00, N0濃度）

—⑷ァイドリング回転数の点検.調整——

(1)ラジェータファンが回るまでェンジンを充分暖気 

する。

⑵点火時期が正しく調整されているか点検する。

⑶回転計を接続する。

(4)スロットルアジャストスクリュを調整し，アイド 

リング回転数を調整する。

アイドリング回転数 800土5〇！"口 111

スロットルアジヤストスクリユ

呵28 52,201

—⑸00，円¢：濃度の点検，調整-----------------

⑴点火時期が正しく調整されているか点検する。

⑵アイドリング回転数が正しく調整されているか点 

検する。

⑶00，只0濃度を点検する。

00(%) 1.5土0.5

110 (ロロ!11) 1，000以下

注意

‘走行後はアイドリングで5分以上放置した後に調整 

すること。（走行直後はシリンダへッドの排気ポート 

付近の温度が高く，00の浄化が促進されているの 

で，通常の00メータでは感知しにくいため）。

^アイドルアジャストスクリュはあらかじめ最適にセ 

ットしてるので通常は調整する必要はない。

，アイドル〇〇調整の際は，リヤバンパに貼付してある 

〇〇調整ラベルを参照のこと。
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エンジン点検，，調整--------エンジン調整樣車，エンジン調整30車

エンジン調整⑸八車

--------- 00，㈠。濃度の点検.調整"一"----------------------

(4)基準値をこえている時は，以下の順序で調整する。

① リミッタキャップの上からアイドルアジャスト 

スクリユを一杯にねじ込んだ位置より4回戻し， 

スロットルアジャストスクリユを2〜3回ねじ込 

んでおいて始動する。

② スロットルアジヤストスクリユでアイドリング 

回転数を基準値に合わせる。

③ アイドルアジャストスクリュで00が1.5土().5 

%以下になるように調整する。

アイドルアジャストスクリュの調整は特殊工具： 

498297100アイドルアジャストドライバを使用し，リ 

ミッタキャップは外さないこと。

名 称 回転方向 ⑽直

アイドルアジャスト 
スクリュ

右へ回す 小さくなる

左へ回す 大きくなる

(6)八/〇アイドルアップの点検

⑴八/〇アイドルアップの点検-調整 

①八/〇の5界を入れる。

② エンジン回転数を読み取る。

③ 調整スクリユで調整し，エンジン回転数を基準

値に合わせる。 基準値：1050「〇⑺

回転方向 エンジン回転数

調整スクリュ 右へ回す 高くなる

左へ回す 低くなる

厂セ，30 5 2-333

(13)エンジン調整50車（点火時期)

点火時期の点検

く 50車〉

(1) ラジェータフアンが2度回るまで充分ェンジンを 

暖気する。

(2) テストモードコネクタ（緑色）を接続する。

リードメモリコネクタ（黒色)

テストモードコネクタ（緑色)

セレクトモニタコネクタ（黄色)

「I&31 5 2-329

⑶リードメモリコネクタ（黒色）が分離していること 

を確認し，セレクトモニタを使用して点火時期を点 

検する。

タイミングライトを用いる場合は，タイミングべ 

ルトカバーの爪の位置とクランクプーリの溝が一致 

すること。

8100 14°

8100 I 
8100 4°

100

#1，#4ピストン 
上死点錄

「吃.32 52-183

点火時期8丁〇0 10° 7800^111

点火時期が基準値と外れている場合はディスト

ビュータを回し調整する 〇

(4)テストモードコネクタを分離する。

テストモードコネクタを分離している時は，点 

火時期が8丁〇0 4ソ800卬㈤であることを確認す 

る。
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エンジン点検.調整--------エンジン調整3¢車，キャブレータ

(14)キヤブレータ

一一(2)アイドリング回転数の点検--------------

⑴エンジンを充分暖機する。

(2) テストモードコネクタ（緑色）を接続し，点火時期 

を点検する。

(3) リードメモリコネクタ（黒色）を接続する。

⑷スロットルボデーのアイドルアジャステイングス 

クリュでアイドル回転数を合わせる。

アイドル回転数： 800土50「口⑺

嫌き漏

隹ヒータブロア.へッドランフ。.リヤデフオッガ.ラ 

ジエータフアンがすべて〇卩ドの状態で行う。

アイドルアジャスティンクブクリュ

ド12.33 5 2 -340

(5) テストモードコネクタとリードメモリコネクタを 

分離する。

(6) 調整後，次のようになることを確認する。

① 電気負荷がすべて〇卩ドのとき 

アイドル回每数： 800 土 50「|3⑺

② ヒータブロア，へッドランプ-ラジェータファ 

ンリヤデフオッガのいずれかがのとき

アイドル回転数： 850土50卬⑺

(7) (6)で示したようにならない場合はトラブルシュー 

ティングマニアルの“1.基本点検”を参照するこ

点検

く从車〉

(1) リンク作動に異常はないか点検する。

(2) スローカットバルブを点検する。

アイドリングでエンジンを回転させ，スローカッ

トバルブのリード線を外して，エンジンが止まるこ 

とを確認する。

(エンジン停止の場合…スローカットバルブの作動 

は正常）

く參考〉
スローカットバルブが正常に作動しない場合は， 

，エンジンが起動してもアイドリングが続かない。 

―リード線不良

-キースイッチを切った時アフタファイャを起す。 

—スローカツトバルブ不良

スローカツトバルブ

^12.34 5 2-203

(3)ベントスイッチを点検する0

キースイッチ0Nでゃカチッヶと作動音がすること 

を確認する。

く参考〉
ベントスイッチが正常に作動しない場合には，夏季

の再始動性に時間がかかる。

ベントスイ

以35 5 2-339
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エンジン点検.調整-------アイドルバキューム

(15)アイドルバキューム

点検，調整

(1)エンジンを充分暖機する。

⑵インテークマニホールドの八/〇用アイドルアッフ。 

負圧取出口（NA)およびスーパチャージャインレッ 

卜の4界〇切換アクチュエータ用負圧取出口（30)の 

ニップルにバキュームゲージのホースを接続する。

(3)アイドリング状態で負茁を読み取る。

八/〇アイドルアッフ用ニツフル

ド12.38 52-201

4…〇アクチユエータ用ニップル

^2.37 52-596

バキューム正常値

(111111112)

—車 430〜530

30車
350〜470

330〜450

注意

新車時（1，000—ぐらいまで）はNA車： 400111111130 

車⑽ 丁）： 320111111N2, 50車（迟〇ゾ丁）： 300111ぐら 

いになっている時もある。

⑷指針の揺れが正常値の範囲外であったり，揺れが 

異常の場合は次表により点検，調整する。

バキュームゲージ指針と不良個所

バキュームゲージ指針 不良個所

① インテークマニホールドガス

ケ ット，キヤブレータガスケッ

正常値より小さい 
値を示す

卜部の漏れ
②イグニションタイミングの遅 

れ，バルブクリアランスが狭い

③ バルブガイドすき間大
④ バルフシートの漏れ
⑤ バイパスバルブガスケット咅6

正常値より小さい 
値を示す

の漏れ
⑥スーパチヤージヤ入口，出口 

ガスケット部の漏れ
⑦ エアインテークダクトクラン

プ部の漏れ

⑧ キャブレータ調整不良

正常値より大きい ① 点火時期進みすぎ

値を示す ② バルブクリアランス過大

正常値の上下に振 ① 点火系の不良
動する ② キャブレータ調整不良
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準備品

5 丁
89990 4100 リムーノ く/ストレートピン 00：[のスプリングピン脱着用

49960 5400 エンジンハンガ エンジントランスミッション八33丫つり下げ用

工具

車体昇降用オートリフト 車体の昇降

クーラント回収容器 クーラントの回収用（容量： 7〜8公）

ビニルホース

エンジン受台 エンジンの昇降

油月旨 
その他

スバルクーラント クーラントの補充

エンジンハンガ

国整備要領 

--------取外し

く注記〉

作業の安全性からエンジン八33丫（エンジン十トラ 

ンスミッション）で脱着することを標準作業とする。 

ボデーリフトアップ時後輪が自由に回るように，あ 

らかじめハンドブレーキをゆるめておく。

リフト作業の場合は，作業項目により随時リフトア 

ップ，リフトダウンする。

(1) オートリフト等へ車体をアップできる状態にセッ 

卜する。

^リフトアップポイント 

フロント：サイドフレームのブラケット部 

リア：リアクロスメンバ下面 

幸詳細は1 -5リフト(&ジャッキアップポイントの章 

を参照のこと。

(2) 燃料系の燃圧を低下させる。

1燃圧低下王^

①フューェルポンプハーネスのコネクタを分離す 

る。

③エンジンを始動し，エンストするまで回し，エ 

ンジン停止後更にスタータを約5秒間まわし，イ 

ダニシヨン3界を〇ド孖にする。

⑶バッテリ㊀端子を取外す。

⑷トラップドアを取外す。

⑸リアバンパ(バン，トライ系）およびリアフード（卜

ラック系）を取外す。

トラックは同時にライセンスランプおよびパ'.ック 

ランプのコネクタも分離する。

鲁リアバンパ取外し作業要領は，5-2ボデー外装の章 

「リアバンパ」の項を参照のこと。
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エンジン脱着——取外し

—取外し---------------------------------------------------

⑹エアクリーナケースを取外す

① ホース類をエアクリーナケースから取外す。

② エアクリーナケース取付ボルトおよびナットを 

取外し，エアクリーナケースを取外す。

#エアクリーナケース取外し作業要領は，2-8エアイ 

ンテークシステムの章の「エアクリーナ八55丫」の項 

参照のこと。

⑺リフトアップする。

⑻ダイアゴナルメンバ(左，右）を取外す。

⑼マフラ関係の取外し。

① エキゾーストパイプカバーを取外す。

② ベローズカバーリヤを取外す。

③ ベローズカバーフロントを取外す。

④ エキゾーストマニホールドプレートを取外す。

⑤ マフラハンガブラケットとクッションを一体で

取外す。

⑥ マフラカバーの取付ボルト（4本）を取外す。

⑦ エキゾースト温度センサのコネクタを分離する。

⑧ マフラとマフラハンガクッションフロントとの

取付ナット（1個）を取外す。

⑨ マフラのフランジ部とエキゾーストマニホール

ドの取付ナットを取外す。

⑩ マフラとマフラカバーを一体でボデーから抜き 

取る。

馨マフラ関係の取外し作業要領は，2-10エキゾースト 

システムの章を参照のこと。

⑽キャブレータプロテクタ（NA車）およびスロット 

ルボデープロテクタ（30車）を取外す。

キャブレータプロテクタ

「16.2 5 2-146

スロットルボデープロテクタ

円る？ 5 2 -206

⑽ハーネス類の取外し

皿車

①スタータ㊉ケーブルおよびスタータハーネスを

スタータから分離する 〇

②ミッションハーネスのコネクタを分離する 〇

ミツシヨンノヽー不ス
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エンジン脱着——取外し

取外し

③エンジンメーンハーネスおよびサーモスイッチ 

のコネクタを分離する。

ハーネス

「も5

エンジンメーン 
ハ—ネス

5 2-148

④オルタネータの夕ーミナルおよびコネクタを取

⑧ハイテンシヨンコード（イグニッシヨンコイル

デイストリビュータ間）を取外す 〇

闩2. 8 52-151

⑨エンジンアースケーブルを取外す。

⑤ イグニッシヨンコイルのコネクタを取外す。

⑥ ディストリビュータハーネスのコネクタを取外

す。

⑦ レジスタのコネクタを取外す。

① スタータ㊉ケーブルおよびスタータハーネスを 

スタータから分離する。

② トランスミツションハーネスのコネクタを分離

する。

ド 12.10 5 2 -207
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エンジン脱着——取外し

取外し

③0。センサハーネスのコネクタを分離する。

印1 5 2 -208

④ブラシホルダハーネスのコネクタを分離する。 

氓〇乂丁車）

ド12.12 5 2 -209

⑤ エンジンメーンハーネス（ 2個）およびサーモス 

イッチのコネクタを分離する。

⑥ オルタネータのターミナルおよびコネクタを取

外す。

エンジンメーンハーネス

オルタネータハーネス

「12.13 52-210

⑦デイストリビュータおよびイグナイタハーネス 

(2個）のコネクタを分離する。

「略14 5 2-211

⑧ ハイテンションコード（イグニッションコイル

〜ディストリビュータ間）を取外す。

⑨ エンジンアースケーブルを取外す。

⑽ケーブル類の取外し

①スピードメー タケーブルをトランスミッシヨン

から取外す 〇

「12.15 5 2-153

42



エンジン脱着------取外し

取外し

②アクセルケーブルをキャブレータ（NA車）およ 

びスロットルボデー（50車）から取外す。

ド12.16
アクセルケーブル

5 2-154

ブラケットごと外す

アクセルケーフル 

「1る17 5 2-212

③シフトコントロールケーブルおよびセレクトコ

ントロールケーブルをトランスミッションから取

外す。（1\^丁車）

セレクトコントロールケーブルの取外しは床下から

行なう。

ブラケットより
外す

ドは.18 53 -440

セレクトコントロールケーブル

印9 5 2-3。7

④兄〇又丁のセレクタケーブル（1本）をブラケット 

ごとトランスミッションから取外す（60マ丁車）

ブラケットご

通
ぐげ,1

1

1

1

ノ

^2.20 5 2 -213

⑤クラッチケーブルをフォークレバーより取外し， 

ケーブルのブラケットをトランスミッションより 

取外す。〈IV[丁車）

^2.21 53 -423
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エンジン脱着-------取外し

取外し

⑥スピードメータケーブルの樹脂クランプを取外

す。（床下作業）

注意

エンジン脱着時にケーブル類をひっかけないように

ボデーにテープなどで固定しておく 

⑽ホース類の取外し

〇

取付時の誤配管を防ぐために，マーキング等をして 

おくこと。

① ブレーキブースタのバキュームホースをインテ 

ークマニホールドから取外す。

② エバポホースをキャブレータから取外す。

③ フューエルホース（デリバリ，リターン）をキャ

ブレータから取外す 〇

フユーエルデリバリホース

リターンホース

フレーキ 
フースタホース

闩2.22 52-155

④ 4界1)アクチュエータ用バキュームホース（ 2

本）をチヱックバルブの所で分離する。（セレクテ 

イブ4界〇車のみ）

「12.23 52-156

① ブレーキブースタのバキュームホースをスーパ 

チャージャから取外す。

② エバポホースをスロットルボデーより取外す。

ド12.24 5 2-214

③フューエルホース（デリバリ，リターン）をェ 

ジン側で取外す。

フユーエルホースここから外す

ド12.25 5 2-215

④ 4界〇アクチュエータ用バキュームホース（2

本）をチヱックバルブの所で分離する。（セレクテ

イブ4界〇車のみ）
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エンジン脱着 取外し

取外す

⑤丑〇乂丁オイルクーラホース（2本）を取外す。 

汨〇マ丁車）

霧^^^

オイル流出を防ぐために]\110ボルト等でホースに栓

をしておく
巳〇ソ丁オイルクーラホース

7

〇ノ

〇

检をする。

ド18.26 5 2-216

⑥圧カセンサホースを取外す 〇

力^

〇
,0- ，ぐ

\
^35^、ソ (1

〇 圧カセンサ 
ホース

⑽リフトアップする 〇

⑽デフロックアクチュエータ八55丫をトランスミッ 

シヨンから取外す。（デフロック付4评〇車のみ）

マ
人

〇

デフロックアクチュエータ八33 丫

^2.29 5 3 -428

⑽冷却水を排出する

注意

冷却水が飛び散らないようにビニールホースを用意 

し，ドレンコックの排出口にホースを取付け，ドレ 

ンコックを開く。

冷却水の受皿を用意し，回収する。

0

「12.27

⑦130ホース（ 2本）を取外す

5 2 —217

巴〇ホース

闩る28 52-218

ドは.30

(17)スプラッシュガードを取外す

ヒニールホースを差し込む 52-157

〇

5
1：

剛,

スプラッシュガート
「12.31 5 3 -424
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エンジン脱着一一取外し

—取外し--------------------------------------------------

⑽プロペラシャフトをトランスミッションから分離 

する。（4界0車のみ）

① プロペラシャフトとフロントデイファレンシャ 

ルの結合ボルトを取外す。

② プロペラシャフトをトランスミッションから引 

き抜く。

-プロペラシャフト取外し作業要領は3-4ドライブ 

システム公アクスルの章「プロペラシャフト」の項を 

参照のこと。

#プロペラシャフトをトランスミッションから引き抜 

く時，オイルが流出するので，あらかじめ排油缶， 

キャップを準備しておく。

-プロペラシャフト脱着時，トランスミッションの才 

イルシール，スリーブヨーク摺動面に傷付けないよ 

う注意すること。

馨プロペラシャフト引き抜き後，トランスミッション

にキャップをし，オイルの流出を止める。

⑽ピッチングストッパを取外す。

⑽ラジエータホースおよびヒータホースの取外し。

，ホース分離時，冷却水がこぼれ出るため，ホースの 

下に冷却水受皿をセットしておく。

46

财車

フジエータホース（ 2本）およびヒータホースを水管 

部より分離する。

厂セ.33 5 2-158

30車

ラジェータホース（2本）を水管部から分離し，ヒー 

タホース（1本）をエンジン側で分離する。

ド12.34 5 2-219

⑼リヤアクスルシャフト（左，右）をトランスミッシ

ヨンより分離する。

ピン抜き工具を使用してスプリングピンを抜く

「15.35 5 3-165



エンジン脱着——取外し

取外し

⑽フロントエンジンマウントクッションラノく一の取

付ボル^卜を抜く 〇

クッシヨンラノく一

取付ボルト

ド12.36 52-161

⑽エンジンオイルクーラホース（2本）を取外す。 

ラジェータ水管および気水分離ホース部から分離 

する。汨〇又丁車のみ）

⑽リフトダウンする 〇

(25)ラジエータエアベントホースをエンジンから分離 

する。（ノゞン，トライ系）

ド12.38
〇

エアベントホース

0

5 2-160

⑽エンジン台を入れて高さを調整する

円2.39 5 2-162

(27)エンジンクロスメンバ取付ボルト（4本）を取外し

車体と分離する。

ンジンクロスメンノベ'

取付ボルト

ド 12.40 5 2-163

⑽エンジンにクロスメンバを付けた状態で車体から 

引き出す。

嫌^^

，エンジン引き出し時にハーネス，ケーブル等にひっ

かけないように注意する 〇

ブーツ（アクスルシャフト）の損傷がないように注意

する。

ボルト類，取外した部品を整理しておく。

^2.41

メンノ くを付' 
けた状態で 
引き出す。

5 2-184
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エンジン脱着--------エンジンとトランスミツシヨンの分離

——エンジンとトランスミッシヨンの分離一

く注記〉

車体から取外したエンジン參トランスミッション 

八35丫をバイス台上等へ作業し易いようにセットす 

る。

修エンジン.トランスミッション八88丫をホイスト等 

で昇降あるいは移動させる場合は安全のため3点釣 

りとする。

NA車

ドセ.42 5 2-165

50車

〔5丁〕
49960 5400
エンジンハンガ

ド12.43 3 2-221

(1)マウンティングブラケット乙11の取外し

① クラッチリターンスプリングを取外す。

② ブラケット乙！1の取付ナット4個を取外す。

③ ブラケットし11とクッションラバーを取付

けている通しボルトをゆるめる。

11ボル

ド12.44 52-169

④クロスメンバを後方へ動かしながらブラケット 

乙！1をクロスメンバと一体で取外す。

(2)クロスメンバの取外し

①クロスメンバとクッションラバー尺!！を取付け

ているナットを取外す 〇

クッシヨン 
ラバ—州

^8.45 52-170

②クロスメンバとクッションラバー尺IIを分離し 

クロスメンバを取外す。
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作業項目により随時ホイストによりアップ，ダウン 

するので，エキゾースト部品，クロスメンバ等を保 

護すること。



エンジン脱着------- エンジンとトランスミッシヨンの分離

エンジンとトランスミッションの分離

⑶スタータ八33丫を取外す。

⑷フリーアクスル用バキュームタンクを取外す。 

⑸ブラシホルダをトランスミッションから取外す。 

汨〇又丁車のみ）

ブラシホルダ

ド12.48 5 2 -223

(6) 20\^丁コントロー ルケーフルをスロットルボア、'

一側でブラケットごと取外す。氓〇ゾ丁車のみ）

コントロー ノレケーブル

产V

ド12.47

(7)スティフナを取外す。

5 2 -224

厂12.48 52-172

(8)フロントエンジンマウントをトランスミッション

から取外す。（必要に応じて取外す。）

取付ボルト

フロントエンジン 

マウント

ド18.43 52-173

(9)マウンティングブラケット尺^[の取外し

ブラケット尺!！とエンジンを取付けている4本の 

ボルトを取外し，ブラケット尺！1をエンジンから分 

離する。（必要に応じて取外す。）

ブラケット阶1

ド12.50 52-171

⑽ラジエータホースを取外す。（必要に応じて取外 

す。)

(11)エンジンとトランスミッシヨンを分離する。

氓(:VI車のみ）

春分離する際，電磁クラッチのスリップリングを損傷 

しないように注意する。

，分離する際，オイルポンプシャフトの曲げ等に注意 

する。

鲁メーンドライブギヤ用オイルシールがクラッチ側に 

脱落していないことを確認する。

⑽エンジンをエンジンスタンドに取付ける。（必要に 

応じて取付ける。）
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エンジン脱着 エンジンとトランスミツシヨンの維持

——エンジンとトランスミツシヨンの組付け一 

く注記〉

取付時には次の事項を注意する。

，エンジンマウント，ロッド等のラバーブッシュの摩

耗，損傷を点検する。

參トランスミツシヨン取付時，レリーズべアリングホ 

ルダ及びクリップ等が脱落し易いので注意する。

(1) エンジンからエンジンスタンドを取外す。

(2) エンジンとトランスミツションを結合する。

1^丁車

，メーンシャフトのスプライン部にニチモリ丁05ま 

たはド又2200グリースを均等に塗布すること。

鲁メーンシャフトとダイヤフラムスプリングとの接触 

による変形，破損に注意する。

已〇乂丁車

^組付時，電磁クラッチのスリップリングを破損しな 

いように注意する。

^組付時，オイルポンプシャフトの曲げ等に注意する 

參メーンドライブギヤ用オイルシールがクラッチ側に 

脱落していないことを確認する。
，エンジンリヤプレートのトランスミッション接合面 

には，シーリングのためのスポンジが接着されてい 

るが，このスポンジが汚損し再使用が不可能な場合 

には、スポンジをきれいに取去り，ミッション側接 

合面に液体パッキンスリーボンド#12070を均等に

塗布し、エンジンとミッションを結合させる。

⑶20\^丁コントロー ルケーフルをスロットルポア、、

一に取付ける。汨〇乂丁車のみ)

⑷ブラシホルダをトランスミッションに取付ける。 

冚〇又丁車のみ）

⑸フリーアクスル用バキュームタンクを取付ける。 

⑹スタータ八33丫を取付ける。

【車

^12.53 52-174

2.5 土 0.31^一⑴

「1^54 5 2 -223

⑺ラジェータホースを取付ける。
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エンジン脱着-------- エンジンとトランスミッシヨンの組付け

エンジンとトランスミッションの組付

(8)フロントエンジンマウントをトランスミッシ

に取付ける。

3

以55

(9)ステフナを取付ける。

6.3 土 0,54-⑺
5 2-173

ドば58 ----- --------------------------------- 22-172

⑽マウンテイングブラケット尺！！をエンジンに取付

ける 〇

F\^^ .7土 0.54-⑺
52-171

(11)マウンテイングブラケット尺!！とクロスメンバ'と 

の取付け。

①ブラケット尺只にクッションラバー尺!！夯取付

ける 0

クッシヨンラバーの突起部をブラケットの穴に確実

に挿入して取付けのこと 〇

丁

突起部を合わせる 

6.--------

ド12.58 5 2-176

②クロスメンバとクッションラバー尺!！を組付け 

る。

F\^

(12)マウンティングブラケットし只の取付け。

① ブラケットをトランスミッシヨン側に合わ

せて取付ナット4本を締め付ける。

② ブラケットし幵とクッシヨンラバー乙11を取付 

けている通しボルトを締め付ける。

5.5土丨.04-⑺
^18.601(

③クラッチのリターンスプリングを取付ける

51



エンジン脱着一取付け

取付け

(1) エンジン.トランスミッション八337をエンジン

受台にのせて車体にセットする。

(2) フロントエンジンマウントのクッションラノゞ一の

通しボルトを挿入し，仮止めする。

「12.61

⑶クロスメンバを車体に取付ける。

52-161

丁| 6.5土 1.04,⑺

5 2-163「12,62ッ

(4)エンジン受け台を引き出す。

⑸フロントエンジンマウントの通しボルトを本締め

する 〇

9.0土丨.0—-⑺

「私63 52-161

⑹エンジンオイルクーラのホースを取付ける 

氓〇 VI車のみ）

厂12.64 | | 广ノ\\ 丨 I \ 5 2-220

⑺リアアクスルシャフトを取付ける。

-スプリングピンは新品を使用する。

，スプリングピン打込み時，〇〇了ブーツを損傷しない 

よう注意する。

(8)ラジエータホース（ 2本）およびヒータホースを取 

付ける。

0ホース差し込量は30〜351111IIとする。

ホースクランプは必ず所定の向きに取付ける 〇

馳車

ド12.65
〔/〇アウトレット ヒータホース

52-158

(已…丁）オイルクーラホニス 
…、' 飞/〇 小ース

^6.66 32-219
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エンジン脱着——取付け

取付け

⑼ピッチングストッノ、。を取付ける。

F\^^ 53 -427

⑽プロペラシャフトを取付ける。（4界0車のみ)

1.8土 〇パは -111

ロペラシャフト取付け作業要領は3 —4ドライ 

システム公アクスルの章「プロペラシャフト」の項を 

参照のこと。

⑼スプラッシュガードを取付ける。

⑽デフロックアクチュエータ八33丫を取付ける。（デ 

フロック付4^0車のみ）

スプラッシガード

ド12.68 5 3-424

⑽クラッチケーブルの取付け

① クラッチケーブルをフォークレバーに取付ける

② クラッチケーブルのブラケットを固定する。

エンド部にグリースを塗布し偏摩耗を防止する。

グリース
才ートレックス八

サンライト2号

(14)ケーブル類の取付け

① メータケーブル樹脂クランプを取付ける。

② セレクトコントロールケーブルをトランスミ 

シヨンに取付ける。（…丁車）
ぐセレクトコントロール

ツ

円2.69 5 2-307

③ リフトダウンする。

④ シフトコントロールケーブルをトランスミッシ

ヨンに取付ける。（％丁車）

ドは.70 5 3 -440

⑤圮〇又丁セレクタケーブルを取付ける。氓〇又丁車)

セレクタケーブル

〇：

I
〇

「12.71 5 2-213
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エンジン脱着——取付け

取付け

⑥ スピードメータケーブルをトランスミッショ 

に取付ける。

⑦ アクセルケーブルをキャブレータ⑼八車）およ 

びスロットルボデー（3(：車）に取付ける。

ド12.72 アクセルケーフル
5 2-154

ド 12.73

⑽ホース類の取付け

5 2-212

① 4评〇アクチュエータのバキュームホース（2

本）を接続する。（セレクティブ4界〇のみ）

「12.74 5 2-177

②フユーエルホース（デリバリ，リターン）をキヤ 

レータに取付ける。

フユーエルデリバリホース 

フユーエルリターンホース

「16.75 52-178

③ ブレーキブースタのバキュームホースをインテ 

ークマニホールドに取付ける。

④ エバポホースをキャブレータに取付ける。

「12,76 5 2-155

⑤ラジェータェアベンドホースを取付ける。

(バン，トライ系）

^2.77 5 2-160
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エンジン脱着——取付け

取付け

①丁オイルクーフホース（2本）を取付ける。

め

〇,

巳〇ソ丁 
クーラホース へ

〇

(1/ // / \\11 、、レ,,バ /ノ 丨1 ，4 1りし」 八入 V
/ XV ノ\

1 \ハ\一

ドセ.78

②圧カセンサホースを取付ける。

52-216

0 ―V て

\
〇, 圧カセンサ

ホース

ぬ

「12.79 5 2-217

③ 4界1)アクチュエータのバキュームホース（2 

本）を接続する。（セレクティブ4界0のみ）

④ 130ホース（2本）を取付ける。

〇

V！

〇]

13〇ホ—ス

厂12.80 52-218

⑤ ラジエータエアベンドホースをエンジンウォー 

タアウトレットに取付ける。（バン系のみ）

⑥ フューエルホース（デリバリ，リターン）を取付

ける フユーエルホース

II
.0

丨丨

ド12.81 3 2-215

⑦エバポホースを取付ける。

⑧ブレーキブースタのバキュームホースをスーパ

チャージャに取付ける。

\\

〇

ブレーキフースタ
ホース

1)

エノヽホホ ス

「‘82

⑽ハーネス類の取付け

5 2-214

财車

① エンジンアースケーブルを取付ける。

② ハイテンシヨンコードを取付ける0
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エンジン脱着-—取付け

取付け

③ デイストリビュータハーネスのコネクタを接続

する。

④ レジスタのコネクタを接続する。

⑤イグニシヨンコイルのコネクタを接続する。

イグニシヨン 
コイルハーネス

ド略8 3

レジスタハーネス 

〒ベ、ス厂/ビニータノ、ーネス

5 2-150

⑥ オルタネータのターミナルおよびコネクタを接

絞1る。

⑦ エンジンメーンハーネスのコネクタおよびサー 

モスイッチのコネクタを接続する。-

ハ'一'ネス

ド12.84 5 2-148

⑧ ミツシヨンハーネスのコネクタを接続する。

⑨ スタータ㊉ケーブルおよびコネクタを接続する。

ミツシヨンノヽーネス

スタータ
ハーネス

㊉ケーフル

闩8.8 5 5 2-147

① エンジンメーンハーネス（ 2個）およびサーモス 

イッチのコネクタを接続する。

② オルタネータのターミナルおよびコネクタを接

続する 〇

エンジン 

フメ—ンハーネス

オルタネータハーネス

円る8 6 5 2 —210

③デイストリビュータおよびイグナイタハーネス

(2個）のコネクタを接続する 0

デイストリビュータ 
ハーネス

イグナイタ
ノ \ —ネス

「12.87 52-211

④ ハイテンシヨンコード（イグニッシヨンコイル

〜ディストリビュータ間）を取付ける。

⑤ ブラシホルダハーネスのコネクタを接続する。 

(它〇マ丁車）

ブラシホルダ 
\ーネス

^8.88 5 2 -209
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エンジン脱着——取付け

取付け

⑥ エンジンアースケーブルを取付ける。

⑦ スタータ㊉ケーブルおよびスタータハーネスを 

スタータに接続する。

⑧ トランスミツシヨンハーネスのコネクタを接続

する 0

^2.89

⑨02センサハーネスのコネクタを接続する

11011

5)

〇2センサ
ノ、ー ネス

/

㈣

⑽〇 5 2-208

⑽キャブプロテクタ（NA車）およびスロットルボデ 

ーブロテクタ（30車）を取付ける。

⑽マフラ関係の取付け

①マフラとマフラカバーを一体でボデーにセット

する 〇

② マフラのフランジ部とエキゾーストマニホール

ドを接続する。

③ マフラとマフラハンガクッシヨンフロントとの

取付ナット（1個）を取付ける。

④ エキゾースト温度センサのコネクタを接続する

⑤ マフラカバーの取付ボルト（4本）を取付ける。

⑥ マフラハンガブラケットを取付ける。

⑦ エキソーストマニホールドフレートを取付ける

⑧ ベロー ズカバーフロントを取付ける。

⑨ ベローズカバーリヤを取付ける。

⑩ エキゾーストパイプカバーを取付ける。

參マフラ関係の取付け作業要領は，2—10エキゾース 

トシステムの章を参照のこと。

⑽ダイアゴナルメンバ(左，右）を取り付ける0

丁 7. 0+1. 8^-111
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エンジン脱着——取付け

—取付け------------------------

(20)エアクリーナケースの取付け

①
②

52-144

(22)フューェルポンプハーネスのコネクタを接続する

卞12.35 52-204

¢3) ノぐソテリー㊀端子を接続する0

⑽アクセルケーブル、迟〇ン丁コントロールケーブル 

およびクラッチケーブルの作動状態（ひっかかり等 

がないか）、遊び量の点検を行う。

もし調整が必要な時は、「クラッチ」、巧〇ソ丁」お 

よび「ペダル泣ケーブル」の章を参照し調整すること〇 

(25)冷却水の注入

-冷却水注入の作業要領は2 ― 7エンジンクーリング 

システムの章を参照すること。 ，

⑽トラップドアを取付ける。

(27)車体をリフトから降ろす。

厂18.94 5 2 -205

響エアクリーナケース取付け作業要領は，2 —8エア 

インテークシステムの章「エアクリーナ八337」の項 

参照のこと。

(21)リアバンハ。(バン，トライ系）およびリアフード（卜

ラック系）を取付ける 〇

ライセンスランプ，バックランプのコネクタを接 

続する。（トラック系）

リヤバン八取付け作業要領は，5 — 2ボデー外装の 

章「リヤバンパ」の項を参照のこと。

30：

似

エアクリーナケースを取付ける。 

ホース類を接続する。

庫
エアベンドホース 吸気ダク丨

フローバイホース

車
吸気ダクト

フロ ーノ \イホース

気熱ク
吸予ダ

1

1
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準備品

499815500 エンジンスタンド001（ドミンゴ共用） エンジン分解、組立作業用 1

49845 5600 エンジンスタンドアタッチメント（新設） エンジンスタンドとエンジン取付ボス部 
のアタッチメント

49920 5880 クランクシャフトプーリレンチ（新設） クランクプーリ脱着

49827 5800 フライホイールストッパ（尺丘乂共用） クランクシャフトの回り止め

49872 5500 ガイドリアオイルシール （旧共用） クランクリアオイルシールの圧入ガイド

49872 5600 プレスリアオイルシール （旧共用） クランクリアオイルシールの圧入用

49874 5600 ピストンガイド （尺丑又共用） ピストン、ピストンリングのシリンダ 
への挿入

49920 5700 プ-ラ[說容てプ)”⑽X共用)
クランクプーリ、クランクスプロケット 
の取外しおよびクランクプーリの回転合

49952 5500 ボルト（プーラ用） ，（新設） クランクプーリ、クランクスプロケット 
の取外し

49958 5600 ガイドオイルシール （尺迟乂共用）
フロントオイルシール、オイルホンフへ|

の圧入

49958 6100 ガイドオイルシール （新設） フロントオイルシールの圧入用. |

49958 6200 ガイドオイルシール （新設） フロントオイルシールの内径ガイド

油脂
その他

スリーボンド#1215 液状ボンド
オイルポンプのシリンダブロック接合面1

スリーボンド#12070 液状ボンド
シリンダブロックとオイルパンフランジ
取付面

オイル エンジンオイル
エンジン部品の組付時の塗布用 |
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エンジン主機——準備品

エンジンスタンド〇0^1卩し

5 2-363

クランクシャフトプーリレンチ

5 2-384

ガイドオイルシール

「也1

エンジンスタンドアタッチメント

ボルト（プーラ用）

ガイドオイルシール

5 2 -366
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エンジン主機 構成部品

構成部品

「セ2

後面（フライホイール側)

5アリング 

キヤッフシール

シリンダヘッド

シリンダブロック 前面（タイミングベルト側)

シリンダへッドガスケット
# Iベアリング 

キャップ

ステイフニングプレート

52 344

クランクピン

ピストン（3¢)

クランクシャフト

クランクシャフト 

メイーンベアリング

キャップ(コンロッド)

ビストンピン

ビストンピン 

サークリップ

コンロッドべアリング

ベアリング 

キャップ

コンロッドべアリング

5 2-345 「ぼ. 32-346

62



エンジン主機——トラブルシューテイング

国トラブルシューティング

故障現象 推定原因 点検の要点 1

エンジン内部

異音

-ピストン打音 
嫌ビストンピン打音

-クランクシャフトメーンメタル打音 
#コンロッド大端メタル打音 
-バルブ打音

-クラッチ切断時の異音

ピストンクリアランスおよび、ピストンの当り具合 
コンロッド小端内径とビストンピンすき間 
ピストンボスとピストンピンのすき間 
クランクシャフトとメーンべアリングのすき間 
クランクピンとコンロッド大端べアリングのすき間 
バルブクリアランス 
バルブシートの当り具合 
バルブスプリングの損傷、折損 
クランクシャフトのサイドすき間

オイル消費大

^オイル漏れ
鲁クランクシャフトオイルシール 
，オイル上がり

ピストンリングすき間不良 
シリンダとピストンの摩耗 

-オイル下り
バルブステムシールの摩耗 
バルブガイドとステムの摩耗

ブローバイホース、およびオイルポンプ等の取付部 
クランクシャフト（フロント、リヤ）オイルシール状態

ピストンリング取付位置、リングの合い口すき間 
ピストンリングの摩擦および、ピストンの当り具合

ステムシールの状態
バルブガイドとバルブステムのすき間およびステムの状態

燃料消費大
#压縮漏れ

-異常燃焼

シリンダヘッドガスケットの損耗 
シリンダへッド取付ボルトのゆるみ
スパークプラグガスケットのへたり 1

スパークプラグの締付不良
インテークマニホールドガスケット 
バルブシートの当り具合 
ビストンリングの摩耗 
燃焼室内のカーボン堆積状態 
ピストン頂面のカーボン堆積状態

オーバーヒート
-冷却水不足

ヘッドガスケットの損耗
シリンダブロック、シリンダへッド水路系の詰り 
ウォーターポンプ又は、サーモスタットの作動不良 
ラジエータファンの作動不良 
ホースクランプの締付またはホースの亀裂の有無

クランキング

不能
-主機又は動弁系の異常

クランクシャフトメーンベアリング 1

コネクティングロッドベアリング
カムシャフト
ロッカシャフト
ピストンとシリンダの焼付
動弁系の異常

その他エンジ

ン不調

-燃料系統の異常

-点火系統の異常

燃料不足、燃料切れ 
燃料供給系統の詰り 
キャブレータ 
バッテリ
ディストリビュータポイント 
スハ。ークプラグ、ハイテンションコード
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エンジン主機——エンジン六53 丫分解.組立概要

圓エンジン八55丫分解.組立概要

——分解.組立

く注記〉

ここでは，エンジンの大まかな分解.組立順序のみ 

を示している。作業の詳細.注意事項.点検項目等 

は各々該当する項を参照すること。

準備.エンジン八33丫をスタンドに取付ける。

⑴エンジンオイルおよび冷却水を排出する。

(2) Vベルト，オルタネータ，オルタネータブラケット 

を取外す。

(3) インテークマニホールドとキャブレータを一体で

取外す。（NA車）

(4) インテークダクト，コレクタチャンバ，フューエ 

ルデリバリパイプ，インジェクタ，インテークマニ

ホールドを取外す。（30車）

⑸スロットルボデーを取外す。（80車）

(6) スーパチャージャ，スーパチャージャブラケット

を取外す。（50車）

(7) ディストリビュータ，ハイテンションコードを取

外す。

(8) ウォータパイプ，サーモスタットケースを取外す0

(9) ノックセンサ（50車），エンジンハーネスを取外す。 

⑽クランクプーリを取外す。

(11) クラッチ，フライホイール，エンジンリヤプレー

卜を取外す。

(12) オイルレベルゲージガイド，タイミングベルトカ 

バーを取外す。

⑽テンショナ，タイミングベルト，クランクスプロ 

ケット，カムスプロケットを取外す0

(14) タイミングベルトカバー（へッド側）を取外す0

(15) ロッカカバーを取外す。

(16) シリンダヘッド，ガスケットを取外す。

(17) ウォータポンプを取外す。

(18) エンジンスタンドを取外す。

⑽オイルパンを取外す。

⑽オイルストレーナを取外す。

(21) スティフニングプレートを取外す。

(22) オイルフィルタを取外す。

(23) オイルクーラを取外す。出〇又了車）

(24) オイルポンプを取外す。

⑽コンロッドキャップを取外す。

⑽クランクシャフトキャップを取外す。

(27)クランクシャフトを取外す。

⑽メーンベアリング，スラストベアリングを取外す。 

⑽ピストンとコネクテイングロッドを一体でシリン 

ダブロックより抜く。

(30) ピストンの分解

① サークリップ，ピストンピンを外し，ピストン 

とコンロッドを分離する。

② ピストンリングを取外す。

(31) シリンダへッドの分解

① バルブロッカ八33丫を取外す。

② カムキャップを取外す。

③ カムシャフトを取外す。

④ バルブスプリングを取外す。

⑤ バルブを抜き取る。

⑽オイルポンプの分解

① オイルポンプカバーを取外す。

② インナロータ，アウタロータを取り出す。

く組立〉

く組付時の注意事項〉

① 各部品は充分に清掃する。

② 回転部および摺動部には，エンジンオイルを塗 

布して組み付ける。

③ オイルシール，リップ部には，エンジンオイル 

を塗布して組み付ける。

④ ガスケット類は新品と交換する。また，漏れ防 

止のため必要箇所には液体パッキンを使用する。

⑤ キー，ピン，ボルト類も必要に応じて新品と交

換する。

(1)組立は，分解の逆手順で行う。
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エンジン主機-------シリンダヘッド

整備要領（1)シリンダヘッド

取外し

く注記〉

車上で取外しを行なう場合は取外しの前に次の作業 

を行う。

① 3(：車は燃圧を低下させる。（エンジン脱着の章参 

照）

② トラップドアを取外す。

③ リフトアップし，右後輪を取外す。

④ 右後タイヤハウス内のエンジンルームカバーを取

外す0

エンジンルー厶カバー

^6.5 5 2-078

エンジン八33丫を車体から降ろしてから作業する場 

合はエンジンスタンドにセットする。

エンジンスタンド 
アタツチメ

②インテークマニホールドをキャブレータが取付 

いたままの八33丫状態で取外す。（NA車）

5(：車は，コレクタチャンハ％フューエルデリバ 

リパイプ，インジヱクタを取外し，インテークマ 

ニホールドを取外す。
フューエルデリバリパイプ

コレクタチャンバ

-1、ノっ-----ク
マニホールド

インジ：I：クタ

「也7 5 2-079

③ ウォーターアウトレツトハウジングを取外す。

④ デイストリビュータおよびハイテンションコー

ドを取外す。
⑤ エキゾーストマニホールドカバーおよびエキゾ 

ーストマニホールドを取外す。

⑥ レベルゲージガイド，クランクプーリ，タイミ 

ングベルトカバーを取外す。

クランクプーリ外しには特殊工具クランクシャフト 

プーリレンチを用いる。（車上整備)，または，フラ 

イホイールストッパを用いる。（エンジン単体作業）。

リアクロスメンバ 
に掛ける

^ 8ボルト4本で 
プーリに固定する

5 2 -408 .500
エンジンスタンド

⑴エンジンオイルおよび冷却水を排出する。

(2)関連部品の取外し

①オルタネータベルト，オルタネータ，オルタネ 

ータブラケット，スーパチャージャベルトを外す

「略8 5 2 -367
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エンジン主機--------シリンダヘッド

——取外し一--------------------------------------------

クランクプーリが外れにくい時は，特殊工具： 

49920 5700プーラと49952 5500ボルトを用い取外 

す。
⑦ テンシヨナ，タイミングベルト，クランクスプ 

ロケット，カムスプロケット等を取外す。

⑧ ベルトカバー（へッド側）を取外す。

⑨ ロッカカバーを取外す。

以上，作業要領は2 — 5動弁機構の章「タイミン

グベルト公スプロケット」の項参照。

⑶シリンダへッドの取外し。

①シリンダヘッドボルトは，下図の番号順に従っ 

てゆるめる。

①⑦ ⑧⑥④

③⑤ ⑩⑧②

闩も3 5 2 -080

②シリンダへッドガスケットを取外す。

取外したシリンダヘッドを単体で置く場合は，ウエ 

スを敷き，シリンダとの取付面を上側にする。

点検^修正

(1)シリンダヘッド燃焼室

① 燃焼室内のカーボン堆積状況を点検し，汚れや 

堆積物を除去する。バルブシートの当り面を点検 

し，当りの悪いものはコンパウンドで摺合せし，

当り面積70%以上を確保する。

② ヘッドガスケットのシート材付着物は，スクレ 

ーパを使用してきれいに除去する。

③ その他，亀裂，損傷の有無を点検する。

⑵シリンダブロックとの取付面の点検

シリンダブロックとの取付面のひずみを直定規を 

用いて測定する。限度外の場合は研磨で修正する。

ひずみ限度 〇. 0510111

研磨修正限度 0.101111

シリンダヘッド全高 69.5丽

直定規

ド12.10 5 2 -368
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エンジン主機-------- シリンダヘッド，シリンダブロック

取付け

(1)シリンダヘッドガスケットは，新品を使用し，シ 

リンダへッドおよびシリンダブロック取付面を清掃 

してシリンダブロックに取付ける。

注意

シリンダへッドガスケットはNA車と80車で異な

るので注意すること

似用 冗用

(2)シリンダヘッドボルトの締付け方法。

ヘッドボルトの締付け方法は，ボルトの軸力安定 

化を図るため，従来の締付けトルク管理方法に代 

え新たな角度締付け管理方法を採用した。

① ワッシャおよびへッドボルトのネジ部にエンジ 

ンオイルを塗布する。

② 下図の番号順に各ボルトを2回に分けて，3.0土 

0.34-⑺のトルクで締付ける。全数締付後，全部の

ホルトを一^旦，完全にゆるめる。

③次に同じく番号順に2.0±0,054-⑺のトルクで

締付ける 0

④最後に全ボルトを番号順に90°増締めする。

「吃.12

⑶関連部品の取付け。

5 2-080

取外しの時の逆順序で取付ける。

(2)シリンダブロツク

——分解-----------------------------------------------------

く注記〉
作業の前に車体から降ろしたエンジンをエンジンス 

タンドに取付ける。

ド12.13 5 2-408

(1)関連部品の取外し

① エンジンオイルおよび冷却水を排出する。

② オルタネータベルト，オルタネータ，オルタネ 

ータブラケット，スーパチャージャベルトを取外 

す。

③ インテークマニホールドをキャブレータが取付 

いたままの八33丫状態で取外す。

30車は，インテークダクト，コレクタチャン

バ，フューエルデリバリパイプ，インジエクタ，

インテークマニホールドを取外す。

④ スロットルボデーを取外す。（3〇車）

⑤ スーパーチャージャ，スーパーチャージャブラ

ヶットを取外す。（30車）

⑥ デイストリビュータおよびハイテンシヨンコー

ドを取外す。

⑦ ウォータパイプ，サーモスタットケースを取外

す。

⑧ ノックセンサ（30車），エンジンハーネスを取外 

す。

⑨ ェキゾーストマニホールドを取外す。
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エンジン主機——シリンダブロック

分解

(2)クランクプーリ，クラッチ，フライホイールおよ 

びエンジンリヤプレートを取外す。

クランクシャフトの回り止めは，特殊工具：フラ 

イホイールストッパを使用する。

取付けるボルトの径に対し，ストッパの六が大き 

いので，平ワッシャを使用する。

ストッパの歯が，できるだけ深くリングギヤに当 

るように位置決めし，ボルトを締めつけ固定する。

謂ボル 平ワッシヤ 〔5 丁」498
5ライ；イ-

49827 5800
ルストツパ

エンジン 
リヤプレート

5 2-369

(3)タイミングベルト公スプロケットを取外す。

①レベルゲージガイド，タイミングベルトカバ

を取外す 〇

② テンシヨナ，タイミングベルト，クランクスフ。 

ロケット，カムスプロケット等を取外す。

③ ベルトカバー（へッド側）を取外す。

⑷ ロッカカバーを取外し，シリンダヘッドとガスケ

ットを取外す。

⑸ウォータポンプボデーを取外す 〇

丁 1.7 土 0.21^—111

「12.15 5 2 -081

(6)エンジンスタンドを取外す。

⑺オイルパン公オイルスレーナを取外す。

オイルパンカッタを使用し，オイルパンを取外す 0

オイルパンカッタ（市販品)

印6 5 2-103
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エンジン主機——シリンダブロック

分解

(8)ステイフニングプレートを取外す 〇

ブレート

5 2-082印7

⑼オイルフイルタを取外す。
(12^ 49854 5400オイルフイルタレンチを用

いる。

⑽オイルポンプボデーを取外す。

T 2,4士0,31^-111

「；艮19 5 2-104

⑽クランクシャフトキャップを取外す。

キャップ取付ボルトをゆるめ，クランクシャフト 

キャップを取外す。

金^^^
メーンべアリングの組付位置，方向性が分かるよう

順序よく並べておく。

⑼コンロッドキヤップを取外す。

コンロッドナットをゆるめ，コンロッドキャップと 

コンロッドべアリングを取外す。

注意

，コンロッド各べの取付け位置を混合しないよう順序 

よく並べておく。

參コンロッドリーマボルトネジ部に，ビニールチュー

ブをはめ，クランクピン等を傷けないようにする。

⑽クランクシャフトを取外す。

クランクシャフトを取外し，オイルシールを外す。 

メーンべアリングの位置を確認しながら取外す。

⑽スラストベアリングを取外す。

厂旧.21 5 2 -084



エンジン主機——シリンダブロック

—分解-----------------------------------------------------

(14)ピストンの取外し

① シリンダのスカート側よりピストンドームの天 

井をハンマの柄等で押して，ピストンとコンロッ

ドを一体で，シリンダヘッド側に押し出す。

② ピストン頂面にシリンダ#を書き，識別してお 

<0

ハンマの柄で押し出す

「12.22 5 2-085

⑽ピストンとコンロッドの分解

① 先端の細いドライバーを用いて，サークリップ 

を外す。

② ピストンピンを押し出して分解する。

「；も23 5 2-370

点検

⑴目視点検

① シリンダブロックを清掃する。

，ガスケット，接着剤などの付着カスを取除く。 

，シリンダボア面のカーボンの付着を取除く。

② 損傷，亀裂の有無を目視点検する。

雜特にオイルポンプの取付面，ウォータポンプの取 

付面等接合面およびシール個所を点検する。
# オイル通路につながりがないかを点検する。 

亀裂，損傷の有無は，必要に応じ，レッドチ エツ

クで点検する 〇

⑵へッド取付面ひずみ点検

シックネスゲージ

闩る24 5 2-106

へッド面ひずみ限度 0.051010

研磨修正限度 0.15111111
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エンジン主機——シリンダブロック，ビストンふビストンピン

------点検------------------------------------------------------

(3)シリンダボアの点検

シリンダボアゲージを使用して，クランクシャフ 

卜軸方向および，スラスト方向(吸排気方向）につい 

て，各々内径を測定し，摩耗，テーパ，真円度が限 

度以上の場合には，シリンダのボーリングを行ない， 

ホーニング仕上げをして，オーバサイズピストンを 

使用する。

「12.26 5 2-371

シリンダ内径 56.0〜56.0201111

真円度 （限度） 〇. 0511101

テーハ。 （限度） 0.05111111

シリンダ内径修正限度 56.5111111以下

く注記〉

ピストンのすき間合わせは，八方向②寸法を重視し 

て決める。

(3)ピストン段ビストンピン

点検

⑴目視点検

① ピストン頂面に付着したカーボンを除去する。

② 外面の損傷，亀裂，リング溝摩耗，損傷等を点 

検し，不良の場合は交換する。

⑵外径の点検

下記八寸法位置にて，マイクロメータをもついて 

最大外径寸法を測定する。

^6.28

ピストンカート部基準外径(20で）

標準値
サイズ区分1 55.975〜55.985111111

サイズ区分2 55.986995111111

0,25オーバーサイズ 56.225〜56.245111111

0.5才ーバーサイズ 56.475〜56.495111111

く注記〉
オーバーサイズピストンは，サイズ区分はない。

シリンダとピストンのすき間

標準値 0.015 ~ 0.035111111

限界値 〇. 06111111
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エンジン王機-------- シリンダブロック，ビストンゐビストンピン

シリンダボアふビストンクリアランス

(1)シリンダボアのサイズ記号がシリンダブロッ 

クのシリンダへッド取付け面，図の位置に刻印

してめる。

① ピストンは標準サイズの場合，1.2に区 

分されているので，ピストンを交換するとき 

は，このサイズ記号を読んでピストンを選ぶ。

② シリンダが摩耗しているときは，オーバサ 

イズビストンを選択する。

メーンジャーナルのサイズ区分記号刻印一 シリンダボアのサイズ区分記号刻印 
(それぞれのシリンダに対応している）

000881121
エンジン型式 

エンジン〇. ^ 0 7
一二、 1 ,

シリンダとピストンのすき間

標準値 0.015〜0.035171111

限界値 0.061111X1

ピストンスカート部基準外径（20て）

標準値
サイズ区分1 55.975— 55.9851111XI
サイズ区分2 55.985〜55,995111111

0.25オーバサイズ 56.225 ~ 56,245011X1

0.5オーバサイズ 56.475〜56.4951111

ぐ主記〉
オーバサイズビストンは，サイズ区分はない。
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エンジン主機--------ピストンみピストンピン，ピストンリング

点换

⑶ビストンピン穴の点検

ピストンのサークリップ溝を点検し，バリが生じ 

ている場合には，ピストンピンが動く程度に修正す 

る。

バリを修正する

闩2.29 5 2 -374

⑷ビストンピンの点検

① 外面の損傷を点検し，微少のギズの場合は，耐 

水性サンドペーパで修正する

② 外面損傷が大きい場合，あるいは摩耗の大きい 

ものは交換する。

③ ビストンとビストンピンのすき間

ピストンとピストンピンの
すき間標準(20で） 0,004〜0.008111111

限 界 0.015111111

⑸ピストンピンサークリップの点検

サークリップを取外した場合には，新品と交換し， 

女再使用しない。
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エンジン主機一ービス:、トンふビス:ドンピン,ビストンリング

(4)ビストンリング

取外し，点検

(1)ピストンからの取外し

ピストンリングは，指先またはピストンリングェ 

キスパンダエ具を用ぃて，ピストンから取外す。

ピストンとビストンリングの組合せが分るようにし

て置く 〇

⑵目視点検

折損，損傷，摩耗，張力の減退等がある場合，あ 

るいはオーバーサイズピストンと交換する場合には， 

使用するビストンと同じサイズ区分のビストンリン 

グを使用する。オーバーサイズは0.25, 0.5の2種有

注意

ピストンリング合い口部には，、'尺〃又は、、2尺"記 

号が刻印してある。組付けの際は刻印記号をピスト 

ン頭部側に向けて組付ける。

ビまたは％ 2で 
マーク

トップリング 
セカンドリング

ド12.30 2-375

トップ 

リング

1.

し3

50用は合い口すき間が小さい

セカンド 

リング

テ-パ

組合せ型
オイノレリング

スベーサ

「咕31
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エンジン主機ービストンリング

—取り外し，点検一

⑶リング溝すき間の測定

注意

ピストンリング溝とピストンリングは，清掃して置

く。

^12.32 5 2-376

標準 限度

トップリング 0.035 ~ 0.07511101 〇.15111111

セカンドリング 0.025〜0.065111111 0.15111111

オイノレリング 0 —

⑷リング合い口好き間の測定

〆 シリンダ
シビストンリングをシリンダ 

に対して水平に入れ、シッ 
クネスゲージで測定する。

ピストンリング

ツド側

10画

リング合い口すき間

ド12.33 -377

標準 限度

トッブリング
X細 0.15〜0.3111111 0.8111111

5。用 0.15~0.2501111 0.7瓜瓜

セカンドリング 0.15〜0.311110 0.8111111

オイルリング 0.1〜0.601111 0.8111111

組付け

⑴ピストンへの組付け

① ピストンのリング溝をきれいに清掃して置く。

② トップリング，セカンドリング共，表裏の組付 

け方向に注意し，合い口部の刻印記号をピストン 

項面側に向ける。

③ ピストンリングは，.ピストンに組付けた後，手 

で回し，軽く動き，ひっかかりのないことを確認

する 〇

⑵ピストンリング組付位置

ピストンリングの合い口位置は，下図のような閨 

係位置になるようにセットし，シリンダへ組付ける。

㈧側

トップリング

サイズ区分

セカンドリング
オイルリング（ロアレール）

フロント方向

オイルリング
アツパレール
回り止め

オイルリング 
(エキスパンダ)

已乂側

「セ.34 5 2 -378
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エンジン主機 コネクテイングロッド

(5)コネクテイングロッド

点検

(1)大端部サイドクリアランスの点検

クランクピンウェッブのサイドクリアランスを測 

定し，限度以上のものは，コンロッドを交換する。

シックネスゲージ

コンロッド

「18.35 52-128

コンロッドアライナ

シックネスゲージ

大端部サイドクリアランス 限度

0.07〜0.33111111 0.4111111

(2)コンロッドの点検

① 大端部スラスト面の損傷の有無を点検する。損 

傷のある場合は交換する0

② コンロッドアライナーを使用し，曲り，ねじれ 

を測定し，限度以上のものは修正又は交換する。

コンロッドアライナ

シックネスゲージ

コンロッド

闩2.38 5 2 -379

曲り，ねじれの限度
(1〇〇01！11につき）

0.101111

厂12.37

大端部べアリングの点検

①大端部ベアリングの剝離，焼付，溶損，当り面 

状況など損耗状態を点検する。

プラスチゲージを使用する方法 

測定する部分は，油，ごみ等をきれいに拭き取る。 

プラスチゲージをベアリングの幅に切り，クランク 

ピンに置き，コンロッド大端部を組付ける。

#

ブラスチゲージ

ンロッドキャップ

大端ベアリング

T 2.4 土 0.31111
「12.38 5 2-117

の作業中には，クランクピンに対してコンロッド

を動かさないこと 〇

コンロッドナットをゆるめ，ベアリングを取外し， 

プラスチゲージのつぶれ量を袋のスケールで測定す

る。
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エンジン主機--------コネクティングロッド，クランクシャフト

点検

③コンロッド大端部オイルクリアランス

標準 0.025〜0.06010111

限度 〇. 065皿!!

点検の結果，限度以上の場合は，下記のアンダサイ 

ズべアリングと交換する。

⑷大端部ベアリングサイズ

ベアリングサイズ ベアリング 
中央部肉厚

適用クランク 
ピン外径

標 準 1,488〜1.498 30,989〜31.000

0.03アンダサイズ 1,506-1,510 30.959〜30,970

0.05アンダサイズ 1,516〜1.520 30,939〜30,950

0.25アンダサイズ 1，616〜1.620 30,739〜30.750

⑸小端部の点検

ロッド小端穴を点検し，摩耗，損傷が大きい場合 

は，コンロッドを交換する。

コンロッド小端穴と 
ビストンピンすき間（標準） 0.007〜0.029111111

すき間限度 〇. 035111111

小端部内径寸法は，ロッド長手方向と，その直角方 

向とで測定寸法が異なる場合があるので，最大寸法 

ですき間を算出する。

(6)クランクシャフ

点検

⑴曲りの点検

① クランクシャフトをきれいに清掃し，亀裂の有 

無をレッドチェック等で点検し，異常がある場合 

は，交換する。

② クランクシャフトの曲りを点検する。限度以上 

の場合は交換する。

成^^||
測定は，定盤上に又ブロックを使用して，フロントジ 

ャーナルとリヤジャーナル部をのせ，センタジャー 

ナル部にダイヤルゲージを当てて測定する。

^6.40

(2)ジャーナル径およびクランクピンの点検

① ジャーナルおよび，クランクピン部の摩耗，損 

傷を点検し，不良の場合は，ジャーナルおよびク 

ランクピンを研磨修正する。

② 研磨修正した場合は，ベアリングをアンダサイ
ズに交換する。

アンダサイズは，0.03, 0.05, 0.25の3種あり 〇

楕円度 〇. 03111111

テーパ度 0,02111111

研磨修正限度 0.25111111
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エンジン主機——クランクシャフト

点検

マイクロメータ

闩2.41 5 2 —086

(3)サイドクリアランスの点検

クランクシャフトが，シリンダブロックに組付い

た状態で，#3ジャーナルのスラストベアリング部 

で，クランクシャフト軸方向のすき間を測定する。 

限度以上の場合は，スラストベアリングを交換する。

クランクシャフト 

サイドクリアランス

標準 限度

0.05〜0.222 0.30

〇;

「丨も42

(4) メイーンベアリングの点検

シックネスゲ—ジ
32-111

① 各ベアリングについて，剝離，焼付，溶損がな 

いか当り面の状態を点検する。

② 各ベアリングのオイルクリアランスをプラスチ 

ゲージを用いて測定する。（要領はコネクティング 

ロッドの項参照)①②で異常があればベアリング

を交換する 0

ベアリングキヤッブ 
ボルト締付トルク 4.0 士 0.3は -111

くオイルクリアランス〉 (単位 111111〉

標準 限度

標準
サイズ

#1、#2、#4、#5ジャーナル 0.021〜0.039 0.055

#3ジャーナル 0.027^0.045 0.060

アンダ 
サイズ

0,03アンダ

上表に同じ 上表に
同じ0.05アンダ

0.25アンダ

ジヤーナル径およびクランクピン径基準寸法とべアリング寸法 (単位：咖1)

項目

サイズ区分

クランクジャーナル部
クランクピン部

#1，林2, #4, #5ジャーナル #3ジャーナル

標準
軸径 41.973〜41.991 41.967〜41.985 30.989〜31.000

ベアリング中央肉厚 1.494〜1.512 ^— 1.488〜1.498

0.03アンダサイズ
軸径 41.943〜41.963 41.937〜41.955 30.959〜30.970

ベアリング中央肉厚 1.515〜1.518 1.515〜1.518

0.05アンダサイズ
軸径 41.923〜41.941 41.917〜41.935 30.939〜30.950

ベアリング中央肉厚 1.525〜1.528 1.525〜1.528

0.25アンダサイズ
軸径 41.723〜41.741 41.717〜41.735 30.739〜30.750

ベアリング中央肉厚 1.625〜1.628 1.625〜1.628
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エンジン主機——クランクシャフト

(7)エンジン主機組立て

——クランクシャフトオイルシールの点検——

⑴リヤオイルシールの点検

① シールリップ部の摩耗，亀裂，オイル漏れ形跡 

を目視で点検する。

② オイルシールを取り外した場合は，再使用せず， 

新品を使用する。

プレスリヤオイルシール
ド12.43 5 2-381

(2)フロントオイルシールの点検

① フロント部は，オイルポンプに組付いている。

(1)と同様に点検する。

② オイルシールの交換は，特殊工具：ガイドオイ 

ルシールをクラングシャフトに使用し，リップの 

めくれがないようにして組付ける。

「18.44 5 2-017

——組立て--------------------------------------------------

⑴組立作業上の注意事項

① 各部品は充分に清掃し，特にエンジンオイル通 

路，ピストン，シリンダボア，各ベアリング等に 

注意する。

② ピストン，シリング，クランクベアリング，そ 

の他摺動部には，エンジンオイルを塗布して組付 

ける。

③ オイルシールリップ部には，グリースを塗布し 

て組付ける。

④ ガスケット，0リング，オイルシールは新品と交 

換する。

⑤ 各部クリアランスの点検調整は，終了している 

か念のため再確認しながら，組立作業をする。

(2)クランクシャフトの組付け

①ブロックを逆さまに置き，シリンダブロックメ 

ーンべアリングを組み込む。

ベアリングの組合せに注意する。

② クランクシャフトを組み込む。

③ メーンべアリングをべアリングキャップに取付 

け，スラストベアリングと共にベアリングキャッ 

プを組付ける。

ベアリングの組合せとスラストべアリングの向きに 

注意する。

油溝をクランクウェブ側に向ける

ド1も45 5 2-382
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エンジン主機——組立て

組立て

④ベアリングキャップシールを組付ける。

挿入側先端1/3にスリーボンド#1105を塗布し， 

挿入する。はみ出したものは拭取ること。

(4)コンロッドキャップの組付け

① コンロッドべアリングを取付ける。

② キャップを取付け，ナットを締め付ける。

I
¢5

〇

卜
通

スリーボンド
#1105

「1も46 52-112

コンロッドボルト 
ネジ部にオイル塗布

&
2.4 土 0.31^8 -111

〇 〇

¢3〇ハ 〇

珍

麯

ド12.48

⑸リヤオイルシールを組付ける。

リヤオイルシール

广^\

⑶ピストン公コンロツドの組込み

① ピストンとコンロツドを組み付け，コンロツ 

ドボルトにビニールチューブを取り付ける。
② （11) ピストンガイドを使用し，ピスト

ンをシリンダブロックに挿入する。

注意

コンロッドの⑦マークをエンジンフロント側へ向け 

る。

ハンマの柄で押し込む

ド16.49

咬
49872 5500 
49872 5600
ガイドオイルシール

5 2-381

⑹オイルポンプを組付ける。

スリーボンド#1215をオイルポンプ八33丫背面とシ 

リンダブロック間に塗布する。

(11^ 49874 5600

ビズトンガイド スリーボンド 
#1215

やI，

な
か/11

〇. .0 〇
〇.

[〇

ね

15咖

「；咨47 52-113 ド18.50 52 -382
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エンジン主機'——組立て

組立て す1酉議幅"邮麵..1 1旧11 圃酬丨丨丨丨丨丨丨丨肇麵..1….…編........................................ ........細り丨丨丨丨丨... .........................................細""丨""丨亭聊卿卿卿I」丨....................... ..................... ........ .... ........................丨丨丨ド.......................................................... .......刪耐口……,,,，…㈣口."〗丨丨丨川丨…丨丨丨—丨丨,………，」，爲顯丨卩丨丨"し,... ................................................... .......................................... .............................................. り..…祕『咖麵口 (

了）を使壻し，フロントオイルシールのめく

れに注意して組み付ける。
1 〇. 7±0」蜂 -111

丨200
ガイドオイルシール ；100

ガイドオイルシール

^1.11

⑺ステイフニンダフ。レートを取付ける。

5卜縮

1,7 土 IX 21^111

X 0*7土0*1は

F\^3^2 §2-前2

㈣オイルストレーナを組付ける.0

1110,7±0，1^11

(9)オイノレノマンを組付ける。

①オイルパンにスリーボンド概2齡を塗布する 〇

？1.53 3 2 -011

②オイルパンをシリンダブロックに取付ける0 

1^1 0,7土 〇ユ1^一〇1 
⑽エンジンスタンドを取付ける。

&1)ウォーターポンプボデーを取付ける。

1 ^ 1.7 + 0,21^^111

⑽シリンダへッド焱33^沒ガスケットを取付ける 

ボルト締付け方法については，エンジン主機「シ

ンダヘッド」の項目参照のこと 〇

⑽ロッカカバーを取付ける0 
⑽タイミンダベルト淦スブロケットを取付ける。

① ベルトカバー（へッド側）を取付ける。

② 冷ムスプロケット，クランクスブロケット，テ

ンシヨナ，タイミングベルト等を取付ける 6

③タイミングベルト冷パー，レベルゲージガイド 
を取付ける。

作業の詳細は2 ― 5動弁機構「タイミンダべル 
卜&スプロケット」の項参照のこど。

⑽エンジンリヤプレートを；¢1付ける

渔蠢
丑〇マ丁車のエンジンリヤプレートにはシー:リング 

のためのスポンジが接着されているが，このスボン 

ジが汚損し，再使用が不可能な場合には，スポンジ 
をきれいに取9去り，シリンダブロックのプレート 

との接合面にスリーボンド姐2070を均等に塗布し， 
エンジンリヤプレートをシリンダブロックに取付け 

る^

⑽フライホイールを取り付ける。
丁 4，0 土 0.4^^111

ボルトに付着しているシーリング剤を兜金に除上し, 

新たに枣ジ部にスリーボンド#1215を塗布して締付
ける. 〇

新品のボルトを出いる場合にもネジ部にスリーボン 

ド#1215を塗布して締付.けること。

⑽クラッチを取付ける〇 
厅1 10土0,07一〇1

(11以下，取外しと逆の手順で組立て！^
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2-5 動弁機構

I準傭晶

499815500
エンジンスタンド001

(ド ミンゴ共用）
エンジン分解組立作業用

49845 5600 エンジンスタンドアタッチメント（新設)
丨

エンジンスタンドとエンジン取付ボス部 

のアタッチメント

49976 5600 シリンダヘッドテーブル (孤:X共用）
ノ《ルブ，/々レブスプリング，〆ぐルブガイ

ドの脱着

49827 5800 フフイホイパ~ルストッノぐ
:

氓丘又共用》 クランクシャフトの回0止め

.920 5880 クランクシャフトプーリレンチ（新設） クランクプーリ脱着’

498715700 アジャ又タカムタイミング共用〉 カムスプロケットの回転合せ

49920 5700
一一〔クランクプーリ&)
フーフ 1スプロケット 』 (犯1共用）

クランクプーリ，クランクスブロケットの取 
り外し，およびクランクプーリの國転合せ

5 丁辱 ^

：

19952 5500 求ルト（ブーラ用） (新設）
クランクブー”，クランクスプロケット 
の取外し

:
:

4

3

49958 5500 ガイドバルブステムシール（尺£1共用）

一....’ ず‘一.

バルブステムシールの組付け

49958 5700
ガイドオイルシール

(カムシャフト） 氓丑叉共用）

カムシャフトオイルシールの組^1ナ

《外径プレス用）

49958 5800
ガイドオイルシール

(カムシャフト） 邮ズ共用）

カムシャフトオイルシールの組付け

(内径リップ保護用）

49976 5700 リムーパバルブガイド (只ぢ又共用） パルブガイドめ取件し
只.

49976 5800 アジャスタバルブガイド (只,IX共用）
1 ^ 4

バルブ犮イドの組#け

, -

49976 5900 Vー マパルブガイド (腿雜用) バルブガイド压入後の内径修正 ！

,

-:-

\ 499718000 リムーババルブスプリング
ーレガシイ1
、共用] 丨バルブ，バルブスプリングの脱蕾

，-

油脂
と痛

オイル，グリース: エンジンオイルおよびグリ“-ス エンジン部品組付時の塗布用
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動弁機構——準備品

エンジンスタンド001^|卩し エンジンスタンドアタッチメン

5 2 -364

クランクシャフトプーリレンチ

ボルト（プーラ用）

5 2-592

闩艮1
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動弁機構 構成部品

圓構成部品

ボルト（ロッカカバー）
丁 10.7 土 0.051^

バルブクリアランス
アジヤストスクリュ

を厶シャフトキャツブ取付ボトル

1.0土(). I 化一⑺

ルブコッタキー 
リテーナバルブスプリング 
バルブスプリング 

〈ルブステムシール 
ハつレブスプリングシート

ェキゾースト 
、つレブ

オイルフイラキヤツフ

ガスケッ 
(ロツカカバー)

ロッカシャフト 
取付ポルト スリーボンド# 1215
丁 丨，6±0,15は-⑺

ウッドラフキー

クランクシャフトスプロケット

タイミングベルトカバー…,

1.2±0.21^2-⑴ タイミングベルトカバーN0. 2

5 2-356
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動弁機構-------- タイミングベルトふスプロケット

整備要領（1)タイミングベルト6スプロケッ

クランクプーリベルトの脱着.点検

く注記〉

車上で取外しを行う場合は，取外しの前に次の作業

を行う 〇

① トラップドアを取外す。

② 車体をリフトアップし，右後輪を取外す。

エンジンが車体からすでに降ろされている場合はこ 

れらの作業は必要ない。

③ 右後タイヤハウス内のエンジンルームカバーを

取外す。

く(\1八車〉

(1)オルタネータ用Vベルトの取外し

オルタネータ取付ホルトをゆるめて，オルタネー 

夕の位置をベルトゆるみ側に移動し，取外す。

⑵クランクプーリの取外し 〇

クランクシャフトの回り止めは，フライホイール 

のリングギヤに特殊工具フライホイールストッパを 

使用する（エンジン単体）か，クランクプーリの回り 

止めに特殊工具クランクシャフトプーリレンチ（車

上)を用いる (5 丁〕 49827 5800

巧. 4 5 2-409

クランクプーリ取付けの時は，フライホイールスト 

ッパの向きを逆にして用いる。作業要領詳細は2—4 

エンジン主機「シリンダブロック」の項参照

IV！ 8ボルト4本で 
プーリに固定 

する

リヤクロスメンバ 
に掛ける

「は.5

「5 ” 49920 5880 

クランクシャフトプーリレンチ

5 2 -367

-クランクシャフトプーリレンチの柄は，取付ボルト 

をゆるめる時は，リヤクロスメンバ、上面，取付ボル 

卜を締める時は，クアクロスメンバ取付用のウエル 

ディングナットに掛かるようにする。

く 50車〉

(1)オルタネータ用〃リブトべルトの取外し。

オルタネータ取付ボルトをゆるめて，オルタネー 

夕の位置をベルトゆるみ側に移動し，取外す。

⑵スーパチヤージャ用Vリブトベルトの取外し。

30用Vリブドベルトテンシヨナをゆるめて，又リ

ブドベルトを取外す。 ゆるめる

，5±0像2咕-⑺

ゆるめて 
下にずらす

「也6 3 2-077

⑶クランクプーリの取外し。

作業要領はNA車と同じ 

⑷VベルトVリブドベルトの点検

ベルトの表側，裏側を点検し，.損傷，.摩耗等異常 

がある場合は新品と交換する。
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動弁機構--------タイミングベルトみスプロケット

タイミングベルトの脱着.点検

く洤記〉

車上で取外しを行う場合は，取外しの前に次の作業

を行なう 〇

①トラップドアを取外す〇

② 車体をリフトアップし，右後輪を取外す。

③ 右後タイヤハウス内のエンジンルームカバーを 

取外す。

⑴関連部品の取外し。

① オルタネータ駆動用Vベルト，又リブトベルト 

を取外す。
② 30車は，スーパチャージャ駆動用ゾリブトべル|線マ-ク

卜を取外す。

③クランクプーリを取外す

5 2 -052

⑵タイミングベルトカバーの取外し 〇

① オイルレベルゲージガイドとタイミングベルト 

カバーとの共締めボルトを取外す。

オイルレベルゲージガイドを上方に引抜いて取外

す。

② タイミングベルトカバーN0.2，N0.3を取外

す。
ベルトカバN0. 2

ベルトカバーN0. 3

オイルレベル 
ゲージガイド

巧. T 0,7±0,2は-⑺
5 2-056

(3)タイミングベルトの取外し

①タイミングベルトは，取外し前に次の図の関係 

位置になるようにして，駆動方向を示す矢印と夕 

イミング合わせ用線マークをベルトの背面にマジ 

ックインク等で記入する。

く注記〉新品のタイミングベルトは，合いマークが 

印刷されているので新たな記入は不要。

線マーク

ベルトカバー切欠

「ぼ. 8 5 2-057 5 2-058

②テンシヨナ固定ボルトをゆるめ，テンシヨナス 

プロケットをベルトゆるめ方向（矢印方向）に一杯 

に移動して固定ボルトを締付ける。

③タイミングベルトを外す 0

テンシヨナスプロケット

固定ボルトで仮締めする
2.5 ±0.31^-⑺

^2.9 5 2-052
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動弁機構-------タイミングベルトふスプロケット

タイミングベルトの脱着.点検

(4)タイミングベルトの点検 

①歯部の欠損，亀裂，帆布の摩耗状態を目視点検

し，1個所でも異常があれば交換する 0

②ベルトの背面を点検し，亀裂，ひび割れが認め 

られる場合は交換する。

印〇 5 2-386

注意

ベルトの寿命を短くさせるので，ベルトにオイル， 

グリース，クーラント，水等を付着させないこと。 

付着した場合は速やかに取り除くこと。

ベルトは急激な角度で折り曲げたり，くの字に屈折

させないこと 0

(5)タイミングベルトの組付け

① クランクシャフトスプロケットとカムシャフト 

スプロケットとの関係位置をセットする。

② カムシャフトを回転させて，カムスプロケット 

のタイミング合せ用ボンチマーク位置をベルトカ

バー上方の切欠き位置に合せる 〇

③クランクシャフトを回転させて，クランクスプ 

ロケットのタイミング合せ用ボンチマーク位置を 

向かって右斜上方，オイルポンプボデーのI筹型凸 

線位置に合せる。（右図，^2 12参照）

クランクシャフト回しは，クランクプーリボルトを 

利用するか，または，特殊工具：アジャスタカムタ 

イミングを使用する。カムシャフト回しはアジャス 

タカムタイミングを使用する。

(^5 7 )498715700アジャスタカムタイミング

「は.11 5 2-059

④タイミングべノレトを組付ける。

タイミングベルトの矢印をエンジン回転方向に 

合せる。（矢印はエンジンに向かって右向きにす 

る）タイミングベルトの合いマーク線と，カムスプ 

ロケットおよびクランクスプロケットの合いマー 

クとが完全に一致するよう，ベルトのずれをなく

して組付ける。

線マーク 線マーク

ベルトカバー切欠

「16.12 2-057 2 — 058

⑤テンショナ固定ボルトをゆるめ，ベルトに張力 

を与えた後テンショナ固定ボルトを締付ける。

1^2,5土().31^-111

⑥ベルトの張力が片寄っているので，クランクシ 

ャフトを2回転回し，ベルトの張りが均等になる 

ようにし，再度テンショナ固定ボルトをゆるめて， 

締直す。

く注記〉

ドは乜の関係位置になった時，#1シリンダが圧縮卜 

ップ，# 4シリンダが排気トップの状態となる
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動弁機構------- タイミングベルトふスプロケット

ベルトテンシヨナ&スプロケットの脱着.点検

⑴ベルトテンシヨナの脱着

ベルトテンシヨナの脱着は，タイミングベルトを 

取り外した状態にしてから，テンシヨナ固定ボルト 

をゆるめて行なう。スプリングだけを無理に外さな 

いこと。

丁 0.6 ±0.21^

アンンヨ
スプロケッ

T 2.5 ±0.3^-111

5 2-387

(2)ベノジトテンシヨナの点検

① テンシヨナスプロケツトがスムーズに回転する 

ことを確認する。異常がある場合は交換する。

② スプロケット歯面の損傷がないかを点検する。

著しい歯面損傷が認められる場合は交換する 〇

(3)テンシヨナスプリングの点検

① スプリングフック部の損耗，およびバネの損耗 

を点検し，異常がある場合は交換する。

② スプリング内径部に挿入してあるダンパーを点 

検し，切損などの異常がある場合は交換する。

(4)クランクスプロケットの脱着

クランクスプロケットが取外しにくい場合には， 

特殊工具：プーラ公ボルトを用いて引き抜く。

〔5 丁）499205700プーラ クランクスプロケ

〔5 丁）499525500ボル

ヅ

ボルト]VI 6 乂25

尸18.14 5 2 -389

(5)クランクスプロケット公カムスプロケットの点検

① スプロケット歯部について，損傷，摩耗を目視

点検する。

② クランクスプロケットボスのキー溝部の損耗を 

点検する。

③ カムスプロケットボスのノックピン穴の損耗を

点検する。

以上，異常がある場合は交換する。

カムスブロケット

クランクスプロケット

円も15 5 2-390
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動弁機構——バルブロッカ八35丫

⑵バルブロッカ八55 丫

--------脱着.点検--------------------------------------------

(1) 関連部品の取外し

フローバイホースおよびハイテンシヨンコードを 

ロッカカバーより外す。

(2) ロッカカバーを取外す。

，ロッカカバー取付ボルトの座の下に入っている〇リ 

ングを紛失しないこと。

，ガスケットおよび〇リングは，原則として取外したも 

のは再使用しないで新品と交換する。

(3) バルブロッカ八38丫の取外し。

①すべてのロッカアームについて，ハフレブクリア 

フンスアジャストスクリュを一^杯にゆるめ，カム 

山とスプリングカの関係をフリーにする。

X 0.9 土 0.11^一⑺
^6-1 6 5 2 -061

② ロッカシャフト取付ボルト5本をゆるめ，ロッ 

カシャフトを状態で取外す。

巧17

参アームには，インテーク用はI，エキゾースト用は只と 

鋳だしの識別がついている。

，ロッカ八58丫を分解する場合は，アーム，ワッシャ， 

ウェーブスプリング等，組付順序を混同しないよう 

順序通りに並べて置くこと。

⑷ ロッカアームの点検

① ロッカシャフトに対するアームの動きを点検し， 

直角に作動しないものは，アームを交換する。

② 11^ロッカアーム，已又ロッカアーム共にロッカ 

アームの内径とロッカシャフトの外径を測定し， 

シャフトとのすき間を点検する。限度を超える場 

合は，交換する。

ド12.18 5 2 -054

ロッカアーム内径とシャ 
フトとのすき間11101

標準 0.016-0.052

限度 0.1

ロッカアーム内径!11111 標準 16.0-16.018

ロッカシャフト外径腿 標準 15.984〜15.966

③ カムシャフトとのスリッパ部を点検し，キズが 

ある場合は交換する。

④ アジャストスタリュのバルブステムとの接触部 

を点検し，損耗，異常が認められる場合は交換す 

る。

(6) ロッカシャフトの点検

① シャフトの外径にカジリ，損耗がないかを点検 

し，異常がある場合は交換する。

② オイル通路にゴミの詰まりがないかを点検し，

異常がある場合は，清掃する。

86

5 2 一062



動弁機構——カムシャフト

⑶カムシャフト

脱着#点検

く注記〉

車上で脱着を行う場合は，取外しの前に次の作業を 

行ぅ。

① トラップドアを取外す。

② 車体をリフトアップし，右後輪を取りはずす。

③ 右後タイヤハウス内のエンジンルームカバーを

取外す。

⑴関連部品の取外し。

タイミングベルト，カムスプロケット，バルブロ 

ッカカバー，バルブロッカ八5^7,デイストリビュー

夕等を外す。

以上，タイミングベルト及スプロケットおよびバ 

ルブロッカ八33丫の項参照 

(2)カムシャフトの脱着

①カムシャフトキャップは，下図の番号順に従っ 

て取付ボルトをゆるめて取外す。

「セ.19
②④

3 2 -063

，カムシャフトキャップ取付ボルトは，対角線に取外 

さないこと。1個所2本つ、、つボルトをゆるめて取外 

すこと。

，カムシャフトキャップは，組付順序を混同しないよ 

う順序よく並べておく。

② カムシャフトは，オイルシールが組み付いたま 

ま，上方へ持ち上げて取外す。

③ カムシャフト取付の際は，#1，#5カムキャッ 

プとシリンダへッドとの合せ面のコーナ部にスリ

ーボンド#1215を塗布して組付ける。

⑶カムシャフトの曲り点検

定盤上にゾブロックをセットし，カムシャフト中 

央ジャーナル部にダイヤルゲージを当て，曲りの点 

検および，それぞれのカム山のベースサークルの偏 

心摩耗を測定する。

呵20

曲り限度 0.025111111
偏心摩耗限度 0.020111111

「12.21 5 2-392
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動弁機構 カムシャフト

—脱蘅-点検--------------------------------------------

(4)カムシャフトジャーナルの点検

カムシャフトジャーナル外径とカムシャフトキャ 

ップ内径および，シリンダヘッドジャーナル部内径 

の損傷，摩耗を点検し，異常がある場合は，カムシ 

ャフトまたは，カムシャフトキャップを交換する。 

ジャーナルの外径をマイクロ メータで測定する。

ド18.22 5 2-393

ジャーナル部内径 26.0〜26.021111111

カムシャフトジャーナル外径 25.939〜25.95511101

ジャーナル部
すき間

標準 0.045〜0.082111111

限度 〇.丄丽

カムシャフトキャップ 丁 I .0土().丨岵-⑺

「12.23 5 2 -394

ジャーナル内径は，カムシャフトキャップをシリン 

ダへッドに取付け，ボルトを規定のトルクで締め付

けた状態にし，ダイヤルゲージを用いて測定する。

⑸カム山の点検

カム面の損傷を点検し，損傷が軽微なものは油砥 

石等で研磨修正する。

カム山の全高を測定し，限度を超えるものは交換 

する。

カム山の全高只標準 31.42〜31.52111111

全高限度 - 31.20111111

12.24 3 2-395

(6)カムシャフトサイドクリアランスの点検

①バルブロッカシャフト八337を取外した状態で， 

カムシャフトの端面にダイヤルゲージを当て，軸 

方向の動きを測定する。

^8.25

サイドクリアランス標準 0.02〜0.22111111

すき間限度 0.5111111
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動弁機構一 一力厶シャフト，バリレブふハつレブスプリング

脱着，点検

②カムシャフトスラスト受け部分を目視点検し， 

カジリ等の異常がある場合は，修正する。

以上①②点検結果，サイドクリアランスが限度を 

超す場合は，カムシャフト又は，シリンダヘッド 

を交換する。

(7)カムシャフトオイルシールの点検.交換

①オイルシールは，原則として取外したものは再 

使用しないで，新品と交換する。

カムシャフト

オイルシール

ドは.26 5 2-396

②オイルシールの組イオけ

オイルシールの組付けは，特殊工具：ガイドオ 

イルシールを使用して圧入する。

〔 5 丁 )49958 5800
ガイドオイルシール

「12.27

ド12.28

5 2 -066

5 2-067

(4)バルブ6バルブスプリング

分解.点検，組立

く注記〉

車上で取外しを行なう場合は，取外しの前に次の作

業を行なう 〇

① 50車は燃圧を低下させる。（エンジン脱着参照)

② トラップドアを取外す。

③ 車体をリフトアップし，右後輪を外す。

④ 右後タイヤハウス内のエンジンルームカバーを

取外す。

⑴関連部品の取外し

タイミングベルト，カムスプロケット，バルブロ

ッカカノく 、ヮレブロッカ，デイストリビュータ，

カムシャフト等を取外す 〇

以上，カムシャフトの項参照

(2)インテークマニホールドを取外す。

① NA車は，インテークマニホールドにキャブレ 

一夕が取付いた状態で，シリンダヘッドより取外 

す。

② 30車はコレクタチャンハ％フューエルデリバリ 

パイプ，インジェクタを外し，インテークマニホ

ールドを取外す 〇

厂12.29

し6±〇. 15は-⑺

1.6土〇. 15^-111

5 2-397
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動弁機構-------バルブふバルブスプリング

分解.点検#組立
⑶エキゾーストマニホールドカバーおよびエキゾー 

ストマニホールドを取外す。

⑷シリンダへッドの取外し

①シリンダヘッドボルトは，下図の番号順に従っ 

て，ゆるめる。

①⑦ ⑨⑥④

③ ⑤⑩⑧ ②
1 152 一 068

②シリンダへッドガスケットを取外す。

⑸バルブスプリングの取外し

① 特殊工具：シリンダヘッドテーブルにシリンダ 

へッドを八33丫状態でセットする。

② プレスを使用し，バルブリテーナの上面を特殊 

工具：リムーババルブスプリングで押し，バルブ 

コッタキーを取外し，バルブとバルブスプリング

を分離する。

分解したバルブ，バルブスプリング等は，各部品が 

混同しないように，順序よく並べて置く。

「18.31

⑹バルブスプリングの点検

スプリングの自由長，たわみ荷重，直角度を測定 

し，損耗，異常が認められるものは，新品に交換す 

る。

項目
、車種

1队丑又共

自 由長（111111) 43.46
セ
ツ
卜

時

荷重せ 18.2

バネ長さ 36.5
リ
フ
卜

時

荷重は 44.9

バネ長さ 29.0

リフト時荷重限度は 42.5

ノベネ端面との 1.8111111
倒れ限度腿！ (2.5°以内）

⑺バルブシートの当り点検

①バルブシートの当り面不良，損傷，異常が認め 

られる場合には，バルブシートカッタで修正する。

、フレブシート

界寸法

インテーク エキゾースト

1.311110 1.2111111

②バルブシートとバルブフヱースの当り面積は， 

全周に対して70%以上確保するよう，コンハ。ウン 

ドで修正する。
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動弁機構------ バルブふバルブスプリング

分解.点検，組立

⑻バルブシートの沈み量点検

新品のバルブをバルブガイドに挿入し，バルブを 

シートに着座させた時のバルブステムの突出量只を 

測定する。

II寸法が限度を超える場合は，シリンダヘッドを 

交換する。

「セ.33 5 2-400

バルブステム突出量

只寸法 標準 41.3111111 41.4111111
限度 41,8111111 41.9111111

沈み量限度 0.5111111 0.5111111

⑼パ、ルブガイドとバルブステムとのすき間

①八ルブガイド内径とバルブステムの外径を測定 

し，バルブステムのすき間を点検する。

(単位画!)

バルブガイド 11^バルブ 迟乂バルブ

バルブステム

のすき間 0.030〜0.060 0.040〜0.070

すき間限度 0.130 0.150

バルブステム

外径標準
5.452〜5.470 5.442〜5.460

バルブガイド
穴径標準

5.50〜5.512 5.50〜5.512

へッドとの
嵌合代標準

0.060〜0.027 0.060〜0.027

②ガイドすき間が限度を超える場合は，バルブ又 

は，バルブガイドを交換する。

注意

バルブガイドの交換時は，バルブガイド外径オーバ

サイズを使用する。交換要領は後記参照。

⑽バルブガイドの交換 

①次の特殊工具を準備する

部品番号 名 称

49976 5600 シリンダヘッドテーブル

49976 5700 リムーババルブガイド

49976 5800 アジャスタバルブガイド

49976 5900 リーマバルブガイド

②リムーバをガイドに挿入し，プレスで押し込み，

ガイドを抜き出す。
プレス

^2.34 5 2-401

③バルブガイドの压入寸法

アジャスタバルブガイドの高さと同一にする。

^5 7 )49976 5800

5 2 -402

④内径リーマ仕上げ

ガイド压入後，内径の変形をリーマで修正する 〇
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動弁機構------ バルブふバルブスプリング

分解.点検.組立

(11)バ'ルブステムオイルシールの点検

① 内径シール部の摩耗，しめしろ，亀裂，スプリ 

ングの外れを点検し，異常がある場合は交換する

② ステムオイルシールの交換

特殊工具： 49958 5500ガイドバルブステムシ

ールを用いて取付ける。

取マーク有り 迟又マーク有り

11.6 11.6

インテーク 

識別黒色
エキゾースト 
識別茶色

ド12.36 52 -403

一度取外したバルブステムオイルシールは再使用せ 

ずに必ず新品と交換すること。

⑽1ル々レブ，只又バルブの点検

① バルブの傘部，ステム，ステム端部について， 

焼損，摩耗，損傷，変形などを点検する。

② バルブの傘部の肉厚II寸法，およびバルブシー 

卜面（フェース）を点検し，異常がある場合は，修

’正又は新品と交換する。

ンテークバルブ

32 -404

項 目 11^1バルブ バルブ
バルブヘッド

II寸法
標準 1,0111111 丄，〇咖
限度 0.5111111 0.5111111

バルブ傘径 ^ 26111111 ふ23111111
バルブ全長 94,6111111 94.6111111
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— 2—6」エンジン潤滑システム

圓準備品

3了 49854 5400 オイルフイルタレンチ （1^：又共用） オイルフィルタの脱着

工具 オイルパンカッタ （市販品） オイルパン取外し用

油月旨

その他

— エンジンオイル（スバル指定の純正オイル） エンジンオイル補充用

クーラント（スバル指定の純正クーラント） クーラント補充用

国仕様

項 目 仕様又は基準値 1

潤滑方式 全圧送全流濾過式

オイルポンプ駆動方式 クランクシャフト直結式

才

ィ

ノレ

ポ

ン

プ

オイルポンプ形式 トロコィド式

歯数
インナロータ 9枚

アウタロータ 10枚

アウタロータ径X厚さ ^70 X 6 01111 I
インナロータとアウタロータとの

チップクリアランス
0. 05〜0.1801111

ロータとポンプケースとの
サイドクリアランス

0.02〜0.07111111

アウタロータ外径とポンプケース内径
とのラジアルクリアランス 0.12〜0.19111111

性 能

(油温80で）

750^111
吐出圧 1. 〇は/⑽2 |

吐出量 3. 5 ^ /111111 1

6000113111
吐出圧 こ)響5レ2,01112

吐出量 23於/111111

リリーフバルブ作動圧 5,

才
イ
ノレ
フ
イ

ノレ
夕

濾過 方式 フルフロー濾紙式 1

濾過 面積
80001112 1

ハ，イパスバルブ開弁圧 1，0±0,2は7〇1〇2 1

ドレーンハへソクバルブ 有り

外径X 全長 ^68X65

取付ネジ仕様 1^20X1.5？ 1

オイルクフ形式 放熱量 ㊃水冷多板式多82 X 3段2，300^1/11 1

プ
レ
ツ

シス
ヤイ

ツ

チ

形 式 油中接点式

使用 電球 12乂一3,4界以下

点 灯 圧 力 0,2 土 0,051^/011？ 1

消 灯压力 0.2 土 0.051^/恤 1

耐 压 10^6/011？

オイルパン容量(全量新規に注油時） 3.0必（1^丁車），3，1必冚0ゾ丁車）
(オイルフイルタ0.2忍，オイルクーラ0.1必含む） |
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エンジン潤滑システム——構成部品トラブルシューティング

国構成部品

〇リング

X 0.7 ±0.11^ -111
ーダ

オイルパン

ドレーン 
プラグ

ガイドオイルレベルゲージ

オイルレベルゲージ

オイルストレーナ

了 4.7±0,3^-111

了 0.7 土 0.11^-111

丁] 0.7士0.11爪

オイルポンプ八55 丫

T 〇. / ±0.1^-111

〇リング

オイルプレッシャ 
スイッチ

オイルフィルタ

了 1.2土(). 31^-111

^2.1 5 2-325 5 2-327

国卜，ラブルシューテイング

故障 推定 原因 処 置

ン
プ
が
点
灯
し
続
け
る

オイルフレッシャスイッチ
ダイヤプラムの亀裂又は，スイッチ内圧漏れ 交換

スプリングの切損又は接点の焼付 交換

油圧 不足

オイルフィルタのつまり 清掃又は交換

オイルフィルタ内バイパスバルブの作動不良 清掃又は交換

オイルポンプのリリーフバルブ作動不良 清掃又は交換

オイル通路のつまり 清掃

ロータのチップクリアランス増加又は口一夕のサイドクリアランス増加 交換

オイルストレーナのつまり又は，取付フランジ部のゆるみ 清掃又は交換

油圧上昇不能

オイル童不足 補充

オイルストレーナパイプの破損又は取付フランジ部からの漏れ 交換

ロータが回転しない 交換

ランプが点灯しない

ランプ断線 交換

ポイント接触不良 交換

配線の断線 修理
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エンジン潤滑システム オイルフイルタ，オイルポンプ

整備要領（1)オイルフィルタ

点検，交換

(1)オイルフイルタの点検

オイルフイルタの外観を目視点検し，オイル漏れ， 

損傷，変形がないかを点検する。

異常が認められた場合は，指定時期に関係なく交 

換する。

暑

直成^^

エンジンオイルの汚れ，変質等で異常が認められる 

場合は，原因探求を行うこと。

參エンジンオイルの交換については，2-2エンジン点 

検.調整の項参照のこと。

(2)オイルフィルタの交換

①特殊工具： 49854 5400オイルフイルタレンチ

を使用してオイルフィルタを取外す 〇

②取付けは，オイルフィルタ取付面の0リング全 

周にオイルを塗布し，〇リングがオイルポンプ取 

付面に当たるまで手でまわして取付ける。

取付面に当ってから更に1回転，オイルフィルタ

レンチで増締めする。

参考:阳1.2土().31^-111 

⑶オイル漏れ点検.オイル量の確認

オイルフィルタ交換後は，エンジンオイル量をレ 

ベルゲージで確認し，エンジンを始動して，オイル 

漏れがないかを点検する。

(2)オイルポンプ

取外し

⑴関連部品の取外し

Vベルト，クランクプーリ，タイミングベルトカノく 

一，タイミングベルト，クランクスプロケット等の 

関連部品を取外す。

⑵エンジンオイルみクーラントを排出する。

(3)オイルフィルタを取外す。

⑷オイルクーラおよびオイルクーラパイプを取外す, 

出0又1：車）

(5)エンジンスタンドを取外す 〇

エンジンスタンドを取外し，エンジンをシリンダ 

ヘッド取付面を下にして立て，オイルパンの取付ボ 

ルトを全て取外す。

⑹オイルパンカッタを使用して，液体^^ッキンを剝 

離し，オイルパンを取外す。

オイルパンフランジ面を傷つけることになるので平 

ドライバは絶対に使用しないこと。

オイルパンカッタ

「略

⑺オイルポンプの取外し

5 2-103

オイルポンプ取外しボルトをゆるめ，シリンダブロ 

ックとの間に平ドライバーを差し込み取外す。

巧. 4 5 2-083
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エンジン潤滑システム------- オイルポンプ

分解，点検

⑴オイルポンプカバー取付ボルト（皿小ネジ）を取外 

し，オイルポンプを分解する。

円& 5) 32-193

ロータの組付け向きを確認して置くこと。 

⑵チップクリアランスの点検 

インナロータと，アウタロータとのすき間。

チップ 標準値 0.05〜0.18111111

クリアランス 限度値 0.210111

^8.6 5 2-194

⑶サイドクリアランスの点検

サイド 標準値 0.03〜0.0710111
クリアランス 限度値 〇.1501111

⑷ケースラジアルクリアランスの点検

アウタロータ外径とオイルポンプボデー内径との 

すき間をシックネスゲージで測定する。

ラジアル 標準値 0.12〜0.1910111
クリアランス 限度値 〇. 25111111

ドは.8 5 2 -308

以上，⑵⑶⑷で限度を超える場合は，ロータセット 

又は，ポンプボデーを交換する。

リリーフバルブは，オイルポンプ本体に内蔵されて 

おり，非分解扱いとなっている。
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エンジン潤滑システム オイルポンフ，オイルフレッシヤスイッチ

組立て

⑴シリンダブロッ，クに取付時は，オイルポンプ接合 

面にスリーボンド#1215を塗布する。

スリーボンド# 1215

15賺

5 2 -382

⑵オイルシールは，新品と交換し，特殊工具：ガイ 

ドオイルシールを用いて組付ける。

0 "〇 49958 6100 ガイドオイルシール

0.7土0.丨い-⑺

プラステイックハンマ

「ぼ10 5 2-196

(3)オイルプレッシヤスイッチ

脱着，点検

く取外し〉

\

厂セ.11 5.2-310

く点検〉
⑴ターミナルとボデー間をサーキットテスタで点検 

し，導通することを確認する。

⑵八部に油压0.21^/咖を加えた時(即ち，エンジン始 

動後〉ターミナルとボデー間をサーキットテスタで 

点検し，導通しないことを確認する。⑴⑵不良の場

合は交換すること。

ダイヤフラム

スプリング ポイント
/ 取付ネジ部

スリーボンド# 1215

油圧

油圧0,2ヒ2〆^ 
を加える

ターミナル 絶縁体
ボデー

ド12.12 52-311

く取付け〉

ネジ部に液体パッキンスリーボンド#1215を塗布し

て，オイルポンプに組付ける 〇
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エンジン潤滑システム オイルポンプ，オイルパンゐストレーナ

⑷オイルパン6ストレーナ

脱着，点検

く注記〉

車上で脱着を行なう時は取外しの前に次の作業を行 

なう。

① 車体をリフトアップする。

② ドレンプラグをゆるめ，オイルを抜く。

③ ダイアゴナルメンバを取外す（右側のみ）。

④ 右側のリアアクスルシャフトのスプリングピン 

を抜いて，トランスミッションと分離する。

⑤ 五0 VI：単は，エンジンオイルクーラパイブを 

取外す。

エンジンオイルクーラパイブを取外す前にクーラン 

卜を抜いておくこと。

く取外し〉

オイルパン取付面は，液状パッキンを使用している 

ので，オイルパンカッタ又は，スクレーパを使用し 

てオイルパンを取外す。

注意

平ドライバーや，タガネなど厚みのある物を挿入し 

たり，こじったりしてオイルパンフランジ面を損傷 

させないようにする 〇

オイルパンカツタ

ドセ.13 5 2-312

く点検〉

① オイルパンの変形，フランジ面の変形を目視点 

検し，不良の場合は交換する。

② オイルストレーナの汚れを点検し，ストレーナ 

の目詰りを清掃する。0リングは必ず新品と交換

する 0

く取付け〉

オイルパンフランジ面に液状パッキンスリーボンド

#1207¢：を塗布し，5分以内に組付ける 〇

スリーボンド# 1207¢

「セ 5 2 -088

0リンク

X 0.7土 0.11^ - 01

オイル 
バ ストレーナ

オイルパン

T 0.7 土 0.11

「12.15 5 2 -325

注意

オイルパンを取付けて30分以分は，液状パッキンが乾 

燥していないので，エンジンを始動させないこと。
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エンジン潤滑システム——オイルクーラ

⑸オイルクーラぼ〇ソ丁車)

脱着，点検

く取外し〉

(1) エンジンオイルおよびクーラントを排出する。

(2) オイルフィルタを取外す。

(3) オイルクーラのコネクタを取外し，オイルクーラ 

を取外す。

⑷シリンダブロックに接続している乙字型のウォー 

タパイプを取外す。

オイルクーラパイプ

オイルクーラ

コネクタ

丁 2：土0爲

オイルフイルタ

く点検〉

⑴冷却水の通路が詰まっていないかエアブローなど 

で確認する。

⑵シリンダブロックとの接合面の0リング溝および 

オイルフィルタ取付面の損傷を点検する。

⑶外部のへこみ，損傷がある場合は，内部の油，水 

通路がつながっていないか，水を使って調べること。

〇リング

オイル通路に 
水がにじんで 
こないか調べる

ホース等をつなぎ水を注入する

「12.17 52-197

く組付け〉

組付けは，分解と逆の手順で作業を行なう。

オイルクーラとシリンダブロック間の〇リングは， 

必ず新品と交換すること。
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2—7 エンジンクーリングシステム

國仕橡

車種
項目

キャブレータ車 50$ |

トラック ノくン 【車 只〇マ丁車 |

1 冷却方式 水冷強制循環式十電動ファン |

:!

卜

形 式
遠心式インペラタイプ |

吐
出
能
力

/水温ヽ 
、85で ノ

吐

出
里

2000115111 20ぶ /111111

500011)111 50ぶ/111111 1

7000卬 111 100ぷ細11 1

羽根外径（画!） 062

羽根枚数 8 1

プーリ比(ウォーターポンプ/クランク〉 1.05 1

形 式 ワックス式 |

開き始め温度（で） 78

開き終り温度（て） 93

バルブ全開リフト（111111) 8 |

I
水

銘 柄 スバル純正クーラント

令容量（夕）(リザーブタンクの、
生令里、ゼ’、ドロ11レベルまでノ

約6.5^ 1

51
卜？

タン

モータ入力（界） 70 80 — 110 |

ファン外径Xファン枚数 0270X 5 I

形 式 加圧式クロスフロー

放熱量(仄(^1伯） 22500 21000 28000 29500 1

タンク材質 樹脂 真鍮 〈—

コァ材質 アルミ 銅 <—

コア寸法（腿） 273 X 400 X16 268X400X16 ‘ 268 X 400 X 32 (

フィン形式 コルゲートフイン

キャップ開弁圧(は/〇^) 正圧側0,9 ± 0,15負圧側一 〇. 05以下 |

オイルクーラー 紐 ぐ，丨，. ^—— 有 1

ラジエータ系 
配管サイズ

パイプ(外径） ¢22 4— 028 4— |

ホース([^経乂外圏 021X028 <— 427X035 ^—

| シュラウド 樹脂製 |

|房内冷却ファンファン外径Xファン杉激 必120X4 1

1〇〇



エンジンクーリングシステム -構成部品

構成部品

くエンジン回り〉

丁 ~ 2.0土0.31-！)！

X 0.8土¢).21^-111

丁 2.0 土 0.3^-111

丁 1.7 土 0.21^-111

T 0.7土(). 21^-111

闩2. 5 2-031
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エンジンクーリングシステム——構成部品

10

11

12

トラックキャブレ

ラジェータファン 

シュラウド 

モータ

アッパブラケット 

ラジェータ 

サポート尺！！

ロアブラヶット尺只 

ドレンプラグ 

サポート乙11 

ロアブラヶット乙！1 

ェアベントホース 

インレットホース

13. ホース

14. アウレットホース

4

2 52-314
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エンジンクーリングシステム 構成部品

50車およびトライキャブレータ車
ラジェータフアン 

シュラウド

3. モータ

4. アッパブラケット

5. ラジェータ

6. ロアブラケット尺只

7. ロアブラケット1^1

8. ドレンプラグ

9 #エアベントホース

10. エアベントホース

11. インレットホース 

12，ホース

闩る3

©
1,

ヴレクア3I
X
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エンジンクーリングシステム——構成部品

エンジンルームフアンシステム

^2-4 ------------- ---- ----------------------------------------------------------------------------------------------------  ------------------------------------------------------------------------------ 1 5 2 -595
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エンジンクーリングシステム——トラブルシューティング

国トラブルシューテイング
^ウォータポンプ

故障 推定 原因 処 置

クーラントの不足 補充する

クーラントが減少する 漏れ個所を探して修理する

ガ/?プーリの駆動不足（タイミングベルトのすべり） タイミングベルトを交換する

界/?プーリの回転不良または作動不良 贿を交換

電動ファンの作動不良 電動ファン交換またはサーモ3界点
検-交換

才
サーモスタットの作動不良（サーモスタットが開かない） サーモスタット交換

クーラント通路のつまり 清掃する
ノぐ
ヒ

ラジェータの詰り 清掃する

ェンジンオイル不足又はオイル不良 補充又は、純正オイルと交換

空燃比の不適
《トラブルシューティング参 

照

排気系のつまり マフラー等を点検し、清掃又は交換

ビストンとシリンダのすき間不足 ピストンを点検し、適正品と交換

クラッチのすべり クラッチ修理又は、交換

トランスミッシヨンオイル不良 点検、交換

ブレーキのひきづり ‘ 点検、修理

ォク

ノぐノレ
サーモスタットの作動不良（サーモスタットの開き放し） サーモスタット交換

ラジェータIX、011丁ホースコネクタ部の破損 修理又は交換 |

界斤取付面からの漏れ ガスケット交換.
ク 界/卩メカニカルシール不良 界/?を交換

9 サーモスタットケースの損傷 交換

广
漏
れ

ラジェ—タホースの破損又はホースクランプ不良 交換

インテークマニホールドからの漏れ ガスケット交換

シリンダへッドガスケットからの漏れ ガスケット交換

シリンダブロックの損傷
点検修理又は交換 |

異
タイミングベルトに異物付着（オイル、水など）

タイミングベルト交換 |

電動ファンの損傷、又はファンモータの損耗 修理又は交換
発
生

界/ドベアリングの損耗 则？她 1

界/? メカニカルシールの損耗 界/?交換
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エンジンクーリングシステム トラブルシューティング

エンジンクーりングフアン
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エンジンクーリングシステム 整備要領

整備要領⑴ラジェータ電動ファン

脱着

く取外し〉

⑴ハへソテリー端子を外す0

(2)ラジェータ電動ファンコネクタを分離する

⑶シュラウドの取付けボルト（4本）を外す。

馨 右上の取付けボルト（1本）は右前輪フヱンダ内の

プレートを外し，ドは.6の要領で行う 〇

闩2. 5 5 2 -034

闩2.

(4)ファンをシュラウドごと取り外す

5 2-035

(2)ラジェータ

脱着

く取外し〉

(1)(1)ラジェータ電動ファンの項を参照して，ファン 

を取り外す。

⑵⑶冷却水補充，交換の要領を参照して，冷却水を 

抜く。

⑶ラジェータアッパホース.ロアホース.ェア抜 

きホース（2本）をラジェータ側で抜き取る。

冷却水が流れ出るので注意する。

⑷ラジェータサポートロアを取り外す。

⑸ラジェータを車体から抜き取る。

く点検〉

水漏れ点検の他，外観上の損傷，フィンの損傷など 

を目視点検する。異常のある場合は，修理又は，交 

換する。

く取付け〉
取外し作業の逆手順により，取付ける。

0

く点検〉

電動ファンが，異常な振動や，異音を発生する場合 

には，交換する。

ファンの外観を目視点検し，異常がある場合は，交 

換する。

く取付け〉

⑴取外しの逆順序に行う。.

⑵ラジェータに取付後，試運転を行ない，冷却ファ 

ンが正常に回ることを確認する。

雛^^^

冷却ファンは振れのないこと 0
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エンジンクーリングシステム——整備要領

⑶冷却水補充，交換

く通常時の点検〉

冷却水の点検は，エンジンが冷えているときにリザ 

ーブタンクで行う。

くトラック〉

^2-8 5 2-039

く通常時の補充〉

#トラック.パネルバンの場合

(1) リザーブタンク内に冷却水が残っているとき 

リザーブタンクのアッパレべルまで補充する。

(2) リザーブタンクが空のとき

フイラータンクの口元まで冷却水があるか点検する。 

不足しているときは，口元まで補充する。

，トライ.バンの場合

(1) リザーブタンク内に冷却水が残っているとき 

注水口からリザーブタンクのアッパレべルまで補

充する。

(2) リザーブタンクが空のとき

1) 注水口よりリザーブタンクのアッパレべルまで補 

充する。

2) エンジンを始動し，ラジェータフアンが回るまで

暖機する 〇

3)エンジンが冷えてからリザーブタンクのアッパレ 

ベルまであるか点検し，不足しているときは補充す 

る。

く冷却水の交換時期〉

冷却水の汚れが著しい場合は全量交換する。

交換基準 2年または40,000―毎

クーラントは必ずスバル純正クーラントを使用する

こと。

〈冷却水抜取り〉

注意

ホースを分離するときは，冷却水がこぼれ出るので 

注意する。

ホースを抜き取る前にマーキングをし，誤組み付け 

を防止する。

(1) ドレンコックにホースを結ぎ，ラジェータ内の冷

却水を抜き取る。

(2) ヒータホースイン，アウトを分離する。
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エンジンクーリングシステム——整備要領

(3)エンジン側ヒータホース猶インレットホース.ア

ウトレットホースを分離する0

冷却水を抜く。

⑸リザーブタンクから冷却水を抜く。

⑹分離したパイプ.ホースを元どおり結合する。

く?主水要領〉

^トラック.パネルバンの場合 

⑴ヒータレバーを110丁にする。

(2) フイラータンクの注水口より口元までゆっくり注 

水する。

(3) さらに，レザーブタンクのまで注水する。

(4) フイラータンクの口元まで満水にし，エンジンル 

ーム内のエア抜きプラグ(青色）を抜く。

⑸約1分程度してからプラグを閉める。

⑹フイラータンクへ口元までゆつくり補水する。

(7)エンジンを始動し，さらにフイラータンクの口元 

まで補水する。

⑻乐カキャップを締め，充分暖機する。

ヒータファン〇で温風が出ないときは，

エンジン停止後再補水する。

(9)エンジン冷却後，フィラータンクの口元まで補水 

する。

⑽リザーブタンクにまで補水する。

，急速に注水するとエア抜きが不完全となり，所定 

の水量が入らない場合があるので，注水はゆっく 

りと行うこと。

，エア抜きプラグの抜き差し〔(4レ（5)項〕は必ず行 

うこと。

^冷却水が循環しているかの確認は，ヒータファン 

を0N*E0Tにし，温風がでるかどうかで点検す 

る。

-バン.トライの場合 

〈概要〉

スペアタイヤを外し，ラジェータベント系のプラグ 

(青色）を抜いて，先ず冷却水を補充し，プラグを閉 

じて再度，冷却水を補充する。

，注水は急速に行うとェア抜きが不完全となり，所定 

の水量が入らない場合があるので，ゆっくり行うこ 

と。

，注水口の圧カキャップは，ェンジン停止後の水温が 

高い時開けると危険であるので，水温が下がってか 

ら静かに開けること。

^手順の（11)の暖機，（12)の補水を数回繰り返し， 

冷却水を注入口の口元まで確実に補充し，満水にす

ること。

く手順〉
(1) ヒータの温度コントロールレバーを只〇丁にする。

(2) スペアタイヤを取り外す。

(3) ラジェータベント系のドレンホース（プラグ付き) 

をハーネス固定樹脂クリップ2箇所（次ページ図 

八部）から取り出し，シャシフレーム外側へ引き出 

す。

(4) 冷却水受け皿（8乙以上）を用意し，ドレンホー 

スからプラグ（青色）を抜いて，ホース先端を受け
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エンジンクーリングシステム——整備要領

皿内へ入れておく。
この際，受け皿は注水口から見える位置に置く。

(5) 注水口の圧カキャップを外し，注水口より冷却水 

をゆっくり注入する。

(6) 冷却水がドレンホースより流れ出したら，プラグ 

(青色）を閉じて，確実にクリップする。

(冷却水は約3. 5〜4. 5乙で流れでる。）

(7) 注水口より再度，口元まで冷却水をゆっくり注入 

する。

(8) ェンジンを始動し，注水口の口元まで冷却水を補 

充する。途中，息付きがあるので，7欠位が下がらな 

くなるまでゆっくり補充する。

(9) リザーブタンクの“卩レベル”（卩じ乙し）まで 

冷却水を注入しリザーブタンクのキャップを閉じる。

(10) 注水口の圧カキャップを締め，冷却水を循環を確 

認する。

循環の確認はフロント右側のタイヤハウス部から， 

右図クーリングパイプ（ェンジン〜ラジェータ）お 

よびクーリングパイプ（ヒータ）に触り，熱くなっ 

ているか，またはヒータブロアファンを0N (N0 

丁）にし，温風がでるかで点検する。

循環していない場合は，ェンジン回転数を2000〜 

3000回転に2〜3回吹かして確認し，なおかつ循環 

しない場合はェンジンを停止し，再度冷却水を補充 

する。

(11) ラジェータファンが回るまで，嗳機する。

(12) ェンジンを停止し，水温が下がってから，注水口 

のキャップを開け，冷却水を補充する。

(13) リザーブタンクの冷却水量を点検し，不足してい
る時は“ドレベル”まで補充する。

(14) ドレンホースをハーネス固定樹脂クリップ2箇所 

(右図八部）へ取り付ける。（ドレンホースをブラ

ブラさせないこと。）

(注意）ドレンホースのプラグ（青色）用クリップ爪 

は下向きとし，ハーネスと当たらないよう注意する 

こと0

(15) スペアタイヤを取り付ける。
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ラジェータ

，寒

クーリングパイプ 
(ラジェータ〜エンジン）

クーリングパイプ 
(エンジン〜ラジェータ）

クーリングパイプ 
(ヒータ）

ドレンホース

プラグ（青色）

ンヤンノレーム

注水口

エンジンクーリングシステム概要図





エンジンクーリングシステム 整備要領

(4)ウォータポンプ

脱着

く取外し〉

(1) エンジンとトランスミッシヨンー体で車両より降 

ろす。

(2) オルタネータベルト，テンシヨナ，スーパチャー 

ジャベルトを外し，クランクプーリを取外す。

(3) オイルレベルゲージガイドを取外す。

⑷タイミングベルトカバー2および3を取外す。

ベルトカバ、一N0. 2 ベルトカノく一N0.

オイルレべル 
ゲージガイド

，7±0,21(8-〇1
「16.12 5 2 -056

⑸テンシヨナ取付けボルトをゆるめ，タイミングべ 

ルトを外す。

(6)ウォータポンプケース取付けボルト（6本）を取外

す0

1-I 土 0.2ね-111

「略13 3 2-081

⑺ウォータポンプはケースー体で外す。

く点検〉

(1)ウォータポンプベアリングが，スムーズに回転す 

るか，異音の発生がないかを点検する。

⑵プーリの外観に異常がないかを点検する。

(3)プーリを回して，インペラ端面の面振れをダイヤ 

ルゲージにて点検する。

ダイヤルゲージ

「1ぁ14

(4)インペラのチップクリアランスを点検する。

5 2 -043

チップクリアランス（讯瓜)
標準値 0.3〜0.9
限度値 1.1

インペラ

5 2 -044

⑸水漏れするもの，⑴〜⑷で異常が認められる場合 

は，ウォータポンプケース八85丫で交換する。
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エンジンクーリングシステム——整備要領

(5)エンジンルームフアン

くシステム概要〉

ド12.16 5 2 -601

く整備上の注意〉

エンジンルームファンは80車に取り付けてあり，エンジン停止後も15分間は，エンジンルームの温度が高い 

状態では作動し続けるので，触れないように注意する。
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エンジンクーリングシステム——整備要領

⑴1¢；一01^中の作動げセ.19参照）

I(}一0N時は丁 3(^べ？20^でン〇〇は常時供給される。

この状態でサーミスタ温度が1：〉60でになると102~1々（コンパレータの出力が丫1〇N—ファ 

ンモータ作動する。

サーミスタ温度が1：く55でなると1024々の出力がし〇—7\〇卩卩4只ファンモータ停止する。

⑵1じ0ドド後の作動

10—となると，

① 丁40ド？4〇1^で10！の入力（3番端子）が乙〇—出となりI。がタイマースタートとする。

タイマースタートすると103出力（7番端子）は出—し〇となり了2は01^を保持し又〇〇を供給する。

タイマー（約15分)が終了すると，1じ出力（ 7番端子）は乙〇で—N1となり丁2は〇卩卩でン〇〇は遮断され

る。

② タイマー作動中は⑴と同一作業をする。

③ 10—01^一〇卩ドで丁3はバックアップ用。により10がタイマースタートするまで〇Nを保持する。

④ タイマー中に電源電圧がソビ12 土 0,3ンになると，1(32-2/2の出力が11レ；し3で10！の入力（3番端子)が出— 

し〇となりタイマーはカットされる。

2)ラジェターファン作動

八000時尺丫 2が01^し，水温3界〇でラジェターファン作動する。

くフローチヤート〉

1)10 中 2) 10 01^ 後

3 丫 5.0厂ド 
ユニット電源
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エンジンクーリングシステム——整備要領

くコントロールユニット〉

コントロールュニットは助手席側ピラー部に設置してある 

-コネクタ配列

「12.19

回路図 コントロールユニット

イク'ニッシヨン

广エンジン 
(8^！^\ルームフアン

サーミスタ

闩各.20 5 2-518
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エンジンクーリングシステム——整備要領

くセンサ〉

マフラー上方に取り付けられており，エンジンルーム内の温度により 

抵抗値の変化するサーミスタを内蔵している。

温度センサーの点検は温度センサー部のコネクターを外し，サーキットテスタにより 

センサー側コネクタ①一②間の抵抗値を測定し，エンジンルーム温度により下表に 

示す抵抗値となっていることを確認する。

「12.22

20 20 40 60 80 100

エンジンルーム温度（。〇

5 2 -593

5 2-600

溢度 抵抗値

-30
财乂 29,5 
組〇 28.6 

27.7

15
财乂 3.34 
励3.24 
№1 3.18

25
财乂 2.25 
1^10 2.19
^1^ 2.12

35
退乂 1.56 
N1101.51 

1.46

50
财乂 0.94 
1\410 0.91 
N1… 0.88

80
隐乂 0.38 
1^10 0.37
N1… 0.3()
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2—8 エアインテークシステム

構成部品

キヤブレータ車
丁 ~ 0.75土().21^-111

エアクリーナヘ

① フロントダクト

② フロントブーツ

③ ワンウヱイバルブ

リヤブーツ

⑤ 吸気予熱ダクト

⑥ 吸気予熱チャンバ

ラケット

T 0.45土().15^-111

ドセ.1 5 2-139
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エアインテークシステム——構成部品

5(：車
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エアインテークシステム エアクリーナケース

整備要領⑴エアクリーナケース

脱着，点検

く取外し〉

⑴エアクリーナに接続しているホース類を分離す 

る。

⑵エアクリーナケースカバーを取り外し，エレメ

ントを取り出す。

(3)エアクリーナケースを取り外す。

エレメント

纏 〇

今

(図はキャブレータ車用エアクリーナ)

^8.3 5 2-128

く点検〉

⑴ケース本体の損傷，亀裂発生の有無を点検する。 

⑵各ホース結合部の損傷，亀裂発生の有無を点検す 

る。

(3)エアクリーナエレメントの嵌合部，およびシール

部を点検する。

以上(1X2X3)で異常が認められる場合は，エアクリー 

ナを交換する。

く吸気予熱自動切換装置の作動点検〉
(キャブレータ車）

(1)エアクリーナケースに設けてあるテンパラチャセ 

ンサにドライヤ等で温風をあてる。

⑵テンパラチヤセンサにかかる温度の上昇と共に，

シャツタバルブが作動することを確認する 〇

(3)作動不良の場合は，エアクリーナケースを交換す 

る。

テンパラチヤセンサ

----------------------------------------

㈡

「也4 5 2-142

⑷エレメントの汚れが著しい場合は交換する。
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エアインテークシステム- - - - - - - - - - - - - - - - - - ェアクリーナケース，インァークマニホールド

(2)インテークマニホールド

く識別〉

エアクリーナには次のとおり識別がある。

車 種 識別マーク

キャブレータ車 输4 1

50車 V

^識別マークの位置

「丨8, 5 5 2-143

く取付け〉

取外し作業の逆手順で行なう。

エアクリーナケース取付けボルト締付けトルク 

〇. 65 土〇. 05^-111

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。 

⑵冷却水を抜く。

⑶冷却水パイプを外す。

冷却水パイブ

「12.6 3 2-271

⑷各ホース類にマーキングをし，取り外す。

⑸キャブレータとの結合ナットを外し，キャブレー 

夕のスタッドボルトをインテークマニホールドから

抜く。

(6)エンジン本体とインテークマニホールドとの結合 

ボルト.ナットを外し，マニホールドを取り外す。

く取付け〉

キャブレータとインテークマニホールドを仮組し， 

取外しの逆手順で取り付ける。
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2—9八 フューエルシステム（キヤブレータ)

臞仕様
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フューエルシステム（キヤブレータ）——部品配置図

名 称 機 能 調整ポイント

① ベーンアジャスト

スクリュ八

ベーンはその時の運転伏況に応じたベンチュリ 

負圧で開閉するが、このスクリュはその開閉の 
タイミングを調整する

キャブレータメーカで調整す

るもので調整は不要

② ベーンアジャスト

スクリュ6

ベーンイニシャル開度（一番下に下がった時） 

を調整する

キャブレータメーカで調整す 

るもので調整は不要

③

(調濃スクリ^)

〇〇％調整時に使用するもので、一般的な調濃

スクリュ

アイドルリミッタキャップが装着されている
(調整工具： 498297100)

右に回す： 0 0%リーン 

左に回す：〇0%リッチ

④ 丁八3

(調速スクリュ）
I〇回転数の調整時に使用する 

一般的な調速スクリュ

右に回す：I 0回転が上がる 

左に回す：I 0回転が下がる
ファーストアイド
ノレスクリュ

チョーク運転時の!X回転数の調整に使用す 
る

右に回す：回転が下がる 

左に回す：回転が上がる
⑥ チョークアジャス

トスクリュ八
キャブレータの仕様上決められたイニシャルカ 

厶位置に調整するためのもの
キャブレータメーカで調整す 

るもので調整は不要
⑦ チョークアジャス

トスクリュ8
チョーク弁開度と絞り弁開度の温度特性を決め 
られた特性に調整するためのもの

キャブレータメーカで調整す 

るもので調整は不要

國㈠V巳3 2型キヤブレータ調整スクリュー覧
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フューエルシステム（キヤブレータ）——部品配置図

国部品配置図

① サーモバルブ

② キャブレータ

③ ガスケットセツ

3,4±0,3ね-⑺

パイプ（フューエルリターン）

パイプ 
くポンプキャブレータ〉

キャブレータ

口

フューエルタンク

フューエルポンプ

、。イプ(フィルターポンプ) 

フユーエルフイルタ

パイプ(タンク〜フイルタ）

闩艮1 3 2 -253
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フューエルシステム（キヤブレータ）——トラブルシューティング

国 トラブルシューティング

1 故障とその推定原因 ^ 置 1

1、 1).ニードルバルブ及びバルブシートの密着，不良または損傷 清掃または交換

す
2).フロートレベル調整不良 レベル調整
3).フロートシート，フロートストッパの摩耗 フロート交換
4).フロートシャフト関係の摩耗 フロートシャフト周辺部品の交換卜
5).フロートチャンバ〇リングの損傷，または締付ネジのゆるみ オーリング交換，またはスクリュの増締め
6).フェーエルポンプの吐出圧の高すぎ フヱーエルポンプ点検修理，または交換
7).フロートレバーべ口部の当り不良 ベロ部曲げ修正，またはフロート交換

2 1).オーバーフロー 1.項目による

、 2) # メーンジェット，スロー ジェットのさび，言吉り 清掃，または交換
燃屯、1 3).エアブリードの詰り 清掃，または交換
1 4).加速ポンプのインジェクタウェイトのシート不良 点検，修理，または交換

費 5).ジェット類のゆるみ，または0リング類の損傷 増締めまたは交換
過
多

6).チョークバルブの開度不良 オートチョークリンク機構の点検.修理
7).パワージヱット通路の0リング切れ 交 換

3 1).アイドリ，ング調整不良 調整
2).アイドルアジャストスクリュの損傷 交 換け
3).アイドルホール，バイパスホール，低速通路のつまり 清 掃

ド 4).スロージヱット，スローエアブリードの詰り 清掃または交換

1 5).スロットルシャフトの摩耗 交 換

グ 6).キャブレータ取付部ガスケットの損傷または締付け不良 交換，または増締め
7).バキュームパイプの気密不良 点検，清掃，交換

調 8).オーバーフロー 1項目による

4、 1),メーンジヱットのつまり 清掃，交換

出 2).スロットルバルブの開度不良 点検，調整 |

孕 3).チョークバルブの開度不良 点検，調整
I 4).ベーンの開度不良 点検，調整

1).スロージェット，メーンジェット，エマルジョンチューブのつまり 清掃

管、 2).バイパスホール，低速通路のつまり 清 掃

付 3).アイドリング調整不良 点検，調整
1

1).加速ポンプピストン及びビストンリターンスプリング不良 交換

、
2).ポンプノズルのつまり 清 掃

加 3).加速系統リンク機構の不良 修 理
速

I 厂 4).フロートレベルの不良 フロー トレベル調整

良 5).スロットルハルフ作動不良 調 整
6).ベーンの開度不良 調 整

1).メーンジェットのつまり 清掃または交換
7、 2).ベーンの開度不良 点検，修理

高 3).スロットルバルブ開度不良 点検，調整
速 4).スロットルシャフトの摩耗 交 換
時 5),フロー トレベルの不良 レベル調整

6).ガスケット類の破損 交 換
7).パワージェットのつまり 清掃または交換

8、 1).チョークバルブ作動不良 調整または交換
丨始；
11

2).チョーク系統リンク機構の不良 点検，修理または交換
3).始動連動開度の不良 点検，調整

難瞍 4).完爆開度の不良 点検‘調整 |
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フューエルシステム（キャブレータ）——キヤフレータ

国整備要領⑴キャブレータ

—脱着--------------------------------------

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。

⑵パイプ取付けブラケットを外す。

円运. 2 5 2 -271

⑶キャブレータカバー（ 2個）を外す。

⑷水抜きをする。（2-7エンジンクーリングシステ 

ム参照）

⑸各パイプ類にマーキングをし，分離する。

^ガソリンが漏れるので火気に注意し，パイプにはボ 

ルト等で栓をする。

-冷却水が少量漏れるのでウェスでふき取ること。

⑹アクセルケーブルを外す。

⑺エアクリーナとの接続ダクトを分離する。

^1も4 5 2-256

⑻インテークマニホールドとの接続ナット（2本）を 

外し，マニホールドと分離する。

(9)キャブレータを浮かし，スローカットソレノイド 

とスイッチベントソレノイドのコネクタを分離する。

「1も3 5 2-257

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

インテークマニホールド〜キャブレータ接続ナット 

締付けトルク

甲13. 4 土〇. 3吆-!
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フューエルシステム（キヤブレータ） キヤノレータ

分解.〔--------------------------------------------------- --------- ---- ------------------------------------------- ------- 1

參ナット，スクリュ等の取外しには，よく合ったスパ 

ナ，ドライバーを使用し部品にまくれや傷をつけな

いこと。

#分解した部品は系統別に整理し，組付時の混同をさ 

けること。

^各ジェット類，および燃料通路は清浄なガソリンで 

洗浄し，エアで吹いて清掃する。針金や布等では清 

掃しないこと。

，銅ノ、0ッキン，ガスケット，ワリピン，ゴムハ0ッキン

は新品を使用すること。

(1)フロー トチャンバ

① 5111111スクリュ4本を外し，静かに本体を外す。こ 

の時，ゴムが焼付いている場合，きれいに除去す 

ること。

② メインボディよりフロートシャフトを抜き，フロ 

ートを外す。その際針弁がフロートに取付けてあ 

るため針弁を落さないように注意する。

③ ニードルバルブを外す。

④ 再組立時は，メインボディ側に圧入されたロケー 

シヨンパイプの〇リングが切れない様シリコング 

リースを塗布のこと。

インジヱクターウェイト，チェックボールがフリー 

の状態になり落下しやすいので注意。

ロケーシヨンパイプ
フロートチヱンバ 1

フロー ト
フロー トシヤフト、 1

「も6 5 2-258

(2)ベーンカバー

① ゴムノ、。イフを外し，5腿スクリュー 5本を外す。 

その後べーンカバーを外す。

② 再組立時は，ベーンカバー側に压入されたロケー 

シヨンパイプの〇リングが切れない様，〇リング部 

にシリコングリースを塗布のこと。

⑶ジェット類 

①メインジェット

前述⑴フロー トチャンバ取り外し後2次メインジ 

ニット，1次メインジェットの順に取り外す。

ジェット頭部の溝幅に合致したドライバーを使用 

しないと，溝形状が変形し再使用不可となるので， 

注意のこと。

2次メインジェット
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フューエルシステム（キヤブレータ） キャブレータ

点検，調整

②スロー ジヱツト

外部に露出している盲ねじを外し，スロージヱッ

卜を取外す。

組立時，細かいごみ等が付着しないように注意し 

て組み立てること。

^2.9 5 2-261

③スロー エアブリードべーンカバ、一を外した後露 

出するので取り外す。

(4)スローカツトバルブおよびスイツチベントバルブ

① リード線を固定しているワイヤストッパを切断し， 

リード線先端の端子を外す。

19111111のスパナを使用して本体を外す。

② 組立時にはバルブ本体を2回転ねじ込む。

ねじ露出部に接着剤（ネジロックスーパー相当品） 

を塗布し，規定トルクで締め付ける。

締付けトルク

T 1.5〜2.01^ -111

スイツチベン

キヤフレー

サーモバルフ

F\^]) 5 2 -229

^2.10 5 2-262
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フューエルシステム（キヤブレータ）------ キャブレータ

——点検-調整----------------------------------------------------

(1)始動連動開度の点検と調整 
①下表の温度時にエンジンの回転数が表の中にあるよ 

うに調整する0
(エンジンの回転数がこの範囲にあるようにおさめ 

る）

腿（〇0) -20 -15 -10 0 +10 十20
エンジン回紐

(1卿）

組 3250 3100 2950 2600 2500 2300
2850 2600 2400 2100 - 2000 1800

② エンジン始動後、最低5分間車両停止のまま暖機し 
以ズ回転数を確認する。

(回転数は約2分後にピークになる）
③ キャブレータのファーストアイドルスクリュで

エンジン回転数を調整する。
〈調整〉右に回す-エンジン回転が下がる

左に回す—エンジン回転が上がる 
(右左とも1/2回転でエンジン回転は約5001^111変化 

する）
④ エンジン狀X回転数を確認する。

(2)完爆開度の点検と調整

① チョークバルブの全閉を確認する。
(外気温が25'以下であれば全閉）

② チョークビストンに負圧（-400匪！^以上）をかけ、
フルストロークさせる0

③ 八部を指で強く押したままII寸法を測定する。
キャブレータ単品：ノギスで測定可能 

実車上 ：線ゲージで測定する
(線ゲージがない場合はドリ 
ルを代用する〉

キャブレ-夕型式 尺寸法基準値(刪）
腿32-1 3.17〜3. 41
腿32， 2. 87〜3.10

チョークピスト 

チョークバルブ

八

ビストンロッド

寸法計測部位

④上表の範囫を超えた場合は以下の方法で調整する0 
8部をプライヤ等で曲げて尺寸法を調整する。

左へ曲げる：寸法が小さくなる 

右へ曲げる：尺寸法が大きくなる
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フューエルシステム（キヤブレータ） キャブレータ

——点検.調整-----------------------------------------------------

⑷フロートレベル調整

フロートレベル調整は，フロートレバーおよびスト

ッパを軽く曲げて行う。

く上昇時の位置点検〉

メインボデーを逆さにして，フロートを持ち上げて 

静かに降す。この時，ニードルバルブのバルブステ 

ムとフロートレバーが接触したときの下図の只寸法 

を測定する。

只寸法基準値丨 14111111

フロー ト ストツノく

レノく一

メインポデイー
ノぐルブステム 
(ニードルバルブ)

「12.14 5 2-267

く下降時の位置点検〉

フロートを静かに持ち上げ，ストッパとホルダが接 

触した状態の下図1/寸法を測定する。

乙寸法基準値 24,6〜25，5腿

ストツバ

「12.15 5 2-268
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フューエルシステム（キヤブレータ） フューエルタンク

(2)フューエルタンク
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2—98 フューエルシステム（日171卩1)

国整備要領（1)フューエルポンプ

——点検.脱着-----------------------------------

く点検〉

(1)燃料圧力を除去する。

① フューエルポンプのハーネスコネクタを分離 

する。

② エンジンを始動させる。

③ エンジンがエンストするまで放置する。

④ エンスト後，さらにスタータを約5秒間クラン

キングしてから10 を〇卩卩する。

⑵燃料圧力計を取付けて燃料圧力を測定する。

① フューエルフイルタ〜フューエルホース間に

燃料圧力計を接続する。

② フューエルポンプのハーネスコネクタを接続

する。

③ 16 3界〇X，燃料圧力を測定する。

基準値 約3.11^/围2

④エンジンを始動させ暖機を行った後に，アイドリ

ング状態で燃料压力を測定する。

基準値 約スカは/〇〇!2

注意

燃料圧力の測定終了後は再び圧力を除去してから燃 

料5力計を取外し，ホース，コネクタ類を結げる。

く脱着〉

⑴バッテリ㊀端子のケーブルを取外す。

(2) 床下よりフューエルポンプブラケットを取外す。

(3) フューエルポンプブラケットよりフューエル 

ポンプを取外す。

(2)プレッシヤレギュレータ

点検

ドぼ. 3 5 2-319

く点検〉

ノックセンサの作動点検要領は，別冊「トラブルシ 

ューテイングマニアル」を参照。

128



フューエルシステム（日171户丨） フユーエルインジェクタ，吸気温センサ 
水温センサ，02センサ

(4)フューエルインジェクタ ⑸吸気温センサ，水温センサ

点検#脱着

今

孕

闩も4 5 2 -397

く点検〉

(1)インジェクタ作動点検

エンジンをアイドリングで回転しておき，サウン 

ドスコープまたは，細長のドライバー等を，インジ 

ェクターキャップに接触させ，インジヱクターの作 

動音（チッチッチッ）がするかどうかを確認する。

作動音がしない場合は，別冊「トラブルシューティ 

ングマニアル」により，インジヱクタ回路を点検し， 

異常の有無を調べる。

⑵噴射口のゴミづまり，損傷有無を点検する。

く脱着〉

(事前に燃料高圧配管内の圧力抜きを行う。）

(1) コレクタチャンバを取外す。

(2) フューエルデリバリパイプをインテークマニホ 

ールドから分離する。

(3) インジェクタを取外す。

參インジェクタの組付けは，フューエルデリバリパ 

イプと一体であり，インテークマニホールドの取 

付穴にまつすぐに押込む。

インジヱクタを取付ける時，パッキン等のかみ込み 

に注意すること。

点検

〈点検〉

「1运5 52-411

吸気温センサ.水温センサの作動点検要領は，別冊

「トラブルシューティングマニアル」を参照。

⑻02センサ

点検

02センサ取外し時，ネジが固着している場合は，

0尺0を塗布して弛め，締めを繰返しながら，徐々に

弛めること 〇

取付時は，ネジ部に焼付防止剤(極東貿易N$#165又

は相当品）を塗布のこと 〇

注意 〇2センサ先端部へは，〇尺〇および，焼付防

止剤を付着させないこと。

5 2 -280

く点検〉
〇2センサの作動点検要領は，別冊「トラブルシューテ 

ィングマニアル」を参照。
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圓構成部品

―2—10 ^エキゾーストシステム

くエンジン回り〉

丁 ―1,6は-111

1 丄. 6レ2 一 111

1. エキゾーストマニホールド（キャブレタ

2. エキゾーストマニホールド（3(：車）

3. 02センサ

4. ガスケット（NA.80 2種類有り）

5 #ェキゾーストマニホールドプレート

厂ぬ1

く注記〉

，ナット締付け要領

締付けトルクは3.5土0.51^-111で2回に分け、右記の)傾 

序で締め付けること。

く';主記〉のとおり締付け

5 2-005

⑤ ③①⑦

棚 冗-1/^1-】1向--〜〇 3

已1 〇

溝

11
職

⑥

〇2センサ取扱い要領 

-落下等の衝撃を与えないこと。
ノヽ

ーネス部に損傷を与えないこと。

コネクタ部.プロテクタ部に油.高温膠着 

防止剤^不純部等を付着させないように注

意すること 〇

「ぼ. 2

「セ3

5 2-006

コネクタ部

本体

プロテクタ部

5 2 -007
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ェキゾーストシステム——構成部品

くボデー回り〉（キャブレ—夕車) 

XI 1.8 土 0.51^-111

0.7511=0.2ヒ8—10

0、
糊輪％

餐クク

13 8

丁 1.8土(). 5—-111
な

，叫

5

マフラ001

マフラハンガブラケットリヤ 

マフラハンガブラケットリヤ乙11

(トラックのみ) 4 ± 0,5^-111
ベロー'ズカバーフロント 

ベローズカバーリヤ 

エキゾーストカバーロアリヤ 

マフラハンガ 

クッションフロント

マフラハンガ

クッションリヤ

9

12

V

ガスケット

10. マフラカバー

11. サーモセンサ

12. ベローズ

13. ノイズプレート

ぶ

4

丁 1.8 土 0.51^-111

ぐ

丁10フ5±0,2は -111

3.3土 1—!!!

8

0.75土().21^-111丨 3
，づ

丁 1.8 土 0.51^-111

X 1.8土().5は-111

0 000 ぶ

2
1，8±0,5汶6 一 111

0.75 土 0.2^8 -111

II
0 0

6
〉

後、

丁 3,3±1は -111

丁 0.75 士 0.21^-111

「は. 5 2-008
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ェキゾーストシステム——構成部品

くポデー回り〉（80車)

丁 1.810.51^-111

マフラ001 

,マフラハンガブラケ ツ

3. マフラハンガブラケットリヤし只 

(トラックのみ）

4. ベローズカバーフロント

5. ベローズカバーリヤ

6. ェキゾーストカパー 

ロアリヤ

マフラハンガクッション 

フロント

丁 3.3土 1一 111

8.マフラハンガクッショ 

リヤ

9.ガスケット X 1.8 土 0.51^ -111

10. エキゾーストパイプフロント

11. ガスケット

12. マフラカバー

13. サーモセンサ八33ア

14. ベローズ

15. ノイズプレート

麵。。。：
叫丨纖嶋

15
1.8 土 0.51^111

了 1，8±0,5は-㈤

了 —1.8 士 0.51111

過ぐ

十

F\^

0.75 土 0.21^ -111

6 ± 1は-111

II
10. /〇 + 〇.2^-01

丁」.8土().51^-1^

T 3.3土 1ヒ §-111

T 0.75 士 0.21 5 2-009
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ェキゾーストシステム 整備要領

整備要領

脱着

〇

編^^^
ェキゾーストシステムの部品は表面温度が高くなる 

ため作業を安全にすすめるため次の点に注意する 

-ェキゾーストシステムの点検整備(特に走行直後)時 

は火傷しないように注意する。

，ェキゾーストシステムを可燃物（ガソリン，オイル， 

ウェス…など）の近くで整備しないように注意する。 

.$0車には，エンジンルームファンが取り付けてあ 

り，ェンジンを停止してもェンジンルームの温度が 

高い状態ではファンが作動する。ファンに触れない 

ように充分注意すること 

⑴ノイズプレートを外す

(2) ェキゾーストカバーロアリャを外す。

(3) ベローズカバーリャを外す。

〇

〇

(4)ベローズカバーフロントを外す 0

(5) エキゾーストマニホールドプレートを外す。

(6) マフラハンガブラケットリヤとマフラハンガ

クッションを一体で取り外す。

マフラハンガクッシヨンリヤ

0 で

②1

」 0

\\
マフラハンガブラケットリヤ

「ぼ. 6 52-010

⑹マフラカバーの取付けボルト（ 4本）を外す。

(7)エキゾーストサーモセンサ八55丫のコネクタを分 

離する。

⑻〈50車〉

〇2センサのコネクタを分離する。

(9)左リヤタイヤを外す。

⑽マフラ001\1？しとマフラハンガクツシヨンフロ

卜との取付けナット（1個）を外す。

/
マフラ〇0^1卩し

〇

〇
〇 〇

111

取付ナッ マフラハンガクッシヨンフロント

「は.7 52-012

(11)マフラのフランジ部とヱキゾーストマニホールド

の取付けナットを外す。

このナットを他のナットと混同しないようにするこ 

と。

⑽マフラとマフラカバーを一体でボデーから抜き取 

る。

ベローズに無理な曲げを加えたり，傷.へこみをつ 

けないこと。
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ェキゾーストシステム 整備要領

—点検---------------------------------------------------------------

(1)取付けブラケット類.クッション.マフラ.エキ 

ゾーストパイプ.カバーの亀裂の有無を点検し，異 

常がある場合は交換する。

⑵マフラ内部.エキゾーストパイプ内部に異常がな 

いか，軽く振って調べる。内部から異音（カラカラ音 

等）が聞こえる場合は交換する。

取付け

注意 マフラ運搬時または取付時，次の点に注意

すること。

-ベローズ表面に傷をつけないこと。

-フランジの取付け面に傷をつけないこと。

眷マフラブラケット リヤのウェルドボルトを損 

傷させないこと。

，遮熱カバーやブラケット類を変形させないこと。

(1) ガスケットを新品と交換する。

(2) マフラとマフラカバーを組み付け，車体に挿入す 

る。

(3) マフラハンガブラケットリヤとクッションおよ 

びクッションリヤを取り付け，各締付け部を仮締め

する 0

注意

マフラハンガクッシヨンリヤは突起部をブラケッ 

卜の穴に確実に挿入して取り付けること。

突起部

厂セ.

クツンヨ

5 2 -114

マフラハンガブラケットリヤをクッションに取り 

付けるときはハンガブラケットの上端をクッション 

の突起部に確実に押しあてて取り付けること。

クッション

ぐ突起 ；

「セ.9
ハンガブラケット

52-115

134

(4)仮締めがすべて終わった後，本締めする。

⑸取付け後，ドは10十泣11のとおり隙間が確保され 

ているか点検する。

⑹隙間が不足しているときは，締付け部を緩め調整 

した後，各部を締め付ける。

^8.10 32-113

マフラカバー

(7)エンジンを始動.暖機し，エンジンとの結合部よ

りガス.タールの漏れがないか目視で点検する 〇

(8)エキゾーストマニホールドプレート.ベローズカ 

バーフロント，ベローズカバーリヤ.エキゾース 

トカノゞーリヤ.ノイズプレートを各々取り付ける。



整備要領（1)キヤニスタ (2)千エツクバルブ

脱着，点検

く取外し〉

(1)キヤニスタに接続されているホースを取り外す 

⑵キヤニスタを上方へ弓丨き抜いて取り外す。

キヤニスタ

F\^\ 2-122

く点検〉

外観に異常がないか目視で点検すること。 

異常のあるときは交換する。

〈取付け〉

取外しの逆順序で行う

点検

⑧

「略2 5 2-229

(1)@パイプより口で空気を送り，空気がもれない

とを確認する 〇

⑵⑧パイプより口で空気を送り，空気がスムーズに 

流れることを確認する。

⑶⑴〜⑵点検結果，異常のある場合は八33丫で交換 

する。
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圓準備品

3 丁

49827 5800 フフイホイールストッパ フライホイール回り止め

89975 4112 スナップリングプレス パイロットベアリング圧入

49974 5400 クラッチディスクガイド NA車/T]V16030^のクラッチディスク芯出し

49974 5500 クラッチディスクガイド 80^のクラッチディスク芯出し

398791700 ストレートピンリムーバ2 クラッチレリーズレバー0？の脱着

計器 ダイヤルゲージ クラッチディスクの振れ測定

油月旨 
その他

— 卩又2200クラッチグリース メーンシャフトスプライン部塗付

— ュニループ# 2相当品 その他の指定個所塗布

國仕様

エンジン形式 £N07

トランスミッション型式
2界〇車 (5。車）

セレクティブ
4界〇車 (50¢)

フルタイム4界〇車 
(50車）

頂60 醫60 卜 丁 ¥60

クラッチ
タイプ 乾式，単板，ダ 

イヤフラム式 4—

コントロール 機械操作式 <—

クラッチ，ペダル

タイプ 吊り下げ式 <— ^—

ペダル比 4.5 — — 4—

全ストローク（咖〇) 115〜120 130〜135 115〜120 130-135 —

クラッチ#カバー
タイプ プッシュ方式

取付け荷重(竑） 190 210 170 210 1 ^—

クラッチ.ディスク

フェーシング寸法 
〔外径X内径X厚さ（副!）〕 160X125X3.5 180X125X3.5 <— — 4—

全摩擦面積（00？) 106 131 <— ^— ^—

スプライン歯数 23 4—

自由時厚さ（㈣) 8.35土0.4 —

材質 ウーブン 
(非石綿材） 4— 4— 4—
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クラッチ

構成部品
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クラッチ

画整備要領（1)クラッチケーブル

脱着，調整

く取外し〉

⑴トランスミッシヨン側ケーブルインナエンドのウ

イングナットをゆるめる。

⑵ペダル側アウタエンド結合部のクリップを抜きと 

り，ケーブルをペダルブラケットから外す。 

'ケーブルのブーツを一度外し，ケーブルアウタ、 

を下げてインナがブラケットの溝を通るように 

、して外す0 メ

⑶クラッチペダルの結合部を取り外す。

⑷フロントアンダカバーを外し，ステアリングギヤ 

ボックス下部のクリップを外す。

(5) その他のクリップを取外し，ケーブルを外す。

(6) トランスミッシヨン部のブラケットを外す。

(7) レリーズレバーからリターンスプリングとクラッ 

チケーブルを外す。

(8) キャブフロアのグロメットを外し，ケーブルを床 

面下に引き出し，ケーブルを後方へ抜き取る。

クラッチケーブル結合部 
(トランスミツシヨン側）

くペダル側の結合.調整〉

⑴ステアリングギヤボックスの下側からキャブフロ 

アのケーブル穴を通し，室内へケーブルを引き込む。 

⑵ペダルフック部にケーブル端末を引掛ける。

(3)ブラケット部にアウタケーブルエンドをそう入 

後，クリップで固定する。

⑷その他のクリッフ0をする。

くトランスミッシヨン側の結合，調整〉

ペダルが戻った位置であることを確認する。

(1)ブラケットをトランスミッションに取り付ける。

丁 1.8 + 0.5^-111

⑵レリーズレバーにインナエンドを取付け，レリー 
ズレバーの遊びが約1腿1になるよう，ウイングナッ 

卜を締込む。

(3)リターンスプリングを取付ける。.
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クラッチ

脱着，調整

くクラッチケーブル取付け時の注意事項〉

再取付け時，次の点を特に注意すること。

(1)クラッチケーブルの引廻しが無理なく，スムーズ

であること 0

⑵クラッチケーブルの張過ぎ，たるみ過ぎは，ケー 

ブルの耐久性に影響する。

(3)ブラケットのクランプを確実に，スムーズな引廻 

しにする。

(2)レリーズベアリングゐレリーズフォーク

脱着#点検

く取外し〉

(1) レリーズフォークからスプリング2個を外し，レ 

リーズベアリングを引き抜く。

スプリングに変形させないこと。

(2) ，ストレートピンリムーバ2でストレートビ

ン（6 乂22) 2個!を抜く。

「51") 398791700 ストレートピンリムーバ2

(3)クラッチレリーズフォークとクラッチレリーズ

レバー0？を取外す 0

くレリーズベアリング点検〉

注意

無給油グリース封入式ベアリングを使用しているの 

で洗浄禁止。

⑴ベアリングをスラスト方向に押しながら回した時，

滑らかに固ること 〇

(2)ベアリングとフォークの接点の摩耗，損傷を点検

する 〇

(3)回転不良，または，ガタが多すぎる場合は，

リングを交換する 0

クラッチレリーズベアリングの焼付，損傷， 

不円滑の場合は，交換する。

/

レリーズフォーク

〇
レリーズベアリング

リーズレバー0？

5 3 -379
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クラッチ

—脱着0点検-------------------------------------------------

くレリーズフォーク点検〉

ケーブル接続部，ベアリングとの接点の摩耗，損傷 

を点検する。

くレリーズフォーク.レリーズベアリング給油〉

ベアリング内径部，レリーズフォークとの接点にグ 

リースを給油する。

使用グリース：ュニループ# 2

く取付け〉

(1) クラッチレリーズレバー0？をトランスミッシ 

ヨンに入れ，クラッチレリーズフォークと組合わ 

せる。

(2) 5 丁.ストレートピンリムーノく 2でストレートピ 

ン（6 乂22)を打ち込む。

「5 丁） 398791700 ストレートピンリムーバ2

ストレートピン（6 乂22)は新品を使用する。

⑶レリーズベアリング八33丫をクラッチレリーズ 

フォークにスプリングで取付ける。

〜4 5 3 -380
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クラッチ

(3)クラッチ八55丫 

——脱着.点検一

く取外し〉

(1) クラッチディスク0？の落下防止のため，3 丁.ク 

ラッチディスクガイドをスプライン部に組込む。

499745400 クラッチディスクガイド

クラッチディスクガイド先端の¢14部に，オイル 

またはグリースを塗布する。

(2) フライホイールからクラッチカバー取付けボル 

卜を外し，クラッチカバー，クラッチデ、ィスクを

外す。

滅^!^^
ディスクのフヱーシング面に油脂が付着しないよう 

にする。

(3) 8トフライホイールストッパを取付け，フライホ 

イールを固定する。

(4)フライホイール取付けボルトを外し，フライホイ 

ールを取外す。

) 498275800 フライホイールストッパ

くクラッチカバー点検〉

藝6太邊1
クラッチカバーのクラッチディスク接触面には才 

イルを付着させない。

(1) スラスト リベットのゆるみ

(2) ダイヤフラムスプリングのレリーズベアリング

接触部の摩耗，損傷

ダ'ヤフラム スラスト

「1运5 5 3-381

(3) プレッシャプレートのクラッチディスク圧着面 

の摩耗，損傷，変色（ヒートスポット等）

(4) ストラッププレート取付部のゆるみ

ストフツグ

フレツンヤ
プレート

ブレート

^1 泛6 5 3 -382

くクラッチディスク点検〉

クラッチディスク001は洗浄禁止 

⑴フエーシングの摩耗（リベットの沈み測定）

標準値 1.4111111

限度 0.3111111

「ぼ7 5 3-383

(2) フエーシングの硬化の有無
サンドペーパ等で修正，または交換する。

(3) フヱーシングにオイルの付着の有無

⑷スプライン部の摩耗，リベットのゆるみ，トーシ 

ヨンスプリングのへたり，破損
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クラッチ

脱着，点検

(5)クラッチディスク001の振れ

測定点
1：施0(馳車） 1500
谓60(8〇車）
顶60 -バ60 170$

限度以上の時は修正，または交換する。

ダイヤルゲージ

ガイド

円2 5 3 -384

くフライホイール点検〉

フライホイールのクラッチディスク接触面には才 

イルを付着させない。

⑴リングギヤの歯の摩耗，損傷の有無

(2)フライホイールのクラッチディスク接触面の摩 

耗，損傷，変色（ヒートスポット等）の有無

，パイロットベアリング交換（4界0 車のみ）

(1)フライホイールからパイロットべアリングを打抜

(2)新しいパイロットベアリングを8丁，スナップリ 

ングプレスを使い，フライホイールと同一面まで圧 

入する。
ひ丁） 8997541 12スナップリングプレス

注意 ベアリングの内輪を押さないこと。

クランクシャフト側
〇

13：

同一面

厂ぼ1〇 33 -386

く取付け〉

(1)フライホイールを仮止めする。

⑵31^フライホイールストッパを取付け，フライホ 

イール取付ボルトを締付ける。

注意 図の順番に組付ける。

498275800 フライホイールストッパ

5 3 -385

(3)フライホイールのパイロットベアリングをスラ 

スト方向に押しながら回し，ベアリングにガタ，異 

音がないか点検する。

ベアリングに異常がある場合は交換する。（4界0 

$0車のみ）
「ぼ11 5 3 -387
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クラッチ

脱着，点検

(3) フフイホイールストッパを取外す。

(4) クラッチディスク中心部の出張った面を外に向 

けて取付ける。

〇

〇 〇

〇.

外側に向ける面

「ぼ12 5 3 -388

(5)クラッチディスク芯出しのため，31^クラッチ 

ディスクガイドをスプライン穴を通してフライホ 

ールに差込む。

499745400クラッチディスクガイド

(丁N60系5(：車及び全^車) 

499745500クラッチディスクガイド

( 4動30車）

0 け
〇

〇

〇

「セ13 5 3 -389

⑹クラッチカバーをフライホイールにセットし，ク 

ラッチカバー取付けボルトを締付ける。

〇

0

0

|0
ぐ」间0

0

14 5 3 -390

図の順序で締付ける。

〇

③ ノ

〇

ず。/

〇』

0 0
6

㊉ 通〇
丨⑥! 〇

0 〇
代 I、囊

丁 1.0士0.0751

ドセ15

(7)クラッチディスクガイドを取外す,

5 3 -391
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クラッチ

画トラブルシューテイング

現

象

(1)クラッチすべり

クラッチがすべる場合，最初は気付きにくいが，次の現象のさいは注意する。
-ギヤチヱンジ時に，エンジンが吹き上る感じがする。

-スピードが出なくなり，特に急加速がきかず，エンジン回転に比べて車が加速しない。

，登坂時，特に車の力がなく，フヱーシングの焼けるにおいがする。

〇テスト方法

トップで全開加速をし，アクセルペダルを踏んだ状態で車速40〜501^/ヒの時に急なクラッチの断続を行 

い，その時のクラッチのすべり時間をみる。すべり時間が長いとクラッチはすべっていると判断する。

推定 原 天 処 置

①クラッチペダルの遊びがない。 調 整
②レリーズフォーク先端の遊びがない。 調 整
③クラッチフエーシングにオイル付着 交 換
④クラッチフヱーシング摩耗 交 換
⑤ダイヤフラムスプリング衰損 交 換
⑥プレッシャプレート，フライホイールのひずみ又は破損 修正又は交換
⑦レリーズべアリングの作動不良 修正又は交換
⑧操作系統の作動不良 修正又は交換

現 (2)クラッチ切れ不良—後頁判別テスト方法参照

この現象は，シフトする際にシフトが重く，シフト感不良となり，特にローギヤにシフトする際に困
象 難になる。

推定 原因 趄 置

①クラッチペダル遊び大 調 整
②クラッチレリーズフォークの遊び大 調 整
③クラッチディスクのフヱーシング割れ 交 換
④クラッチディスクハブのスプラインの摩耗，サビ付 サビ取，給脂，交換
⑤クラッチディスク〇？のフヱージング面の振れ大 修正又は交換
⑥クラッチディスクのはり付き（油，水の付着） 交 換
⑦操作系統の作動不良 修正又は交換
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クラッチ

現

象

(3)クラッチジャダー

半クラッチ状態で車が発進し始める際に，ボデー全体に不快な振動を与える。

推定 原因 処 置

① ピッチングストッパ調整不良
② エンジンマウンテイングのゆるみ

③ クラッチケーブル引廻し不良

④ フェーシングにオイル付着

⑤ クラッチディスクのトーシヨンスプリングの破損又は衰損

⑥ フェーシング当り不良又はディスクの振れ大

⑦ ‘プレッシャプレート，フライホイールのひずみ

⑧ クラッチディスクのリベットのゆるみ

調整
締付又はマウンティング交換

修 正

交 換

交換 

交 換

修正又は交換 

交 換

現

象

(4)クラッチ騒音

-クラッチを切った場合に騒音を生ずる1 

-半クラッチの時に騒音を生ずる 発生個所を推定する。
#接続した時に生ずる 2 |

推定 原 天 処 置

① レリーズべアリング破損，摩耗又は潤滑不良

② クラッチデイスクハブのゆるみ

③ トーシヨンスプリングリテーナのゆるみ

④ トーションスプリング衰損，破損

交換

交換 

交換 

交 換

現

象

(5)うさぎとび発進

発進時，半クラッチ状態にて，急激にクラッチが接続し，車両がスムーズに加速せず車両が飛び出る。

推定 原 天

1

処 置

① フヱーシングにグリース又は油の付着

② クッションニングスプリングのへたり

③ 卜ーションスプリング衰損，破損

④ クラッチディスク，メーンシャフトのスプライン摩耗，サビ付

⑤ エンジンマウンテインダのゆるみ

⑥ ダイヤフラムスプリング衰損

交換 

交 換

交 換

サビ取，給脂又は交換 

締付又はマウンティング交換

交換
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クラッチ

クラッチ切れ不良判別法

テスト⑴

テスト（2)

テスト（3)

クラッチデイスクの割れ 

クラッチカバーの破損、摩耗 

クラッチレリーズ系不良 

クラッチペダルの遊び大

クラツチデイスクハブの

スプライン部摺動不良
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〔1〕仕様

トランスミツシヨン型式

丁]^60型 <— 丁研60型 — — 「丁丫60型

2观 ^— 4彻 4— (デフロック付） (デフロック付） 4衝

⑽車 30車 财車 30車 隱車 30車 卜3。車

コントロール方式 フロア.シフト — — 4— — 〈—

操作 方式 ケーブル式 — 4— 4— ^— <—

トランスミツシヨン方式 常時嚙合式公 
選択摺動式 4-- 〈— ^— — (—

4 … 0 方式 — セレクティブ 4— ^— <— フルタイム

変速比

— 5.888 ^ - 4— <— 〈—

131 4.090 — 〈— — 4— —

2 11(5 2.470 <— ^— 4—

3 1*(3 1.615 ^— 《— <— — 4— 卜

4111 1.125 <— <— ^ —

5111 0.914 0.861 0.914 0.861 0.914 0.861 ^—

後退 4,166 <— 5.746

トランスファ変速比 — 1.750 1.666 1.750 1.666

トランスファべベル変速比 — — 0.947 ― ^—

ファイナル，ギア比 6.500 6.166 6.500 6.166 6.500 6.166 4—

使用ギャ

オイノレ

タイプ スバルギアオイル 
丑灯尺ん75烟 <— 〈— <— <— ^—

量(交換時） 約1.8公 約2.0必 約2.1忍 約2.2忍

(分解時） 約1.9公 4— 約2.2必 4— 約2.311 (— 約2.4公
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マニアルトランスミッション------車上点検

〔 2〕車上点検
——オイルの点検，交換----------------------------------

く油漏れおよび油量〉

(1)トランスミッシヨン周辺（クラッチハウジング， 

ケース合わせ面，ドレーンプラグ，デファレンシ 

ャルオイルシール等）から油漏れがないか目視点 

検する。

く点検および交換時期〉

点 検 納車前，1か月点検時，12か月点検時

交換時期 40,0001(111ごと

円氐1 5 3 -406

⑵油量が規定の範囲にあるかを目視点検する。

① 車を水平な場所に置く。

② 注油口のプラグを開け，油量が注油口いっぱい 

にあれば良好。もし不足していれば，補給する。

嫌エンジン停止後，5分位たってから点検する 

こと。

③ ガスケットを新品に交換し，注油プラグを締付 

ける。

円も2

くオイル交換〉

① デフアレンシャル部下のドレーンプラグを外し, 

オイルを完全に抜く。

② ガスケットを新品に交換し，ドレーンプラグを 

締付ける。

③ 新しいオイルを注入後，目視にて油量を確認す 

る。

④ ガスケットを新品に交換し，注油プラグを締付 

ける。

1し3,5土0,4は-111

使用オイル：スバル純正ギヤオイル

只又丁尺八（エクストラ）一 75/80 

油量：下娜〇 :約1.8必

丁界60 :約2.0必

約2.1ぶ（デフロック装着車) 

丁丫60 :約2.2^
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マニアルトランスミッション——トラブルシューティング

〔 3〕トラブルシューティング

現 象 ギヤの嚙合わせ困難

ギヤシフトが困難な原因は，ギヤチヱンジ機構の故障とトランスミッションの故障の2つに分けられる。し 

かし，操作が重く，嚙合わせが困難な時には，「クラッチ切れ不良」の場合があるので，クラッチの操作が正常 

なことを確認後，ギヤチヱンジ機構，トランスミッション関係を点検する。

推定 原因 処 置

① シンクロナイザリングとギヤのコーン部の当ワ不良，または，摩耗

② スリーブ，リバースドリブンギヤの内径スプラインの摩耗，損傷，または，ま 

くれ

③ 各ギヤ，スプライン面取部の摩耗，破損，または，まくれ

④ 各摺動部，各ブッシュの摩耗，または，かじり

交 換

交 換

交 換

修正または交換

現 象 ギヤ抜け

一般にギヤ抜けは

① アクセルペダルを踏込まない時の抜け（悪路走行時）'

② アクセルペダルを踏込んだ時の抜け
ゝの2種類がある。

推定 原 天 処 置

① ピッチングストッハ。調整不良
② エンジンマウンテイングゆるみ

③ シンクロナイザハブとシンクロナイザスリーブのスプラインがた大

④ ギヤドッグ部の歯筋のだれ

調 整

締付けまたは交換 

交 換

交 換

現 象 トランスミツシヨン騒音

停止状態（エンジンアイドリング）で騒音があり，クラッチを切った時に止まる場合は，トランスミッショ 

ンの騒音と判断してよい。

推定 原因 処 置

① 潤滑油不足，または不適当

② 各ギヤおよびベアリング摩耗，または破損
歯面摩耗の程度なら高速で高いうなり音を出すのみであるが，破損の場合

には低速でも周期的にノック音（ゴツン，ゴツン）を伴なう。

給油，純正オイルに交換 
交 換

現 象 デファレンシャルの破損（ケース，ギヤ，ベアリング等）

異常な騒音，破片の嚙込みによる回転不可能を生じ，走行不可能になる。

推定 原因 処 置

① オイルの不足，または，不適当

② 過荷重あるいはクラッチ使用不良等過酷な車両の使用
③ デファレンシャルサイドギヤ，ワッシャ（27.1X42X1)，デフア 

レンシャルピニオンの摩耗によるバックラッシュの過大
④ ファイナルギヤの締付ボルトのゆるみ 1

-デフアレンシャルを分解して破損部品を 

取り替えると共に各部品の異常の有無を 

点検し交換する。

^純正オイルを規定量注油する。また，車 

両の苛酷な使用をさける。
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マニアルトランスミッション トランスミツシヨン脱着

〔4〕トランスミツシヨン脱着 

國準備品

車体昇降用オート（2柱）リフト 車体の昇降

ピン抜き工具 アクスルシャフト（〇〇】）のスプリングピン脱着

工具 トランスミッションジャッキ 左後輪サスペンシヨンの支え（トラック系）

ガレージジャッキ
(受皿部に厚板を組付けたもの）

エンジンの支え

小型チェーンブロック（市販品） トランスミッシヨンの脱着

3 丁

92265 0000 トランスミッションハンガ（新設） 小型チェーンブロックの吊り下げ

49960 5400 エン.ジンハンガ（新設） トランスミッシヨンの脱着

その他

木片（幅100削! X厚さ40111111程度） クラッチレリーズレバーの固定

(推奨備品）
厚板
(縦300111111 X 横32001111 X 厚さ100111111程度）

ガレージジャッキ皿部に固定

-------- 作業上の諸注意------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

(1) リフトのある場所で作業を行うこと。

鲁リフト作業の場合，作業項目により随時，リフトアップ-リフトダウンすること。

(2) 塗装面を工具で傷付けたりしないよう注意し，作業する。

(3) 使用工具の安全性を確認すること。

鲁市販品の小型チューンブロックを使用の際，作業中の落下等の危険性がないかを確認する。

鲁ガレージジャッキ皿部に取付けた厚板(推奨備品）がジャッキ皿部に確実に固定されているか確認する
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マニアルトランスミッション トランスミツシヨン脱着

醒整備要領 

-------- 取外し

⑴車を2柱リフトにセットする。

必ず，所定のリフト位置でセットすること。

⑵バッテリ㊀端子を外す。

トライ，バン系；助手席を後ろに倒し，バッテリ

のカバーを開ける。

トラック系；荷台右下のバッテリボックスのボル

卜を外し，左に動かしてカバーを取 

外す。

注意 必ず㊀端子を外すこと。

また，トライ-バン系のバッテリの脱着用吊上げヒ

モは切断しないこと 〇

(3)左後輪のタイヤの取付けナットをゆるめて，サイ 

ドブレーキを戻す。

⑷バックドアを開ける0 (トライ-バン系）

⑸エンジンフード（トラック系）リヤバンパ（トラ 

イ.バン系）を開けるか，もしくは外す。

① トライ，バン系；ロックレリーズレバーでロック

を解除する。

トラック系；キーを使ってロックを解除する。

② エンジンフード（トラック系），リヤパ、ンハ。（トラ 

イ-バン系）を開ける。

③ 左側のヒンジ取付ナットを外す。（1^60型）

④ 右側のヒンジ取付ボルトを外す。（1^60型）

⑤ フードならびにバンパを手前に引きよせ，さらに

右方向に動かして外す。（1^60型）

⑥トラック系はパ、ックランプ及びライセンスランプ 

ハーネスコネクタを分離する。（丁丫60型）

5-2 ボデー外装のリヤバンパの項を参照のこと 

く注記〉丁丫60型（フルタイム4界0)以外は，エンジン 

フードもしくは，リヤバンパを外さずに作業でき 

る。

⑹トラップドアを外す。

⑺リフトアップする。

(8)ダイヤゴナルメンバを左右とも外す。

「1^.7 5 3-164

(9)左後輪のタイヤを外す。

「咯8 5 3-412
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マニアルトランスミッション-------トランスミツシヨン脱着

—取外し

⑽左後輪のサスペンションよりサイドブレーキケー 

ブル及び，ブレーキホースクランプ取付ボルトを 

外し，クランプからブレーキパイプを取外す。（4 

界〇車）

闩浴9 “-413

(12)スピードメー タケーブルをトランスミッション 

から外す。

⑽クラッチケーブルと取付けブラケットをトランス 

ミッションから外す。

(11)マフラを外す。

① リヤマフラカバーを外す。

② ベローズ及びプレートを外す。

③ エキゾ^ーストマニホールドカバーを外す。

④ エキゾーストマニホールドとベローズの取付け

ナットを外す。

⑤ マフラ下側のクッション（フロント）を取外す。

⑥ 吸気予熱用ダクトを外す。（NA車）

⑦ マフラカバーの取付けボルトを外す。

⑧ マフラのクッション（リヤ）を外す。

⑨ マフラー八33アをマフラカバーと一緒に取外す。 

2—10ェキゾーストシステムのマフラ八337の 

項を参照のこと。

円2.11

(14)スプラッシュガードを車体より外す。

5 3 -423
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マニアルトランスミッシヨン トランスミッション脱着

取外し

⑽プロペラシャフトを取外す。（410車） （17)ピッチングストッパを取外す。

「18.13 5 3 -425

⑽リヤクロスメンバのピッチングストッパ部より

ケーブルブラケットを取外す。

厂12.14

⑽デフロックアクチュエータを外す。（装着車のみ)

ド治.16 3 3 -428
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マニアルトランスミッシヨン トランスミッシヨンI兑着

—取外し-------------------------------------------------------

⑽トランスミッション側のアクスルシャフトスプ 

リングピンを抜き取り，アクスルシャフトを分離 

する。

ブーツを損傷しないようにする。

「12.17 5 3 -429

⑽セレクトコントロールケーブルをトランスミッ 

シヨンから外す。

「也18 5 3 -430

(21)エンジンクロスメンバよりクロスメンバプレー

卜及びフラップを外す。

クロスメンバ
プレートふフラップ

ド18.19 5 3-431

(22)左後輪サスペンシヨン（トレーリングアーム）のイ 

ンナ及びアウタの取付けボルトをゆるめる。（4界0 

車）

リヤホイールアライメント調整カムが動かないよ 

うに作業する。

アウタボルト インナボルト
%

闩8.20
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マニアルトランスミッション トランスミツシヨン脱着

取外し

⑽左後輪のサスペンションのショックアブソーバ 

を取外す。（フルタイム4,0車）

ショックアブソーバを取外す際，コイルス 

プリングが飛出さないよう，タイヤを仮止めし，ミ 

ッションジャッキで支える。

4 —1サスペンシヨンの頁を参照のこと。

「セ.21 54-184

(24)左後輪サスペンションのコイルスプリングを取 

外す。（フルタイム4界1)車）

注意 タイヤを仮止めし，ミッションジャッキで

支えながら作業する。

5 3 -434

(25)クラツチハウジング下部のエンジン及びエンジン 

リヤプレートの組付けボルトを外す。

闩2.23 52-161

⑽デフロックアクチュエータバキュームホースを

外す。（装着車のみ）

円8.24 5 3 -437

(27) 4界〇スティフナを取外す。（4界0車)

尸18.22 5 3 -435 1 「12-25
5 3 -438
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マニアルトランスミッション--------トランスミッション脱着

取外し

⑽エアクリーナケースと，ブラケットを外す。

^2.26 5 3 -439

⑽シフトコントロールケーブルをブラケットとと 

もにトランスミッシヨンから外す。

^8.27

⑽トランスファダイヤフラム付近にあるラジェー 

タホースのクリップを外す。（セレクティブ4—0) 

(31)トランスミッションハーネスコネクタを外す。

(32)スタータ八83丫を取外す。

ド18.23 5 7-150

(33)フリーアクスルのリザーブタンクとバキュームホ 

ースを外す。（装着車のみ）

ド12.30 5 3 -443

(34)エンジン及びエンジンリヤプレートとトランス 

ッションの上部組付けボルトを外す。

闩^31 5 3 -444

(イラストはエンジンとトランスミッションの組付け 

ボルト）
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マニアルトランスミッション-------トランスミッション脱着

取外し

(35)エンジンをトランスミッション吊上げ用のトラン 

スミッシヨン側フックをメーンケースとクラッチハ

ウジングの間に移動する。

トランスミツシヨン上の二つの吊上げ用ホール（穴) 

のうち，4…〇車はリヤ側，2界〇車ほフロント側を 

使用する。

5 3 -445
「略32

⑽トランスミッションを吊る。

①トランスミッションハンガと小型のチェーン 

ブロック及び87.エンジンハンガを車にセットし,

移動したトランスミッション側のフックを吊るす。 

(5 丁つ922650000 トランスミッションハンガ 

こ5 丁 ) 499605400エンジンハンガ

トランスミッションの吊り上げはバランス上，一本

吊りで行うこと。

② 車をリフトアップして，エンジンフロントマウン

卜を外す。’

③ 車をエンジンクロスメンバから地上の距離が40。瓜 

ほどになるようにリフトダウンしておく。

①

約400^
5 3 -446

②

5 3 -447

③

5 3 -448
「1^33

159



マニアルトランスミッション--------トランスミッション脱着

取外し

(37)乙只リヤマウントを外す。

注意

1^1リヤマウントの通しボルトはゆるめるだけ。

〇

1
0 〇|
〇 (〇'

通しボル

「18.34
5 3 -448

⑽トランスミツシヨンのレリーズレバーとトランス 

ミッション本体の間に木片をあてて，レリーズレバ 

一がトランスミッション侧に動かないよう固定して 

おく 0

0

つ 0

〆40晒

ド12.35 5 3 -449

160

〇⑽ガレージジャッキを使ってエンジンを支える

注意

ジャッキ受皿の上に厚板を取付け，外れないよう固 

定する。

%
I！

ず^^//連
ノ

「也36 5 3 -450

⑽エンジンとトランスミッションを分離し，チ エ

ンブロックを操作してトランスミッションを床上に

降す。

注意

作業前にもう一度，落度がないか点検すること。

〇

」 0 0

令

ド12.37 5 3-451



マニアルトランスミッション トランスミツシヨン脱着

取外し

なお，4…〇トランスミッションの分割の際は，以下 

の要領で行う。

①トランスミッシヨン

をエンジンから分離

する 〇

②トランスミッ‘シヨン

を前個】に押しあげる。

エンジンクロスメンバ

5 3 -452

③トランスミッシヨン 

のクラッチハウジン 

グ部をエンジンク

0
リヤクロスメンバ

ロスメンバ下面に下
0

げる〇 リヤクロスメンバ

ンジンクロスメンバ

5 3 -453
エンジン 
クロスメンバ

④トランスミッシヨン 

八38 丫をリャクロ 

スメンバ及びエンジ 

ンクロスメンバの 

下面にし，トランス リヤクロスメンバ

ミッションを床上に

5 3 -454

降ろす 〇

闩8.38 5 3 -455

參ガレージジャッキで，エンジンが傾かないように調 

整しながら作業すること。

-リヤアクスルのブーツをトランスミツシヨンで傷 

つけないように注意すること。

，作業は必ず2人作業とする。

(1名はチェーンブロック操作，もう1名はトランス 

ミッション脱着）

，万一のため，トランスミッションの下に手や足等を 

おかないように注意すること。

—取付け-------------------------------------------------------

トランスミッション単体の取外し後も必ず，ガレー 

ジジャッキでエンジンを支えておくこと。

(1)トランスミッションをリヤクロスメンバ及びエ 

ンジンクロスメンバの下面に置き，51^トランスミ

ッションハンガに装着した小型のチヱーンブロッ 

クと31^エンジンハンガをトランスミッションの吊 

上げ用フックに取付ける。

(2)チェーンブロックを操作して，トランスミッショ 

ンとエンジンを組付ける。

なお，4界〇車は以下の要領で組付ける。

①トランスミッション

をリャ側(後方）に引 
きエクステンション 

部をリヤクロスメ 

ンバの上面に上げる。 5 3 -535

②トランスミッション 

のクラッチハウジン 

グ部をエンジンク 

ロスメンバの上面に

引き上げる
5 3 -536

猶トランスミッションのレリーズレバーがトランス 

ミッション側に動かないよう，レリーズレバーと 

トランスミッション本体の間に木片をあてて，固 

定しておくこと。

^リヤアクスルのブーツをトランスミツシヨンで 

傷つけないよう注意すること。

クロスメンバ エンジンクロスメンバ
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マニアルトランスミッション——トランスミッション脱着

—取付け-------------------------------------------------------

づ乍業は必ず2人作業とする。（1名はチヱーンブ 

ロック操作，もう1名はトランスミッション脱着）

-万一のためトランスミッションの下に手や足等を 

おかないよう注意すること。

⑶エンジンとトランスミッション上部の組付けボル 

卜を締付ける。

エンジン本体とトランスミッションT 4.5土0.31^5-111 

エンジンリヤプレートとトランスミッション

110.7 土 0.21^-111 

⑷乙只リヤマウントを取付け，通しボルトを締付け

る0

(5)トランスミッションの吊上げ用フックから，チェ 

ーンブロックを外し，チェーンブロックと8丁，トラ 

ンスミッションハンガ，5丁，エンジンハンガを車 

から降ろす。

(6)トランスミッションの吊上げ用のフックを外し， 

定位置に戻す。

闩氐41

(7)フリーアクスルのリザーブタンクとバキ 

タンクを取付ける。（装着車のみ）

5 3 -489

ユ ム

ラケット T 2.0 士 0.21111

リザーブタンク 了1.0土0.0751

(8) トランスミッションハーネスコネクタを取付け 

る。

(9) スタータ八33丫を取付ける。

丁 2,5 士〇.血-订1

⑽シフトコントロールケーブルを取付ける。 

⑽エアクリーナケースを取付ける。

⑽ 4 ステイフナを取付ける。（4界〇車）

エンジン側 了 1.7土 0.2は -111

トランスミッション側 了 2.0土0.21^-111

⑽デフロックアクチュエータバキュームホース 

を取付ける。（装着車のみ）

⑽リフトアップしてエンジンフロントマウントを

取付ける

丁 | 6.3-0^-111

注意

前側通しボルトが正常に取付けてあるか確認する。 

⑽クラッチハウジング下部のエンジン組付けボル 

卜を取付^ける。

トランスミッションとエンジン 丁 4.5土〇. 3^-111

トランスミッシヨンとエンジンリヤプレート

T 0.7土(). 21^-111
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マニアルトランスミッション トランスミツシヨン脱着

取付け

⑽左後輪サスペンションのコイルスプリングを取付 

ける。（4^0車）

賺

リヤホイールアライメント調整カムが動かないよ 

うに作業する。

⑽左後輪サスペンションのショックアブソーバを 

取付ける。（4界〇車）

トラック系は，タイヤを仮止めし，ミッションジャ 

ツキで支えながら作業する。 4—1サスペンシヨ

ンの頁を参照のこと 〇

上部（ボデー側）ボルト T 6，0 ± 1，0^-111

下部（サスペンシヨン側）ボルト丁 3.0 土 0.51^-111

⑽左後輪サスペンションのインナ及びアウタの取付 

けボルトを締付ける。

アウタボルト インナポルト

「12.42 5 3 -490

⑽エンジンクロスメンバにフラップ及びクロスメ

ンバプレートを取付ける。

⑽セレクトコントロールケーブルをトランスミッ 

ションに取付ける。

⑻トランスミッション側のアクスルシャフトにスプ 

リングピンを打ち込み，アクスルシャフトを取付け

る。

注意 スプリングピンは新品を使用すること。

⑽デフロックアクチュエータを取付ける。（装着車)

T 2.5 土 0.21^-111

⑽ピッチングストッパを取付ける0

T 3‘8土し〇^卜(11
.8 土丨 ^ 0^2-171

ピッチングストッノ《

厂1843 53 一492

⑽リヤクロスメンバのピッチングストッパ部にケ 

ーブルブラケットを取付ける。

—ブルブラケッ

--- -—
1

1
1}

0
0

111 0

ド18.44

(25)プロペラシャフトを取付ける。（4界〇車)

53 一 426

T 1.8 土067は-111

馨取付け前に，プロペラシャフトのスリーブヨーク 

スプライン部及び外周にグリースを塗布しておくこ 

と。

籲 オイル漏れ防止用に取付けたキャップは必ず外すこ 

と。
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マ:！アルトランスミッション トランスミツシヨン脱着

——取付け------------------------------------------------------

⑽リヤバルクスプラッシュボードを取付ける。

(27)クラッチケーブル及びブラケットをトランスミッ 

シヨンに取付ける。

，取付け後，必ず，クラッチの遊びを確認する。

基準値
レリーズレバー取付け部で

2,0 ~ 4,0111111

エンド部にグリースを塗布する。

グリース オートレックス八または相当品

⑽スピードメータケーブルをトランスミッション 

に取付ける。

⑽マフラ八33丫を取付ける。

2—10エキゾートシステムのマフラ八53丫の項を 

参照のこと。

⑽左後輪サスペンションのブレーキホースクラン 

プにブレーキパイプを取付け，サイドブレーキケー 

ブル及びブレーキホースクランプ取付けボルトを

締付ける。（4界0車）

(31)左後輪のタイヤを取付ける。

注意
取付けナットは仮止めする。

(32)左右のダイヤゴナルメンバを取付ける。

丁 7.0 土 1.81^-111

⑽タイヤが接地するまでリフトダウンして，トラッ 

プドアを取付ける。

注意

取付け前，落度がないかエンジンルーム内を確認す

ること。

(34)エンジンフード（トラック系），リヤバンパ（トラ 

イ-バン系）を取付ける。

5-2 ボデー外装のリヤバンパの項を参照。

(35)サイドブレーキを引き，左後輪のタイヤの取付け 

ナットを締付ける。

了1 9.0 ±1.0^-111

⑽バッテリ㊀端子を取付ける。

(37)リフトから車体を出す。

麵金^^

クラッチの遊びを確認すること。

基準値 クラッチペダル部で
10.0〜25-〇麵
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マニアルトランスミッション ギヤシフトシステム

〔5〕ギヤシフトシステム国構成部品

〇シフトノブ

② シフトノブ（セレクティブ

③ 4…〇スイッチ（セレタティブ4 \\^0)
④ ブーッ

⑤ 410スイッチコネクタ（セレクティブ4界0)
⑥ シフトレバー

⑦ シフトカバー

⑧ ボールブロック

⑨ ブッシユ

⑩ レバー。？

@ブッシユ
@ウヱーブワッシャ 
⑬セレクトシャフト 

⑭スプリング 
⑮スプリングシ々卜 
@ブッシュ 

@ワッシャ 
@ワッシャ 

@スペーサ 

⑳ブラケット 

@クリップ
㉒セレクトコントロールケーブル

㉓シフトコントロールケーブル 

㉔スナップピン 
㉕ワッシャ 

⑳ワッシャ 

㉗ブラケット 呵45 5 3 -456
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マニアルトランスミッション--------ギヤシフトシステム

整備要領

車上点検

く操作機構のがた〉

(1) ニュートラルの状態でシフトレバーを揺すり，が 

たがないかを点検する。

(2) クラッチペダルを踏み，シフトレバーが各ギアの 

ポジションにスムースに入るかを点検する。

⑴シフトレバーを操作した時，異音がなく，スムー 

スに変速できるかを点検する。

円8.46 33 -457

く 4^0スイツチの作動点検……セレクティブ4

(1) スイッチ作動のストロークは5腿で，01^操作力 

が1.51^以下であり，また作動時に引っかかりのない 

こと。

(2) スイッチは，一押しすると，押されたままの状態 

を保ち，4ガ〇システムの01^となり，ド界〇から4 

界〇へと変わり，もう一押しすると，押された状態が 

解除され，4界〇システムの〇卩卩となり，2界〇に戻 

るとともに，スイッチももとの状態に戻ること。

「12.47

取外し

(1)ブーツをコンソールボックスから外す。

—ツ

厂12.48 5 3 -459

(2)コンソールボックス前部のメーンヒューズボッ 

クスとカバーを分離する。（トライ^バン系）

^18.43 5 3 -460

(3)コンソールボックスのセンタパネルを外す0

厂セ.50 5 3 -461
53 一 458
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マニアルトランスミッション——ギヤシフトシステム

—取外し--------------------------------------------------------

(4)コンソールボックス後部より，スイッチ類を外す。

5 3 -462

^2.51

(5)コンソールボックスの取付スクリュを外し，コネ

クタ類を取外す。

^2-52 5 3-463

セレクティブ4界〇車は，4界1)スイッチコネクタ 

も外すこと。

1^8.53 5 3 -484

⑹スナップピン，ナットを外して，ケーブルを取外 

す。

円§.54 5 3 -465

⑺ギヤシフトコントロールレバー八537のブラケ

ット取付ボルトを外す。

「1も55 5 3-486
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マニアルトランスミッション-------ギヤシフトシステム

取外し

⑺ワイヤクリップを外す。

「12.56 3 -467

⑻ギヤシフトコントロールレバー八33丫を外す。

^8.57 5 3 -468

分解

(1)セレクトシャフト，シフトシャフト取付ナット

を外す。

厂12.58 5 3 -503

(2)ボルトをゆるめてボールブロックを取外す。

尸18.59 53 -504

(3) ノブを取外す。

2界〇,フルタイム4评〇用：ねじ込みタイプな 

のでゆるめて外す。

セレクティブ4界〇用：スプリングピン止めタイ 

なのでスプリングピンを抜いて外す。

168



マニアルトランスミッション——ギヤシフトシステム

点検

⑴各部品について損傷，亀裂，劣化，摩耗，がた

曲がり等，ないか点検を行う 〇

⑵新品と比較して異常のある部品は交換する。

組立て，組付け

組立て，組付けは取外し，分解の逆手順で行なうが，

下記の点に注意すること 〇

(1) ブラケットにボールブロックを組付ける際，ロケ 

一夕が合っていることを確認する。

(2) スプリングがレバー0？とスプリングシートとの 

間にかみ込まないようにする。

(3) ブラケットとボールブロックを分離した場合は 

レバーの華直方向の調整を行なう。

①ブラケットとボールブロックとの結合ボルト

を仮締めしておく 0

② ギヤシフトコントロールレバー八33丫を車体 

に取付け，シフト及びセレクトケーブルを結合す 

る。

③ レバーが垂直になるようにボールブロックを 

前後方向に動かす。

④調整後，ギヤシフトコントロールレバー八53 丫 

を取外し，ブラケットとボールブロックとの結合 

ボルトを規定トルクで締め付け，レバー八33丫を 

車体に組付ける。

〈参考〉
レバーが垂直に立っている場合，セレクトコント

ロールケーブルとギアシフトコントロールレバ、一

八35丫のクレビスピンからクリップの取付部まで 

の長さが195.7111111となる。

もし，長さが異なる際は，ボールブロックを前後 

方向に動かし調整する。

闩2.61 5 3 -465

ホールフロック

闩2.60 5 3 -505

169



丁1\^ 60型（ 2…0用)——準備品

〔6〕丁17160型（2西0用） 国準備品

398781600 メーンシャフトストッパ メーンシャフトの廻り止め

899471410 スナップリングエキスパンダ ドライブピニオンのスナップリング脱着

398791600 ストレートピンリムーバ2 シフタフォーク、シフタレバーのスプリングピン脱着

899474100 スナップリングエキスパンダ ドライブピニオンシャフトのベアリングのスナップリング脱着 |

499717000 ベアリングリプレーサ ドライブピニオンシャフトの分解

899864100 メーンシャフトリムーバ ドライブピニオンシャフト參メーンシャフトの分解

899754112 スナップリングプレス ボールベアリング、5速ドリブンギヤブッシュの压入

3丁
498515500 ベアリングリプレーサ メー ンシャフトのボールベアリング分解

899580100 ベアリングインストーラ デファレンシャルのボールべアリング組立て

498285400 ベアリングハイトブロック デファレンシャルのスラストすき間調整 |

499705401 ベアリングアウタレースプーラ八33 丫 クラッチハウジングのボールべアリング分解

499575400 ベアリングハイトゲージ デファレンシャルのスラストすき間調整

499755501 スナップリングガイド ドライブピニオンべアリングのスナップリング組付け

499755502 スナップリングプレス ドライブピニオンべアリングのスナップリング組付け

498175700 オイルシールインストーラ（新設） デファレンシャルのオイルシール取付け

499827000 スピードメータオイルシールプレス スピードメータギヤ部のオイルシール取付け

計器
ディプスゲージ デファレンシャル、メーンシャフト、ドライブピニオンスラストすき間調整

シックネスゲージ ドライブピニオンスラストすき間調整 |

油脂
ュニループ# 2相当品 オイルシール塗布 |

その他
スリーボンド1215 トランスミッシヨンのケース、カノ《一部塗布

^8.62

蠢

オイルシールインストーラ

5 3 -522



丁从60型（ 2…0用) 構成部品

構成部品

クラッチハウジング，メーンケース没サイドケース

① クラッチハウジング

② オイルシール

③ ドレーンプラグ

④クリ 、ソ

⑤ 注油プラグ

⑥ アルミニウムガスケット

⑦ クラッチハウジング

⑧ ストレートピン

⑨ ボールべアリング

⑩ オイルシール
⑪ニードルべアリング 

⑫オイルシール 

⑬オイルガイド

⑭ニードルべアリングリテーナ

⑮サイドケース

⑭ノぐソクランプスイッチ

⑫アルミニウムガスケット 

@トランスミッションフック 

⑲スピードメー タシャフト 

⑳スピードメータギヤ 

㉑ヮッシャ 

㉒ヮッシャ 

㉘オイルシール 

㉔スナップリング 

㉕スナップ3リング
「咗63 53-523
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丁从60型（ 2西0用）——構成部品

メーンシャフト.ドライブピニオンシャフト.リバースアイドラシャフ

丁 8.0 土 0.61^8 -111

① リバースアイドラギヤ

② リバースアイドラシャフト

③ スラストワッシャ

④ スフ。）ングピン

⑤ オイルシール

⑥ ボールベアリング

⑦ メ ^—ンシャフト

⑧ ボールベアリング

⑨ 5速ドライブギヤ

⑩ ロックワッシャ 

⑪ロックナット 

⑫ヮッシャ

@ドライブピニオンシャフト

⑭7ッシャ

⑮リバースドリブンギヤ公ス 

⑭シンクロナイザハブ 

⑫シフテイングインサート 

⑬シンクロナイザスプリング 

⑲シンクロナイザスリーブ 

⑳シンクロナイザハブ 

㉑シフテイングインサート 

㉒シンクロナイザスプリング 

©N0.2ギヤスラストスペーサキー 

㉔ギヤスラストスペーサキー 

㉕ギヤスラストスペーサ

リー
「12.64

5 3-525

㉖1速ドリブンギヤ 

㉗2速ドリブンギヤ 

㉙3速ドリブンギヤ 

㉙4速.ドリブンギヤ 

興)シンクロナイザリング 

㉛シンクロナイザリング 

)^3ギヤスラストスペーサ 

>N0.4ギヤスラストスペーサ 

|ブッシュ

5速ドリブンスラストプレート

㉚スラストワッシヤ

㉗ドライブピニオンセンタベアリング 

㉚シンクロナイザハブ

㉚5速ドリブンギヤ

@インサートストッパプレート 

@リテーナプレート 

リテーナ 

⑬っッタ

⑭スナップリング 

⑮スナップリング

172



丁17160型（2西〇用）——構成部品

シフトゐセレクト機構

① トランスミッションカバー〇?

② リバースチヱックカム

③ リバースチェックスプリング

④ エアブリーザパイプ

⑤ クリップ

⑥ 1— 2速シフタフォーク

⑦ 1 一2速フォークロッド

⑧ スプリングピン

⑨ 3 — 4速シフタフォーク

⑩ 3—4速フォークロッド

⑪5速ーリバースフ^ —クロッド 

⑫リバースシフタアーム 

@N0.2リバースシフタアーム 

⑭リバースシフタアームスプリング 

⑮プランジャ 

⑯ボール（5.5563)

⑫スナップリング 

⑬シフタシャフト

⑲シフタアーム

❿ インタロックプレート

㉑チェッキングスプリング

趣 スプリングリテーナ 

リバースリターンスプリング

㉔チヱッキングボール

顧

スナップリング 

〇リング 

ワッシャ 

カラー

5速シフタフォーク

セレクタシャフト

㉛セレクタレバ

シフタレバー 

リバースシフタレバ

スナップピン

チェッキングボールプラグ

インタロックボルト 

ブラケット

㉚ワッシャ

チヱッキングボールスプリング⑩クレビスピン

⑪ワッシャ

「18.65 ミ3,526
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丁1716(1型（2^0用）——構成部品

デフアレンシャル

T 6.3±0,51^-111

① 7アイナルギヤ
② デフアレンシャルケース

③ デフアレンシャルピニオンシャフ

④ デフアレンシャルベべルピニオン

⑤ デフアレンシャルサイドギア

⑥ オイルシール

⑦ 調整ワッシャ

⑧ ストレートピン

⑨ ボールべアリング

⑩ 7ッシャ ^8.66 5 3-528
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丁171 60型（ 2 ^0用）--------トランスミツシヨン本体

圓整備要領（1)トランスミッション本体

分解

(1)外側のオイル，ゴミ等の付着物を清掃し，トランス 

ミッション内部に残っているオイルを抜く。抜き終

〇つたら，ドレーンプラグを締付けておく

注意

アルミニウムガスケットは新品を使用すること。

丁 3.5土0.41^-111

⑵レリーズレバー，レリーズベアリング等を外す。

くサイドケース〉

(1)ボルトを外し，ケースをプラスチックハンマで軽

叩きながらサイドケースを取外す 〇

ナイロン製スピードメータギヤを内蔵しているため 

取扱いに注意する。

(2) メーンシャフトのスプラインに5下，メーンシャフト 

ストッパをハウジング溝部に合せて組付ける。

(11) 398781600 メーンシャフトストッパ

(3) メーンシャフトのロックナット18をかしめを外し 

てから，取外す。

(4) メーンシャフトストッパを取外し，スプライン部

にビニールテープを巻く。（オイルシールの保護のため。）

(5) 3丁，スナップリングエキスパンダを使用して， 

ドライブピニオンシャフトのアウタスナップリングを

外す。

899471410 スナップリングエキスパンダ

(6) ドライブピニオンリテーナとドライブピニオンコ

ッタ2個を取外す。

(7) 8了 #ストレートピンリムーバ2を使って，

シフタフォークからストレートピン（5ズ22)

を抜取る。

398791600ストレートピンリムーバ2 ,

⑻スリーブ没ハブを5速シフタフォークとともに取外す 

(9)シンクロナイザリングと5速ドリブンギヤを外す。 

⑽ ロックワッシャと5速ドライブギヤを取外す。

0

398781600

メー ンシャフトストッパ

^2.67 ⑵ 5 3 -506
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丁171 60型（ 2 用）--------トランスミツシヨン本体

分解

くインタロック汝シフタシャフト八55 丫〉

(1)トランスミッションカバーが，上向きになるように

ランスミッションを置く 〇

(2)シフタシャフトとレバーのスプリングピンを

5了，ストレートピンリムーパ、2を使って抜取る。

398791600 ストレートピンリムーバ2

(3) シフタレバーを取外す。

(4) メー ンケースからトフンスミッションカバ ー0？のポルト

4本（うち2本はブラケットと共締め）を外して，カバー0？を取外す

(5) インタロックボルトをゆるめる。

(6) セレクタシャフトボルトをゆるめる。

(7) セレクタレバーを操作しながら，インタロック公シフトシャフト 

八33丫をメーンケースから取出す。

注意
セレクタシャフトを外す必要のある場合は，メーンケース

3 3-521

とクラッチハウジングを分離してから行うこと 

セレクタシャフトには〇リングが取りつけ

〇 シフタレバー

られているので扱いに注意する 〇

スプリングピン

シフタシャフト

リノくースチェッキングカム

シフタアーム

インタロックプレート/ 

インタロックボル

厂12.68 5 3 -507
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丁閱60型（ 2评〇用）——メーンケース

分解

くメーンケース〉

⑴ベアリングリテーナプレートを外す。

(2) メーンシャフトのスラストすき間調整ワッシャを外す。

(3) ドライブピニオンシャフトのべアリングのスナップリング 

(アウタ56)を3丁.スナップリングエキスパンダで取外す。

5 丁 899474100 スナップリングエキスハ。ンダ

(4)チェッキングボールプラグ.アルミニウムガスケットを外し， 

プラグ取付穴よりスプリングおよびボール（6.350)を取出す。

⑸オイルシール傷付防止のため，デフアレンシャルサイドギ

ヤのスプライン部にビニールテープを巻く 〇

(6)ボルト13本（8 0111)を外し，メーンケースボルト取付部や合 

せ面周囲の凸部をプラスチックハンマで叩きながら分離する。

ーンケース外壁部サイドカバー合せ面部リブやブラ ^

ケットなどは変形，損傷するのでたたかないこと。

(7)デファレンシャルサイドベアリング部のスラスト 

すき間調整ワッシャを取外す。

注意
デファレンシャルサイドベアリング調整ワッシャ 

はメーンケース側に張付いている場合があるので紛

失しないこと 〇

(8)リバースシフタアームからクレビスピンを抜き取り， 

クラッチハウジングのノックピンからリバースシフタア

ームを取り外す。

⑼リバースアイドラシャフトをリバースアイドラギヤ 

とともに抜き取る。

⑽ 5速-リバースフォークロッドを取り外す。

(11)メーンシャフトとドライブピニオンを，アームやロッ 

類とともに静かに引き抜く。（フォーク，アーム類はストレ 

ートピンでロッドに固定されている。）

多少左右に振りながら上方向へ引抜くと抜きやすい。

⑽デファレンシャルをクラッチハウジングより抜き取る

厂1艮69 5 3 —508
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丁！VI 60型（ 2西：)用）——メーンケース

点検

分解した各部品はよく洗浄し，点検する。

⑴ベアリング類

次にあげるような場合は，交換する。

① アウタレース，インナレースに破損，損傷，锖の 

ある場合

② べアリング各部の摩耗が著しい場合

③ ベアリングにギアオイルを注油して回転させ，回 

転がスムーズでない場合，または，異音のでる場合

④ その他，交換が必要な不具合のある場合 

⑵ブッシュ類

次のような場合は，交換する。

① 摺動面に損傷，異常摩耗のある場合

② 内径部に異常摩耗のある場合 

⑶ギヤ類

次にあげるような場合は，交換する 〇

① 歯面に破損，損傷，過度の摩耗がある場合

② シンクロナイザリングの当るコーン部が荒れて 

いたり，損傷のある場合

③ 内径部，または，端面に損傷のある場合

④ギヤのスラストすき間（サイドクリアランス）。

ギ ヤ 基準値
151： 0.06〜0.4801111

2 11¢!- 3 “ 0.11〜0,4311101
4 0.05〜0.13腿
5111 0.10〜0.29111111

(4)シンクロナイザリング

次にあげるような場合は，交換する。

① リング内面，歯面が損傷している場合。

② リング内面が異常に摩耗している場合，または，

偏摩耗している場合
③ シンクロナイザインサートの当り面が段付摩耗 

または，異常摩耗している場合

④ リングをコーン部に押付けた時のリングとコーン 

のすき間が過度に小さくなった場合

〇

ド18.70

〇の基準値 1.2111111
0の限度 0.5111111

⑸シフテイングインサート

インサートの変形，過度の摩耗，その他不具合の 

ある場合は，交換する。

(6)オイルシール

リップ部の変形，硬化，損傷，摩耗の著しい場合, 

その他不具合のある場合は，交換する。

⑺ギヤシフト機構

ギヤシフト機構に過度の摩耗，曲がり，その他不 

具合のある場合は，交換する。

シフタフォークとシンクロナイザスリーブの溝部 

のすき間。

131：- 2 11(3 0.4〜0.611110

3 :ホ41±1 卞

5111 个

(8)デファレンシャルギヤ

次にあげるような場合は，交換する。

① ハイボイドドライブギヤ，ドライブピニオンシャ 

フト歯面の損傷，過度の摩耗，焼付き

② ドライブピニオンシャフト，ローラベアリング転 

動面の摩耗，損傷の著しい場合

③ ベべルビニオン，ベべルギヤ，ワッシャ，ピニオ

ンシャフト，ストレートピンの損傷，摩耗，焼付 

き
④ デフアレンシャルケース摺動面の摩耗，損傷の著 

しい場合
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丁叼60型（ 2西0用) トランスミツシヨン本体

組立て^調整

くメーンケース〉

デファレンシャル部オイルシールし(27X45X 9 )を外した場合， 

31^オイルシールインストーラを使用して組付ける。
「3て） 498175700 オイルシールインストーラ

注意

左側専用(マーク左—し）を使用し，リップ部にギヤオイルが

塗布されていることを確認する 〇

(1)クラ、、/チハウジングにデファレンシャルを組付ける。

デフアレンシャルサイドギヤのスプライン部にビニ

-ルテープを巻く。（両側とも）

デフアレンシャルケースを下#!にむけてオイルシー 

ルのリップめくれがないように注意しながら組付ける 〇

(2)ドライブピニオンシャフトとメーンシャフトを1-2速 

シフタフォーク，3-4速シフタフォークとともに組付ける。

注意

ンシャフトのスプライン部にビニールテープを巻く 〇

フォークとスリーブの摺動部に充分ギヤオイルを塗布すること 3 4 5

(3) 5速-リバースシフタレールを組付ける。

(4) クラッチハウジングのストレートピンにリバースシフタレバ 

一を挿入し，リバースシフタアームと組み合わせて，クレビス 

ピンで固定する。

(5) リバースアイドラギヤをリバースアイドラシャフトとともにノ 

ウジングに組付ける。

スリーボンド1215 
(メーンケースとの合せ面)

「1滲71
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丁171 60型（ 2西0用）--------トランスミツシヨン本体

組立て，調整

(6)デファレンシャルのすき間調整

①8丁.ベアリングハイトブロック，ゲージをメー 

ンケース合わせ面に置き，ディプスゲージでボー 

ルベアリング(#6207)外輪部の深さ（ヒ2)を測定す 

る。

498285400ベアリングハイトブロック 

499575400 ベアリングハイトゲージ

^8.72 5 3-511

②メーンケースのボールべアリング受け面深さ（匕) 

を測定する。

③次式により計算のうえ，ワッシャを選択し，すき 

間を0〜0.2111111に調整する。

0=1^-(20.5-112〉

〇 :スラストすき間（〇〜0.2111111)

、：メーンケース側深さ（刪!）

ヒ2 :ベアリング外輪高さ（腿）

0 ワッシャ（61X71X0,2)

0.2以下 使用せず

0.2こえ0.4以下 1枚使用

0.4をこえる 2枚使用

⑺メーンケース側にワッシャ（61X71X0.2)を組付 

ける。

ワッシャにグリースなどを塗布し，落下し 

ないように注意する。
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丁从60型（ 2西〇用）——トランスミツシヨン本体

-組立て，調整

(8) クラッチハウジングおよびトランスミッションメ 

ーンケース合わせ面を脱脂のうえ，液状ガスケッ 

卜.スリーボンド#1215を塗布する。

(9) トランスミッションメーンシャフト，ドライブピ 

ニオンシャフト，デフアレンシャルべベルギヤの各

軸受部とロッド部の穴を合せケースを組付ける。

麵

各軸受部に充分ギヤオイルを塗布する。

⑽ 8111111ボルト18本（8父36)でクラッチハウジングと

メーンケースを組付ける。

T 2,5±0,2は-111

必ず下図の順序で，2，3回に分けて締付ける。

⑼ ロッドエンド部にボール（6.350)，チヱッキング 

ボールスプリング，アルミニウムガスケット，チ

エ ッキングボールプラグを組付ける。（3箇所)

丁 2.0 士 0.151

アルミニウムガスケットは新品を使用する。

シフタロッド チェッキングボールスプリング

チェッキングボール 
プラグ

チエツキングボール

5 3 -650

^2-74 5 3-513
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丁17160型（ 2西〇用）------ インタロックゐシフタシャフト八35 丫

組立て，調整

くインタロック冱シフタシャフト八55丫〉

(1) メーンケースのトランスミッションカノく一0？

取付部が上向きになるように，トランスミッショ 

ンを置く。

(2) メーンケース内にカラーを組み，セレクタレノく一 

を操作しながら，インタロックゐシフタシャフト 

八33丫を組付ける。

^シフタレールをニュートラルの位置にしておく。

參セレクタシャフトの先端アーム部をシフタアーム 

の溝部に組付ける。

^6.75 3 3 -641

(3) インタロックボルトを締付ける。

XI2.0土0.151^-⑴

(4) インタロック及シフタシャフト八55丫をセレク 

タレバーを操作しながら，カラーに当たるまで押し 

下げ，針金等でセレクタレバーを固定する。

(5) トランスミッションカバー〇卩のメーンケースと 

の合せ面に液状ガスケッ1-スリーボンド#1215を塗 

布する。

⑹リバースチェックカムを押し上げながら，トラン 

スミッションカノく一 0？を組付ける0

丁11.0 土 0.0751

⑺シフタシャフトにシフトレバーを組み，新品のス 

プリングピンを打ち込む。

⑻針金等，セレクタレバーを固定しているものを外 

し，セレクタシャフトのボルトを締付ける。

ド12.78 (イラストは4西〇車） 5卜642
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丁闈60型（ 2西〇用）——メーンケース

組立て.調整

くサイドケース〉

(1)メーンシャフト（左）スプラインのビニールテープ 

を取り，5丁，メ ーンシャフトストッパをハウジン

グ溝部に合せて組付ける。
「5 〇 398781600 メーンシャフトストッパ 

⑵メーンシャフト（左）スプライン部に5速ドライ

ギヤとロックワッシャを組みロックナットで締め付ける

丁 8.0土().

ロックナットにはギヤオイルを塗布のこと。

(3) ロックナットを2箇所，かしめを行.い，固定する

円2.7 7 4
5 3 —514

(4) 5速ドリブンギヤ，シンクロナイザリングを組付ける。

⑸カップリングスリーブ溝に5速シフタフォークを 

入れ，ドライブピニオンシャフトにスリーブ(&ハブ， 

リバースフォークロッドに5速シフタフォーク穴を 

合せながら組付ける。

(6)フォークとロッドの0 5を合せて3丁魯ストレート

ピンリムーバ2で，スプリングピン（5父22〉を打ち込む。 
(11-) 398791600 ストレートピンリ厶一八2

ひ丁）
398781600
メーンシャフトストツパ

円“ 8. 5 3-515
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丁171 60型（ 2西〇用）——サイドケース

組立て，調整

(7)ドライブピニオンセンタべアリングスナップリン 

グ（アウタ56)の組付け。

①ボールべアリング(#63/22；^)に3トスナップリン 

グガイドをのせ，スナップリング（アウタ56)をガ 

イドのテーパ部に組付ける。

499755501スナップリングガイド

②シフタレバーを1— 2速側に勢いよくオーバー 

シフトしてボールべアリング溝部がメーンケース 

端面より浮くまで上げ，スナップリングプレ 

スでスナップリング（アウタ56)を押込み，ベアリ 

ング溝に組付ける。

⑴） 499755502 スナップリングプレス

スナップリング
プレス

スナップリング
ガイド

5 3—520

⑻メーンシャフト（左）スラストすき間調整

ボールべアリング(#63/22N)の深さぶを，ディプス 

ケージで測定し，下表に従って，ワッシャの枚数を 

選定する。

ワッシャ（46X55.2X0.2)

0.2以下 使用せず

0.2をこえ0.4以下 1枚使用

0.4をこえる 2枚使用

りマーノレ
ベアリング ハ户 83-038

ド16.80

⑼メーンシャフトベアリング部にスラストすき間調 

整ワッシャを組み，ベアリングリテーナプレートを 

ーンケースに組付ける0

丁 2.5土().
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丁从60型（ 2…0用）——サイドケース

組立て，調整

⑽ドライブピニオンスラストすき間調整-組付け 

①ワッシャ（20.3X58X 2 )とドライブピニオンコ 

ッタ間のすき間が0〜0.04111111になるようにシック 

ネスゲージで測定し，選択する。

ドライブピニオンコッタ〇〜0.04111111調整

部品番号 厚さ(謂!) 部品番号 厚さ（匪) 部品番号 厚さ（腿)

441375401 2.36 441375406 2.56 441375502 2.76

// 02 2.40 ” 07 2.60 ” 03 2.80

// 03 2.44 7； 08 2.64 ” 04 2.84

” 04 2.48 // 09 2.68

1) 05 2.52 441375501 2.72

シックネスゲ—ジ

②選択したコッターを組みドライブピニオンリテー 

ナをかぶせて，スナップリング（アウタ20)を31 

スナップリングエキスパンダで組付ける。

「5 "〇 899471410 
スナップリングエキスパンダ

^8.81 5 3 —510

「12.82 5 3-517

⑽メーンケースおよびサイドケース合せ面を脱脂の 

うえ，液状ガスケット.スリーボンド#1215を塗布す 

る。

ボルト8本でトランスミッシヨンサイドケースを

取付ける 〇

丁 2,5土0#2レ2-111

「也83
53,518
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丁171 60型（ 2评〇用）——サイドケース

——組立て.調整---------------------------------------------

(12)ギヤチェンジの確認

セレクタレバー，シフタレバーを作動させ，各ギヤ 

の入り具合を確認する。

⑽レリーズレバー，レリーズべアリング等を取才け

る。

オイルの注入（車体搭載にて）

①メー ンヶース側にある注油口より給油する。 

(ネジ穴よりあふれるまで入れる〉

②運転後油量を確認する。
注意 アルミガスケットは新品と交換する 0

T 3.5±0,41^-01

5 3-519
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丁闓60型（ 2西〇用）------- メーンシャフト.シフタフオークふシフタロッド

(2) メーンシャフ

分解^組立て

く分解〉
3丁.ベアリングリプレーサと3丁，メーンシャフトリム 

ーバを使ってボールべアリングを抜取る。

く組立て〉
3丁.スナップリングプレスでメ ーンシャフトにボ

ールべアリング(22X56X16)を圧入する。

「5 丁） 498515500ベアリングリプレーサ ひ〇 899754112スナップリングプレス

899864100 メーンシャフトリムーバ

注意

メーンシャフトリヤ側のボールべアリングは必要 

以外外さない。また，外したときは新品と交換する。

メーンシャフト 

リムーノく

ベアリング 
リプレーサ

6 3-070

对、——ノレ
ベアリング

2速ドライブギア

速ドライブギア

4速ドライブギア
3速ドライブギア

リバースギア

5 3 -530

闩 §.85

187



丁17160型( 2西〇用)--------メーンシャフト.シフタフオークふシフタロッド

(3)シフタフオークゐシフタロッド

分解，組立て

く分解〉
レールよりストレートピン3了，ストレートピンリ 

ムーバ2で打抜き，フォーク，アームを分離する。

398791600 ストレートピンリムーバ2

く組立て〉
1)ロッドにフォーク，アームをスプリングピン 

(5 乂22)で固定する。

アー厶

フオークロッド

ストレートピン 
リムーバス

-スプリングピンは新品を使用する。

-スプリングピンの割れ目はロッドの軸方向に向 

けて組付ける。

2)リバースシフタロッドはリバースフォーク 

ロッドアームをスプリングピンで止め，リバー 

スフ^ —クのN〇. 2アームにスプリングとボール 

(5.56)を入れてボールをドライバ、などで押さえな 

がらロッドを挿入する。

£3-021

「5 丁」 899471410
スナップリングエキスパンダ

3 — 4速
シフタフオーク

№.2
リバースシフタアー厶

リノゞースシフタアーム

スプリングピン リバースシフタロッド

^3-031

スプリングピン

5迷ーリバース
フオークロッド

スプリングボール

ロッド

ロッド
リバースシフタ
アー厶

N0.2リバース 

シフタアーム

^8.86

プランジヤ

スプリング

ボール

5 3 -531
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丁1\^ 60型（ 2西〇用）——デフアレンシャル

(4)デフアレンシャル

分解 組立て

⑴ボルト8本(10111111)を外し，ファイナルギヤを取外

す。

ファイナルギヤ
デフアレシンヤルサイドギヤ

円2.87 53-527

(2) ファイナルギヤ側よりデファレンシャルサイド

ギャ，調整ワッシャを取外す。
(3) デファレンシャルケースよりストレートピンを 

抜き，ピニオンシャフトを取外して，ピニオン，サ 

イドギヤおよび調整ワッシャを取る。

注意
ベべルギヤの研磨部はオイルシールの摺動部につ 

き，傷をつけないこと。

(4) プーラを使ってデファレンシャルケースからボ 

ールべアリングを取外す。

(5) プーラを使って，ファイナルギヤからボールベア 

リングを抜取る。

注意
必要のない限り，ボールベアリングは外さないこと 

もし外した場合は，新品と交換すること。
0

(1) 31？，ベアリングインストーラを使ってファイナル 

ギヤにボールべアリング(#6207)を組付ける。

899580100ベアリングインストーラ

必ず新品のボールべアリングを使用する。

(2) 5 丁‘ベアリングインストーラを使ってデファレン 

シャルケースにボールべアリング（#62072)を組付け 

る。

899580100ベアリングインストーラ

必ず新品のボールべアリングを使用する。

⑶ギヤ類の組付け

① デファレンシャルケース側に，ベべルピニオ 

ン，ワッシャ（27.1X42X0,サイドギヤ，ピニオ 

ンシャフト，ストレートピン（4父35)を組付け 

る。

② ファイナルギヤ側にワッシャ（27.1X42X1)，サ 

イドギヤを組付ける。

③ ボルト（10X21X15)を下記締付けトルクでデフ

ァレンシャルケースに取付け，バックラッシュを 

計測する。

パ、ックラッシュは0.05〜0.15になるようにワッシ 

ャを左表より選択して組付ける。

④ ボルト（10X21X15) 8本を規定トルクで締付け 

る。

丁 6.3±0,5^-111

-ワッシャ（27.1X42X1)は内径面取部をデフアレン

シャルサイドギヤ側へ向けること。

-ギヤはスムーズに回転することを確認する。

ワッシャ（27.1X42X1)

部品番号 基準厚さ（龍）

803027041 1.000

// 42 1.050

〃 43 1.100
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丁171 60型（ 2西〇用）-------クラツチハウジング

⑸クラッチハウジング

——^分解.組立て--------------------------------------------

く分解〉
(1)ドライブピニオン部より，オイルガイド，二ード

ルべアリング（24.7X44X22)ニードルベアリング 

リテーナをボルト2本（6 乂13)を外して取外す。

⑵デファレンシャル部より，インナスナップリング

を取り，ベアリング(27X52X15)を取外す。

⑶デファレンシャル部より，オイルシールお（27父

45 X 9)を取外す。

注意
必要のなぃ限り外さなぃこと。また取り外した場合 

は必ず新品と交換すること。

(4) メーンシャフト部より8丁，ベアリングアウタレー 

スプーラ八33丫を使ってボールべアリングを外し， 

オイルシール（19,8乂35乂 7)を取外す。
0 "〇 499705401ベアリングアウタレース

プーラ八53丫

；主意
必要のない限り外さないこと。また取り外した場合 

は必ず新品と交換すること。

く組立て〉
⑴ メーンシャフト部のオイルシール（19.8X35〆7)， 

ボールべアリング(#6304乂）を組付ける。

，オイルシールはリップ部にグリース（ユニループ# 2 

相当）が塗布されていることを確認し，ダストリップ 

側を下に向けて圧入する。

-ボールべアリングは刻印側を上に向けて圧入する。

(2)デファレンシャル部のオイルシール尺（27父45ズ 

9)を8了，オイルシールインストーラを使用して組

付ける 〇

注意
498175700 オイルシールインストーラ

-右側専用（マーク右410を使用する。ケース用(左 

側専用）は油漏れの原因になるため誤組に注意する。

， オイルシールリップ面にギヤオイルを塗布のこと。 

⑶ベアリングインストーラを使って，デファレ 

ンシャル部右のベアリング（27X52X15)を圧入し， 

スナップリングインナを組付ける。
「5 丁） 899580100 ベアリングインストーラ

⑷ドライブピニオン右部にオイルガイド，ニードル

ベアリング（24.7X44X22)，ニードルベアリング

丁 1.0 土 0.0751

リテーナをボルト2本（6 乂13)で組付ける 〇

T 1.0±0.0751^-111
ひ丁） 498175700

オイルシールインストーラ

6304 X刻印側 2麵

的

#
合わ面より94画

突当圧入
厂12.88
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丁1^60型（2评〇用） ドライブピニオンシャフト八55丫

(6)ドライブピニオンシャフト八55丫

分解

(1) 51^ベアリングリプレーサと3 丁. メーンシャフ

トリムーバ、を使って，ベアリング①， 5速スラスト

ワッシャ②，5速ドリブンギヤブッシュ③を取外す

499717000ベアリングリプレーサ

899864100 メーンシャフトリムーバ

注意

ベアリングリプレーサは4速ドリブンギヤの溝部に 

す串入して行1う。

ベアリングが抜けにくいので作業は気をつけて行う

ベアリングリプレーサ

汗セ.83

離

⑵ワッシャ④，4速ドリブンギヤ⑤，シンクロナイ 

ザリング⑥，スリーブ公ハブ⑦を外し，ギヤスラス 

トスペーサキー⑧を抜取る。

(3) N0.2ギヤスラストスペーサ⑨，3速ドリブンギヤ

⑩，ギヤスラストスペーサ⑪，2速ドリブンギヤ⑫

ギヤスラストスペーサ⑬，N0.2ギヤスラスト 

ーサキー⑭，シンクロナイザリング⑮，リバースド 

リブンギヤ(&ハブ八55丫⑬，シンクロナイザリン 

グ⑮，ギヤスラストスペーサ⑬，1速ドリブンギ 

ヤ⑫の順に抜取る。

注意
ドライブピニオンシャフトの※印ニードルべアリ

ング転動面に傷をつけないように気をつけること 

ワッシャ（32,4父42乂 4)⑬は必要以外は外さないこ

と。外したときは必ず新品と交換する
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丁17160型（ 2评〇用) ドライブピニオンシャフト八55丫

組立て

(1)ワッシャ（32.4父42父4)を分解した場合は，ドラ 

イブピニオンシャフトに圧入する。

⑵1速ドリブンギヤ，シンクロナイザリング，ギヤ 

スラストスペーザを組付ける。

ギヤスラストスペーサは1歯回転させる。

⑷N¢>.2ギヤスラストスペーサキーを取付け，ス 

ラストスペーザを組付ける。

スラストスペーサキーが油穴をふさがないように 

組付ける。

5 3 -644

「セ.31
尸12.92 3 3 -538

⑶1 一2速ハブ公リバースドリブンギヤ八83丫（シ 

ンクロナイザスリーブ，インサート，ハブ，スプリン

グを組付ける。

注意

シンクロナイザハブスプリングロ元は片側スプ 

リングロ元に対し120°ずらして組付け，インサート 

の脱落がないか確認する。

シンクロナイザハブの角形スプライン歯欠部がド

ライブピニオンシャフトの油穴以外のところに来 

るように組付ける。また，この歯欠部はスペーサ固 

定のキー組付位置となるので，歯欠部位置はおぼえ 

ておくこと。

參

(5) N¢>.2ギヤスラストスぺーサ，シンクロナイザリ 

ング，2速ドリブンギヤ，N0.2ギヤスラストスぺ 

ーサ，3速ドリブンギヤの順で組付ける。

N0.2ギヤスラストスペーサは1歯回転させる。
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丁1\^ 60型（ 2西〇用）--------ドライブピニオンシャフト/^5丫

組立て

(6)ギヤスラストスペーサ，ギヤスラストスぺ

サキーを組付ける

注意
0

スペーサは切欠溝（巾6,610111，、深さ1,5画!)側端面を 

4速ドリブンギヤ側に向け1歯回転させ，スプライ 

ン歯欠部に合せ，切欠溝部にキーを組付ける。

スラストスぺーサキーが油穴をふさがらないよ 

うに取付ける。

スラスト 
スペーサキー

闩2.33
已3-020

⑺シンクロナイザリング，3 — 4速ハブ八33丫 

シンクロナイザリング，4速ドリブンギヤ，ワ 

ッシャを組み付ける。

注意
シンクロナイザハブスプリングロ元は片側のス

プリングロ元に対して120°ずらして組付ける。

ワッシャは油溝側端面を4速ドリブンギヤ側に組

付ける 〇

⑻31^スナップリングプレスと31^スナップリング 

プレスでボールべアリング(#62/221^)を圧入する。

ボールべアリングは刻印側をスプライン方向に組付 

ける。

ドセ.34

⑼ 5速ギヤスラストワッシャを入れ，3トスナッ 

プリングプレスで5速ドリプンギヤブッシュを压入 

する。

899754112 スナップリングプレス
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丁17160型（ 2评〇用) スピードメータギヤ

(7)スピードメータギヤ

分解

(1)トランスミッションサイドケース取外す。

⑵サイドケース内側からアウタスナップリングを取 

り，ワッシャ（12X20 XI，6)スピードメータドリブン 

ギャを外す。

(3)スピードメータケーブル取付側から，オイルシー 

ル，スピードメータシャフト0？を引き抜く 0シャフ 

卜には，ワッシャ（12,5父15,5父1)，スナッフ。リン 

グ（アウタ12)が組付けられている。

スピードメータシャフト〇？よりスナップリング（ア 

ウタ12)を外す時はシャフトに傷をつけ易いので才 

イルシール側に抜かないこと。

〔5て〕 899474100 スナップリングエキスパンタ

^2-95 已3 -040

組立て

(1)スピードメータシャフトにスナップリング（アウ （4) 3丁，スピードメータオイルシールプレスでオイル

夕12)をスピードメータドリブンギヤ側より組付け 

る。

鲁スナップリングは新品を使用する。
癱 オイルシール摺動部側からは絶対に組付けないこと。

スナ、”"7。リ、ノガ
スナップリング組付方向（ァゥ々丨2)

1=12.98 オイルシール摺動部
^11-052

(2) スナップメータシャフト〇？のスナップリング下 

側にワッシャ（12.5X15,5父1)を入れ，サイドカバ 

一に挿入する。

(3) ワッシャ（12X20X16)，スピードメータドリブン 

ギヤを，スピードメータシャフト0？に挿入し，スナ

ヅ リングで止める 〇

注意

スナップリングは特殊工具エキスパンダ（スナッ 

リング）で組み付ける。

シール（12X17,5乂 8)を圧入する。

-オイルシールは新品を使用すること。

#リッフ部にグリース（ユニルーブ#2相—）を塗布す 

る。

サイドケース取付けの際は，

(1)トランスミッション本体

組立て.調整く メーンケース〉の項参照のこと。

「51") 499827000
スピードメータオイル 
シールフレス

ブレスが突当るまで圧入

オイルシール（12〆 17.5X8)

ド18.97 XII—053
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丁西60型（セレクティブ4西〇用）——準備品

〔 7〕丁育60型（セレクテイブ4评〇用） 国準備品

899471410 スナップリングエキスパンダ ドライブピニオンのスナップリング脱着

398791600 ストレートピン リムーバ2 シフタフォーク，シフタシャフトのスプリングピン打抜き

899474100 スナップリングエキスパンダ ドライブピニオンシャフトのベアリングのスナップリング脱着

899864100 メーンシャフト リムーバ ドライブピニオンシャフトの分解

899754112 スナップリングプレス ボールベアリング，5速ドリブンギヤブッシュの压入

498515400 ベアリング デファレンシャルのボールべアリング分解

899580100 ベアリングインストーラ デファレンシャルのボールべアリング組立て

899904100 ストレートピン リムーバ トランスファのシフタフォークのスプリングピン打抜き

499277200 ベアリングインストーラ デファレンシャルのボールベアリング

499295600 トランスミッションスタンド トランスミッションの分解，組立時のスタンド |

499935400 トランスミッションスタンド トランスミッションの分解，組立時のスタンド |

498285400 ベアリングハイトブロック デファレンシャルのスラストすき間調整 |

499575400 ベアリングハイトゲージ デファレンシャルのスラストすき間調整

499575500 ベアリングハイトゲージ ドライブピニオンのスラストすき間調整 |

899858600 ベアリングリプレーサ ドライブピニオンのベアリング分解 |

499885400 ベべルギヤホルダ トランスファシャフト分解，組立て |

3 丁
499985500 ソケットレンチ八33丫 トランスファシャフト分解，組立て |

899714110 リム' —ノ《 トランスファシャフト分解 |

899754102 スナップリングプレス トランスファシャフト組立て |

899754100 スナップリングプレス八55丫 トランスファシャフト組立て |

498405400 ベべルギヤスタンド ベべルギヤ分解 |

398527700 オイルシールアウタレースプーラ八337 ベべルギヤ分解 |

398477701 ドライブピニオンアウタレースドリフトハンドル ベべルギヤ予压調整 |

398477702 ベアリングアウタレースドリフト ベべルギヤ予庄調整 |

498215402 デフキャリヤスタンド
ベべルギャ予庄調整 |

498505402 ベべルギヤダミーシャフト ベべルギヤ予圧調整

498505601 ベべルギヤゲージ ベべルギヤハイト調整

498175400 ベべルギヤベアリングインストーラ ベべルギヤハイト調整 |

卯0。し トルクレンチ ベべルギヤ組立て |

498255400 マグネットべースフレート ベべルギヤバックラッシュ調整 |

498247001 マグネットベース ベべルギヤバックラッシュ調整 |

498247100 ダイヤルゲージ ベべルギヤノくックラッシュ調整

499925400 ハンドル ベべルギヤ歯当り点検

499827000 スピードメータオイルシールプレス スピードメータギヤ部のオイルシール取付け |

計器‘油脂その他 丁^160型に準じる。
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丁西60型（セレクティブ4西〇用）----- 構成部品

I構成部品

トノ ノス之ッン3 ノケース ~ ~ 晒 胃

①

① メーンケース

② ローラベアリング

③ ボールベアリング

④ オイルシール

⑤ ドレーンプラグ

⑥ アルミニウムガスケット

⑦ クリップ

⑧ ベアリングリテーナ

⑨ 注油プラグ

⑩ サイドケース 

⑪ホールベアリング 

⑫ボールベアリング

⑬バックランプスイッチ 

⑭アルミニウムガスケット 

@6乙スイッチ

⑯トランスミッションフック 

⑫サイドカバー 

⑬スピードメータシャフト 

⑲ヮッシャ

⑳スピードメータギヤ 

㉑スナップリング 

㉒ワッシャ

丁 | 1.0 ±0.0751^-111
⑩ ㉙オイルシール 

㉔スナップリング 

㉕クラッチハウジング 

㉖ボールベアリング 

㉗ニードルベアリング

㉘オイルシール 

㉙オイルシール 

㉚オイルシール 

㉛オイルガイド 

㉝オイルリザーブプレート 

㉝ニードルベアリング

リテーナ

ド18.98
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丁西60型（セレクティブ4…0用）構成部品

T 1.0 ±0.0751^-111

——シフタ6セレクタ八55 丫
① トランスミッションカノく一0？

② リパースチェックカム

③ リバースチェックスプリング

④ エアブリーザパイプ

⑤ クリップ

⑥ 1-2速シフタフォーク

⑦ 1― 2速シフタロッド

⑧ スプリングピン

⑨ 3 ~ 4速シフタフォーク

⑩ 3 ― 4速シフタロッド

⑪5速ーリバースシフタロッド巧2.0 土 0.151^- ㈤ 

⑫5速ーリバースシフタアーム 

⑬只乙シフタフォーク 

⑭ニュートラルセットスプリング 

⑮5速ーリバースシフタフォーク 

⑯スプリングリテーナ 

⑫スプリングリング 

⑬シフタシャフト 

⑲シフタアーム

趣 インタロックプレート

㉑チヱッキングスプリング

趣 リバースリターンスプリングリテーナ
リバースリターンスプリング ⑧

⑨
チェッキングボール 

スナップリング 

丨〇リング

ワツンヤ

ニュートラルセットスプリングリテーナ女

㉙ワ ツンヤ

セレクタシャフト

㉛セレクタレバ

趣 シフタレバ

㉝アルミニウムガスケッ

千ェッキングボールプラグ 

チェッキングボールスフ0リング 

インタロックボルト

㉜ブラケット ㉚ワッシャ @)ヮッシヤ

「18.99
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丁西60型（セレクティブ4西0用）——構成部品

ドライブピニオン，メーンシャフト，リバースアイドラシャフ
① リバースアイドラギヤ

② ローラベアリング

③ リバースアイドラシャフト

④ スラストワッシャ
⑤ ニードルベアリング

⑥ ヮッシャ

⑦ オイルシール

⑧ ボールベアリング

⑨ メーンシャフト

⑩ 5速ドライブギヤ 

⑪リテーナ

⑫コッタ

⑬スナップ9リング 

⑭ヮッシャ

⑮ドライブピニオンシャフト 

⑭ヮッシャ

@シンクロナイザスリーブ 

@シフテイングインサート 

⑲シンクロナイザスプリング 

⑳シンクロナイザスリーブ 

㉑シンクロナイザハブ 

㉒シフテイングインサート 

㉓シンクロナイザスプリング 

@N0.2ギヤスラストスペーサキー 

㉕ギヤスラストスペーサキー 

㉖ギヤスラストスペーサ 

㉗1速ドリブンギヤ 

㉙2速ドリブンギヤ 

㉙3速ドリブンギヤ 

㉚4速ドリブンギヤ 

㉛シンクロナイザリング 

㉜シンクロナイザりング 

©N0.3ギヤスラス'トスぺーサ 

@N0.2ギヤスラストスペーサ 

㉟ブッシュ 

㉟スラストプレート 

㉗スラストワッシャ 

㉝ドライブピニオンセンタベアリング 

㉚スナップリング 

⑩シンクロナイザハブ 

⑪リバースドリブンギヤ及:スリーブ 

@シンクロナイザハブ

⑬5速ドリブンギヤ
⑭インサートストッノぐプレート 

⑮ヮッシャ 

@スナップリング

シンクロナイザカップリンク

ドセ.100

丁1一 2.5土0.21^-111

ユ@ブッシ 

@丑しドリブンギヤ公ハブ 

㉚シンクロナイザスフ。リング

5 3-541
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丁： 60型（セレクティブ4西0用）------構成部品

デフアレンシャル

1？ 6.3 土 0.51^ -111

① フアイナルギヤ

② デフアレンシャルケース

③ デフアレンシャルピニオンシャフト

④ デフアレンシャルべベルピニオン’

⑤ デフアレンシャルサイドギヤ

©N0.2デフアレンシャルベべルピニオン

⑦ ジ
⑧ 調整ワッシャ

⑨ ストレートピン

⑩ ボールベアリング 

⑪ヮッシャ 

⑫オイルシール 

⑬オイルシール

闩浴1〇1 5 3 —542
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丁西60型（セレクティブ4西〇用）——構成部品

デフアレンシャル（デフロック付)

① ファイナルギヤ

② デファレンシャルケース

③ デフアレンシャルピニオンシャフト

④ デフアレンシャルベべルピニオン

⑤ デファレンシャルサイドギヤ8

⑥ デフアレンシャルサイドギヤ八

©N0.2デフアレンシャルピニオンシャフト

⑨ 調整ワッシャ

⑩ ストレートピン 

⑪ボールベアリング 

⑫調整ワッシャ

⑬ボールベアリング 

⑭アクスルドライブシャフト 

⑮〇クリッ 

⑯ヮッシャ 

⑫オイルシール
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丁…60型（セレクティブ4西〇用）——構成部品

テフアレンシャルサイドカバ

(デフロック付のみ)
① デファレンシャルサイドカバー0？

② 切替レバー

③ 〇リング

④ フォーク

⑤ デフロック検出スイッチ

⑥ アルミニウムガスケット

⑦ スプリングピン

⑧ チ エツ キングボールプラグ

、ソ

ヅ

⑨アルミニウムガスケッ

キングボールスプリング 

キングボール

⑫オイルシール 

⑬スリー 

⑭ピース

丁 2.0土().21^-111

T 2.5 土 0.21^-111

⑰

⑮デフロックアクチュエータ 

⑭クレビスピン 

⑫スナップピン

5 3 —543
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丁西60型（セレクティブ4西〇用）——構成部品

ランスファ，エクステンション

① トランスファカ八一(：？

② ガスケット

③ チヱッキングボールスプリング

④ チヱッキングボール

⑤ 4\^0スイッチ
⑥ アルミニウムガスケット

⑦ トランスファダイヤフラムアウタカバー0？

⑧ トランスファダイヤフラム公ロッド

⑨ アルミニウムガスケット
⑩ トランスファダイヤフラムインナカノく一？ 

⑪コラシブルスペーサ

⑫ノくックラッシュ調整シム 

⑬べアリングケース 
⑭ロックワッシャ

2.5 土 〇フは -111

⑮ロックナット 
⑯ボールベアリング 

⑫ボールベアリング 

@トランスファシャフト 

⑲ブッシユ 

⑳ボールベアリング 

@ウッドラフキー 
㉒シンクロナイザハブ

㉓シフテイングインサートリテー 
(フリーアクスル装着車）

㉔シンクロナイザスプリング 
(フリーアクスル装着車）

㉕エクステンション
㉖ブッシュ 

㉗オイルシール 

㉙スプリングピン 

⑳トランスファシフタフォーク 

㉚ドライブベべルギヤ 

㉛ステー（フリーアクスル装着車） 
㉜サポート（フリーアクスル装着車) 

㉝トランスファドリブンギヤ

闩8.104

㉞シンクロナイザリング 

㉟ノくックラッシュ調整シム 

@トランスファベべルギヤ 

㉜〇リング

㉝シフティングインサート（フリーアクスル装着車)
㉚シンクロナイザスリーブ

⑩ドランスファシンクロナイザハブ(標準車〉

@ヮッシャ 

@スナップリング 

@ヮッシャ 

@0リング 

@オイルシール

@トランスファサイドカノゞービン 
@オイルシール

5 3 -544
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丁西60型（セレクテイブ4西13用）------ トランスミッシヨン本体

V整備要領（1)トランスミッション本体 

|——分解-----------------------------------------------------------

外側のオイル，ゴミ等の付着物を清掃し，トラン 

スミッション内部に残っているオイルを抜く。抜 

き終ったら，ドレーンプラグを締付けておく。

丁13,5 ± 0,41^-111

(1) 8丁，トランスミッションスタンドを取付け 

る。

① し5 丁」 499295600をエンジン組付ボルトボ 

| ス部2ケ所にとりつける。
② 「5 丁 ) 499935400をフロントのマウントブ 

ラケットボスに取付ける。

くサイドケース〉

(2) ボルト4本を外し，サイドカバーを取外す。

ナイロン製スピードメータギヤを内蔵しているた 

め取扱いに注意する。

(3) サイドケースを取外し，ケースから，瓦乙，バッ 

クランプの各スイッチを外す。

(4) リバースアイドラギヤとシャフトを取外す。

(5) ストレートピンを1， 2速一芭しシフタロッ

ドから打ち抜く。

(6) フォークと共に已しドリブンギヤ，リバース 

ドリブンギヤを抜き取る。

(7) ストレートピンを5速ーリバースシフタ ロ 

ッドから打ち抜く。

(8) フォークと共に5速ドリブンギヤを抜き取る。

(9) メーンシャフトからスナップリング，リテーナ， 

コッタを取り，5速ギヤを外す。

(10) 1， 2速一丑しシフタロッドと5速ーリバース

シフタロッドから51^スナップリングエキスハ。

| ンダでスナップリングを外す。

399893600スナップリングエキスパンダ

203



丁西60型（セレクティブ4^0用) トランスミツシヨン本体

—分解--------------------------------------------------------

くインタロック6シフタシャフト八55 丫〉

⑴トランスミッションカバーが上向きになるよ 

うトランスミッションを置く。

⑵シフタレバーを固定しているスプリングピン 

を3丁，ストレートピンリムーバ2を使って抜き 

取る。
(113 398791600ストレートピンリムーバ2

(3) シフタレバーを取外す。

(4) メー ンケースからトランスミッションカバー 

(:卩のボルト4本（うち2本はブラケットと共締 

め）を外して，カバー0？とスプリングを取外す。

(5) インタロックボルトをゆるめる。

(6) セレクタシャフトボルトをゆるめる。

⑺セレクタレバーを操作しながら，インタロッ 

ク&シフタシャフトをスプリング，スプリングリ 

テーナ，及びリテーナガイドと共にメーンケース 

より取出す。

注意

參セレクタシャフトを外す必要のある場合は，メー 

ンケースとクラッチハウジングを分離してから行 

うこと。

，セレクタシャフトには〇リングが取りつけられて 

いるので，扱いには注意すること。

① シフタレバー

② スプリングピン

③ トランスミッションカノく一0？

④ シフタシャフト

⑤ リバースチヱッキングカム

⑥ シフタアーム

⑦ セレクタシャフト

⑧ インタロックプレート

⑨ ニュートラルセットスプリング

⑩ スプリングリテーナ 

⑪リテーナガイド 

⑫平ヮッシャ

⑬インタロックボルト

^8.106 5 3 -547
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丁西60型（セレクテイブ4西〇用）——トランスミッション本体

—分解---------------------------------------------------------

〈メーンケース〉

⑴3トスナップリングエキスパンダを使用して， 

ドライブピニオンからセンタべアリングのスナッ

プリングを取外す。
0"〇 899474100 スナップリングエキスパ 

ンダ

⑵チェッキングボールプラグ.アルミニウムガ 

スヶットを外しプラグ取付穴よりスフ。リングおよ 

びボール（6,350)を取出す。

(3) メーンケースとクラッチハウジングを分離する。

-ケース合せ目を㊀ドライバ等でこじらないこと。
，メーンケース外壁部，サイドケース合せ目は変形， 

損傷するので叩かないこと。

，ケースを分離した際，メーンケース側にデフ部の 

調整ワッシャが張付いている場合があるので紛失 

しないこと。

(4)クラッチハウジングから1，2速一远乙シフタロ 

ッドを取り，ドライブピニオン，メーンシャフト， 

シフタロッドニ本を一緒に抜き取る。

^6-107
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丁评60型（セレクテイブ4西〇用）------ トランスミッション本体

—分解----------------------------------------------------------

くデファレンシャルサイドカ/く一〉

(デフロック装着車) 

(1)デファレンシャルサイドギヤのスプライン部両 

側にビニールテープを巻く。

⑵デファレンシャルサイドカバーを取外す。

① デフロック検出用ソレノイドスイッチを取外す。

② デファレンシャルサイドカバーをアルミ棒で叩 

きトランスミッシヨン本体から分離する。

尸は.109

「12.108

くエクステンション〉

⑴ボルト6本を外して，ブラケットェクステンショ 

ンを取外す。

⑵ボルト3本を外して，ベべルギヤ八33丫を取外す。

「セ.110 5 3-552

籲エクステンションオイルシール脱着…丁丫60型ェ 

クステンション分解.組立ての頁を参照。
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丁西60型（セレクテイブ4西:)用）——トランスミッション本体

分解

くトランスファ〉

⑴トランスファカバー八33孓取外し。

① 取付けボルトを外し，トランスファカバー八33丫 

を取外す。

② クラッチハウジング内のスプリングとボール（6,

350)を取出す。

(2) トランスファシフタフォークから31^ストレー 

トビンリムーノくを使って，スプリングピンを抜く 0

(3) トランスファシフタフォークとシンクロナイザ

スリーブを共にメーンケース側に引き抜く 0

注意 フリーアクスル車のトランスファシンク

ロナイザハブには，シフティングインサートが組 

込まれているので，外す際に紛失しないように注意 

する。

(4) 4评0スイッチを外す。

(5) ダイヤフラムアウタカバーを外す。

(6) トランスファシフタロッド泣ダイヤフラム0？

をメーンケース側から押しだして取り外す。

(7) ダイヤフラムインナカバーを取外す。

(8) トランスファシャフト八38丫をメーンケース側 

より，プラスチックハンマ等で軽く叩いて取外す。

「16.111 5 3-555
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丁西60型（セレクテイブ4西:)用）——トランスミッション本体

点検

分解した各部品はよく洗浄し，点検する。

⑴ベァリング類

次のような場合は，交換する。

① ボール，アウタレース，インナレースに破損， 

損傷，锖のある場合

② ベアリング各部の摩耗が著しい場合

③ ベアリングにギヤオイルを注油して回転させ， 

回転がスムーズでない場合，または，異音の出る 

場合

④ ドライブピニオンシャフトリヤ側のローラべ 

アリングは，分解前に回転を確認する。この場合， 

予圧がかかっているので，他のベアリングと異な 

り，やや渋い感じがする

⑤ その他，交換が必要な不具合のある場合 

(2)ブッシュ類

次のような場合は，交換する。

① 摺動面に損傷，異常摩耗のある場合

② 内径部に異常摩耗のある場合 

⑶ギヤ類

次のような場合は，交換する。

① 歯面に破損，損傷，過度の摩耗がある場合

② シンクロナイザリングの当たるコーン部が荒 

れていたり，損傷のある場合

③ 内径部，または，端面に損傷のある場合

④ ギヤのスラストすき間（サイドクリアランス）

0

ギャ 基準値
0.10— 0.45111111

151 0.06〜0.48111111
2以，3だ 0.11 ~ 0.4301111

4也 0.05〜0.30111111
5111 0.10〜0.45111111

(4)シンクロナイザリング 

次のような場合には交換する

① リング内面，歯面が損傷している場合

② リング内面が異常摩耗，偏摩耗している場合

③ インサートとの当り面が段付摩耗，異常摩耗し 

ている場合

④ リングをコーン部に押付けた時のリングとコー 

ンのすき間が過度に小さくなった場合

^2.112 53 -509

〇の基準値 1.210111

0の限度 0.5腿

(5) シフテイングインサート

インサートの変形，過度の摩耗，その他不具合の 

ある場合は，交換する。

(6) オイルシール

リップ部の変形，硬化，‘損傷，摩耗の著しい場合， 

その他不具合のある場合は，交換する。

⑺ギヤシフト機構

ギヤシフト機構に過度の摩耗，曲がり，その他不 

具合のある場合は，交換する。

春シフタフォークとカップリング溝部のすき間

基準値

151：— 2 11(1 0.37~0,60

3 1(1— 4 111 个

5亡匕一尺6 V

圮乙一尺6マ 个

(8) デファレンシャルギヤ 

次のような場合には交換する。

① ハイボイドギヤ，ドライブピニオンの歯面の損

傷，過度の摩耗，焼付き

② ドライブピニオンシャフト，ローラベアリング 

転動面の摩耗，損傷の著しいもの

③ サイドギヤ，ピニオン，ワッシャ，シャフト， 

ストレートピンの損傷，摩耗，焼付き

④ デファレンシャルケース摺動面の摩耗，損傷 

の著しいもの

(9) 0リング

シール面の変形，硬化，損傷，摩耗の著しい場合, 

その他不具合のある場合は新品と交換
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丁评60型（セレクテイブ4^0用）——トランスミッシヨン本体

—組立て.調整----------------------------------------------------

くトランスファ，エクステンション〉

⑴ベべルギヤバックラッシュ調整シムの選定 

①トランスファシャフト八33丫を挿入する。

クラッチハウジング端面とボールベアリング

(25X70X30)間は数11110あけておく。

注意

シンクロナイザスリーブ，〇リング，シムは組み付け 

ない。

② ベアリングケース（ベべルギヤ）八33丫にハイト 

調整で決めた厚さのベべルギヤハイトシムを入れ， 

ケースに8父28ボルト4本で組み付ける。

丁1 3.0 士 0.31^-111

③ トランスファシャフト八丫を少しづつ押込んで 

いき，ベべルギヤバックラッシュ「0」の所で止 

め，クラッチハウジング端面とボールベアリング 

(25 X 70 X 30)ツバ間のスキマをシックネスゲージ 

で測定する。

④ベアリングケース八55 丫とトランスファシャフ

卜八33^を抜き取る。

⑤トランスファシャフト八33丫に③で計測したす 

き間十約0.2丽のシムを入れ，ケースに8父20相当 

ボルト2本で組み付ける。

シム（ドライブピニオン）

部品番号 厚さ(随) 部品番号 厚さ（㈣）

841968601 0.150 841968605 0.500

841968602 0.200 841968606 0.175

841968603 0.250 841968607 0.225

841968604 0.300 841968608 0.275

⑥ ベアリングケース八55丫にシムを入れケースに 

8 X 28ボルト4本で組み付ける。

⑦ クラッチハウジングに8 X 20相当のボルトで

マグネットベースプレートを取り付け，3卜 

マグネットべースと8丁’ダイヤルゲージをセット 

する。

⑧ ダイヤルゲージをベべルドリブンギヤ上にセッ

卜する。

⑨ トランスファシャフト八88丫を押え，ベべルド 

リブンギヤを動かしてバックラッシュを測定する。

基準バックラッシュ 0,10〜〇.1501111

⑩ 規定の値に入らない場合は，トランスファシャ 

フトのシムを選択交換し，決める。

⑪ベアリングケース八33丫とトランスファシャフ

卜を抜き取る。
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丁西60型（セレクテイブ4西0用）——トランスミッション本体

組立て，調整

⑵トランスファシャフト八35丫，ベアリングケース

八33 丫組付け

①トランスファシャフト八587にドライブピニオ 

シムと〇リングを入れてからケースに揷入し， 

8 X 20相当ボルトで締付ける。

ベアリングにギヤオイルを塗布しておく。

丁し2.0土0.2^-111

②ベアリングケース八83丫をべベルギヤハイトシ

ムと共に，8 X 28ボルト4本で締付ける。

ベべルドリブンギヤ歯面に光明丹をうすく一様に塗 

布しておく。

0
ぶ

び

「12.115

③バックラッシュを確認する。

5 3-561

基準ノヽへソクラッシ ユ 0.10〜0.15111111

⑶ベべルギヤ歯当り点検

①トランスファシャフト八85 丫のロックナッ“; 

31^ソケットレンチ八33丫を取り付け，スクリニ 

一でガタのないように締付ける。

ひ丁） 499985500ソケットレンチ 

②ベべルドリブンギヤスプライン部をウェス等 

を介して押え，一方，ソケットレンチ八33了に 

8丁，ハンドルをセットして，数回まわし，歯の当

つ た部分の形状により判断する 〇

499925400ハンドル

ベべルドリブンギヤの歯当り（ドライブサイド側を示す)

占
一#、、

正しい歯当り

フェース当り（歯先当り）

状

シム（ベべルギヤ 

ハイト）が薄いか、バ

ックラッシュが大き 

い場合に生じる

フランク当り（歯元当り）

，ソ

シム（ベべルギヤ 

イト）が厚いか、バ 

クラッシュが小さ

い場合に生じる

調 整

シム（ベべルギヤ 

ハイト）.を厚いもの 

と交換し、シム（ドラ 

イブピニオン〉は薄 

いものと交換する

シム（ベべルギヤ 

ハイト）を薄いもの

と交換し、シム（ドラ 

イブピニオン）は厚 

いものと交換する。

ベべノレドリブンギヤで凸面かそドライフ-サイドで、凹面がコーストサイドになる

正しいバックラッシュ及び歯当りをしていない場合 

は再調整する。

5
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丁西60型（セレクティブ4 '〇用) トランスミツシヨン本体

組立て〃調整

注意 フリーアクスル装着車と非装着車のトラ

スファ組立の手順が異なるため，フリーアクスル装 

着車以外のトランスファの組立時は以下の手順中， 

⑼,(11)，⑽を必要としない。

(4) トランスファシャフト八53丫をクラッチハウジ 

ングに組付ける0

(5) ダイヤフラムインナカノく一を組付け，トランスフ 

ァベアリンダの共締めボルトで取付ける。

(6) トランスファシフタロッド公ダイヤフラム〇卩を

取付ける。

(7) ダイヤフラムアウタカバーを取付ける。

(8) 4界〇スイッチを取付ける。

(9)トランスファシャフト八837のスナップリング 

を8丁，スナップリングエキスパンダを使って取外 

し，ワッシャとトランスファギヤを抜取る。

⑽トランスファシフタフォークにシンクロナイザ 

スリーブを組み，トランスファシフタレールに組付

ける。

(11)トランスファシャフト八33丫のシンクロナイザ 

ハブにシフティングインサートを組む。

#スナップリング側のシンクロナイザスプリングを 

外してから取付ける。

-スナップリングロ元は片側スプリングロ元に対し， 

120°ずらしてセットし，インサートの脱落がないか 

確認する。

丁 0.65 ±0.05^6-111

ド16.116 5 3-551
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丁西60型（セレクテイブ4西0用）——トランスミッシヨン本体

組立て，調整

⑽トランスファシャフト八53丫にトランスファギ 

ヤとワッシャを組み，5トスナップリングエキスパ 

ンダを使って，スナップリングを組付ける0 

⑽トランスファシフタフオークにスプリングピン 

を打ち込む。

「12.117 5 3-557

⑽チヱッキングボールとチヱッキングボールス 

プリングを組み，ガスケットとトランスファカバー

0？を取付ける。

⑽ボルト4本で，ベアリングケース八53丫をクラッ 

チハウジングに取付ける。

⑽エクステンション組付け

①エクステンションとクラッチハウジングの合 

せ面を脱脂のうえ，液状ガスケット，スリーボン

ド#1215を塗布する 〇

②ボルト6本でェクステンシヨンを取付ける。

厂12.119 5 3 -564

①

ド18.118 5 3-549
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丁西60型（セレクテイブ4育0用）——トランスミッション本体

——組立て.調整---------------------------------------------

くデファレンシャル〉

(1)デファレンシャル八55丫をクラッチハウジングに 

組付ける。

-デファレンシャルサイドギヤのスプライン部にビ 

ニールテープを巻く。

，オイルシールのリップのめくれがないように注意し 

ながら組付けること。

⑵デファレンシャル八33 丫のスラストすき間の調整 

をする。

①3丁，ベアリングハイトブロックをメインケー 

ス合せ面に置き，上に3 丁.ベアリングハイトゲー 

ジをのせ，ディプスケージでボールベアリング(#

6207)外輪部の深さ（ヒ2)を測定する。

498285400ベアリングハイトブロック 

499575400 ベアリングハイトゲージ

②メーンケース〇?のボールべアリング部の深さ

(、）を測定する。

ディブスゲージ

ド12.121 5 3-512

(3)次式により計算のうえ，ワッシャ選択し，すき間 

を0〜0.2に調整する。

0=111一(20.5 —ヒ2)

0 ワッシャ(61X71X0.2)

0.2以下 使用せず

0.2をこえ0.4以下 1枚使用

〇. 4以上 2枚使用

(:ニスラスト隙間(〇〜0.2) 
わ1ニメー ンケース側深さ 
、ニベアリング外箱高さ

(4)デフアレンシャル八55丫をクラツチハウジングか 

ら取外し，クラッチハウジング側にワッシャ（61乂

71X0.2)を組み付ける。

注意

スプライン部にビニールテープを巻きオイルシール 

のリップのめくれがないように注意しながら組付け 

る。

厂18.120
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丁西60型（セレクテイブ4 用）——トランスミツシヨン本体

組立て，調整

くデフアレンシャルサイドカバー〉

(デフロック装着車）

(1)デフロック検出スイッチを組付ける。

(2)クラッチハウジングとデフアレンシャルサイドカ 

バーの合せ面を脱脂の上，液状ガスケット，スリー 

ボン ド#1215を塗布する。

⑶デフアレンシャルサイドカバーを組付ける0

注意

オイルシールリップにギヤオイルを塗布すること。

⑷デフロック用アクチュエータを取付ける。

デフロックターンバックル調整

ロックサイドカバー分解の頁を參照のこと 〇

(5)デフロック切換レバーをデフロック〇卩卩の位置 

にして，クレビスピン（ 8父21〉とスナップピンを組 

付ける。

ターンバックルを調整した場合，ターンハへソクルを 

1/2回転(反時計廻り）し，規定トルクで締付ける。

T 1.0±0.071^8-！^

アクチユエータ

(1¢!1.8 土 0.21^-111

ターンバックル

33-568

スリーボンド1215 (牛1 2,5 土〇. 2^-111

純正ギヤ

ド12.122 53 -567
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丁育60型《セレクティブ4西〇用） トランスミツシヨン本体

組立て，調整

くメーンケース〉

(1)メーンシャフト，ドライブピニオンシャフト 

八33 Vを5速ーリバースシフタロッドと3 — 4速 

シフタロッドと共に組付ける。

注意

參メーンシャフトのスプライン部にビニールテープ 

を巻く。

籲フォークとシンクロナイザスリーブの摺動部に充 

分ギヤオイルを塗布する。

(2) 1，2速一只乙シフタロッドを組付ける。

(3) クラッチハウジング及びメーンケースの合せ面 

を脱脂の上，液状ガスケット‘スリーボンド#1215 

を塗布する。

(4) メーンシャフト，ドライブピニオン，デフアレ 

ンシャル，トランスファの各軸受部とロッド部の 

穴を合せ，ケース0？を組み付ける。

各軸受部及びロッド部に充分ギヤオイルを塗布す 

る。

⑸ 8111111ボルト16本（8 乂40—14本，8 乂55— 2本）

でクラッチハウジング？とメーンケース0？を組

付ける 〇

T 2.5 土 0.21^-111

〇 ,

スリーホン

「丨も123 —’⑧ ④
⑹チヱッキングプラグ部に，ボール（6.350)を入 

れ，アルミニウムガスケットを取付けの上，ブラ 

グを締めつける。

スリーボンド1215
(メーンケース

との合せ面)

〔5 丁) 49929 5600
----------- スタンド

丁 2.0 土 0.151111

アルミガスケットは新品を使用する。

( 5 丁）49993 5400 
---------- スタンド

ド12.124 5 3-570
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丁西60型（セレクテイブ4^0用）——トランスミッション本体

-------# 調整---------------------- ----------------------------------

くインタロック6シフタシャフト八55 丫〉

(1)メーンケースのトランスミッションカバー〇?取 

付部が上向きになるようにトランスミッションを置 

<0

⑵シフタレールをニュートラルの位置にセットする

(3) メーンケース内に平ワッシャ，ニュートラルセッ 

トスプリング，スプリングリテーナ及びリテーナ 

ガイドを組む。

⑷インタロック公シフタシャフト八88 丫を組付ける。 

⑸インタロック固定ボルトを締付ける。

『丨2.0土().21^-111

(6) セレクタシャフトの先端アーム部をシフタアーム 

の溝部に組付ける。

(7) インタロック公シフタシャフト八33丫をセレクタ 

レバーを操作しながら，押し下げ，針金等でセレク 
タレバーを固定する。

216

(8) トランスミッションカバー〇卩のメーンケースと

の合せ面に液状ガスケット.スリーボンド#1215を塗 

布する。

(9) リバースチェックカムをメーンケース内に入るよ 

うに押し上げながら，トランスミッションカノく一を 

取付ける。

(ボルト4本のうち2本は，ブラケットと共締め）

⑽シフタシャフトにシフトレバーを組み，新品のス 

プリングピンを打ち込む0

(11)針金等，セレクタレバーを固定しているものを外 

し，セレクタシャフトボルトを締付ける。

スプリングリテーナが、 
メーンケースに当たる 
までインタロックふシフタ 
シャフト八55ヅが押し下 
げられている状態に固定 
する。

「セ.127



丁…60型（セレクテイブ4西〇用）——トランスミッション本体

一一組立て.調整---------------------------------------------

くサイドケース〉

(1)ドライブピニオンセンタベアリングのスナップ 

リング組付け。

① ドライブピニオンベアリングに5丁.スナップリ 

ングガイドをのせ，スナップリング（アウタ56)を 

ガイドのテーパ部に組付ける。

② 3丁，スナップリングプレスを使って，ドライブ 

ピニオンシャフトを手で持ち上げながら，スナッ

^ プリングをべアリング溝に組付ける。

499755501スナップリングガイド 

499755502 スナップリングプレス

1

「18.128 53-574

⑵ 5速ドライブギヤをメーンシャフトに取付け，コ

ッタを打ち込みリテーナを組み付ける。

(3) リバースアイドラギヤをシャフトとともに取付 

ける。

112,5 土 0.21^-111

(4) 5速ドリブンギヤにシフタフォークを組み付け 

て，取付ける。

(5) 5速シフタフォークにストレートピンを打ち込む。 

⑹只しドリブンギヤにシフタフォークを組み付けて，

取付ける。

(7) 兄乙シフタフォークにストレートピンを打ち込む。

(8) 迟しドリブンギヤにブッシュを組み込み，リテーナ 

を取付ける。 「13.129
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丁西60型（セレクテイブ4西0用）------ トランスミッション本体

組立て，調整

(9)ドライブピニオンのスラストすき間の調整。

①圮乙ドリブンギヤ上に調整ワッシャを組み付け， 

31^ベアリングハイトゲージをのせ，押さえなが 

らデイブスゲージでサイドケース合せ面の高さ2

ケ所を測定し，その平均の高さをヒ2とする 〇

( 31 ) 499575500ベアリングハイトゲージ

^6.130
5 3 -572

②サイドケース0？のボールべアリング(#6304の 

内輪部の深さを3トベアリングハイトゲージとデ 

ィプスゲージを使用し，測定し，その深さを、とす 

る。

499575500ベアリングハイトゲージ

厂セ.131 5 3-573

③次式によって計算の上，〇〜0.2111111のすき間にな 

るよう下表の調整ワッシャを選択する。

0ニヒ1ーヒ2

ワッシャ(20X38X1) 1
803020100 2.95
803020101 2.75
803020102 3.15
803020103 3.35
803020104 3,55
803020105 3.75
803020106 3.95

…ニベアリング内輪までの深さ 
112=ワッシャまでの高さ 
0=スラストスキ間(0—0.2〉

⑽メーンシャフトのスラストすき間の調整

① メーンシャフトの五乙ギヤの上に調整ワッシャ 

を組み付け，31^ベアリングハイトゲージをの 

せ，押さえながらディプスゲージでサイドケース 

合せ面の高さ2ケ所を測定し，その平均の高さを 

、とする。
ひ"〇 499575500ベアリングハイトゲージ

以132 5 3-575
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丁西60型（セレクテイブ4^0用）——トランスミッション本体

組立て，調整

②サイドケース0？のボールべアリング（15乂52父

15)内輪部の深さを8丁，ベアリングハイトゲージ 

とディプスケージを使用して測定し，その測定値 

を、とする。

499575500ベアリングハイトゲージ

尸12.133 5 3 —576

③次式によって計算の上，〇〜0.2111111のすき間にな 

るように下表の調整ワッシャを選択する。

0 = 111—!!2

ワッシャ(25.2X26X1) 1：

803015120 0.9

803015121 1.1

803015122 1.3

803015123 1.5

…ニベアリング内絵までの深さ 
112=ワッシャまでの高さ 
〇ニスラストスキ間（0—0.2)

(11)メーンケースとサイドケースの合せ面を脱脂の上,

液状ガスケット，スリーボンド#1215を塗布する。

⑽メーンシャフト，ドライブピニオン，リバースア

イドラシャフトと各軸受，穴部に合せて，サイドケ 

ース〇？を組付ける。

⑽ 8111111ボルト（8父40 — 6本，8 乂55— 2本）8本で 

ケース〇卩を締付ける。

镰

ボルト1本にトランスミッションフックを共締め 

する。

ド12.134 5 3-577

⑽サイドケース及びサイドカバー合せ面を脱脂の上，

液状ガスケット-スリーボンド#1215を塗布する 

⑽ボルト4本でサイドカバー八％丫を組付ける。

0

X 1.0土(），075^-111

注意

スピードメータギヤはナイロン製なので，組付け時 

に変形させないこと。
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丁脊60型（セレクテイブ4西〇用）--------トランスミッション本体

——組立て.調整--------------------------------------------

⑽ギヤチェンジの確認

セレクタレバー，シフタレバーを作動させ，各ギヤ 

の入り具合を確認する。

「12.135 5 3-519

⑽レリーズレバー，レリーズべアリング等を取付け

(18)オイルの注入（車体搭載にて）

① メーンケース側にある注油プラグを開け，ネジ 

穴よりあふれる程度まで給油する。

② 運転後油量を確認する。

アルミガスケットは新品と交換する。

11 3.5±0,4^-111

(2)シフタフォーク&シフタロッド

分解.組立て

く分解〉
3丁，ストレートピンリムーバでシフタロッドよりス 

プリングピンを打ち抜いて，アーム，フォーク類を

取外す。
ひ丁] 398791600ストレートピンリムーバ2

「1氐136

く組立て〉 5 3 -579

(1)スプリングピン（5父22)で，3 ― 4速，5速ーリ

バースのシフタロッドにフォーク，アームを取り付 

ける。

馨 スプリングピンは新品を使用する。

スプリングピン（5 乂22)の割れ目をレールの軸方向

に向ける 〇

(2)兄しシフタアームをスプリングピンで迟乙一1，2 

速シフタロッドに固定し，1 一2速シフタフォーク 

にスプリングとボール（5.56)を入れ，ボールをドラ 

イバ等で押えながら，五乙一1，2速シフタロッドに

挿入する 〇

〇〇

「は-137 53 -580
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丁西60型（セレクテイブ4西0用） トランスミツシヨン本体

(3)デフアレンシャル八55丫（デフロック装羞車)

分解

⑴万力等で固定し，ボルト8本を外して，ファイナ 

ルギヤとデファレンシャルケースを分離する。

5 3-581

(2)デファレンシャルケースよりストレートピンを抜 

き，ピニオンシャフトを外して，デファレンシャル 

ピニオン，デファレンシャルサイドギヤおよび調整

ワッシャを取外す。（30車はジョイントも取り外 

す〇)

「！2.139 5 3-582

(3)デフアレンシャルケース内より，サイドギヤとア 

クスルドライブを分離する。

^8-140 5 3-583

点検

⑴ファイナルギヤの歯面に損傷，過度の摩耗がある

場合は交換する 〇

(2) デワァレンシャルピニオン，デファレンシャル

サイドギヤ，調整ワッシャ（27.1X42X7)，調整ワッ 

シャ（31.1X42X7)，ピニオンシャフトの損傷，摩

耗，焼付等のある場合は交換する。

(3) デファレンシャルケースの亀裂，変形，その他不 

具合のある場合は交換する。

組立て

(1) 3丁，ベアリングインストーラでファイナルギヤ 

に，3丁，ベアリングインストーラでデファレンシャ 

ルケースにそれぞれボールべアリングを組付ける。

ベアリングインストーラ 899580100 

ベアリングインストーラ 499277200

ケース側のベアリングは，シールをスプライン方向

に組付ける 〇

ベアリングシール デフアレン 
シヤルケース

5 3 -584「；艮141

(2) デファレンシャルケースにデファレンシャルピニ 

オン，デファレンシャルサイドギヤ，調整ワッシャ 

(31.1X42X7)，ストレートピン（4 乂35)を組付け 

る。（30車はジョイントを組付ける。）

(3) ファイナルギヤ側にデファレンシャルサイドギ

ヤ，調整ワッシャ（27.1X42X1^を組付ける。

ワッシヤ ギヤ（ファイナル)

「1氐142
ギヤ（ファイナル)

5 3 —585
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丁西60型（セレクテイブ4西：)用）——トランスミッション本体

——組立て-------------------------------------------------------

(4)デファレンシャルケースとファイナルギヤを組 

付ける。

1：1一6,3 土 0.5^-111

デフアレンシャル八55丫

「屯.143 5 3 -586

(5)デフアレンシャルピニオンのバックラッシュを

測定する。

再調整が必要な場合，バックラッシュが0,05-0.15 

111111になるように調整ワッシャを下表より選択し，再 

び組直しを行う。

ワッンャ (27.1X42X1：)

部品番号 基準厚さ（冚瓜）

803027041 1.000
803027043 1.050
803027043 1.100

ワッシャ（30.0X42X1)

部品番号 基準厚さ（匪）

803031031 1.000
803031032 1.050
803031033 1.100

(4)デフアレンシャル 
(デフロック装着車）

-------分解，点検-------

サイドカバ

く分解〉
(1) デフロックスリーブとピースをデフロックフォー

クより取外す。

(2) デフロック検出スイッチを取外す。

(3) プラグを取外す。

(4) デフロックフォークよりストレートピン（5 乂22) 

を31^ ストレートピンリムーノ く 2を使用して抜き

取る

ストレートピンリム ーノく 2 398791600

ド12.144 5 3 -587

(5)デフロックフォークとシャフトをデフアレンシャ 

ルサイドカバーより外す。

备'、、

一つフオークヽ

デフロック 
検出スイッチ

\及^、、チェッキングボール

チェッキングボール 
スプリング 

アルミニウ厶
ガスケッI

チェッキングボール
プラグ

スリーブ

デフアレンシャル 
サイドカバー

^8-145 

く点検〉

オイルシール

3 3-588
切換レバー

デフロックスリーブ，デフロックハブの損傷，摩耗， 

不具合等がある場合は交換する。
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丁…80型（セレクテイブ4西〇用）-------デファレンシャル八53 丫

—組立て.調整--------------------------------------------

く組立て〉

(1) デフアレンシ'ャルサイドカバーにレノく一ゐシャフ 

卜と，デフロックフォークを組付ける。

麻^^^

レバー公シャフト組付けの際，0リング部にギヤオ 

イルを塗布すること。

(2) デフロックフォークとレバー公シャフトの多5を 

合せてストレートピン（5 乂25)を打ち込む。

(3) プラグおよびデフロック検出スイッチ，スプリン 

グ，ボール46.35)を組付ける。

アルミガスケットは新品を使用すること。

デフロック検出スイッチ……1111.8 土 0.21^-111

プラグ.........................图2.0土().21^-111

(4) デフロックスリーブとピースをデフロックフォー 

クに組付ける。

グの取付け............トランスミッション本体.分解〈デ

ファレンシャルサイドカバー〉の頁を参照のこと。

デフロックターンバックル調整

① デフロック切換レバーを〇卩卩の状態にセット

する。

② デフロック用のアクチュエータのターンバック 

ルの寸法を調整する。

(ァ'、フロック切換レバーの〇ドド位置に夕ーンバ 

ックル先端の穴を合わせる。）

注意
參クレビスピンとスナップピンを組み，アクチュエー 

夕とデフロック切換レバーを組付ける際，ターンバ 

ックルを1/2回転（反時計廻り）し，規定のトルクで締 

付ける。

711.0 土 0.071

デフロックシフト確認

①アクチュエータをマイティバック等で作動させ， 

デフロックの（0N<--^〇ドド)切換がスムースに行

なわれるか点検する。

調整が必要な場合はターンバックルで行う。

②デフロック検出スイッチの導通を点検する

5 3431

223



丁西60型（セレクティブ4ッ〇用） デフアレンシャルム58丫

(5)ドライブピニオン八55丫

分解

部品名称中の番号は次頁を参照のこと 〇

⑴メーンシャフトリムーパとベアリング 

リプレーサを使用して，スラストプレート②とブッ 

シュ①を一緒にドライブピニオン八33丫から抜取る。 
(12^ 899864100 メー ンシャフトリムーバ

899858600ベアリングリプレーサ

「12-148 5 3 -592

⑵3トスナップリングエキスハ。ンダを使用して，ス 

ップリング(アウタ22)③を取る。

899474100スナップリングエキスパンダ

ド18.143 5 3 -593

⑶8丁，ベアリングリプレーザと3丁，メーンシャフ 

トリムーバを使用して，ドライブピニオン八337か 

らセンタべアリング④を抜取る。

899864100ベアリングリプレーサ 

899858600ベアリングリプレーサ

ド12.150 5 3 -594

⑷ワッシャ⑤，4也ドリブンギヤ⑥，シンクロナイザ 

リング⑦，3速-4速ハブ八”丫⑧，シンクロナイザ 

リング⑦，を抜き，スラストスペーサキーを外す。

注意

えておく

スラストスペーサキーの取付位置をおぼ

「咗151 53-596
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丁西60型（セレクテイブ4评〇用）------ デファレンシャル六55 丫

分解

(5) N0.2ギヤスラストスペーサ⑩，3速ドリブンギヤ 

⑪，ギヤスラストスペーサ⑫，2速ドリブンギヤ 

⑬，ギヤスラストスペーサ⑭，N0.2ギヤスラスト 

スペーサキー⑮，シンクロナイザリング⑮，1速一 

2速ハブ八337⑫，シンクロナイザリング⑮，ギヤ 

スラストスペーサ⑭，1速ドリブンギヤ⑬の順に抜 

き取る。

參ワッシャ⑬は必要のない限り外さない。

外した場合は必ず新品と交換する。

參ギヤスラストスペーザは，1歯回転させて外す。

ギヤスラスト 
スぺーサ

呵152 5 3 -643

ニードルべアリングの 
転動面に傷をつけない
よう注意する。

闩も153 5 3 -746
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丁西60型（セレクテイブ4西〇用）-------デフアレンシャル六55 丫

組立て

(1)ワッシャ（32X42X 4 )を分解した場合は，ドライ

ブピニオンに新品のワッシャを压入しておく 〇

注意 再使用はしないこと 〇

⑵1速ドリブンギヤとシンクロナイザリング，ギヤ

スラストスペーサを組み付ける。

注意
ギヤスラストスペーサは， 回転させる。

闩2.154 5 3 -644

⑶1― 2速のハブ八33 丫（シンクロナイザスリーブ， 

ンサート，ハブ，スプリング）を組付ける。

注意

シンクロナイザハブスプリングロ元は片側スプリ 

ングロ元にタオし，120°ずらしてセットし，インサー

卜の脱落がないことを確認する 0

シンクロナイザハブの角形スプライン歯欠部がド 

ライプピニオンの油穴以外の所にくるように組み付 

ける。また，この歯欠部はスペーサ固定のキー（ギヤ 

スラストスペーサ）組付位置となるので歯欠部位置 

は覚えておくこと。

("N0.2スラストスぺーサキーを取付け，スラスト 

スペーサを組付ける。

，スラストスペーサキーが油穴をふさがないよう取 

付ける。

闩る155 5 3 -595

(5) N0.2ギヤスラストスペーサ，シンクロナイザ

リング，2速ドリブンギヤ，N0.2ギヤスラストス 

ペーサ3，3速ドリブンギヤの順で組付ける。

ギヤスラストスペーサは一歯回転させる。
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丁西60型（セレクティブ4西13用） デフアレンシャル六33丫

組立て

(6)ギヤスラストスペーサ，ギヤスラストスペー 

サキーを組付ける。

-

-スペーサは切欠溝（巾6.6画!深さ1.5111111)側端面を4速 

ギヤ側に向け1歯回転させ，スプライン歯欠部に合 

せ，切欠溝部にキーを組付ける。

馨スラストスペーサキーが油穴をふさがないように

取付ける 0

闩も156 5 3 -596

⑺シンクロナイザリング，ハブ八33丫，シンクロナイ

ザリング，4速ドリブンギヤ，ワッシャを組付ける。

注意

ワッシャは油溝側端面を4速ギヤ側に組付ける。

⑻ボールべアリング(#63/221^)をミ丁.スナップリン 

グプレスと8丁，ベアリングインストーラにより圧

入する 〇

023 899754110 スナップリングプレス

899580100ベアリングインストーラ

ボールべアリングは刻印側をスプライン方向に組付 

ける。

⑼スナップリング（アウタ22)をスナップリング溝に 

入れ，ボールベアリングのインナレース端面とのす 

き間が0〜0,05111111になるようにシックネスゲージで 

測定した上，下表より選択し，3トスナップリング 

プレスと，ベアリングインストーラで組付ける。

攀スナツ

899754112 スナップリングプレス 

899580100ベアリングインストーラ

プリングは必ず新品を使用し，溝に確実に入

つていることを確認する。

參ドライブピニオンのニードルベアリング転動面に傷 

をつけないよう注意する。

スナップリング（アウタ22)

部品番号 ^準厚さ（匪） 部品番号 ^準厚さ（腿）

805022010 2.45 805022016 2.63

805022012 2.51 805022018 2.66

805022014 2.57 805022031 2.39
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丁西60型（セレクテイブ4育〇用）------- デファレンシャル六33丫

組立て

「12.158 5 3-599

⑽31スナップリングプレスを使って，スラストプ 

レートとブッシュをドライブ、ピニオンに組付 

ける。

899754112 スナップリングプレス

「12.159 5 3-600

—分解.点検-------------------------------------------------

く分解〉

⑴31^ベべルギヤスタンドを使用して，ベアリング 

ケース（ベべルギヤ八33ア）からロックナットを外す。 
〇 ~0 498405400 ベべルギヤスタンド

カシメを取ってから外す。

「12.160 5 3-801

(2) ロックワッシャを取る。

⑶3丁，メーンシャフトリムーバと3トリムーバを使 

用して，ベアリングケースからべベルドリブンギヤ 

を外す。
0 ~0 89986410〇メー ンシャフトリム^—バ

899714110リムーバ

禮

ベべルドライブギヤ内のキーに注意して外す。
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丁西60型（セレクテイブ4西〇用）------ デフアレンシャル八％丫

分解，点検

(4)フロントべアリングコーンを取外す 0

(5) 5丁，ベべルギヤリプレーサと81^ メーンシャフ

トリムーバを使ってベべルドリブンギヤからリヤべ 

アリングコーンを外す。

498515400 ベアリングリプレーサ

899864100 メーンシャフトリムーバ

汗18.162

⑹31^オイルシールアウタレースプーラ八35丫を 

使用して，ベアリングケースからベアリングレース 

を抜取る。
「5て） 398527700

オイルシールアウタレースフ。ーラ八35丫

アウタレースプーラ八55丫.

ベアリングケース

「1も163 53 -604

く点検〉

(1)ベべルギヤの点検

損傷，焼付，異常摩耗のある場合は交換する。 

ドライブギヤとドリブンギヤはセットで交換する0

⑵ベアリングの点検

焼付，摩耗，異音，回転がスムースでないなどの場 

合は，交換する。なお，異音と回転の点検はギヤオ 

イルを注油の上，回転させて行う。

ベべルギヤ予圧調整， 

調整，歯当り点検は，

ハイト調整，ハへソクラッシュ 

組立ての項参照のこと。
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丁西60型（セレクテイブ4 '〇用）------- デフアレンシャル八55 丫

(6)トランスファシャフト八55丫

|——^解.点検------------------------------------------------

ぐ分解ン
(1) 3丁，ベべルギヤホルダと5 丁.ソケットレンチ

|八82丫を使って，ロックナットを外す。

(^13 499885400 ベべルギヤホルダ

499985500 ソケットレンチ八33丫

カシメを取ってから外す。

(2) ロックワッシャを取外す。

⑶3トリムーバと3トメーンシャフトリムーパ、を使 

つて，ベべルドライブギヤとボールベアリングを外

す。
(11； 899714110リムーバ

899864100 メーンシャフトリムーバ

⑷5丁，スナップリングエキスパンダを使用してス 

ナップリングを外す。

899474100スナップリングエキスパンダ

5 3 -607

(5)ワッシャとトランスファギヤを抜取る。

⑹3丁，リムーバと5丁，メー ンシャフトリムーバを使 

用して，ブッシュ，シンクロナイザハブを取る。

899714110リムーバ

899864100 メーンシャフトリムーバ

フリーアクスル装着車のトランスファシ 

ンクロナイザハブには，シンクロナイザリング， 

スプリング，シフテイングインサート及びリテー十 

が組み込まれている。
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丁西80型（セレクテイブ4西〇用）——デフアレンシャル八33 丫

一一分解.点検------------------------------------------------

(7)トランスファシャフトからキーを外す。

ぐ点検〉

分解した部品は，よく洗浄し点検する。

⑴ギヤの点検

① 歯面に破損，損傷または異常摩耗が認められる 

場合，交換すること。

② シンクロナイザリングの接触するコーン部が 

焼付，損傷している場合は交換すること。

③ 軸受内面または，端面に異常摩耗または損傷の 

認められる場合は交換すること。

(2)シンクロナイザリングの点検

① リング内面および歯面が損傷または異常摩耗し 

ている場合は交換すること。

② リングをコーン部に押しつけた時のリングとコ 

ーン部とか'互いに向かいあう面のクリアランスを 

測定する。

リングとコーン部のクリアランスの基準値 1.2111111

リングとコーン部のクリアランスの限度 0.5111111

闩2.168 53 - 509

⑶シフティングインサートの点検 

過度の摩耗，その他不具合の認められる場合は交換 

する。

組立て，調整

(1) トランスファシャフトにキーを組付ける。

(2) (フリーアクスル装着車のみ）トランスファシン 

クロナイザハブのボールべアリング側シンクロナ 

イザスプリングをハブに組み，シフティングイン 

サートリテーナを組付ける。

(3) トランスファシンクロナイザハブをトランスフ 

ァシャフトに入れ，3トスナップリングプレスで 

ブッシュを圧入する。

899754102 スナップリングプレス

注意

ブッシュの压入方向に注意する。

ッシュにギヤオイルを塗布しておく 〇

只

ブ側

5 3-610
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丁西60型（セレクテイブ4西〇用）------- デフアレンシャル八33 丫

組立て，調整

(2) トランスファギヤとワッシャを入れる。

，トランスファギヤのブッシュにギヤオイルを塗布し 

てぉぐ。,

，フリーアクスル装着車のトランスファシャフト 

八33丫の組立時に同作業を行なわない。トランスミ 

ッシヨン本体.組立て.調整くトランスファ，エク 

ステーシヨン〉を参照のこと。

(3) スナップリングとワッシャとの間のすき間が0 

〜0.05111111になるように選択し5下，スナップリングプ 

レス八33丫で圧入する。
(113 899754100 スナップリングプレス

八33 丫
フリーアクスル装着車はトランスファシ 

ャフト八38丫の組立時に同作業を行なわない。トラ 

ンスミッシヨン本体.組立て.調整〈トランスファ. 

ェクステンシヨン〉を参照のこと。

「‘170 5 3-611

スナップりングプレス

「12-171 5 3-612

スナップリングアウタ（20)

部品番号 厚さ細）

805020022 2.51

805020024 2.57

805020026 2,63

805020028 2.69

(4)トランスファシャフトにキーを打ち込み，3丁，ベ 

アリングインストーラを使用してベべルドライブ 

ギヤを圧入する。
(5^1) 899580100ベアリングインストーラ

ベアリング 
インストーラ

12.172 5 3-613

(5) 3丁，ベアリングインストーラを使用して，ボール

ベアリング(25X70X30)を圧入する。
「5の 899580100ベアリングインストーラ

ベアリング 
インストーラ

「吸173 5 3-614
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丁： 60型（セレクテイブ4西〇用）------- デファレンシャル六53丫

組立て|調整

⑹ ロックワッシャを入れ，5丁.ベべルギヤホルダと 

31^ソケットレンチ八33丫を使用して，ロックナッ 

卜を締付ける。

ひ1~) 499885400ベべルギヤホルダ

499985500 ソケットレンチ八35丫

ロックナットは新品を使用する 〇

ロックナットは締付後1ケ所カシメる。

T 8,0±0#6は -111

ソケットレンチ六35 丫

円が74

ベべルギヤホルダ

5 3-615

(7)ベアリングケース八55丫

組立て，調整

⑴予圧調整〔スペーサ十ヮッシャ（22.1X28X1)の選択〕 

①^丁.ドライブピニオンアウタレースドリフト 

ハンドル，8丁，ベアリングアウタレースドリフ 

卜と3丁，デフキャリヤスタンドを使用して，ベア 

リングケースにフロント，リヤのべアリングレー

スを压入する。

ド12.175 5 3-616

②3卜べベルギヤダミーシャフトにリヤべアリ 

ングコーン，スペーサ，ワッシャ（22.1X28X1)を 

入れて，ベアリングケースに挿入し，フロントべ 

アリングコーン，ロックワッシャを入れた後，口 

ックナットを仮締めする。

注意

スペーサとワッシャ（22,1X 28 X〇は，分解時組み付 

けてあったものを使用する。

ベアリングには，ギヤオイルを塗布する。

ロックナットは新品を使用する。

ベアリングコーン

ベアリングコーン

闩2.176 5 3 -392
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丁西60型（セレクテイブ4西〇用）-------デフアレンシャル八53 丫

組立て^調整

③31^ソケットレンチを使用して，ロックナッ 

を締め付ける。
(1^ 499985500ソケットレンチ

丁 8.8 土 0.61^ -111

^締め付けは，1回で行なわない。④項を確認しなが 

ら2〜3回にわけて締め付ける。

^予圧が大きくなりすぎないよう注意し，ダミーシャ 

フトが手で回らなくなるような締め付けは行なわな 

い。（この場合は，中止して④項へ進む。）

ド18.177 3-618

④ベアリングケースのボルト穴にバネ秤をかけ，

動き始めた時の荷重を読む 〇

荷 重 0.95〜2.01^5

起動トルク 4.0〜8.51^-。瓜

注意

する

ベアリングケースを数回まわしてから測定

「！氐178 -619

⑤規定の荷重に入らない場合，スペーサ，ワッシ 

ャ（22,1X28X1)を選択交換し，②〜④の作業を繰 

返す。

スペーサ十ワッシャ（22.IX28父セ）の長さは0.025111111 

とびに調整可能である。

長くすれば予圧は小さくなる。短かくすれば予圧は 

大きくなる。

スペーサ ワッシャ（22.1X28X1)

部品番号 長さ（薩） 識別 部品番号 厚さ（腿） 部品番号 厚さ〇〇瓜〉

435205401 48.8 1 803022041 0.925 803022045 1.025

435205402 49.0 2 803022042 0.950 803022046 1.050

435205403 49.2 3 803022043 0.975 803022047 1.075

435205404 49.4 4 803022044 1.000 803022048 1.100
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丁西60型（セレクテイブ4西〇用）------ デファレンシャル八55 丫

組立て，調整

⑵ベべルギヤハイト調整〔シム（ベべルギヤハイト）

の厚さ選定〕

①トランスファニードルベアリングを組んだ卜 

ランスミッシヨンメインケースとクラッチハウジ

ングを合せボルト8本で仮締めする 〇

②クラッチハウジングのトランスファシャフト 

穴より5丁.ベべルギヤゲージを挿入し，ボルト4 

本で締めつける。
「5て） 498505601ベべルギヤゲージ

「12.179 5 3 -620

③ダミーシャフトを組付けた状態のベアリングケ 

ースをクラッチハウジングにボルト4本で締付け 

る。

丁 3.0 土 0.31

④ゲージとダミーシャフト先端とのすき間 

をシックネスゲージで測定する。求めるシム厚二 

1咖ーシックネスゲージの測定値。

部品番号 厚さ（丽) 部品番号 厚さ（匪）

435215401 0.150 435215405 0.250

435215402 0.175 435215406 0.275

435215403 0.200 435215407 0.300

435215404 0.225 435215408 0.500

⑶ダミーシャフトをべベルドリブンギヤに組み換え 

る。

①3丁，ベべルギヤベアリングインストーラと 

ゞ丁.メーンシャフトリムーバを使用して，ベべル 

ドリブンギヤにリヤべアリングコーンを挿入する。

0.0 498175400 ベべルギヤ

ベアリングインストーラ 

899864100 メーンシャフトリ厶ーバ

②ベべルドリブンギヤにコラプシブルスペーサを 
入れ、ベアリングケースに挿入する。

ベアリングにギヤオイルを塗布しておく 0

闩を180
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丁西60型（セレクテイブ4^0用）------- デファレンシャル八33 丫

一組立て.調整--------------------------------------------

③81：，ベべルギヤベアリングインストーラと 

3丁，メーンシャフトリムーバを使用して，フロン 

トベアリングコーンを挿入，または圧入する。 
ひ丁つ 498175400ベべルギヤベアリングイン

ストーラ

899864100 メーンシャフトリムーバ

ベアリングにギヤオイルを塗布しておく

メーンシャフト

④ ロックワッシャを入れベべルギヤスタンド 

と31^トルクレンチ及びリングへッド（35)を使用 

して，ロックナットを締め付ける。

ひ〇 498405400 ベべルギヤスタンド

90001^トルクレンチ

丁し予圧測定時のトルク（最大で0.8土0.61^-111)

⑤ベアリングケースのボルト穴にバネ秤をかけ， 

起動トルクを確認する。

荷 重 0.95〜2.01^

起動トルク 4.0〜8.5は-。瓜

闩；184

⑥ ロックナットを2ケ所，カシメる

5 3 -625

「1^.183 5 3 -624
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丁西60型（セレクテイブ4西〇用）-------デファレンシャル八35 丫

(8)スピードメータギヤ

分解^組立て

く分解〉

(1)サイドカバー内側からアウタスナップリングを取 

り，ワッシャ（12X20X1，6)スピードメータドリブ 

ンギヤを外す。

⑵スピードメー タケーブル取付側から，オイルシー 

ル，スピードメータシャフト0？を引き抜く。シャフ 

卜にはワッシャ（12.5X15,5父1)，スナップリング 

(アウタ12)が組付けられている。

注意

スピードメータシャフト0？よりスナップリング 

(アウタ12)を外す時はシャフトに傷をつけ易いので

オイルシール側に抜かないこと 〇

オイルシール
スピードメータシャフト〇卩 

スナップリング（アウタ）
ワッシャ 

サイドカバー

ヮツンヤ
スピードメータ

ドリブンギヤ

スナップリング（アウタ）

ドセ.185 53 -627

く組立て〉

(1)スピードメータシャフトにスナップリング（アウ 

夕12)をスピードメータドリブンギヤ側より組み付 

ける。

注意

スナップリングは新品を使用する。

オイルシール摺動部側からは絶対に組み付けないこ

と 〇

オイルシール摺動部

組付方向

「12.186 5 3 -536

⑵スピードメータシャフト0？のスナップリング下 

側にワッシャ（12.5X15,5乂1)を入れ，サイドカバ 

一に挿入する。

(3)ワッシャ（12X20X16)，スピードメータドリ 

ンギヤを，スピードメータシャフト0？に挿入し，ス

ナップ5リングで止める 〇

スナップリングは31：，スナップリングエキスパンダ

で組み付ける。

スナップリング 
エキスパンダ

スナップリング

「12.187 5 3 -628

(4) 51^スピードメータオイルシールプレスでオイ

ルシール（12X17,5乂 8 )を乐入する。

499827000 スピードメータ

オイルシールプレス

オイルシールは新品を使用すること。

リップ部にグリース（ュニループ# 2相当）を塗布す 

る。

スナップ 
リング

ワッシャ 
(12.5〆 15,5父 I )

一/

ド

^1 1く叫,\

1 ひ

スピードメータ 
オイルシール 

プレス

プレスは突当るまで 

オイルシール
(12〆 175乂 8)

「セ.188 5 3 -538
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丁丫 60型（フルタイム4脊〇用）——準備品

〔8〕丁丫60型（フルタイム4西0用） 準備品

499295600 トランスミッションスタンド トランスミッション分解.組立時のスタンド

499935400 トランスミッションスタンド トランスミッション分解.組立時のスタンド

899474100 スナップリングエキスパンダ ビスカスカッフ。リングのスナップリング脱着

498415500 オイルシールドリフト エクステンションオイルシールの取付け
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国構成部品

ランスファ

① スリーブ(強制2界0切換クラッチ)

② スナップリング

T

ツンヤ③ワ

④ トランスファドリブンギヤ

⑤ ブッシ

⑥ ハブ

⑦ トランスファシャフト

⑧ ウッドラフキー

⑨ アンギュラベアリング

⑩ ロックワッシャ 

⑪ロックナット 

⑫〇リング 

⑬ガスケット 

⑭トランスファシフタフォーク 

⑮トランスファシフタロッド 

⑯トランスファサイドカバ 

⑫スフ45リングピン 

⑬トランスファカノべ、一〇?

⑲ガスケット

⑳ガスケッ

㉑チヱッキングボールスフ。リング 

㉒強制2界0スイッチ 

㉓チェッキングボール 

㉔トランスファベべルギヤ 

㉕オイルシール

X^ 8 ±0.6^-111

ド12.189



丁丫 60型（フルタイム4 '〇用)

インタミデイエイトケース.エクステンション

① インタミデイエイトケース

② ドライブベべルギヤ

③ ボールベアリング

④ 調整シム

⑤ べアリングケース

⑥ ヮッシャ

⑦ コラシブルスペーサ

⑧ ボールべアリング

⑨ ロックヮッシャ

⑩ ロックナット

⑪ビスカスカッフング 

⑫べアリングリテーナ

1 ム〇±0.21^-111

⑬ボールベアリング 

⑭スナップリング 

⑮エクステンションケース 

⑯オイルシール 

⑫アルミニウムガスケット

⑬サービスホール

「18バ90

240



丁丫 60型（フルタイム4西0用)

圓整備要領（1)トランスミッション本体
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丁丫 60型（フルタイム4^0用)

組立て

くトランスファ〉

取付けと逆の手順で行う。

ベべルギヤバックラッシュ調整シムの選定.ベべルギヤ歯当り点検

……丁界60くトランスファ.エクステンション〉を参照。

くインタミデイエイトケース〉

⑴インタミディエイトケースとクラッチハウジングとの合せ面を脱脂の上， 

液状ガスケット-スリーボンド#1215を塗布する。

(2)インタミディエイトケースをボルト2本で組付ける。

ンタミデイエイトケースとベアリングケースとの 

嵌合部にギヤオイルを充分に塗布しておくこと。

1—2,5±0，^^~〇1

5 3-634
「1落133

ェクステンシヨン取付け……丁ガ60〈トランスファ.ェクステンシヨン〉を参照。

デフアレン シャル取付け.......丁界60くデファレンシャル〉を参照0
メーンケース取付け 

サイドケース取付け

〈メー ンヶース〉を参照。 

丁界60〈サイドケース〉を参照。
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丁丫60型（フルタイム4^0用）——エクステンション

(2)エクステンション

——分解-----------------------

くビスカスカツプリング〉

⑴エクステンションケースのサービスホールのプ 

ラグを外す。

⑵サービスホールから3了，スナップリングエキス 

ハ。ンダを使って，スナップリングを外す。

899471410 スナップリングエキスハ。ンダ

「1*2.195 5 3 -636

(3)ビスカスカップリングをエクステンションから

取出す。

⑷リテーナのボルト3本を外す。

⑸ベアリングを取出す。

くオイルシール〉

エクステンションエンド部よりオイルシールを取

り外す。

オイルシール

「！2.138 5 3 -637
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丁丫 60型（フルタイム4西〇用）------ェクステンション

組立て

オイルシールドリフトを使って，エクステンション 

〇卩にオイルシールを压入する。
ひ"〇 498415500 オイルシールドリフト

くビスカスカップリング〉

(1)ベアリングをエクステンションに組付ける。

⑵ボルト3本でリテーナを取付ける。

(3)ビスカスカップリングをエクステンションに組 

付ける。

⑷エクステンションリヤ部（オイルシール取付部 

分）よりスナップリングをシャフトに入れる。

(5) サービスホールからスナップリングをシャフトの 

溝部に組付ける。

(6) サービスホールのプラグ取付ける。

「12.197 5 3-637

「16.198
5 3 -750

244



3—3 E^VT

〔1〕仕様国主要諸元

:
巨

車 種
2^/0 4\^0

型 式 ダンパ内蔵コイル回転式

電
磁
ク

定格トルク〆消費電流 （咕⑺/八） 11.6/3.34

消費電力 (^) 31

ラ
ツ
チ

電磁粉量 (8) 52

重 量 (4) 6.5

制御方法 マイクロコンピュータ制御

型 式 丁840蘭處 丁丁40洲處

前進|後退切換機構 シンクロメッシュ式ドラッグクラッチ

オイルポンプ
型 式 外歯式インボリュートギヤポンプ

駆動方式 エンジン直結駆動

卜

変速比（プーリ比）
前 進 2.503-+0.497

、身
後 退 2.503

ノ

ス プライマリ 前進 1.203

、 減速比

リダクシヨン 後進 1.178

ヅ セカンダリリダクション 1.615

シ フアイナル 5.384

3 方 式 ケーフルによるダイレクトシフト

ン

セレクト機構

位 置

？:出力軸固定，エンジン始動可能 

只：後退

X 変速機中立，エンジン始動可能

0 :前進，無段自動変速

〇5 :，前進，無段自動変速（スポーティレンジ，エンジンブレーキ）

スピードメータギヤ比 5.000

卜

ン 減速比
クラウンギヤ 0.271

ス
フ
ァ

ベべルギヤ 0.947

作

動

油

潤滑方式 オイルポンプによる強制圧送

指定オイル スバル純正だ〇VIフルード

油 量 ⑴ 2.7-3.0 3.9-4.2

冷却方式 オイルクーラ
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E^VT——車上点検

〔 2〕車上点検
ど〇ゾ丁フルードの点検.交換

く点検〉

鲁
注意

車を水平な場所に置く

，走行暖機後，セレクタレバーを全レンジに入れてか 

ら“レンジに入れ，エンジンを10分以上アイドリ

ングさせた状態のままで点検する 〇

⑴オイルべレゲージを抜き，清潔な布などでふいた 

後，もう一度さし込んでから抜く。

オイルレべルゲージ

闩氐1 5 3 -301

(2)オイルべレゲージのN1611〜し〇界の間であれば 

正常である。

し〇…㈠丨9卜

N01 ^

し〇… 吨卜

巧.

〇〇し〇じ

5 3-302

春
注意

フルードの温度が20〜40での時には00乙〇側で， 

60〜80での時には110了側で測定する。

フルード自体の粘度が新品に比べて異常に高くなっ 

ている場合には，フルードの交換をすること。 

たびたびフルードの補給が必要な時には，フルード

漏れを起こしているので，点検すること 〇

く交換〉

⑴ドレーンプラグを外して只〇ゾ丁フルードを抜く

ドレンプラグ

〇

闩8.

ドレンプラグ締付けトルク

5 3 -303

7 2.5土0.21^-111

⑵フルードを抜いた後，ドレーンプラグを締付け， 

オイルべレゲージの穴から尺〇又丁フルードを規定 

量抱け，入れる。

種類 スバル純不只〇ゾ丁フルード

油量
2界〇車: 2.7〜3.0名

4界〇車： 3,9〜4,2必

》王

，フルードが(：0乙0の状態と時に，N0丁側の幵1(^[レ 

ベルに合わせると，フルードの入れ過ぎになるので 

注意すること。
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E^V丁——車上点検

—セレクタレバー八3$丫-----------------------------------

次の項目について点検し，異常の有る場合は分解整 

備を行う。

(1)「1^」レンジから「炅」レンジへはプッシュボタン 

を押さなければセレクタレバーは動かない。

⑵ 「な」レンジから「？」レンジへはプッシュボタン

を押さなければセレクタレバーは動かない。

⑶ 「？」レンジから「尺」」レンジへはシフトロック解

除ボタンとプッシュボタンを押さなければ，セレ 
クタレバーは動かない。

⑷ 「0」レンジから「05」レンジへはプッシュボタン

押さなければセレクタレバー動かない。

「セ. 5 5 3-304

キーインタロック付シフトロックシステム

次の項目について点検し，異常の有る場合はトラブ

ルシューテイングを参照のこと 〇

(1)セレクタレバーを「？」レンジにしないとイグニ 

シヨン5界をし〇〇尺位置にできない。

ペダルを踏んだ状態でプッシュボタンを押さなけ 

れば，セレクタレバーは動かない。

⑶セレクタレバーが「？」又は「N1レンジに入つ

ていなければエンジンは始動できなレ 〇

⑵ 「？」レンジから「尺」レンジへはシフトロック解 ⑷セレクタレバーを「尺」レンジに入れると，ハへソ

除ボタンとプッシュボタンを押すか，イグニシヨ 

ン3界を〇又は3丁八尺了位置にした後，ブレーキ

クアップライトが点灯して警報の電子音が鳴る。

シフトロック イグニッシヨ、ノ^!

ユニット

アクセル5西 
アクセル開度5西

フレーキランプ5西

闩る6 53 -305
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E^\/T——車上点検

—オイル漏れ点検-----------------------------------------

く点検箇所〉
-各ヶース結合部

-エクステンシヨンケース（4^0)

-オイルパンドレン部

く点検方法〉

①リフトアップし，漏れているオイルが60乂丁フル 

ードかどうかチェックする。

'ぢ〇又丁フルードはワインレッドをしており1 
Iエンジンオイル，ギヤオイルと識別できる。-

② 点検箇所をトリクレン等の非燃性の有機溶剤を使 
い，清掃する。

③ 丑〇乂丁フルード温度と液圧を上げるため，エンジ 

ンをかけ，セレクタレバーを0レンジに入れてエン 

ジン回転数を150011)111まで上げ，オイル漏れ箇所を 

発見する。

さらに，民〇3レンジも同様に点検する。

^6.7
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E^VT 車上点検

アクセルスイッチ汝アクセル開度スイッチの点検.調整

次の様な故障の症状が有る場合にその原因について 

点検する。

アクセルスイッチ アクセル開度スイッチ

アイドリ クラッチ クラッチ 低速域で
故 ングの時 が急激に が結合す 再加速時
障 にクリー つながる。 る時にシ にクラッ
モ プする。 又は低速 ョックが チが滑り

1
ド

でクラッ 
チがつな 
カヾらない。

ある。 ぎみにな 
る。

原

因

作動点か 作動点が 作動点が 作動点が
2 111111以下。
スイッチ 
とペダル 
に遊びが 
ない。

6 111111以卜。 14.0 01111 
以下。

18.6 111111 
以上。

(1) アクセルスイッチがぺダルのストロー ク4 土 2腿！ 

でになるか点検する。

この時エンジン回数はアイドリング状態であること。

(2) アクセル開度スイッチがぺダルのストロー ク16.6 

±2 111111でになるか点検する。

化8
53-313

⑶作動点がペダルストロークの基準範囲外にある時 

は，スイッチ八55丫のカム位置によって調整する。

注意

スイツチ作動時，スイッチのレバーがスイッチ本体 

と接触しないこと。

(4)カムとスイッチのローラとが，ローラの全幅で接 

触していることを確認する。

良 个口】 个口】

闩も9 33 - 314

アクセルスイッチの作動点が基準値内に有る時，ス 

ロットルバルブが必ず全閉状態になることを確認す 

る。
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日〇ソ丁——車上点検

------ セレクタケーブル------------------------------------

く点検〉
(1)セレクタレバーをXレンジにセットして，プッシ 

ュボタンを押さずに尺レンジ側に押した時のグリ 

ップ頂上の才ーバーストローク量を点検する。

基準値 1〜5 111111

オーバーストローク

厂12.10

(2)セレクタレバーを0レンジにセットして，プッシ

ユ ボタンを押さずに05レンジ側に押した時のグリ 

ップ頂上のオーバーストローク量を点検する。

注意

(1)，（2)，どちらか一方でも基準値から外れていり場

合には調整を行うこと 〇

〈調整〉

(1)セレクタケーブル取付けブラケットのロックナ 

ット及びアジャスティングを両方共，弛める。

(2) セレクタレバーをレンジ，もしくは0レンジに 

セットし直して，才ーバーハングの点検を行う。

(3) アジャスティングナットがブラケットの当る所 

まで締めて行き，ロックナットを締付ける。

丁」肇9〜3.51^-爪

く注記〉
オーバーハングが基準値に合わない時には，ロック 

ナット，及びアジャストナットを弛めてみること。
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E^V丁——車上点検

——セレクタケーブル----------------------- 一------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

くセレクタケーブル調整要領〉

(1) セレクタレバーをレンジ位置にしておく。

(2) トラップドアを開け，エアクリーナを取り外す。

…（エアクリーナ脱着については，整備解説書.上巻.：？117,卩118参照)

⑶トランスミツシヨンのシフタアーム先端切欠き部
泰 9 1 ^ ^ ” 春： 感

ドツバビン)ぐを立て，ケース側ボス穴に固定する。

(4) セレクタケーブルをトランスミッシヨンに取 

付けているブラケットのボルト2本を取り外 

す。

(5) セレクタケーブルブラケットの取付けボルト 

穴は，前後方向に長穴になっているので，卜 

ランスミツシヨン側クネジ穴がその長穴の範

囲内にある場合はその位置でブラケットをボ 

ルト2本で締め付け固定する。

丁11.5 土 0.4ね-111

なお，トランスミッシヨン側ネジ穴がブラケ 

ットの長穴より前後にずれている場合は，ヶ

ーブルのアジヤステイングナット及びロック

ナットをゆるめ，ネジ穴が長穴の範囲内に入 

るように調整し固定し直し，ブラケットもそ 

の位置で締め付け固定する。

XI 3.0〜3.5は-111…ロックナット

注意
參作業中にケーブルを強く押したり，引いたり 

しないこと。

參セレクタレバーが正しく尺レンジ位置にある 

ことをもう一度確認しておく。

(図八のぐ> 印部）に04のピン（または特殊工具49926 7300ス 

〔※シフタアーム先端に切欠きの無いものについては後述〕

一図—八

(6) 04ピン（または特殊工具ストッパピン）を抜いて，セレクタレバーが正しく動くことを確認する。

(7) エアクリーナを取り付け，トラップドアを閉める。
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^。ソ丁——車上点検

ど0\^丁コントロー ルケーブル

ぐ存検〉

(1) アクセルペダルによって，スロットバルブが全閉㈠全開になることを確認する。

く参考〉

調整不良の場合は，2 ― 3車上整備 ''スロットルケーブル〃を參照。

(2) スロットルバルブを全開状態にしておいて，60ゾ下コントロールケーブルを軽く引っ張った時の遊び量を

点検する。

く調整〉

基準値から外している場合には，アウタケーブルを取付けているブラケットのロックナット，アジャスティン 

グナットを弛めて調整する。

「セ.12 53-321
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[。ソ丁——車上点検

ーロードテスト------------------------------------------------------

“0”，および“〇3”レンジでの変速特性を点検し，電磁 

クラッチ，またベルト&:プーリの作動や滑り等につい 

て点検する。

〈変速特性図〉
6000-

0

ド 12.13 * 2 3 4

40 60

車速⑽/わ)

80 100

5 3 -307

ストールテスト

“0”レンジにおいて，ストール状態のエンジン回転数を測定することにより，迟〇丨丁内部のベルト公プーリ，お 

よび電磁クラッチ等の作用，またエンジン出力の良否を診断する方法である。

くテストの方法〉

く注意〉

テストは，エンジンオイル，クーラント，ぉ〇マ丁フルードについて点検し，充分に暖機運転を行った後に開始

する 〇

⑴コンビネーションメータにタコメータが付いていない車種については，エンジン回転計を運転席から見える 

所に設置する。

(2) 全輪に輪止めをして，さらにパーキングブレーキを掛ける。

(3) エンジンを始動し，セレクタレバーを“〇”レンジに入れる。

(4) 左足でフートブレーキを強く踏んだまま，アクセルペダルをゆっくりと全開まで踏込む。

⑸エンジンが一定回転で安定したら，その回転数（ストール回転数）を素早く（5秒以内に)読みとり，アクセル 

ペダルから足を離す。

(6)セレクタレバーを“，，レンジに入れ，アイドリング状態で1分以上エンジンを動かし続ける。

ストール回転数
(叩111) 2300〜2900

エ
ン
ジ
ン
回
転
数

卿
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------クラツチの点検---------------------------------------------------------------

⑴アイドリング状態で電磁クラッチから異音がしないか点検する。

E^VT——車上点検

注意

異音がする場合はクラッチべアリングを点検し，必要によっては交換すること。

⑵アクセルペダルを軽く踏んで，車両がスムーズに発進するか点検する。

⑶車速が20-/11以上の状態で急加速した場合，クラッチが直結になることを確認する。

⑷ “0”レンジでストール回転数が2900卬111以下であること。

201^/11でクラッチが滑り放しであったり，“〇” レンジのストール回転数が2900卬以上である場合には，電磁ク 

ラッチの交換が必要である。

ライン圧テス

ロードテスト，およびストールテストにおいて，それぞれ異常が有る場合はライン圧のチェックをする必要が 

ぁる。

く測定方法〉

⑴サイドケースの圧力取出プラグを取外す。

⑵圧力取出口にプレッシャゲージアダブタを取付け，オイルプレッシャゲージに結ぐ。
ひ〇 498575400 オイルプレッシャゲージ

498895400プレッシャゲージアダプタ

(3)エンジンを始動し，セレクタレバーを“0”レンジに入れ，アイドリング状態でのライン圧を測定する。

く油圧特性〉

ラ

ン
圧

(4/。爪2)

エンジン回転数（「や.⑺）（プライマリプーリ回転数)

^2.14 5 3 -310
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日〇ソ丁——車上点検

——ブラシホルダ---------------------------------------

く取外し〉

⑴車体をリフトアップさせる。

⑵ブラシホルダのハーネスコネクタを外す。

^2.1 5 5 3-311

⑶ブラシホルダカバーの取付けボルトを外して，ブ

ラシホルダを引出す。

「セ.16 5 3-312

注意

ケースよりブラシホルダを取出す際は，ブラシを折 

損させない様にする。

く点検〉

12ヶ月毎に，次の項目について点検し，異常の有る 

場合ほこれを交換する。

⑴ブラシの先端が摩耗限界マークに近づいていない 

か。

⑵各ボルトの弛みがないか。

⑶ブラシの摺動面に損傷がないか。
⑷ハーネスとターミナルブラケット，およびボル 

卜#ナットとの間が絶縁状態であること。

雛^^

-摩耗限界は次の点検時迄の摩耗も考慮に入れること 

-ブラシの摺動面に傷の有る場合は，スリップリング 

も点検すること。

-ブラシは不必要に指先で上下に動かさないこと。

く取付け〉

取付けは取外しの逆手順で行う。

締付け部 締付トルク(は-111)

ブラシホルダ取付ボルト 0.5土().05
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巳〇ソ丁——電磁クラッチ

〔3〕電磁クラッチ国準備品

区 分 工具番号 名 称 用 途

計 器 一般市販品 サーキットテスタ 導通テスト

油 月旨 
その他

)1 揮発油（シンナーまたはトリクレン） スリップリング外周部の洗條

I構成部品
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日〇ソ丁-------電磁クラッチ

一一脱着----------------------------------------------------------

く取外し〉

電磁クラッチの取外しは，エンジン，及びトランス 

ミッションを車体から降ろし，エンジンからトラン 

スミッションを分離した状態から始める。

(2 -4 ,エンジン脱着を参照）

⑴ブラシホルダを取出してから，トランスミッショ 

ンをエンジンブロックから取外す。

(〔2〕車上点検“ブラシホルダの点検”を参照）

「セ.19 5 3 -312

⑵フライホイールから電磁クラッチを取外す。

闩落20 5 3-316

，フライホイールとドライブプレートは分離しないこ 

と。

，スリップリング部に油脂類を付着させない様にする 

こと。もし油が付着した場合は，揮発油（シンナー又 

はトリクレン）でスリップリングを払拭う。

，スリップリング外周部に打こんをつけないようにす 

る。

-電磁クラッチの保管はスリップリングを上にする。

く取付け〉

取付けは取外しの逆手順で行う。

1 3.5土().31^-111
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巳〇ソ丁------- 電磁クラッチ

点検

1)スナップリングまわりのグリースの付着状態とベ 

アリングの円滑さを点検し，グリースが著しく流出 

していたり，ベアリングにゴツゴツ感がある場合に 

は，クラッチ八55丫を交換する。

闩2. 22 53-317

2)電磁クラッチの単体導通テスト

電磁クラッチのスリップリング間の導通をテスタ 

で点検し，約2〜40の抵抗値を示せば良好である。

導通がない場合，抵抗値が極端に小さい場合は交 

換する。

3)電磁クラッチの絶縁テスト

スリップリングと電磁クラッチ本体のブラケット 

部（アルミ材）間の導通をテスタで点検し，導通のあ 

る場合は交換する。

テスタ棒を強く押しあて，スリップリング外周部に

傷をつけない 〇

53-319

油気等を揮発油（シンナまたはトリクレンととで，よ 

く拭き，スリップリングの損傷性を点検する。

闩艮25 5 3 -320

-電磁クラッチ本体の保管時，運搬時は，スリップ面 

を上にして行うか，または横にし，反転，ローリン 

グは，避けること。

#電磁クラッチに衝撃を与えない。

，電磁クラッチ保管時，スリップリング油，グリース， 

水などが付着しないように，工具，作業台，作業員 

の手を清潔にして行う。

-電磁クラッチ単体でのスチーム洗浄はしない。
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E^VT------- セレクトシステム

〔4〕セレクトシステム国構成部品（1)セレクタレバー八55 丫
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£0ソ丁 セレクトシステム

(2)セレクタケーブル



£0V丁------- セレクトシステム

整備要領⑴セレクタレバー八55丫

⑴
力ードホルダー裏のメインヒューズボックスを取

外す。

ドは.28

(4) インヒビタスイッチ，イルミネーションライト， 

シフトロツクソレノイドのハーネスコネクタを外す。

(5) インジケータカバーを取外す。

5 3 -347 5 3-350

(2)コンソールボックスキャップを取外した後，コン

ソールボックスを取外す 〇

ドセ.29

(3)グリップを取外す0

5 3-348

「ぼ. 30 5 3 -349

(6)セレクタケーブルをプレートに止めているクリッ

プを取外す。

⑺スナップピンを抜いて，セレクタレバー0？から 

セレクタケーブルを外す。

ドは，32 5 3-351

⑻プレートをボデーに取付けているボルトを外して，

セレクタレバーを取外す 〇

ド18.33 53 -352
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E^VT------- セレクトシステム

分解

(1)シフトロック解除ボタンとシフトロックソレノイ

ドを取外す。

「12. 34 5 3 -353

(2)インヒビタスイッチと？レンジスイッチを取外す。

厂也35 5 3-354

(3)プレートからレバー0？とロックプレートを取外

す。

注意

この時，デタントのボールを落とさない様に注意す 

ること。

「1836 5 3 -355

点検

次の項目について点検し，異常の有るものについて 

はその程度によって修正又は交換する。

⑴グリップの亀裂，変形の有無。

(2)セレクタレバー0？の変形，損傷の有無。

⑶レバーブーツの損傷，劣化の有無。

⑷プレート0？の損傷，変形の有無。

⑸各ブッシュの摩耗，損傷の有無。

⑹セレクタレバー〇ドのスペーサの損傷，摩耗の有
41131
無0

(7)インヒビタスイッチの可動盤を各レンジの位置に 

して，コネクタのターミナル間での導通の有無を点 

検する。

0-0 :導通あり

端子N(1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

線色 VII 刊 ¥8 V 6 8し 服

〇 〇 〇 〇

只 0 〇 〇 〇

ハ

0 〇- 〇

〇3 〇 〇

レンジ信号 バックアップ 
ランブ问路

スタ 
㈣

一夕
路

㈣
1 2 3 又 4 5 6

7 8 9 10 11 12

「1艮37 5 3-356
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E^VT------- セレクトシステム

組立て

(1)スペーサにグリースを塗布した後，セレクタレバ

0？にスペーサとブッシュを組込む 〇

使用グリース ダフニーコロニックス# 2

⑵セレクタレバー？のデタント部にグリースを塗 

布し，ストッパを組付けてから，スプリング，リテ 

ーナ，ボールを組込む。

使用グリース ダフニーコロニックス# 2

(3)セレクタレバー？とロックプレートをプレート 

0？に取付ける。

デタントのボールが落ちない様にすること。

レバー0？
ロックプレート

円2. 38
3 3 -355

丁 1.2 土 0.31^-111

(4)インヒビタスイッチと，；？ポジションスイツチを 

取付ける。

夕^〜@レンジ 
スイッチ

インヒビタスイッチ

印. 33 5 3 -354

丁1

T2
0.2 土0.071¢8一！II

0,6 土 0,2は-!]!

インヒビタスイッチを新品に取換える場合には，イ 

ンヒビタスイッチについている必2ピンを抜取るこ 

と。

4〇 5 3 -357

(5)シフトロックソレノイドとシフトロック解除ボタ 

ンを取付ける。

以. 41

T\ 0,6 土〇. ^^2-111

注意

，取付けた後，レバーを？レンジにいれて，シフトロッ 

ク解除ボタンを押した時にプッシュボタンを押すこ 

とができるか確認すること。

^作動不良の場合は，シフトロックソレノイドとロッ 

クプレートの組付け位置を調整すること。
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[〇ソ丁-------セレクトシステム

取付け

⑴プレートにセレクタケーブルを通して，セレクタ 

レバー八85丫をボデーに取付ける。

ドは. 42 5 3-352

卞I-1.8 + 0.5^-111

⑵セレクタケーブルをセレクタレバー〇？に組付け 

て，スナップピンで止める。

⑶アウタセレクタケーブルをクリップでプレートに 

止める。 5

スナップピン

ヒレクタ
ケーフル

5 3 -351

(4)インジケータカバーを取付ける。

(5)ハーネスコネクタを結ぐ

インジケータカバー

円2. 44 5 3-350

⑹グリップを取付ける。

ドセ. 45 5 3-349

1 0,2 + 0.07^-111

.(7)コンソールカバーを取付ける。

⑻1バン系，トライ系

ホルダ裏にメインヒューズボックスを取付ける。

闩2. 46 5 3-347

取付け終了後，セレクタケーブルの調整とシフトロ 

ックシステムの点検を行うこと。

(“〔2〕車上点検”を参照）

0.2 土 0.071^一瓜
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E^VT------- セレクトシステム

⑵セレクタケーブル

取外し

(1)スナップピンを抜き，远〇ゾ丁のシフトアームから 

セレクタケーブルを外し，アウタケーブルを取付け 

ているブラケツトごと取外す。

5 3 -360

(2) メインヒューズボックスを取外した後，コンソー

ルカバーを取外す

コンソールボックスキャップ

「:艮48
5 3 -348

(3)グリップ，インジケータカバーを取外す 〇

インジケー

ド12.43 53 -350

(4) アウタケーブルをプレートに止めているクリッ 

を取外す。

(5) スナップピンを抜いて，セレクタレバ'一八55 丫の 

リンケージからセレクタケーブルを外す。

スナップピン

「12.50 5 3 -351

(6)ボデー下回りから，クリップを外してセレクタケ 

ーブルを取外す0

ケーブル

フューェルタンク

厂12.51 53-381

注意

取付け終了後，セレクタケーブルの調整を行うこと
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^〇ソ丁------- セレクトシステム

取付け

(1) セレクタケーブルをボデー下回りにセットしてク 

リッフ0を取付ける。

ケーブルの取回しに注意して，極端な曲りや，折れ 

などのない様にすること。

(2) 已〇又丁のシフトアームにインナケーブルをスナ 

ップピンで取付け，アウタケーブルをブラケットご 

と取付ける。

「12.52 5 3-360

丁 1.5 土 0.41^-01

※⑶セレクタケーブル八337のリンケージにインナケ 

ーブルをスナップピンで取付ける。

(4)アウタケーブルをクリツプでプレートに止める 〇

スナップピン

「ぼ.53

⑸インジケータカバー，グリップを取付ける。 
⑹コンソールカバーを取付ける。

5 3-351

円运.54 53-348

※（ヨ）で，シフタアーム先端に切欠きの無いもの 
(生産初期のもので，トランスミッションN 〇. 
163293以前のもの）については，次の要領にて調 
整する。

(3)-1シフタアームとセレクタケーブルを固定して 
いるスナップピンを外す。

(3)-2ケーブルエンドをシフタアームからはずし， 
シフタアームが正しくニュートラルの位置にある 
ことを確認する。

図3のように，ケースのリブと平行になる位置 
がニュートラル位置である。

(3)-3ケーブルエンドをシフタアームのピンに差し 
込まずに，軽く合わせてズレがないか確認し，ズ 
レがある場合はケーブルのアジャスティングナッ
卜およびロックナットをゆるめて調整する。

かしェ0〜3. 5让宮一111…ロックナット

注意
ケーブルエンドがシフタアームのピンに軽ぐ
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巳〇ソ丁------- 18 401 N8，丁丁 401 ド8

〔 5〕丁日401问日（ 2西0用日〇ソ丁）. 丁丁401？日（フルタイム4西〇用日〇ソ丁)
(但し，丁丁401户日型のトランスファ段エクステンションを除く 0)

国準備品

部品番号 名 称 備 考
498455500
499935600

トランスミッシヨンスタンドアタッチメント（新設) 
トランスミッションスタンド001

トランスミッション分解.組立て

398791700 ストレ^ー トピンリムーバ2 シフト関係ストレートピン脱着
899471410 スナップリングプライヤ シフト関係スナップリング脱着
499895400 スナップリングプライヤ 前進後退切換機構スナップリング脱着
499205400 コントロールバルブホルダ コントロールバルブ取外し

499715600 オイルポンプリムーノ ^55^ オイルポンプ取外し
499195400 セカンダリプーラ八55丫 セカンダリプーリ取外し
899524105 シート 同上
499305500 シールリングガイド サイドケースシールリング組立て
498935400 セカンダリプーリホルダ セカンダリプーリ分解
499165400 ソケットレンチ（30) 同上
899714110 リムーバ 同上^カウンタギヤ組立て
899864100 メー ンシャフトリムーバ 同上
899580100 インストーラ セカンダリプーリ組立て
498935400 ホルダ 同上
499305700 シールリングガイドII (新設） オイルポンプ組立て
498475500 オイルシールドリフト クラ、ソチハウジング組立て
498235400 インストーラ 同上
398177700 受台 同上
498415600 オイルシールドリフト 同上
499827000 スピードメータオイルシールプレス スピードメータカバー組立て
499905400 リム ーノく コントロールバルブ分解
499575900 ゲージ（新設） プーリアライメント調整
498145400 ディプスゲージ 同上
499575600 ベアリングハイトゲージ ハウジング組立て
498147001 ディプスゲージ 同上
898938600 メーンシャフトホルダ カウンタギヤ分解，組立て
498517000 リプレーザ/ドライブピニオンベアリング カウンタギヤ分解
499715400 リムーパ/メカニカルシール 同上
899754102 プレス カウンタギヤ組立て

くシーリングガイドII〉 くトランスミッションスタンドアタッチメント〉 くゲージ〉

F12.55 5 3-654 5 3-655 5 3 -656
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78 401N8——構成部品

国構成部品

丁84011\1日型（ 2…〇用丁)

「18.56 5 3-657
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トランスミツシヨンケース压サイドケース-------18 401 N8( 2,用[…丁)

④ べアリングリテーナ

⑤ ニードルベアリング

⑥ オイルクーラアウトレットパイプ

⑦ チヱックバルブ

円8.57 3 3-658
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トランスミツシヨンケース汝サイドケース-------丁丁 401叩（4西0用已〇ソ丁)

了 2.5 土 0.21^-111

2. 7 土〇. 2^-111

X 1.0 士0,15は-111

下2.5土(). 21^-111

① サイドケース

② トランスミッシヨンケース

③ オイルシール

④ べアリングリテーナ

⑤ ニードルべアリング

⑥ オイルクーラアウトレットパイプ

⑦ チヱックバルブ
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クラッチハウジング-------丁8 401呢け西〇用ど…丁)

丁 0.65 士 0.051

丁 0.5 ±0.05^-111

T 0.5 土 0.051

① スピードメータカバー

② スナップリング

③ スピードメータギヤ

④ スピードメータシャフト

⑤ オイルシール

⑥ オイルクーラインレットパイプ

⑦ ュニォン

⑧ クラッチハウジング

⑨ べアリングリテーナプレート

T 2.5 土 0.21^-111

^6-59 5 3 -660
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クラッチハウジング--------II 401卩巳（4西0用巳(:V丁)

① スピードメータカバー

② スナップリング

③ スピードメータギヤ

④ スピードメー タシャフト

⑤ オイルシール

⑥ オイルクーラインレットパイプ

⑦ ュニォン

⑧ クラッチハウジング

⑨ べアリングリテーナプレート

⑤
② 

④
丁 0.65 土 0.051111

丁 0.5 土 0.051^-111

了 0.5 土 0.051

丁 2,5±0,2岐 -111

ド18.60 5 3 -661
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コントロールバルブボデー

了 0.9 土 0.051¢§-111

① オイルストレー

② コントロールバルブボデー八55丫

③ オイルパン

④ エンジンブレーキレバープレート

⑤ セパレータプレート

⑥ 口ー タリバルブロッド

⑦ シフトコントロールレバー

⑧ シフトカム

⑨ プレッシャーレギュレータスプリングガイド

⑩ プレッシャーレギュレータバルブ

⑪シフトコントロールピン 

⑫エンジンブレーキバルブ 

⑬スペーサ

⑭シフトロツクノくノレブ 

⑮サイドプレート 

⑯シフトコントロールバルブ 5

丁 0.65 土 0.051^ -111

⑰ガイ

了 2.5 土 0.21^-111

丁| 0.18土0.025は-^!

X、

5 3 -662
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フオワード8¢リバースギヤ

① シールリング

② スナップリング

③ べアリングリテーナ

⑦ フォワードドリブンギヤ

⑧ フォワード公リバースボークリング

⑨ シンクロナイザスプリング

④ メーンドライブシャフト ⑩シフトインサート

⑤ オイルシール ⑪シンクロナイザハブ

「12.62 5 3 -663
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スチールベルト8¢プーリ八55 丫

① スチールベルト

② リダクシヨンドライブギヤ

③ セカンダリプーリ

④ べアリングリテーナ

⑤ 調整ワッシャ

⑥ スナップリング

⑦ プライマリプーリ

⑧ プーリ八83 丫

以83 5 3 -664
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リダクシヨンギヤゐデイファレンシャルギヤ

① スナツプリング ⑥デイファレンシャルピニオンギヤ

② ドライブピニオンシャフト〇？ ⑦ディファレンシャルケース

③ リァーナ ⑧デイファレンシャルピニオンシャフト

④ 調整ワッシヤ ⑨ファイナルギヤ 5

闩も64 5 3-665
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ケーブル8¢パイビング

①トランスミッションコントロールケーブル

(2)〇3ソレノイドバルブ

③ ピトーパイプ
④ エンジンブレーキパイプ

⑤ クリップ

⑥ ルブリケーションパイプ

⑦ ルブリケーションノズル
⑧レシオセンサロッド

1 0.0 土 0.051—111

「12.65 5 3-666
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シフターフオーク段パーキングロッド
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オイルホンフ

丁 1.0 土 0.051111

① オイルポンプ八3^7
② オイルポンプシャフト

闩2.67 5 3 -668
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トランスファカバー--------11401 ？8(4〜0用已0ソ丁)

① スリー

② トランスファドリブンギヤ

③ トランスファハブ

④ トランスファシャフト

⑤ べベルドライブギヤ

⑥ べアリング

⑦ トランスファカノく一

⑧ トランスファシフトロッド

⑨ フォーク

⑩ トランスファカノく一

1 8.0 ±0.6^-111

0.5 土 0.05は-111

ド12.68 5 3 -682
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ェクステンシヨンケース---------II 401 ？巳（4西0用巳〇ソ丁)

① エクステンシヨンケース

② スナップリング

③ べアリングリテーナ

④ ビスカスカッフング

⑤ コラプシブルスペーサ

⑥ べアリングケース

⑦ べベルドリブンギヤ

⑧ インタミデイトケース

X 2.5 土 0.21^-111

「12.69 5 3 一669
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76 401 N8 ^ 77 401叩型 分解前の準備作業

整備要領⑴分解前の準備作業

エンジン，トランスミッシヨンの分解

(1) ステイワナを取す。（4界〇車）

(2) スタータを分解する。

(3) ブラシホルダを分離する

(4) トランスミッションコントロールケーブルを分離 

する。

以70 5 6 -002

(スロットルボデー側ブラケットより，アウタケーブ 

ノレを分離する。〉

(5)エンジン，トランスミッションを分離する。

注意

^分離，給合時，電磁クラッチのスリップリングを損 

傷しないよう注意する。

^分離.結合時，オイルポンプシャフトの曲げ等に注 

意する。

，メーンドライブギヤ用オイルシールがクラッチ側に

脱落していないことを確認する 〇

，コントロールケーブルをトランスミッション取付部

で折らないよう注意する。

-ブラシホルダを傷つけないように取外す。

分解準備

作業場所
作業は清潔な場所で行い，防塵に対し配慮すること。

外部の洗浄

分解前にトランスミッション外部をスチーム等で洗浄すること。

スチーム洗浄時は，エアブリーザ，オイルレベルゲージ部よりスチームが入らないようにビニールテープ等で 

ふたをする。

洗浄液

新しく清潔な白灯油，白ガソリン等を使用する

丑〇マ了フルードを抜く場合は，オイルの状態が調べられる容器を準備すること 0

(1)オイルドレーンプラグを外し，お〇マ了フルードを 

抜取る。抜終わったら，元通りオイルドレーンプラ

(2)オイルクーラアウトレットパイプをユニオンとボ

を外して取外す。

グを締付けておく 〇

ノレトを

運:^ ユニオンを外すとスプリングとチヱックバ

T\ 2,5土0,21^一爪 ルブが入っているので紛失しないこと 〇

ド18.71 5 6 -003
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78 401 N8 ^ 71401 ^日型 解前の準備作業
トランスミツシヨン本体

分解準備

(3)トランスミッションに付着した油脂，ごみ等を清 

掃し，トランスミッションスタンドに5丁，ア 

タッチメントを取りつけてセットする。
(1^ 499935600トランスミッション

スタンド〇〇以卩し

(5 7)トランスミツシヨン

スタンド(：0，し

498455500トランスミツシヨ

スタンドアタツチメント 

オイルポンプシャフト，メーンドライブシャ 

フトに無理な力を加えると変形するので注意する。

⑷ドライブピニオンシャフト八33丫を分解する場 

合は，圮〇从丁八33丫の状態でスピードメーター 

カバーを外しギヤ位置を？レンジにセットし，ドラ 

イブピニオンシャフト八33丫のロックナットをゆるめ 

ておくこと。（カシメを起こしてからゆるめること。） ド12.72

ぐ5 丁)トランスミッションスタンド

アタッチメント
5 3 -004

⑵ ランスミッシヨン本体

分解

くオイルポンプシャフト〉

まっすぐ静かに引抜く
オイルボンブ 
ドライブシャフト

⑶オイルストレーナ八お丫を外す。

注意

圮〇又丁フルードが吸入口よりかなり出るので注意す 

る。

コントロールバルブボデー八33丫の吸入穴に0リン 

グが残った場合，外してストレーナ側につけておく

〇リングは新品に交換する。

ド12.73

くコントロールバルブボデー八55丫分離〉

(1)オイルパン001とオイルパンガスケ

す0
注意

迟〇又丁フルードが若干出るので受皿を置く

(2)コントロールケーブル取外し。

①ケーブルエンドをコントロールバルブボデーの

りより外す

②クリップを外す 0 オイルストレーナ八55丫

③サイドケースとケーブルをとめてあるボルト

(6 111111 1本）を取外し，コントロールケーブルを 厂12.74 3 3-015

外す。
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丁日401问日# 丁丁 401卩日型--------トランスミツシヨン本体

分解一

(4) 5丁，コントロールバルブホルダを取付ける。

丁〕 499205400 コントロールバルブホルダ

「5す） コントロールバルブホルダ

^6-75 53-016

(5)ボルトを外し，31^ホルダをつけたままコントロ 

ールバルブボデー八83丫を外す。

響^16麵

參3丁，ホルダは外さないこと。

，圮0ン丁フルードが出てくるので注意する。

參コントロールバルブのノックピンがケース側に残る

場合があるので注意する。

くクラッチハウジング八55 丫分離〉

( 4^0はエクステンシヨン部を先に分解する）

(1)ボルト2抓0-14本. 4^0-15本を外し，クラッチ

ヽ ウジングを分離する。

-クラッチハウジング分解前にアクスルシャフトスプ 

ライン部（両側）にビニールテープを巻いておく 〇 (才 

イルシール損傷防止）

-クラッチハウジングの取付ボルト部や合わせ面周囲 

の凸部をプラスチックハンマ等で軽く叩きながら分 

離する。

クラツチハウジング

「1.2.76

(2)デファレンシャル部ボールべアリングのワッシャ 

(ハウジング側）を外す。

ワッシャはクラッチハウジング側に張付い 

ている場合もあるので注意ずる。

くトランスミツシヨンケース分離〉

(1)デフアレンシャル八33丫を静かに引抜く。

注意Iスフ。ライン部にビニールテープが巻かれて

いるかを確認する。

デフアレンシャル

「略77 5 3 -007

(2) 31^ストレートピンリムーバ2を使い，シフトア

ームスプリングピン（6 乂25)を打抜く 〇

5 丁 398791700ストレートピンリムーバ2

「1.2.78

(3)シフトアーム001を固定しているストレート 

ピン（ 4父31)を抜き，シフトアーム001\1？乙をゆつ 

くり抜取る。
5 3 -006
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丁日4011\1日參丁丁 401卩日型------- トランスミツシヨン本体

分解

注意 途中シフトアームの溝がオイルシールのリ

ップ部に掛かるので，シフトアーム001\^？乙を回わ 

しながら，オイルシールを損傷させないよう注意し 

て抜く。

ストレート
ピン

「も79 5 3 -009

⑷シフトカム001\1？しをパーキングロッド001\^？し

と共に取出す。

シフトカ厶〇〇1^户し

パーキングロッド 
〇〇卩し

ド12.80 5 3-010

く参考〉フォーク八53丫を上へ少し持ちあげるとシ 

フトカム001を外しやすい。

⑸スリーブ(&ハブ八33丫取外し

① ニードルべアリング(36X42X21)を取出す。

② カウンタギアを持ちあげながらフォワードドリ

ンギヤを外す。

インサートキーが脱落しないようにフォー注意

ク八33丫をニュートラル位置に保持する。

^8.81
フォワードドリブンギヤ

53-011

③ ニードルベアリング(22X30X14)を取出す。

④ カウンタギアを外す。

⑤ スナップリング（アウタ26)を3 丁.スナップリ 

グプライヤを使い外す。

499895400 スナップリングプライヤ
ニードルベアリング転動面に傷をつけない

ひ二^

「13.82 5 3 —012

⑥リバースドリブンギヤ，スリーブ公ハブ入53丫 

をフォークと共にシャフト側を持って抜取 

る。

インサートキーの脱落に注意する。

「12.83 5 3-013

⑦ニードルべアリング(30X35X17)を取出す。

⑹リバースアイドラギヤ八33 丫をシャフトと共に抜

取る 〇

-リバース
アイドラギヤ 
八35 丫

闩§.84 パイプ（ノレフ'’リケーシヨン）
5 3-014

⑺ハ。イプ（ルブリケーシヨン）を外す〇
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78 401 N8 ^ 丁丁 401户日型 トランスミッシヨン本体

分解

くオイルポンプ八55 V分離〉

ボルトを外し，3丁.リムーバ八35丫を取付け，ゥェ 

イトをスライドさせて反動でオイルポンプ八35丫を

引抜く 〇

(1^) 499715600 オイルポンプリムーバ八357

オイルポンプ 
リ厶ーバ似丫

リ厶ーバ取付用ホース 
オイルポンプ取付ボル

3 3-017ド12.85

くサィドケース八55丫分離〉

(1) エアクリーナブラケットを取外す

(2) ソレノイドバルブのコネクタをステーより外 

し，ソレノイドバルブを手でサイドケースより取外

〇

す。

注意 〇リングを2か所使用してある。

(3)サイドケースとトランスミツシヨンケース分離

① サイドケース側よりボルトを外す。

② サイドケース側が下になるようスタンドを倒し， 

トランスミツシヨンケースを分離する。

注意 トランスミッションケース八38丫は取付ボ

ルト部や合わせ面周囲の凸部をプラスチックハンマ 

等で軽く叩きながら分離する。オイルパン取付面は 

変形するので叩かないこと。

トフンス：：ツシヨン
ケー入

闩も86

(4)レシオセンサ，エンジンブレーキパイプ取外し

① レシオセンサロッドを抜く

② レシオセンサを取出す。

0

レシオセンサについているボルト，ナッ 

卜はゆるめないこと。

③ エンジンブレーキパイプを抜く。

④ パーキングポールを取出す。
エンジン 
ブレーキパイプ

パーキンク 
ホ ーノレ

レシオセンサー

「18.87

⑸セカンダリプーリ八83丫分離

5 3 —020

①サイドケース外側より，セカンダリプーリ 

八^5丫のべアリングリテーナ001を固定して

いるシールボルト（ 3本）を外す 〇

5 3-021

5 3-019

② クリップバンド2個でベルトを固定しておく。

③ サイドケース側が下になるようにスタンドを倒 

し，セカンダリプーリに3トセカンダリプーリ 

ーラ八28丫とシートを取付け，セカンダリプーリ 

溝を拡張する
「3 丁〇 499195400セカンダリプーリプーラ八33丫

899524105 シート

セカンダリ下面から可動シーブ上面の寸法 

が52〜53111111になるところまで拡張する。

(それ以上拡張しないこと）
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78 401 N8 ^ 丁丁 401 I3巳型 トランスミツシヨン本体

ド1も89 5 3 -022

④セカンダリプーリ八33丫をサイドケースより静 

かに引出し，ベアリングが抜けたらプライマリプ 

ーリのV溝とセカンダリプーリのV溝を交差させ， 

ベルトをプライマリプーリより外し，ベルトと共 

にセカンダリプーリ八387を取出す。

^セカンダリプーリ八53 丫の引抜きは慎重に行う。勢 

いよく引くと急に抜けてベルトを損傷させる場合が 

あるので注意する。

-プライマリプーリとセカンダリプーリを交差させる 

場合，互いのコーン面を接触させて傷をつけないこ 

と。（交差させる部分にセーム皮等をはさみ込むとよ

い）

「12.90 5 3-023

⑤ベルトをセカンダリプーリ八33丫より外し，セ 

ーム皮等の上に置く。

№9ベルトは傷つけないよう慎重に取扱うこと。

(6)プライマリプーリ八55丫分離

①オイルポンプ取付穴奥にあるピトーパイプ 

〇〇^卩乙のストレートピン方向をプライマリプー 

中心方向に向ける。

ピトーパイプ001\^しの方向を変えないま 

まプライマリプーリ八33丫を抜くと，ピトーハ。イプ 

〇〇]とプライマリプーリ八35Vを損傷させるの 

で注意する。

リの

「セ.91 5 3 -024

②プライマリプーリ八55丫を引抜く

圍
05丨

25

儒
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78 401 N8 ^ 丁丁 401型 トランスミツシヨン本体

点検

分解した部品はよく洗浄して点検する。

オイルシールのガソリン洗浄はリップ内径 

が拡大するため絶対禁止。

⑴ギヤ類

① ㈣. が破損，損傷，または，異常摩耗している

場合は交換する 〇

②ボークリングの接触するコーン面に焼付，損傷

のある場合は交換する 〇

③ 軸受部外周および内面に損傷，異常摩耗がある 

場合は交換する。

④ スペーサ，ワッシャ類に損傷，異常摩耗がある 

場合は交換する。

(2)ボークリング

① リング内面，または，歯面が異常摩耗している 

場合は交換する。

② リングをギヤのコーン面に押付けた時のリング 

とギヤが互いに向き合うすき間0を測定し，必要 

があれば交換する。

0の基準値 1.001111

0の限度 0.4111111

ご

⑶インサートキー

過度の摩耗，その他不具合めある場合は交換する

⑷ベアリング類

焼付，摩耗，回転の不円滑等異常のある場合は交 

換する。異音，回転の円滑性等の点検は，迟〇乂丁フ 

ールドを注油して回転させ交換する。

(5) オイルシール類

オイルシールを外した場合は，原則として新品に 

交換する。

(6) ギアシフト機構

①シフトフォーク00以？乙の爪部が異常摩耗して

いる場合は交換する 0

「12.92 5 3 -025

② シフトカム〇のデテント部，カム溝等に 

異常摩耗があれば交換する。

③ パーキングポウル，パーキングサポートプレー 

卜，パーキングロッド001に異常摩耗がある

場合は交換する。

④ その他の部品で，過度の摩耗，曲がり，不具合 

等がある場合は交換する。

(7)リダクシヨン冱デファレンシャル

① リダクシヨンドライブギヤ，ドライブピニオン 

シャフト，ファイナルギヤの歯面に損傷および過 

度の摩耗がある場合は交換する。

② セカンダリニードルレース，ドライブピニオン 

シャフトのニードルベアリング転動面に損傷，摩 

耗のある場合は交換する。

③ デファレンシャルピニオン，デファレンシャル

ギヤ，ワツシャ（27X42〆2)，デファレンシャル 

ピニオンシャフトに損傷，摩耗，焼付等のある場

合は交換する。

④ デファレンシャルケースに亀裂，その他不具合 

のある場合は交換する。

③インサートキーとの当り面が異常摩耗している

場合は交換する 0
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78 401 N8 ^ 77 401叩型 トランスミツシヨン本体

組立て，調整

く組立て時の注意〉

(1)アルミガスケット，紙ガスケット類は新品に交換

する 〇

(2) 液体ガスケット使用時は，合わせ面を完全に清掃 

後シンナ，トリクレン等で脱脂し，合わせ面全周に 

液体ガスケットを塗布する。

(3) スプリングピン，スナップリング，シールリング 

類は新品に交換する。

⑷オイルシールを外した場合は新品に交換し，リッ 

プ部に迟〇又丁フールド，または，グリース（ユニルー 

ブ# 2 )を塗布する。（オイルシールの種類により使い 

分けており，本文中を参照）

(5)ホールベアリング，二ードルベアリング，ブッシ

ユ その他各部品の圧入部や摺動部には，五〇ゾ丁フー 

ルドを塗布する。

くプーリアライメント調整要镇〉

(1)サイドケースに付着した油脂等を清掃し，さらに 

オイルストンで合わせ面をみがき，51^スタンド 

001にセットする。
「5 〇 499935600トランスミッション

スタンド001

498455500 トランスミッション

スタンドアタッチメント

⑵サイドケースに3丁，ゲージをしっかり固定する。

499575900ゲージ

〔5 丁）ゲージ

兮一免二：5 — 5

、ぐ^IV：

〇
0
〇

「12.33 0一 5 3 -026

⑶シムの厚さ選定

①ゲージ上面からプライマリプーリ側ベアリング 

受け面までの深さとセカンダリプーリ側べアリン 

グ受け面までの深さを4か所の穴より81ディブ 

スゲージで測定する。（4か所の平均値を取る）

05 0 498145400 デイプスゲージ

し卩 し5

「12.94 5 3 -027

②計算式

【二八— 6— (1^) —1^5) —24.596 

1：二計算値

八ニプライマリプーリ記載寸法 

8 =セカンダリプーリ記載寸法

乙ロニゲージ上面からプライマリプーリ側べアリン 

グ受け面までの深さ

し3ニゲージ上面からセカンダリプーリ側べアリン 

グ受け面までの'深さ 

24.596二定数

(4)計算値により表からシムを選定し，セカンダリプ 

ーリ側べアリング部にそう入する。

計算値：1： 部品番号 シムの厚さ（歷）

0 -0.050 — 0

0.050〜0.150 803054021 0.1

0.150〜0.250 // 022 0.2

0.250〜0.350 // 023 0.3

0.350〜0.450 // 024 0.4

0.450〜0.550 ” 025 0.5

0.550〜0.650 // 026 0.6

シム

「12.95 5 3 -028
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78 401N8 - 77 401户日型——トランスミツシヨン本体

組立て，調整

サイドケースのみ交換した場合のプーリア 
、ライメント再調整要領 ，

(1)サイドケースに付着した油脂等を清掃し，さらに 

オイルストンで合わせ面をみがき，スタンド 

〇〇以!^にセットする。
0123 499935600トランスミッション

スタンド001

498455500トランスミッション

スタンドアタッチメント

⑵サイドケースに81：，ゲージをしっかり固定する。
ひ〇 499575900 ゲージ

⑶ゲージ上面からプライマリプーリ側べアリング受 

け面までの深さとセカンダリプーリ側べアリング受 

け面までの深さを4か所の穴より31ディプスゲー 

ジで測定する。（4か所の平均値を取る）

498145400 デイプスゲージ

デイプスゲージ

丄)ゲー

トランスミッションスタンド

5 3 -029

^丁」ゲージ

ド16.36 5 3 -026

し〇 し5

「セ,97 53 -027

新旧両方のサイドケースを測定する

⑷計算式

レニ計算値

ニプライマリプーリ側べアリング受け面まで

の深さ

し3ニセカンダリプーリ側べアリング受け面まで 

の深さ

計算は新旧両方のサイドケースを行う。

乙〇1二旧のサイドケースの場合 

し〇 2二新のサイドケースの場合
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76 401N8 ^ 77 401卩日型——トランスミッシヨン本体

組立て，調整

⑸シムの選択

^2-^1または乙〇1―1^02の計算結果により 

シムを選択する。

ケース1 0‘レ2—し1く0.05の時

旧のサイドケースのセカンダリプーリ側に使用さ

れていたシム（以下旧シム）と同じ厚さの新しいシ

ムを使う 〇

ケース2 0.05^1^2—1^1 く0.15の時

旧シムより0.1薄い新しいシムを使う。

ただし，旧シムが0.1の場合は，シムを入れる必要

はない。

ケース3 0.15‘レ2 —レ1 く0.25の時

旧シムより0.2薄い新しいシムを使う。

ケース4 0红〇1—レ2 く0.05の時

ケース1の場合と同じ。

ケース5 0.05‘し1-1^2 く0.15の時

旧シムより0.1厚い新しいシムを使う。

ケース6 〇.15‘し1—し2 く〇. 25の時

旧シムより0.2厚い新しいシムを使う

く参考〉新しいシムは前ページに記載してあるプー 

リアライメント調整シムを使う。

くプライマリプーリ八55 丫エンドプレー調整要領〉

(1) トランスミッションケースに付着した油脂等を清 

掃し，さらにオイルストンで合わせ面をみがく。

(2) トランスミッションケースにゲージをしっか

り固定する。
499575900 ゲージ 

⑶スナップリングの選択

①ゲージ上面からベアリング受け面までの深さ 

(700段付部）を4か所の穴より3丁，ディブスゲー 

ジで測定する。（4か所の平均値を取る。）
「5の 498145400 デイプスゲージ

N§.38

②計算式

\二し十！^口 — 0— 2 丁

XI計算値

0ニゲージ上面からスナップリング受け面までの 

深さ

ニブーリアライメントの項で測定したサイド

ケースのプライマリプーリベアリング受け面 

までの丨采さ

0ニプライマリプーリ記載寸法 

7 =ゲージ側面に記載してあるゲージ厚さ
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78 401 N8 - 77 401户日型 トランスミツシヨン本体

組立て，調整

③計算値により表よりスナップリングを選定し， 

プライマリプーリにそう入する。

計算値：X 部品番号 スナッフ。リング 
の厚さ(丽)

1.20〜1.28 805062022 1.35

1.28〜1.36 /; 023 1.43

1.36〜1.44 7/ 024 1.51

1.44〜1.52 ” 025 1.59

1.52〜1.60 ” 026 1.67

1.60〜1.68 // 027 1.75

1.68〜1.76 // 028 1.83

^注意。 計算値が重複した場合はどちらを使用して

もよい。

例：1.36の場合

1.431
Iどちらのスナップリングでもよい0

1.51

^12.99 5 3-032

/サイドケースのみ交換した場合のプライマリプ\
&ー リエンドブレー再調整要領 〆

(1)サイドケースに付着した油脂等を清掃し，さらに 

オイルストンで合わせ面をみがき，5丁，スタンド 

001にセットする。

499935600トランスミッション

スタンド〇〇以卩乙

498455500トランスミッション

スタンドアタッチメント

⑵サイドケースに3丁，ゲージをしっかり固定する。

499575900 ゲージ

⑶ゲージ上面からプライマリプーリ側べアリング受 

け面までの深さを4か所の穴より3トディプスゲー 

ジで測定する。（4か所の平均値を取る。）

(新旧のサイドケースを測定する）

1^)1二旧のサイドケースの場合 

乙口 2二新のサイドケースの場合

ド12.100 5 3 -033
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76 401N8 ^ 77 401卩日型——トランスミツシヨン本体

組立て^調整

(4)スナップリングの選択 く組立て#調整〉

1^2—1^)1または1^1 一1^2の計算結果によ (1)プライマリプーリ八35 丫組付け

りスナップリングを選択する。

ケース1 0 ‘1^2—14)1 く0.05の時

旧のプライマリプーリ側に使用されていたスナッ

プリング（以下旧スナップリング）と同じ厚さの新

しいスナップリングを使う。

ケース2 0.05^1^)2-14)1 く0.13の時

旧スナップリングより1ランク厚いものを使う。

ケース3 0.13^14)2 ~^1 く0.21の時

旧スナップリングより2ランク厚いものを使う。

ケース4 0.21‘乙口 2 —1^)1 く0.29の時

旧スナップリングより3ランク厚いものを使う。

ケース5 0,29^し口 2 ―1^)1 く0.37の時

旧スナップリングより4ランク厚いものを使う。

ヶース6 0.37^^ 2 く0.45の時

旧スナップリングより5ランク厚いものを使う。

ケース7 0 ^^1―1^)2 く0.01の時

ケース1と同じ。

ケース8 0.01^14)1—1^2 く0.09の時

旧スナップリングより1ランク薄いものを使う。

ケース9 0.09^14)1 —1^2 く0.17の時

旧スナップリングより2ランク薄いものを使う。

ケース10 0.17‘1^1 一1^ 2 く0.25の時

旧スナッフ。リングより3ランク薄いものを使う。

ケース11 0.25$4)1―4)2 く0.33の時

旧スナップリングより4ランク薄いものを使う。

ケース12 0.33^1^1 —1^2 く0.41の時

旧スナップリングより5ランク薄いものを使う。

く参考〉

新しいスナップリングは前ページに記載してあるェ

ドプレー調整シムを使う 〇

①5丁-スタンド〇〇]にサイドケースをセット

する 〇

499935600トランスミッション

スタンド001

498455500 トランスミッション

②
スタンドアタッチメント 

ピトーパイフ。〇0！^？乙の向きを図（矢印）の方向

にする

01 5 3 -024

③エンドプレー調整後のプライマリプーリ八33 丫 

を手で軽く押込む。
く参考〉プーリアライメント調整，プライマリプー 

リエンドプレー調整の項参照 

(2)セカンダリプーリ八^3丫組付け

① 選択したプーリアライメント調整シムをサイド

ケースのベアリング穴に入れる。

② ̂ 丁.セカンダリプーリプーラ八33丫，シートを 

セカンダリプーリ八38 丫にセットし，溝巾を

52〜53臓!になるまで拡張させる 〇

499195400 セカンダリプーリ

プーラ八35丫

899524105 シート

セカンダリプーリ八33丫の拡張は53腿以上

は絶対に拡げないこと。
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丁日401N8 ^ 77 401卩日型——トランスミツシヨン本体

組立て，調整

53 -034ドは.102

③セカンダリプーリ八38丫にベルトを掛け，プラ 

イマリプーリとセカンダリプーリ八38 丫のV溝を 

交差させてベルトをプライマリプーリ八33丫に掛 

け，それからセカンダリプーリ八83丫をサイドケ 

ースにそう入する。

注意

ベルトおよびコーン面にぢ〇又丁フルードを塗布する 

こと。

プライマリプーリとセカンダリプーリを交差させる 

際，互いのコーン面を傷つけないよう注意する。

ベルトの取扱いは慎重に行う 〇

取付け前に必ずクリップバンドで縛っておく。 

スチールベルト八33丫は図のように回転方向（矢印) 

前方にコマのテーパ側を向ける。

コマ

ーバ側

円2.103 5 3 —035

⑤セカンダリプーリプーラ八33孓とシートを 

外し，サイドケース外側よりシールボルト3本 

(8X38,0リング付）でべアリングリテー 

001を締付ける。

T 1，6±0，丄5让8—111

注意 シールボルトには〇リングをそう入してお

と

闩2.104 5 3 -036

(3)レシオセンサ，エンジンブレーキパイプ取付け 

①プライマリプーリ八83丫溝にレシオセンサを入 

込み，レシオセンサロッドをレシオセンサ穴に通 

してサイドケースに差しむ。

レシオセンサロッドは段付き側をサイドケースに差 

込む。

レシオセンサのプーリとの摺動部に圮〇マ丁フルード 

を塗布すること。

②エンジンブレーキパイプをサイドケースに差込

む。
レシオセンサロッド

④スチールベルトのクリップバンドを両側共外し，（4)パーキングポウル八33 丫組付け

ーリ溝に確実にそう入されていることを確認す サイドケースにパーキングポウル八33丫を組付ける。

る。
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78 401N8 ^ 77 401卩日型——トランスミツシヨン本体

組立て，調整

パーキングカムガイド先端爪部をサイドケ

ースの穴に差込む。

「12.106

(5)トランスミツシヨンケース組付け

5 3 -038

① サイドケースにソレノイドバルブをねじ込み， 

手で確実に締付ける。

② サイドケースとトランスミッションケースの合 

わせ面をシンナやトリクレンで拭き，サイドケー 

ス合わせ面全周に液体ハキンを切れ目なく塗布

する

注意

する

塗布量はケース内側にはみ出さない程度と

液体ノヽ。ッキン スリーボンド1215

③ルブリケーシヨンノズルにルブリケーシヨンパ 

イプを差込む〇ヶースの穴に差込みクリッフ。（ 6丽 

ボルト1本づつ）2か所で固定する。

丁 0.5 ±0.051^ - 1X1

④ ブライマリプーリ八55 丫，パーキングポウル 

八％7,レシオセンサ，エンジンブレーキパイプの 

各軸とケースの穴を合わせ，トランスミツショ 

ケースを組付ける。

⑤ ボルトで締付ける。

T 2.5土().21^-01(全部)

，ボルト締付け時，ステーとクリップを所定の位置に

共締めする 〇

図に示す番号順に締付ける

^2.107 3 3 -039

⑥ ルブリケーションパイプを差込む。

⑦ プライマリプーリ軸に二ードルべアリング

(30X35X17)を入れる。

⑧ リバースアイドラギヤ八33丫をそう入する。

リバースアイドラギヤ八33丫

スプリングピン丫9

ド12.108 5 3 -040

リバースアイドラギヤ八33丫のスプリング 

ピンを矢印の切欠に合わせて組みつけること。

⑨リバースドリブンギヤ，フォーク八53丫，スリー 

ブゐハブ八53丫，ボークリングをセットでそう入 

する。

注意

5 3-013

ブには方向性がある
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78 401N8 - 77 401户日型——トランスミッシヨン本体

組立て^調整

⑩カウンタリバースギヤ001をそう入する。

注意

-スリーブ公リバースドリブンギヤを軽く持ち上げな 

がら入れる。

,アイドラギヤのシャフト先端のピンをケースの溝に 

確実にそう入する。

ドセ.110 5 3-042

⑪スリーブ公ハブ八33丫上側にサークリップを取

付ける。

-そう入時はレース部に傷をつけないように注意する。 

-サークリップを拡げ過ぎないよう注意する。

「12.111 5 3 -043

⑫フォワードドリブンギヤを取付ける。

⑬プライマリプーリ軸にニードルベアリング

(37X42X21) (23X29X40)を入れる。

^注意。 ワセリンを塗布して組付ける。

⑭シフトカム取付け

3)シフトカムにハ。ーキングロッドを取付ける。 

匕）シフトカムの溝にフォークピンが入るよう 

にシフトカムをセットする。

パーキングロッドはシフトカムの内側より

そう入する。

⑮シフトアーム0〇1^卩しをトランスミッシヨンケ

ースに差込む。

注意 レバーの向きを図のように組付ける。

シフトアーム 
〇0，し

印12 5 3 -044

⑲トランスミッションケースにスプリングピン 

(6ズ25)をそう入してシフトアーム001を固 

定する。

⑫ノックピン（ 4父31)をそう入する。

⑬デフアレンシャル八83丫を組付ける。

-デファレンシャル八35丫組付け前にデファレンシャ 

ルべベルギヤのスプライン部両側にビニールテープ

を巻く。

#ファイナルギヤを下側にして組込む。

⑹ハウジング八55丫組付け

①デファレンシャル八55丫のスラストすき間調整 

3) 3丁，ベアリングハイトゲージとディプスゲ 

ージを使い，図のようにケースからベアリング 

までの高さ（匕〉を測定する。

5 丁」）499575600ベアリングハイトゲージ

498147001ディプスゲージ

デフアレンシャル八35丫の倒れに注意する。
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78 401 N8 ^ 丁丁 401户8型 トランスミツシヨン本体

組立て，調整

ージを使い，図のようにクラッチハウジングの 

720段付部の深さ（只）を測定する。

ド12.114

〇)前記3),わ）の測定値より計算し，調整ワッシ 

ャの使用枚数を決定する。（最大で2枚まで） 

計算式.......... | 0 = ^=1！

〇ニスラストすき間 

只ニハウジング側深さ 

11二べアリングまでの高さ

計算値： 0 ワッンャ

0.20以下 使用せず

0.20を超え0.40以下 1枚使用

〇. 40以上 2枚使用

②フォワードドリブンギヤのスラストすき間調整 

3) 5トベアリングハイトゲージとデイプスゲ

ージを使い，図のようにケースからフォワード 

ドリブンギヤ端面までの高さ（八）を測定する。 
「5 丁〕 499575600ベアリングハイトゲージ

498147001デイプスゲージ

，フォワードドリブンギヤの倒れに注意して，ギヤ端

面の対称な2か所を測定し平均値を取る。

「12.115

ベアリング 
ハイトゲージ

5 3 -672

匕） 3丁 -ベアリングハイトゲージとディプスゲ 

ージを使い，図のようにクラッチハウジングか 

らメインドライブギヤ端面までの高さ（8)を測 

定する。

メインドライブギヤ端面は1段上がっている部分の 

対称な2か所を測定し平均値を取る。

〇)前記3)，わ）の測定値より計算し，調整ワッシ 

ャを決定する。

調整ワッシャはメインドライブギヤにワセ注意

リンで貼付けておく 〇

計算式

〇ニスラストすき間

八ニフォワードドリブンギヤ端面までの高さ 

3=メインドライブギヤ端面までの高さ 

丁ニゲージ側面に記載してあるゲージ厚さ

計算値： 0(01111) 部品番号 ワッシャの厚さ如!^

1.1—1.3 803036050 0.9

1.3—1.5 803036051 1.1

-1.5—1.7 803036052 1.3

1.7—1.9 803036053 1.5
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丁日401日春丁丁 401卩日型-------トランスミツシヨン本体

組立て#調整

③トランスミッシヨンケースとクラッチハウジン 

グの合わせ面をシンナやトリクレンで拭き，トラ 

ンスミッシヨンケース合わせ面全周に液体ガスケ 

ットを切れ目なく，はみ出さないよう塗布する。

液体ガスケッ スリーボンド#1215

「12.117 5 3 -047

④ニードルべアリング部にワセリンを塗布する

闩2.118 3 3 -048

⑤デフアレンシャル，ドライブピニオン，ノック

等の各軸とこれに対応する穴位置を合わせ，クラ 

ッチハウジング八33丫を組付ける。

麻^^^
癱デテントスプリング，デテントカムの溝側に入って

いることを確認する 0

，ハウジングのデファレンシャルべアリンング穴に決 

定した調整ワッシャをワセリンで貼付けておく。

參デファレンシャルべベルギヤのスプライン部にビニ 

ールテープが巻かれているか確認する。

，ハウジング八33丫結合部，プラスチックハンマ等で 

叩く前にデファレンシャルべベルギヤを回してリダ 

クションギヤを嚙合わせ，次にメーンドライブシャ 

フトを回してリバースギヤを嚙合わせる。

⑥ボルトで締付ける

丁 2.5 土 0.21^ - 爪（全部)

図に示す番号順に締付ける

2界〇

厂12.119

- 4,0

5 3 -674

5 3 -049ド12.120

⑺オイルポンプ八38丫組付け

①サイドケースの取付面をシンナやトリクレンで 

拭き，ピトーパイプ0〇1\1？しにそう入されたスト 

レートピンを左に回し，ケースの壁に接触させる。 

ストレートピンの方向を合わせないまま才 

イルポンプ八33丫を組付けるとサイドケースとオイ 

ルボンプ八35 丫を損傷させるので注意する。

ド16.121 5 3-050
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78 401 N8 - 77 401户日型 トランスミツシヨン本体

組立て，調整

②オイルポンプガスケツトをサイドケースに取付 

け，オイルポンフ。八33丫の取付け面をシンナや卜 

リクレンで拭き，組付ける。外周〇リング手前まで 

そう入したら，6 乂46 —0リング付ボルトを軽く 

締付け，位置合わせしてオイルポンプ八33丫外周 

をプラスチックハンマ等で叩いて少しずつ均等に 

奥まで組付ける。

注意

ボルトに取付ける〇リング(5.5X1，5)は新品を使

用する 〇

オイルポンプ八33丫組込み時，外周の〇リングを傷 

つけないよう注意する。

オイルポンプ六53 丫

闩2.122

③ボルトを締付ける

5 3 -051

〇

了 1，5±0,05は -

⑻コントロールハVレブボデー取付け

①3丁，コントロールバルブホルダをコントロール 

バルブボデーに取付ける。

〇 ~0 499205400 コントロールバルブホルダ

②コントロールバルブボデー取付け

&) バルブボデーのノックピンをサイドケース 

のそう入穴に確実にそう入する。

,レシオセンサの方へボデー八337を軽く押 

付け，サイドケースの穴とバルブボデーの 

ピンをそろえる。それから，バルブボデー 

Iをサイドケースに取付ける。

わ）コントロールバルブボデーを手で垂直に支え，3 

本のボルトで締付ける。それから，3 丁.ホルダを外

す。

丁 0.9 ±0.051^6 -111

ストレーナ共締め部は締付けない。

(9)シフトコントロールケーブル八33丫取付け

①シフトコントロールケーブル八33孓に〇リング

(7 XI，9)を取付け，トランスミッションケース穴 

より差込み，締付ける。

T 0.5 土 0.05让努一111

注意

〇リングは新品に交換する。

〇リングを傷つけないように辽〇乂了フルードを少量 

つけ，取付け穴にまっすぐ差込む。

②ケーブルエンドをコントロー ルバルフボア、、一

八53丫の取付け穴に確実に取付け，ケーブルをプ 

ーリ外周に掛ける。

ド12.123 5 3 -053

外側よりインナケーブルを引き，ケース内でインナ

ケーブルがケースの壁やコントロールバルブボデー

八537,パイプ，ストレーナ等に接触することなく円

滑に作動することを確認する 〇

インナケーブルほエンジンブレーキパイプの奥側を 

通す

「12.124 5 3-054
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78 401 N8 ^ 77 401叩型 トランスミツシヨン本体

組立て，調整

⑽オイルストレーナ八33丫，組付け 

，コントロールバルブ共締め部

XI 0.9土0.051

-サイドケース部 

XI 0.65土0.051

オイルストレーナ丫

「18.125

(11)オイルパン00取付け

トランスミッションケースとオイノレノ、。ン(：〇1\4？乙 

の合わせ面をシンナやトリクレンで拭いてから，才 

イルパンガスケットを介してオイルパン00を 

取付ける。

XI 0.5土0.051

(12)オイルポンプシャフト取付け

クラッチ側よりオイルポンプシャフトをスプライ 

ン外径の小さい方を奥に向けてそう入する。

注意

-そう入時メーンドライブシャフト内のオイルシール 

を損傷させない。（シャフトに五〇ソ丁オイルを少量 

塗布する。）

-奧のスプラインが確実に嚙合っていることを確認す 

る。

-取付け作業が終了し，スタンドからトランスミッシ 

ヨンを外す時に，オイルポンプシャフトに無理な荷 

重をかけない。

オイルポンプ 
ドライブシャフト

ド13.126 5 3-005

⑽①ケーブルをクリップでステーに固定する。

② エアブリーザホースをステーの穴に差込む。

③ 〇3ソレノイドバルブのハーネスをサイドケース 

のクリップで固定し，コネクタをステーに差込む2

注意 この時，ハーネスがサイドケースの端面よ

り外に出ない様に固定する。

(アクスルとの干渉防止）

④エアクリーナブラケットをケースとサイドケー 

スにそれぞれ取付ける。

(ケース側6削! 一 2本，サイドケース側10111111—1本）

ケース側一^力所は，オイルクーフアウトレットノぐ

イプのステーと共締めする。

6 1111111 丁 0.65 ±0.05^5-111 

10111111；2,7 ±0.2

⑤ トランスミッションをスタンドから外す。

⑥ オイルクーラアウトレットパイプを取付ける。 

チェックバルブにスプリングを確実にはめ込み，

チェックバルブを奥にしてサイドケースの穴に入 

れる。

アルミガスケット

-1 广，油!^ 00000^ ふハ門

ユニオン

スクリュー

〇〉

スプリング

チェックノ^レフ

アウトレット 
パイプ

5 3 -671「セ.127
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78 401N8 - 77 401卩日型——トランスミツシヨン本体

——組立て鲁調整--------------------------------------------

ユニオンとボルト（ 8咖）でケースに取付ける。

#ュニォン T 4.0 土 0.41^-111 

鲁ボルト 1.3土0.11^-以

-アルミニウムガスケットは新品に交換する。 

，ユニオンを締める時，ユニオン内にスプリングが入 

り込むようにすること。
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78 401N8 ^ 丁丁 401卩日型——サイドケース八88丫

⑶サイドケース八55丫

く組立て〉

(1)サイドケースをスタンドに固定し，ピトーハ。イプ 

001を差込み，反対側よりストレートピン（3 X 

17.8)で止める。

⑵5 丁.シールリングガイドを使い，シールリング2 

本を取付ける。

499305700 シールリングガイド

注意

シールリングは新品を使用する。

シールリング取付け時，開き過ぎないよう注意する

し5丁つシールリングガイド

ドも129 5 3 -056
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78 401N8 ^ 77 401卩日型——セカンダリプーリ八33丫

⑷セカンダリプーリ八55丫(プライマリプーリ八55丫は#隹分解で、ある。)

——分解.組立て--------------------------------------------

く分解〉
(1) 81？，ホルダにセットし，ロックナットのかしめを

起こしてから51^ソケットレンチ（30)を使いロック 

ナットを外す。

498935400セカンダリプーリホルダ 

499165400 ソケットレンチ（30)

闩も130 5 3 -057

⑵リムーバとオイルシールドリフトを使い，リ 

ダクシヨンドライブギヤ，セカンダリニードルレー 

スをプレスを使って外す。

899714110リムーバ

899864100 リムーパ/メーンシャフト

ボールべアリングは交換しない（補用品な 

し）

厂1氐131

〔5 丁）ドリフト

丁） リムーバ

5 3 -058

く組立て〉
(1) インストーラを使い，スプライン軸側にリダ

クシヨンドライブギヤを圧入し，その後，ニードル 

ベアリングレースを压入する。

899580100インストーラ

リダクションドライブギヤの压入方向に注

「1る132 5 3 -059

⑵31^ホルダにプーリ八5^"をセットし，ロックワ 

ッシャ（21X32,5父3)を入れ，ソケットレンチ

を使い，ロックナットを締付け，先端をかしめる。

17113.0土().51^-111

498935400 ホルダ 

499165400 ソケットレンチ（30)

-ロックナット（20)は新品使用

奉ロックワッシャ（21父32,5父3 )は凸側がロックナッ

卜側

[5 丁」

ソケットレンチ

ホルダ

「18.133 5 3 —060
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78 401 N8 - 77 401户8型 オイルポンプ；\33 丫

⑸オイルポンプ八55 丫

分解，組立て

く分解〉
(1) オイルポンプガスケットを外す。

(2) 6 111111ボルトを5〜6山ゆるめ，プラスチックハン 

マで軽く叩き分離する。

「12.134 3 3-061

鲁オイル

補用品は次の部品が設定してある。

ルボンプギヤセット 

オイルホンフカバー 

ノレブリケーシヨンスフ。リング 

〇リング 

シールリング

オイルポンプギヤセツト オイルポンプカバ

スプリング

ド 12.135 5 3 -062

く組立〉
(1)オイルポンプカバー，オイルポンプギヤセット， 

ルブリケーシヨンスフ。リングを組立て， 6111111ボルト

で締付ける 〇

丁 ―1.0±0.51^-111

注意 I締付け時，オイルポンプシャフトが軽く回

ることを確認しながら締付ける。

⑵3トシールリングガイドIIを使い，シールリング 

2本を取付け

ひ"〇 499305700シールリングガイドII
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78 401 N8 - 77 401阳型 クラツチハウジング八55丫

(6)クラッチハウジング八55 丫

分解.組立て

く分解〉

(1)メーンドライブギヤ八33丫のべアリングリテーナ

プレート取付ソケットボルトを外す 〇

リアーナフレート
闩8.137 5 3 -064

(2) メーンドライブギヤ八33Vをプラスチックハンマ 

で軽く叩きながら抜取る。

メー

「也138 5 3-065

ド12.139 53 -066

(6) メーンドライブギヤ内のオイルシールを点検し， 

不良の場合は，オイルシールをこじって外す。

謂^オイルシール再使用禁止

(7) クラッチハウジングのオイルシールを点検し，不 

良の場合は，トランスミッション側からアルミ棒等 

を使って叩き出す。
注意 オイルシール再使用禁止

く組立〉
(1) 8丁 ’オイルシールドリフトを使い，メー ンドライ 

ブギヤにオイルシールを圧入する。
厂5の 498475500 オイルシールドリフト

オイルシールのリップ部に迟〇ゾ丁フルー 

ドを塗布し，ダストリップを下側に向けて圧入。

⑶スナップリング（アウタ23)を3トスナップリング

プライヤを使って外す。

㈤ 899471410スナップリングプライヤ
(4) ボールべアリング外周のスナップリングを外す。

(5) 31^リ厶一八を使ってメーンドライブギヤのボー 

ルべアリングをプレスで抜く。
〇 498517000リムーバ ドセ.140

游//グ麗グ/^/ガ////

5 3 -067

⑵5卜受台とインストーラを使ってボールべアリ 

グをプレスで茁入する。
「3の 398177700受台

899580100インストーラ
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丁已401 N8，77 401 ^已型
クラツチハウジング丫 
スピードメーターカバー八33丫

分解.組立て

ド12.141

(3) リテーナを入れてベアリングにスナップリングを 

組付ける。

(4) アウタスナップリングを組付ける。

(5) 5丁，オイルシールドリフトを使い，クラッチハウ 

ジングにオイルシールを庄入する。
ひ丁] 498415600 オイルシールドリフト

ひ丁」
オイルシールドリフト

「12.142 5 3 -069

(6) 31^インストーラを使い，クラッチハウジングに

メーンドライブギヤを圧入する。

398177700インストーラ

嫌^^ メーンドライブギヤ八33丫压入時，クラッ 

チハウジングのオイルシール.リップ部を引掛けな

0

「セ.143

(7) メーンドライブギヤ八33丫のべアリングリテーナ 

取付けソケットボルトを締付ける。

T 0.5 ±0.05^-111

⑻デテントスプリングの交換

ノックの位置を合わせ，ボルトを締付ける。

丁 1.6 + 0.15^-111

⑺スピードメータカバー八55丫 

-------- 脱着.分解.組立て--------------------------------

く取外し〉
① クラッチハウジングからスピードメータカバ

一八33アを外す。

ナイロン製スピードメータギヤを内蔵 

しているため取扱い注意

② ユニオンを外してオイルクーラインレットパ 

イプを取外す。

「1も1“ 5 3-071
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78 401N8 ^ 77 401卩日型——スピードメーターカバー八55丫

——脱着參分解.組立て---------------------------------

く分解〉

(1)スピードメータカバー内側より81^スナップリン 

グエキスパンダを使ってスナップリングを外し，ス 

ピードメータドリブンギヤを抜く。

899471410 スナップリング

エキスパンダ

ド12.145 5 3 -072

(2)スピードメータカバーを万力でおさえ，シャフト 

のギヤ側を押してオイルシール，スピードメータシ 

ャフトをスピードメータケーブル取付側に押し出 

す。

(3 @ 001\\〇 0^)0

厂12.146 5 3-073

く組立〉

(1)スピードメータシャフトにアウタスナップリン 

グをスピードメータギヤ側から組付ける。

，スナップリングは新品を使用し，取付時，開き過ぎ 

に注意する。

-オイルシール摺動部側からの組付け絶対禁止

(2) スピードメータカバーにスピードメータシャフ 

卜をそう入する。

(3) スピードメータシャフトにスピードメータギヤ 

をそう入し，31：.スナップリングエキスパンダを使 

い，スナップリングで止める。

899471410 スナップリング

エキスパンダ

スナップリングは新品を使用，取付時，開 

き過ぎに注意する。

^2.147 5

⑷8丁，スピードメータオイルシールプレスを使い 

スピードメータカバーにオイルシールを圧入する。

499827000スピードメータ

注意

オイルシールプレス

オイルシールは新品を使用し，リップ部に

丑〇ゾ丁フルードを塗布する

ド16.148 5 3 -074
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78 401 N0 ^ 77 401戸日型 スピードメーターカバー八55丫 
ドライブピニオンシャフト八53丫

—脱着，分解，組立て

く取付け〉

⑴スピードメータカバー合わせ面をきれいに清掃し 

て液体パッキンを塗布する。

液体パッキン スリーボンド#1215

ド18.149 5 3-075

(2)①クラッチハウジングの合わせ面をシンナや卜 

リクレンできれいに拭き，スピードメータカバ

一を取付^ける。

丁10.65 ±0.051^ -111

②オイルクーラインレットパイプをスピード 

メータカバーにユニオンで取付け，パイプステ 

一をカバー取付けボルトと共締めする。

XI2.5土().21^-111

アルミガスケットは新品を使用する。

(8)ドライブピニオンシャフト八55丫

脱着

く取外し〉

注意 「分解準備⑶」を参照のこと

(1)ロックナットを外して，ドライブピニオンシャフ

卜を取外す。

⑵クラッチハウジングからスナップリングを外す。

(3) 31^ドリフト.リムーバを使い，ボールべアリン

グをプレスで抜く 〇

(11^ 498475500 ドリフ

899864100リムーバ

「18.150 

く組付け〉

5 3-076

(1) 31^インストーラを使い，クラッチハウジングに

ボールべアリングを圧入する。

(3 ^ ) 499567000インストーラ

ボールべアリングは新品を使用する0注意

インストーラ

闩2.151 53 一 077

⑵クラッチハウジングにスナップリングを組付ける。 

(3)ドライブピニオンシャフト八58丫とワッシャを組

付け， ロックナットを仮締めする 〇

ロックナットの本締‘はぢ〇乂丁八33丫状態

でギヤ位置を？レンジにセットして締付ける。

ロックナットは新品を使用する 〇

丁 10.0 土 0.61^-111
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18 401N8 ^ 77 401卩8型——カウンタギヤ八55 丫

(9)カウンタギヤ八55 丫

分解，組立て

く分解〉
(1)①5丁.ホルダでカウンタギヤを万力に固定す 

る。

②カシメを起こした後，ロックワッシャをゆる 

めロックナット，ロックワッシャを取外す。

02つ 898938600ホルダメーンシャフト

闩2.152

⑵3丁，リプレーサをメインドリブンギヤに当て， 

レスでボールべアリング（#6203トメーンドリブンギヤ 

を抜き取る。
(11^ 498517000リプレーサ/ドラィブ

オンべアリング

^2,153 5 3 —676

⑶31^リムーバと必10111111程度の短い棒（ボルト等）を 

用いてボールべアリング(#6202)を抜き取る。

499715400リムーパ/メカニカルシール

注意

^ボールべアリング(#6202〉を抜いたときは必ず新品

と交換する。
^リムーパのうでが開かない様に万力等で押さえると 

抜きやすい。

〔5 丁」リム- ノて

闩2,154 3 3-677

く組立て〉
⑴3トリムーバでギヤを受けて，ボールベアリング 

(#6202)をカウンタギヤに圧入する。

899714110リムーバ

リ厶ーバ

闩艮155 5 3-678

(2) 3丁-リムー八でギヤを受けて，メインドリブンギ

ヤ，ボールべアリング(#6203)を5トプレスでカウンタ

ギヤに圧入する。 899714110リムーバ

899754102プレス

闩る156

(3)①5丁，ホルダでカウンタギヤを万力に固定す 

る。

②ロックワッシャを入れ，ロックナットを締付

け後1力所カシメする 〇

丁 4.0 土 0,41这 -111

1") 898938600ホルダメーンシャフト

-ロックナット（16X10.5)は新品を使用する。

參ロックワッシャ(16乂25父2)は凸側がロックナッ 

側である。
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78 401 N8 ^ 77 401叩型 コントロールバルブ六35丫

⑽コントロー ルバルブ八55 丫

分解，組立て

く分解〉
(1) 5丁.コントロールバルブホルダを図のように取外

し，プレツシヤレギュレータガイドとスプリングを

取外す

注意

〇

プレツシヤレギュレータガイドのボルト

とナットは調整しなレ 〇

(2)エンジンブレーキレバープレート夯外す。

エンジンブレーキ

-159 5 3 -073

⑶セハ0レータフ。レートを外し，スチールボール2個， 

スプリング2個，ノックピン等を取出す。

注意 スチールボール，スプリングをなくさなレ

よう注意。

セパレータプレート

以.160 53 -080

(4)叼クリップを外してから，ロータリバルブロッド

を分離する 〇

ロータリバルブ 
ロッド

闩艮161 5 3-081

⑸5丁，ストレートピンリムーバを使い，シフトカム 

からスプリングピンを抜く。リターンスプリングの 

リ|掛け部を外し，シャフトを引抜いてシフトカムと 

シフトコントロールレバーを外す。

丁） 499905400ストレートピンリムーバ

)ストレートピン 
リ厶ーバ

円る162 5 3 -082

⑹エンジンブレーキバルブ分解

① エンジンブレーキバルブ先端の2クリップを外し， 

エンジンブレーキアームを外す。

② シフトコントロールピンを外す。

③ 3 丁.ストレートピンリムーバを使ってストレート 

ピンを抜き，エンジンブレーキバルブを取出す。

499905500ストレートピンリ厶ーバ
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78 401N8 ^ 77 401卩日型——コントロールバルブボデー八33丫

分解，組立て

シフトコントロールピン

エンジンブレーキアー厶 ストレートピン

スリー

严
エンジンブレーキバルブ

闩8,163 5 3 -083

(7)サイドプレートを外し，シフトコントロールバル 

ブ，ハイスピードスプリング，スプリングサポート 

とスプリングを取出す。

ると取

サイドプレート取付面を下に向けて作業す

り易い

ハイスピードンノ
スプリング

コントロールバルブ 

サイドプレート

スプリング 
サボート スプリング

闩2.164 53 -084

(8) ロースピードスプリングを外し，コンペンセイシ 

ョンを取出す。

ロースピードスプリングを外す際にバルブ

ボデー端面を傷つけないよう注意,

口ー スピード 
スプリング

コンペンセイシヨンハつレブ

^2-165 5 3-085

(9) 81^ストレートピンリムーバを使ってスプリング

ピンを抜き，プレッシャレギュレータバルブを抜取り， 

スペーサ(樹脂製）も取外す。
丁] 499905500ストレートピンリ厶ーバ

ピンリムーバ

プレッシャレギュレータ 

バルブ

1 0 

スぺーサ（樹脂製)

ドセ.166 53 -086

⑽丑クリップ，ワッシャ，レバーを外してロータリバ

ルブを分離する。

ロータリハつレブ

ド1も167 5 3 -087
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丁日4011\1日. 77 401I3日型——コントロールバルブボデー八35 丫

分解，組立て

く点検〉
各々の部品に有害な損傷，切れ，ごみの付着がないか点検する。

く組立て〉
コントロールバルブボデーは分解の逆手順に組立てる。小さい部品やスプリング，バルブを組立てる時は，部品 

構成図を参考にする。

すべてのノくルブはぢ〇ゾ丁フルードを塗布してからそう入する。

部品を締付ける時は規定トルクを守ること。バルブをそう入する場合，無理な力を加えない。

168 5 3-089
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丁8 401 N8 ^ 77 401户8型 デフアレンシャル丫

(11)デフアレンシャル六55丫

-------- 分解.組立て--------------

く分解〉
⑴ボルトを外してファイナルギヤとデファレンシャ 

ルケースに分離する。

#デファレンシャルべベルギヤの※印部は，オイルシ 

ールの摺動部なので傷をつけないこと。

办デファレンシャルを万力等にくわえる時は，ピニオ 

ンシャフトの軸方向をくわえること。

(2)フアイナルギヤ側よりデファレンシャルべベルギ 

ヤとワッシャを外す〇，

「は.169 3 3-090

「セ.170 5 3-091

(3) デフアレンシャルケースからストレートビンをフ 

アイナルギャ側に抜く。

(4) デフアレンシャルケースからピニオンシャフトを 

抜いてベべルピニオン2個，ベべルギヤ，ワッシャ

を外す。

「セ，171
5 3 -092
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78 401N8 ^ 77 401卩8型——デフアレンシャル八35丫

分解，組立て

ヤ側とデフアレンシャルケース側に区別しておく

⑤ ，② ③

^& 172 5 3 -093

⑸市販工具，ベアリングプーラを使い，ファイナル 

ギヤとデファレンシャルケースからボールべアリン

グを外す。

く組立て〉

(1) ファイナルギヤとデファレンシャルケースにボー

ルべアリング(#6207)を圧入する。

(2) ファイナルギヤとデファレンシャルケースに構成

部品を組付ける。

注意

^ベべルギヤスプライン部のビニールテープは取除い 

て組付ける。（異物噛込み防止）

，ワッシャ（27.1X42X1)は内径面取り部をベべルギ

ャ側に向ける 53〇

^2,173 53 -094

(3)フアイナルギヤとデフアレンシャルべベルギヤ夯

結合する 〇

1注意 )ベべルギヤと調整ワッシャはファイナルギ T1 0.3 + 0.5^-111

着^^デフアレンシャルを万力等にくわえる時は，

ピニオンシャフトの軸方向をくわえる 0

5 3 -095「ぼ.174
(4) 3丁 ^マグネットべースとダイヤルゲージを使い， 

ギヤとピニオンのバックラッシュを測定する。基準

値外の時は，ワッシャを選択.調整する 〇

498247001マグネットベース

498247100ダイヤルゲージ

ピニオンとギヤを回転させ，各部品をなじませてか

ら測定する 〇

バックラッシュは，ピニオンの歯1枚をギヤ2枚の 

間に当てて測定する。

フツンヤ

(27.1X42X1：)

部品番号 基準厚さ（麵)

803027041 1.000

803027042 1.050

803027043 1.100
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丁丁 401卩日——構成部品

〔6〕 丁丁 4 01口日型（フノレタイム4西0用巳〇ソ丁）国構成部品
——丁丁 4 01I3日型（フノレタイム4育〇用E^VT)--------------------------------------------------

^2,175 5 3-681
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丁丁 40〗户日 トランスファふェクステンション

國整備要領

-------- トランスファ8！エクステンション--------------------------- ---- 一---------------------------------------------------------------

トランスファ公土クステンションの整備要領は丁丫60型（マニュアルトランスミッション.フルタイム4…!)）を

参照のこと。（3 —2〔8〕を参照）
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丁丁 401戸日 トランスファふエクステンション

國巳0 V 丁用特殊工具の追加情報

#特殊工具内容

部品名称 部品番号 用 途

① ボンチ 499515400 ロックナットのカシメ

② ガイド（オイルシール） 499595400
ギヤ（メインドライブ）部オイルシール
損傷防止

③ ゲージ（レシオセンサ） 499575810 センサ（レシオ）アジャストボルト調整

④
アダプタセット 
(オイルプレッシャ） 498897700

ライン圧（セカンダリ圧）点検ゲージ用アダプタ 
(小型車系6-4八丁用既存品流用）

鲁使用方法
①ポンチ 499515400

ロックナツト等のカシメに使用する。‘
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77 401 トランスファ&1クステンション

②ガイド（オイルシール）499595400

1)ギヤ（メインドライブ）をハウジングに組み付ける時、ギヤのスプライン部に被せて使用する。

2)ギヤ（メインドライブ）をハウジングに紐み付けた状態で、オイルシールを圧入する時、ギヤ 

のスブライン部に被せて使用する0
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丁丁 401户日 トランスファクステンシヨ

您ゲージ（レシオセンサ）499 5 75810

ブライマリプーリまたはセンサ（レシオ）、サイドケース交換時、センサ（レシオ）のアジャス 

トボルト（ライン圧調整用ボルト）の調整に使用する。

1)サイドケースのコントロールバルブ取付面ノック穴に合わせて、ゲージ（レシオセンサ）をボ

ルト1本で取り付ける 〇

2)ゲージ（レシオセンサ）の上端面にアジャストボルトの先端が接するようにァジャストポル]^

の位匱を調整する 0

センサ（レシオ）

〆，

アジヤストボルト

ジ〇

，-----

痛秦^^4

〇

〇

1]
〇

ぬ

〇
'一、，

-」

\ 0

り,

乙

サイドケース

.3
〇

\ 0 V

〇)
4

13 〆
〆

6
门

)匚 〇

ゲージ（レシオセンサ）
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丁丁 401户日 トランスファクステンション

④アダプタセツトバオイルプレツシヤ）498897700

ライン圧測定時，オイルブレツシヤゲージの接続容易化の為設定した。

既存のオイルブレツシヤゲージとオイルプレッシャアダプタの間にアダプタセット（オイルプレッシヤ) 

を接続して使用する。

オイルブレッシャゲージ取り付け図」サンバー系）

既存のプレッシャゲージは，トラップドア開口部と硬いホースの為，取り付けが困難（特にサンバー 

系）であったが，アダプタセット（オイルブレッシヤ）を使用することで組み付け性を改善した。
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3—4 ドライブシステム妆アクスル

〔1〕フロントアクスル（2育0) 国準慊品

5丁
927080000 ハブスタンド ハブボルトの交換

92263000 スぺーサ(新設） ハブボルトの交換

工具 丨'1- ハブキャッププライヤ ハブキャップ取外し

計器 — マグネットスタンド，ダイヤルゲージ ベアリングの軸方向の遊び測定

油脂
その他

— シエル6459N ベアリングゐオイルシール潤滑

圓構成部品

①
② 1—丄8± 2レ^-；01 ハブキャップ 

2. 0リング

アクスルナット 

4,ワッシャ

デイスクロータ

ハブユニット

ハブボルト 

デイスクカバー 

9.スピンドル八85丫

「セ- 33-114
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ドライブシステム段アクスル

整備要領

車上点検

くホイールべアリング〉

(1)タイヤの上下に手を掛けて動かし，フロントホイ 

ールベアリングのがたつきがないか，又ホイールを 

回した時にブレーキの引きずり音等がないか点検 

する。

「也3 53-115

⑵ホイールを外して，ハウジング又はストラットに 

ダイヤルゲージを固定し，軸方向の遊びを測定する。

取外し

注意

タイヤ接地状態でアクスルナットをゆるめると,

ベアリングを痛めるおそれがある 0

アクスルナットをゆるめ，締付けする場合は，車体 

をリフトアップ後，ホイール取外した状態で作業す

ること 0

(1)ホイールナットを她めてから車体をリフトアッ 

し，ホイールを外す。

⑵ハブキャッププライャを使い，ハブキャップを外

，す。

⑶アクスルナットのかしめを起こし，アクスルナッ 

卜を30111111ソケットレンチで她める0

アクスルナツト

ハフユニット かしめ部

^2.5 33-137

円8- 53-116

，アクスルナットは，ホイールを外した状態でゆるめ 

ること。

，アクスルナットは再使用禁止。

^ハブユニットが抜出してこな'いようアクスルナッ 

卜で仮止めしておく。
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ドライブシステム5¢アクスル

取外し
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ドライブシステムなアクスル

一分解^点検

く分解〉

注意

定期点検時，ベアリングのがた，引掛り，異音等の 

異常がない限り，分解は行わないこと。

⑴スピンドルからハブユニットを抜く。

(2)ハウジングからディスクカバ、一を取り外す0

く点検〉

次の項目について点検し，異常の有るものについて 

は，その程度により，修正又は交換すること。

⑴ディスクカバーの変形，損傷，請の有無。

⑵ハブボルトの変形，損傷，摩耗の有無。

⑶ハブュニットの損傷，摩耗の有無。

⑷スピンドルの変形，損傷，摩耗，锖の有無。

⑸ハウジング本体の損傷，亀裂の有無。

——ハブボルトの交換-------------------------------------

⑴ハブを3丁り、ブスタンドにセットして，ハブボル

卜をプレスで押抜く。

「5 丁] 927080000 ハブスタンド

ハブボルトをハンマ等で叩くと，ハブユニットが変 

形してしまうので，必ずこれを避けること。

プレスで押す

ハブスタンド
927080000

3 3 -150

円浴11

(2) ハブを反転させ，5丁，ハブスタンド及びスペーサ 

をセットする。

(3) 新品のハブボルトをプレスで圧入する。

^ハブボルトの倒れを防ぐ為，ハブスタンドの12111111の 

穴を使用すること。

^ハブボルトの座面が，ハブユニットに密着するまで 

压入する。

す） 922630000
927080000

スペーサ（新設)
ハブスタンド

-スぺーサ

ハブスタンド

ド12.12 5 3-151
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ドライブシステム压アクスル

—組立て-----------------------------------------------------

⑴ハウジングにデイスクカバーを取付ける。

II 2.5土0.71^-111

(2)スピンドルにハブユニットを組付け，ワッシャ， 

アスクルナットを仮止めしておく。

注意

アスクルナットは新品を使用すること。

-------取付け--------------------------------------------------------

(1)ハウジングをストラットに組付けて，取付けボル 

卜を締付ける。

ストラットとハウジングには合わせみぞがあるので， 

注意して組付けること。

「13.13 54-162

丄1 5.0 土丄，0わ居 一！II

⑵タイロッドエンドのボールジョイント部をナック 

ルアームに組込んで，キャッスルナット，コッタピ 

ンで止める。

-コッタピンは新品を使用すること。

^キャッスルナットは規定トルクで締付けた後，60。 

以内の増締めをして，コッタピンの穴合わせを行う。

ド12.14

1 2.0 — 3.0^-111
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ドライブシステム8¢アクスル

取付け‘

(3)トランスバースリンクのボールジョイント部をハ| (6)デイスクブレーキ八83丫を取付ける。

ウジングに固定する。

丁 4.5±1.0^-111

(4)スタビライザリンクをトランスバースリンクに取

付ける 0

以15 53-119

X 3.0 土 0.51^ -111

(5)デイスクロータを取付ける。

スクロータ

^12.16 53-118

^6.17 5 3-132

T 10-11.5^-111

⑺アスクルナットを締付ける。

T 18 ±2.0^-111

，アスクルナットは新品を使用。

鲁アスクルナットはホイール取付け前に締付ける。

⑻締付け後，まわり止めのカシメを行う 〇

(9)ハブキャップフランジ部に0リングを取付け，プ 

ラスチックハンマ等で軽く叩いて，ハブキャップを

取付ける。

注意

鋼造ハンマ等で直接叩かないこと 0

〇リングに傷の有るものは新品と交換すること 〇

ブキヤップのフランジ部が変形しているものは交

換する 0

⑽ホイールを取付ける。

X 9.0 ±1.01^-111

(11)ホイールキャップを取付ける。
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ドライブシステム6アクスル

〔2〕フロントアクスル（4评0) 國準備品

5 T

926470000 プーラ フロントドライブシャフト引抜き |

927140000 プレート 同上

927070000 プーラ 同上

927080000 ハブスタンド ハフて:01^1^外し |

922590000 ハブプーラ（新設） 151 -1: 1

922620000 ハウジングスタンド（新設） ベアリング脱着、オイルシール圧入

922610000 ベアリングプーラ（新設） 同上

922600000 ハブインストラ（新設） ハブ、オイルシール压入

922630000 スぺーサ（新設） ハブボルト及びハブ圧入

927210000 ドライブシャフトインストラ
ドライブシャフト引込み |

ェ 具
スナップリングプライヤ スナップリング脱着 |

一一， ピン抜き工具 スプリングピン脱着 |

計 器 — マグネットスタンド、ダイヤルゲージ ベアリングのがた測定

油脂.その他 — オートレックス八またはシェル6459N ベアリング公オイルシール潤滑

ハブプーラ ハウジングスタン

ぺアリングプーラ ブインストラ

3-133
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ドライブシステム6アクスル

構成部品
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ドライブシステム段アクスノレ

整備要領

車上点検

くホイールベアリングのがた〉

⑴タイヤの上下に手を掛けて動かし，フロントホイ 

ールべアリングにがたつきがないか，又ホイールを 

回した時にブレーキの引きずり音等がないか点検す 

る0

取外し

注意

タイヤ接地状態でアスクルナットをゆるめると，ベ 

アリングを痛めるおそれがある。

アスクルナットのゆるめ，締付けする場合は，車体 

をジャッキアップ後，ホイールを取外した状態で作 

業すること。

(1)ホイールナットを弛めてから車体をリフトアップ 

させる。

⑵ホイールを取外す。

(3) アスクルナットのカシメを起こす。

(4) 30111111ソケットレンチで，アスクルナットを外す0

注意

魯アクスルナットは，ホイールを外した状態でゆるめ

ること 〇

アクスルナットは再使用禁止。

^2-20 53-115

⑵ホイールを外して，ハウジング又はストラットに 

ダイヤルゲージを固定し，軸方向の遊びを測定する。

ド16.21 53-116

アクスルナット

かしめ部
ハブ〇？

闩2.22 5 3-137

(5)スタビライザリンクをトランスハゝースリンクから 

外し，トランスノ《ースリンクのボールジョイント部 

をハウジングから抜出す。

スタビライザ 
リンク

ノ\ゥジング

「1.2.23 5 3-140
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ドライブシステム6アクスノレ

取外し

⑹タイロッドエンドをナックルアームから取外す。

〇
V

⑽ブレーキのキヤリバ八33丫を取外す0
注意

取外したキヤリバ八33アは針金等で吊しておく

癒3

厂12.24 5 3-141

(7)アスクルシャフトとフロントディファレンシャ

ル結合部のスプリングピンを打抜く 〇

フロントデフアレンシャル 炎^^

V

〇 〇
ゴ;

「12.25 5 3 -157

⑻ハウジングを外側に押しながら，アスクルシャフ 

卜をフロントディファレンシャルから抜出す。

⑼をフロントハブのスプラインから抜き，フロン 

トアスクルシャフト八33丫を外す。

スプラインが固着している場合は，3トプーラを使

う0

辞
ノ

の

9

厂12.26

注意

5 3-133

フロントアスクルシャフトを抜く時，オイルシール 

のリップを傷付けないよう注意する。

円る27 5 3-132

⑽ディスクロータをハブから取外す。

く參考〉
ディスクロータがハブに固着している場合には，デ 

イスクロータのネジ部に811110ボルトをねじ込むこと

によってハブから浮き上がらせる 〇

〇/ ディスクロータ

ノ43

隱
〖〇

^2.28 53-118

⑽ハウジングとストラツトの結合ボルトを外し，

ウジングとストラツトを分離する。

ノ、

句

「；氐29

て

5 4-162

325



ドライブシステム&:アクスル

—分解-----------------------------------------------------------

くハブ〇〇⑹し〉

定期点検時，ベアリングにガタ，ひっかかり，異音 

等の異常がなければ外さないこと。

⑴3丁，ハブスタンド，ハブプーラを使ってハウジン

グ八85丫からべアリングを抜く。

927080000 ハブスタンド 

922590000ハブプーラ（新設〉

ド12.30 5 3-145

⑵ベアリングのインナレースがハブに残った場合は 

市販工具を使って外す。

-ハブの研磨部を傷付けないこと。

^取外したインナレースは必ずアウタレースの組付け 

られていた側に組戻す。

「1ふ31 3 3-146

⑶ハウジングからディスクカバーを外す。

くベアリング，オイルシール〉

(1)アウタオイルシール，インナオイルシールをマイ 

ナスドライバで外す。

オイルシール再使用禁止。

⑵スナップリングプライヤを使ってスナップリング

を外す。

(3) 3丁，ハウジングスタンド，ベアリングプーラを使

い，インナレースを押してべアリングのアウタレー 

スを外す。

參異常のないかぎり，アウタレースは外さない0 

-アウタレースを外したベアリングは再使用禁止。

(^) 922620000ハウジングスタンド（新設）

922610000ベアリングプーラ（新設）

画^ ハウジングスタンド淀職 職治‘
--------------^ 5 3-148

參ベアリングはセット交換すること。

^12.33 セット交換 53-143
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ドライブシステムみアクスル

分解

くハブボルト交換〉

⑴ハブを5トハブスタンドを使い，ハブボルトをプ 

レスで押抜く。

注意

ブが変形するので，ハブボルトはハンマで叩いて

抜かないこと 〇

「5 丁] 927080000ハブスタンド

ハブスタンド
927080000

^2.34 5 3-150

(2) ハブを反転させ，5丁，ハブスタンド，プレートを 

セットする。

(3) 新品のハブボルトをプレスで圧入する。

注意

ブボルトの倒れを防ぐ為，ハブスタンドの12111111の

穴を使用すること 〇

ブボルトは座面がハブに密着するまで圧入する。

「5 "〇 922630000 スペーサ（新設)

927080000 ハブスタンド

スペーサ

ノ、ブスタンド

以35 53-151

-------組立て--------------------- ------------------------------------

くベアリング，オイルシール〉

⑴ハウジング内部のほこり，異物を完全に除去する。 

⑵新品べアリング使用時には，ハウジングスタ 

ンド，ベアリングプーラを使って圧入する。

インナレースに取付けられているプラスチック製抜 

止めを取外さない状態で圧入する。

922620000ハウジングスタンド（新設) 

922610000ベアリングプーラ（新設）

ベアリングプーラ

ハウジング
スタンド

ド12.36 5 3-152

⑶アウタレースを取外していない時新品グリース 

を補充する。

使用グリースオートレックス八

⑷スナップリングを組付ける。

注意 溝部に完全に組付けられていることを確認

する。
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ドライブシステム8¢アクスノレ

組立て

(5) 3丁，オイルシールインストラを使い，アウタオ

イルシールをハウジング底面に接するまで庄入する。

注意

と0

必ずアウタオイルシールを先に压力するこ

922600000ハブインストラ（新設） 

922620000ハウジングスタンド（新設)

闩2.37

ハブインストラ

ノ、ウジングスタンド

53-153

(6)ハウジングスタンドとハウジングを各々反転す 

る。

⑺ハブインストラを使い，インナオイルシールをス 

ナップリングに接するまで圧入する。

(11) 922600000ハブインストラ（新設）

927080000ハブスタンド 

922630000スぺーサ（新設）

以38
5 3-154

⑻オイルシールリップ部にグリースを充てんする。

使用グリースオートレックス八

上記グリースが入手できない場合は，ベアリングの 

グリースを洗浄後，シヱル64591^を使用してもよい。 

ただし，2種類のグリースを混合して使用してはな 

らない。

くディスクカバー，ハブ〉

⑴ディスクカバーをハウジングに取付ける。

112.5 土 〇フ^-㈤

⑵ハブ研磨面のホコリ，異物を完全に除去する。

⑶3トハブスタンド，ハブインストラを使い，ベア 

リングにハブを压入する。

了) 922600000ハブインストラ（新設）

922620000 ハウジングスタンド（新設)

「セ.33 5 3-155
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ドライブシステム6アクスル

取付け胃

⑴ハウジングをストラットに組付けて，取付けボル 

卜を締付ける。

注意

ストラットとハウジングには合わせみぞがあるので， 

注意して組付けること。

厂12.40 54-162

T\ 0.5±1.0お

(2)デイスクロータをハブに取付ける 〇

⑶ディスクブレーキ八53丫を取付ける。

ド12.41 5 3-132

丁 10-11.5^111

(4) 8】をハブスプラインにそう入する。

注意

インナオイルシールのリップを傷付けないように 

注意する。

⑸31^アクスルシャフトインストーラとアダプタを 

使って，3】を引き込む。

注意

ない

アクスルシャフトを叩いて圧入してはなら

927210000アスクルシャフトインストーラ

927370000アダプタ

ド18.42
53-156

⑹8：[ネジ部にアクスルナットを借り止めする。

(7) 00】をフロントデイファレンシャルのスピンド

ルに組付け，スプリングピンを打ち込む。

スプリングピンは新品を使用

フロント

デフアレンシャル

^2.43 53-157
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ドライブシステム8¢アクスル

取付け

⑻タイロッドエンドのボールジョイント部をナック 

ルアームに組込んでキャッスルナット，コッタピン 

で止める。

-コッタピンは新品を使用すること。

，キャッスルナットは規定トルクで締付けた後，60。以 

内の増締めをして，コッタピンの穴合わせを行う。

2.5 — 3.0^-111

(9)トランスバースリンクのボールジョイント部をハ 

ウジングに組込んで，取付けボルトを締付ける。

ド12,44 3 3-140

1 I 4.5土 1.01^-111

⑽スタビライザリンクをトランスバースリンクに取 

付ける。

⑽アクスルナットを締付ける。

T 18 土 2.01^-:〇!

注意

アクスルナットは新品を使用。

アクスルナットはホイール取付け前に締付ける。

(12)締付け後，まわり止めのカシメを行う 〇

アクスルナツ

かしめ部

ハブ〇？

ド12.46 5 3-137

⑽ホイールを取付ける。

丁 9，0± 1.0^-111 

(14)ホイールキャップを取付ける

スタビライザ

スタヒフイザ 
リンク

^8.45 5 3-130

丁 一 3.0土0.51^-111
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〔3〕リアアクスル圓準備品

ドライブシステム段アクスノレ

922493000 リムーバ リアアクスルシャフト抜取り

921122000 プーラ 同上

922441000 スタンド リアトレーリングアームのベアリング、オイルシール取付け

498477000 リプレーザ/ハンドル ベアリング取付け

5 丁 922470000 インストラ リアトレーリングアームのベアリング圧入

921350000 ハブべアリングインストラ オイルシールの压入

927210000 アクスルシャフトインストラ リアトレーリングアームへのアクスルシャフト引込み

927370000 アダプタ 同上

927130000 パイプ 同上

ェ 具 — ピン抜き工具 スプリングピン脱着

油月旨 
その他

オートレックス八 
またはシェル6459N

ベアリング及：オイルシール潤滑

国構成部品

インナベアリング

アウタベアリング
オイルシール

「12.47 5 3-160

331



ドライブシステム公アクスノレ

圓整備要領

---------車上整備-----------------------------------------------------

くホイールベアリングのがた〉
I タイヤの上下に手を掛けて動かし，リアホイール

I ベアリングにがたつきがないか，又ホイールを回し 

た時にブレーキの引きずり音等がないかを点検する。

取外し

(1)リアタイヤが接地状態でホイールナットを弛め， 

同時にアクスルのキャッスルナットをコッタピンを

〇外してから弛めておく

注意

コッタピンは再使用不可

「15.48 5 3-161

(2) 車体をリフトアップさせて，ホイールを取外す。

(3) キャッスルナット，コニカルスプリング，センタ 

ピースを取外す。

注記

センターピースはドライバ等をスリット部にあてて， 

軽く打いて抜取る。

(4) プレーキドラム，ブレーキ八33丫を取外す。

(4 ― 3ブレーキ“リアブレーキ”を参照）

，外したブレーキパイプにはキャップをすること。

-フレアナットの取外し，取付けには必ずフレアナッ 

トレンチを使用すること。

，トレーリングアーム上のブレーキパイプブラケット

も取外す0

パーキングブレーキ

^6-49 3 3-163
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ドライブシステム8？アクスル

取外し

⑸ダイアゴナルメンバを取外す。

トレーリングアーム

/丨
乂

ダイアゴナルメンバ

⑺アクスルシャフトのみ取外す場合はトレーリング 

アームを車体に取付けた状態で3丁リムーバ，プー 

ラを組あわせ，トレーリングアームのハウジングに 

取付け，アクスルシャフトを抜く。

ドは.50 5 3-164

⑹アクスルシャフトとデファレンシャルの結合部の 

スプリングピンを抜いて，シャフトをデファレンシ 

ャルから外す。

公

入

外したアクスルシャフトは，邪魔にならない様に,

針金で吊っておく 〇

\\
一、

/

000 01)0 00000000#9V〇 〇 '〇 〇〇00 000^

ド16.52 3 3-167

⑻ベアリングを交換する場合は “4 —1サスペンショ 

ン”の項を参照してトレーリングアームを車体から 

取外す。

人ん

「也51 5 3-105
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ドライブシステム6アクスル

-------分解.点検-------------------------------------------------

く分解〉

定期点検で，ベアリングのがたつきや，異音などの 

異常が見られない限り，分解は行わないこと。

⑴指でスペーサを径方向に動かす。

(2) ベアリングのインナレースに黄銅棒などを当てて， 

ハンマで軽く打たきながら，‘オイルシールと共にべ 

アリングを抜取る。

ベアリングのインナレースは均等に打くこと。

⑶スペーサを抜取る。

⑷ベアリングのアウタレースに黄銅棒などを当てて， 

ハンマで軽く打たきながらオイルシールと共にベア

リングを抜取る。

分解したオイルシール，ベアリングは再使用不可で 

ぁる。

く点検〉

次の項目について点検し，異常の有るものについて 

はその程度により修正又は交換する。

分解した部品はよごれを拭取るか，洗浄した後に点 

検すること。

(1)スペーサの損傷，変形の有無。

⑵ハブ面の摩耗，損傷の有無。

(3) ハブボルトの変形，損傷の有無。

⑷ハウジング（トレーリングアーム）の損傷，変形， 

亀裂の有無。

ハブボルトの交換

(1)ブレーキドラムに付いているハブボルトをプレス

で押抜く

注意
〇

ハブボルトをハンマ等で打くと，ブレーキドラムに

変形や亀裂などが生じるので，必ずこれを避けるこ

と 〇

円2.54 5 3-169

⑵ブレーキドラムを反転させ，ハブボルトをプレス 

で压入する。

注意
ブボルトは座面がドラムに密着するまで压入する 

と。

闩も55 5 3-170
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ドライブシステム6アクスル

------ 組立て--------------------------------------------------------

(1)組付け前にアウタベアリング，インナベアリング 

にグリースを充塡する。

注意

グリースの量が多過ぎると，ブレーキドラムにグリ 

ースが附着し，ブレーキング不能状態になってしま 

うので注意する。

⑵垂直に立てた^丁.スタンドにトレーリングアーム 

をセットして，8丁，インストーラと3丁，シャンクを 

使ってアウタべアリングをプレスで庄入する。

ドは.56 3 3-171

⑶アウタべアリング側のオイルシールにグリースを 

塗布してからブロック等を使って圧入する。

ドセ,57 3 3-172

⑷ハブ内に約322程のグリースを充塡してからスぺ 

ーサを組込む。

(5)トレーリングアームを反転させて，インスト 

ーラと31^シャンクを使ってインナベアリングを圧

入する 〇

シャンク

インスト—フ

ド12.58 5 3 -173

⑹インナベアリング側のオイルシールにグリースを 

塗布してから，31^ベアリングインストーラを使っ 

て圧入する。

オイルシールがベアリング端面に当たるまで圧入す 

る。

インストーラ
921350000

以59 5 3-174

⑺アクスルシャフトインストーラとアダ^/夕を 

使ってトレーリングアームにアクスルシャフトを取 

付ける。
927210000 アスクルシャフトインストーラ 

927370000 アダプタ

927130000パイプ

「12.80 5 3-175
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ドライブシステムなアクスル

取付け

(1) トレーリングアームをフレームに取付ける。

(4 —1サスペンシヨン“リアサスペンシヨン，，を

参照）

(2) アクスルシャフトをリアデファレンシャルに組付 

けて，スプリングピンを打込む。

スプリングピンは新品を使用すること。

〇
アクスルシャフト

❹

〇 〇

ド18.61 53-177

⑶ダイアゴナルメンバを取付ける。

トレーリングアーム

ノ

ダイアゴナルメンバ

^12.62 5 3 -164

7 土丄，8は-01

336

〇⑷ブレーキ八33丫をハウジングに取付ける 

(4 一 3ブレーキ‘‘リアブレーキ，，を参照）

注意

ブレーキパイプのフレアナットはフレアナットレン 

チで締付けること。

息

ノレーキホース

パーキンクフレーキ 
レノく一

「12.63 5 3 -163

(5) ブレーキドラムを取付ける。

(6) アクスルシャフトにセンタピース，コニカルスプ

リングを取付け，キャッスルナットを仮締めする。

二？二 カルスプリングの向きに注意すること 〇

-銳-:
ソノ..:..

’コニカルスプリング 

組付方向

^8.64 5 3-178

(7)ホイールを取付けてから，アスクルナットを締付

け，コッタピンで止める

注意
〇

キャッスルナットを規定トルク： 201^2-111で 

締付けた後，30°以内の増締めをして，コッ 

タピンの穴合わせを行う。

コッタピンは新品を使用すること。



ドライブシステム压アクスル

¢1付け----------------- --------------------------------------------------------------- ---------------------------------------------------------

リヤアクスルコッターピン折り曲げは、図のように 

行う。

注意

ピンを折り曲げる時には必ずプラスチックハンマー 

または木製のハンマーを使用すること。金属製のハ 

ンマーを使用するとナツトやアクスルを傷付けるこ 

とがある。

336-1





ドライブシステムゐアクスル

〔4〕フロントみリヤアクスルシャフト 国準備品

3 了 925090000 バンドタイト ブーツバンド締付け用

エ 亘
— スナップリングプライヤ スナップリング取外し

— スケール がた測定

計 器 — マグネットスタンド、ダイヤルゲージ がた測定

油 月音
— モリレックスN0.2またはサンライト丁8 2-八 001、；6：[潤滑用

その他
— 530-6003 潤滑用

国構成部品

〈フロントアクスルシャフト〉 くリアアクスルシャフト（〇〇」）〉

くりアアクスルシャフト（丁」）〉

2 -ブーツバンド（大）

3 ,ダストブーツ

4 -ブーツバンド（小）

5 ,サークリップ

6-スナップリング 

7.00；

8-インナオイルシール

9 ^ T ]

「13.65 5 3-110
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ドライブシステム6アクスル

國整備要領

~^ 上热も---------- ------------------------------------ --------------------------- ------------------------------------------- -—---------- 晒----------------------

く連結部のゆるみ〉

ドライブシャフトを結合しているスプリングピンに抜け等がないか点検する。スプリングピンは，ボス面より 

抜け出していないこと。

ド12.66 5 3-157 ド12.67 5 3-177

くダストブーツのき裂および掼傷〉

のダストブーツにき裂，損傷がないか，また，ブーツからグリース漏れがないか，ブーツバンドに 

緩みがないか，目視または手でさわって点検する。

〈リア〉
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ドライブシステム8¢アクスル

一車上点検------------------------------------------------------------------------------------------------------------

くスプライン部のがた〉

〇〇了または[のアウタケースを手で動かし，スプライン部に過大ながたがないか点検する。

スプリングビン 
水平にする

スプリングビンを水平にし，
ピンを通り〇〇』の芯に平行にマークする 〇〇」 スプリング

主印部を 
約5せで押上げ， 
針の動きをよむ

00」

スケール
赢印部を約5咜で押上げ 
マークの移動量をよむ

スケール 
軸方向に動かし 
移動量をよむ

ド18.70 3-187 「16.71

00】または17 
のアウタケース 
のスプライン部のがた

使用限度

上下方向 3.0111111

軸方向 2.501111

く自在継手部のがた〉

自在継手部を手で上下，左右に動かし，自在継手部に過大ながたがないか点検する。

判定基準

〇〇」

「セ.72

とアスクル 使用限度

シャフトの軸方向がた 1.50110
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ドライブシステム81アクスノレ

00」の分解

(1) 〇〇:[大径側のブーツバンドのクリップを㊀ドライ 

バ，プライヤ等で起こす0

(2) ブーツを傷付けないように㊀ドライバ，プライヤ 

等でバンドをゆるめ，外す。

ブーツ

ド12.73 5 3-189

⑶001小径側のブーツバンドも同じ要領で外す。

⑷00】アウタレースからブーツ大径側を外す。

⑸㊀ドライバ等で！)0】アウタレースの口もとから 

サークリップを外す。

サークリップ

「12.74 5 3-190

⑹ドライブシャフトから00：[アウタレースを抜取 

る。

アウタレース

グリス

「1も75 5 3-191

⑺グリースを拭取り，ボールを外す。

6個のボールは紛失しないよう注意すること。

特殊グリースを使っており，他のグリースと混合し

ないよう注意すること 〇

⑻ゲージをインナレースのトラックに対し，半ピッ 

チ回転させ，ブーツ側へずらせる。

インナレース ケージ

ド12.76 5 3-192

(9)インナレースとシャフトを結合しているスナッ 

プリングを外し，インナレースを抜取る。

V

0 0；

.0 0

「丨る77

⑽シャフトからゲージを抜き，ブーツを外す。 

(11)前記1〜3と同じ要領で扨のブーツを外す。

5 3-193

シャフトのスプラインにビニールテープを巻き， 

ーツを傷付けないようにする。
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ドライブシステム6アクスル

丁」の分解

(1)17側ブーツ両端のブーツバンドのクリップを一 

ドライバ，プライヤ等で起こす0 

⑵ブーツを傷付けないように注意して，㊀ドライバ， 

プライヤ等でブーツバンドをゆるめ，外す。

F\§.^6 33-189

⑶ブーッをめくり，£1側にずらす。

(4)アウタレースとシャフトにペイントで合わせマ 

ークをつけ，トリポード八33丫をアウタレースから 

抜取る。

ポンチではマークをつけないこと。

ドセ.73 33-195

(5)ボンチを使ってシャフトとトリポード八33 丫に合 

わせマークをつけ，スナップリングプライヤを使っ 

てスナップリングを外す。

「12.80 5 3-196

⑹トリポード八33丫をシャフト側から抜取る。

(7)17側ブーツを取外す。

⑻3】側ブーツ両端のブーツバンドを外してブーツ 

を取外す。
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ドライブシステム6アクスル

，点検

取外した部品は摩耗，損傷，はく離等を点検し，異常があれば交換する 〇

(1) 001
⑵丁]'

摩耗，損傷，はく離，過大がた。

-摩耗，損傷，はく離，過大がた。

⑶シャフト

⑷…..
⑸ブーツ

⑸グリース

…曲がり，ねじれ，摩耗，損傷。 

損傷，はく離，過大がた。

…摩耗，変形，破れ，傷付き。

…変色，液化。

82八0

却 汗 II 〇〇」

デフロック

82八0

〇]

識別突起2本

II

,

1
似

〇

丁」

1

-〇：

識別突起3本

101 デフロック

ド18.81
53-103
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ドライブシステム6アクスル

00」の組立て

手旨定グリース

モリレックスN0.2または 
サンライト丁32-八

⑴81ブーツを所定の位置に取付け，指定グリースを 

60〜70グラム充てんする。

⑵シャフト中央に00】ブーツをそう入する。

注意

シャフトのスプラインにビニールテープを巻き，ブ 

ーッを傷付けないようにする。

⑶シャフトに00】のゲージをそう入する。

ケージには方向性があり，必ず下図の向きにそう入 

する。

切欠き
ケージ

⑷シャフトに001のインナレースを組付け，スナッ 

プリングで固定する。

この時，スナップリングがシャフトの溝に完全に入

っていることを確認する。

厂18,83 5 3-133

(5)ケージポケットをインナレースのトラック間に 

合わせてそう入し，半ピッチ回転させて，ゲージを 

インナレースに組付ける。

インナレ—ス ケージ

⑹ケージポケットに指定グリースを20〜30グラム 

つける。

⑺ケージポケットに6個のボールをそう入する。

⑻00】アウタレース内部に指定グリースを20〜30 

グラム充てんする。

⑼シャフト，インナレース，ケージ，ボールを組付け 

た部分にアウタレーストラックとボール位置を合 

わせて，アウタレースをそう入する。

ド12.85 2 3 -191

343



ドライブシステム8¢アクスル

〇〇」の組立て

⑽サークリップを001のアウタレースに組付ける。

.001のアウタレース内にボーノレ，ゲージ，インナレ 

ースが完全に納まっていることを確認する。
#サークリップ合わせ位置がアウタレースのボール 

溝にかからないようにする。

，シャフトを軽く引っ張り，サークリップが溝に完全

に組付けられていることを確認する 〇

ド12.86
サークリ

5 3-190

(11) 001内部に指定グリースを20〜30グラムつける 〇

⑽00：[ブーツ内部全面に指定グリースを20〜30グラ 

ム塗布する。また，シャフトにもグリースをつける

ブーツ内にはグリースを1か所に集中させないで，

〇

できるだけ分散させる 〇

⑽〇〇】ブーツを，ねじれのないよう取付ける。

注意

ーツ溝，ブーツ大径内部に付いているグリースそ 

の他を十分拭いておく。

ブーツバンド間の距離を規定寸法に合せて 

ーツバンドを締付ける。

サイズ 間距離

71八0 73 111111
75八0 /1.5111111

82八0 79 腿

广ーツバンド間距離

⑽バンドをクリップに通し，ブーツのバンド溝に合

わせて2回巻く 〇

バンドは新品を使用する。

⑽プライヤで八ンドの端末を持ち，クリップをおさ 

え，十分締付ける。

ーツを締付ける時に，ブーツ内の空気が過多，ま 

たは，過小にならないようにする。

⑽3丁を使ってノくンドを締付ける。

〔51")

注意

925091000バンドタイト 

ベ'ンドが手で動かなくなるまで締付ける 〇

「12.88 5 3 -203

⑽3丁の先端についているボンチでクリップ上をた

たく

下のブーツを傷付けない程度にたたく 〇

⑽バンドをクリップから10111111位はなして切断し，ク

ップ上に折り曲げておく 〇

注意 Iバンドの切断端がクリップから浮かないよ

うにする。

344



ドライブシステム&アクスル

一丁」の組立て 

〈指定グリース〉

卿] 17側

モリレックN0.2または
サンライト丁82-八 550-6003

(1) 6]に指定グリースを75ど充填し，ブーツを所定の

位置に取付けてからブーツバンドを締付ける。

ブーツバンドは新品を使用する。

⑵シャフトに17側ブーツをそう入する。

「12.89 5 3 -204

⑶トリポード八53丫端面にスブラインのない面を 

酊側に向け，合わせマークを合わせてトリポード 

八33丫をシャフトにそう入する。

トリポード八33丫には方向性があるので，必ず合わ 

せマークを合わせて組込むこと。

ドセ.90 5 3-205

⑷スナップリングプライヤを使ってスナップリング 

を取付ける。

トリポード八33丫を軽く引張り，スナップリングが 

完全に溝に組付けられていることを確認する。
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ドライブシステム段アクス^/

丁」の組立て

⑸丁】側アウタレース内とブーツ内に指定グリース 

を60忌充塡する。また，トリポードにも塗布す 

る。

グリースが1箇所に片寄らないよう均等に塗布する。

グリース

^2.91 3 3 -208

(6)アウタレースとシャフトの合わせマークを合わせ 

て，アウタレースにトリポード八33丫をそう入する。

合わせマーク

^2.92 5 3-195

⑺丁：[側ブーツを取付け，ブーツバンドを締付ける。

丁：[側ブーツは，空気量を規定量にするため，ブー 

ツバンドん8間の距離を規定寸法に合わせてブ 

ーツバンドを締付ける。

サイズ 間距離：乙

79八0 76 腿

82八。 82.5111111

「1る93 5 3-210

ブーツ内が負圧になっていないか確認する。 

ブーツの溝にグリースがつかないよう充分拭いてお

ブーツバンドは新品を使用する 〇

ベ'ンド締付けには，次の3丁を使用する。

925091000バンドタイト

バンド端末をクリップから10111111位はなして切断し， 

クリップ上に折り曲げておく。
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〔5〕プロペラシャフト（ 4评〇車）II準備品

ドライブシステム压アクスル

計器 — マグネットスタンド付ダイヤルゲージ チューブの振れ測定用

油月旨
その他

——
出光オートレックス八 
または昭石サンライト2号

スリーブヨークのスプ

ライン部用

国整備要領

く取外し〉

^プロペラシャフトをトランスミッションから引抜く際，オイルが流出するため，

予め排油缶とキャップを用意すること 〇

プロペラシャフト脱着時，トランスミッションのオイルシール及びスリーブヨークの摺動面 

に傷つきのないよう注意のこと。

プロペラシャフトを引抜き後，トランスミッションにキャップをして，オイルの流出を止め 

ること。

く取付け〉

取外しと逆の手順で取付けるが，スリーブヨーク 

のスプライン部及び外周にグリースを塗布して組 

込むこと。

使用グリースは，出光オートレックス八，または 

昭石サンライト2号を使用する。

フロント
デフアレンシヤ人レ

ド12.94 5 3-212

丁 ^2.5 土 0. /ヒ莒 -111

く点検〉

下記項目の点検を行ない，異常のある場合は八33丫 

交換すること。

(1) ジョイントジャーナル部のがた，損傷。

(2) チューブ表面の凹み，亀裂。

(3) 両端を支持し，回転したときチューブの振れが 

〇. 6111111以上。

(測定はチューブ中央部をダイヤルゲージにて 

行なう。）

(4) ジョイントの作動が滑らかでないもの，異音の

出るもの 〇
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ドライブシステム6アクスル

[6]フロントデフアレンシャル 国準備品

398427700 レンチ〇尸 コンパニオンフランジ取外し、取付け 1

398527700 フ。ーラ リアオイルシール取外し

498415400 ドリフト オイルシール圧入

498215401 アタッチメント フロントデファレンシャル分解 |

800210340 ボルト（10X70X28〉 同上

899471410 エクスパンダ スナップリング取付け、取外し

899864100 リム ーノく ドライブピニオン(&べアリングコーンの取外し

399780111 レンチ〇? ホルダ？の取付け、取外し

499785500 レンチ〇?(新設） フリーアクスルカバー側のホルダ〇？取付け、取外し |

398477701 ハンドル リアベアリングコーンの取外し、圧入

498215402 スタンド 同上

899904100 リムーバ デファレンシャルギア八33丫のストレートピン抜き

899524100 プーラセット サイドべアリングコーンの取外し |

399520105 シート 同上

499705401 プーラ心
ホルダ0？のべアリングレース取外し |

499705404 シート 同上

498107000 リプレーサ ホルダ0？のオイルシール取外し |

498515500 リプレーサ ドライブピニオンのベアリングコーン取外し |

399790110 インストーラ ホルダ〇ドのオイルシール圧入 |

498247100 ダイヤルゲージ バックラッシュ測定 |

498247001 マグネットべース 同上

498475403 ドリフト
サイドベアリングコーンの圧入 |

498454000 ドリフト 同上

398477702 ドリフト フロントベアリ-ングレースの压入 |

498175500 インストーラ 同上

899864100 リムーバ リアべアリングコーンの圧入

899754102 プレス 同上

399780104 ウヱート 同上

499667000 シックネスゲージ
バックラッシュ測定 |

499925400 ハンドル バックラッシュ調整、及び予压調整

工具 — スナップリングプライヤ
スナップリング取外し、取付け |

卜由脂

その他 ニグルーブN0.2 オイルシール6ホルダ0？のねじ部潤滑

^2-95 レンチ(：？（新設)
3 3-216
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ドライブシステム段アクスノレ

矚構成部品

丁1 6.3±0,5^-111

T2 1.6 土 0.051^ -111

丁 3 3.5土 0.41^-111

2.5 ±0.3^8^111

「は.96

1. ドライブシャフ

2. サイドベアリング

3. クラウンギヤ

4. ピニオンシャフトロックピン

5. ピニオンシャフト

6. デファレンシャルケース

7. ベべルギヤ

8. サイドギヤスラストワッシャ

9. サイドギヤ

10. スナッ.プリング

11. ピニオンギヤ

12. フィラホース

13. クリッブ

14. フロントカバー

15，サイドオイルシール

16. ホルダ015

17. 0リング

18. ロックプレート

19. フィラプラグ

20. ワッシャ

21. ドレーンブラグ

22. ピニオンバイトアジャストワッシャ

23. フロントベアリング

24. ベアリングプレロードアジャストスペーサ

25. ガスケット

26. デフアレンシャルケース

27. リヤベアリング

28. リヤオイルシール

29. コンパニオンフランジ

30. フランジワッシャ

31. セルフロックナット

53 -220
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ドライブシステム汝アクスノレ

国整備要領

---------車上点検----------------------------------------------------

く油漏れ及び油置〉

(1)デファレンシャルの各合わせ面，オイルシール，

ドレーンプラグ，フイラプラグ等の周辺から油漏れ 

がないか点検する。

⑵フィラプラグを外して油量が注油口いっぱいにあ 

れば良好（目視点検にて〉もし不足していれば，補給 

する。

くオイル交換〉

⑴ドレーンプラグを外し，オイルを排出する。

⑵ドレーンプラグのネジ部にシール剤（スリーボン

ド#1105)を塗布し，締付ける。

以 3.5土

(3)フィラプラグを外し，ギアオイルを入れる。

規定量：

⑷油量の点検を行う。

⑸フィラプラグのネジ部にシール剤（スリーボンド# 

1105)を塗布し，締付ける。

^ 3馨5 土 〇. 4は-111

「1^.98 3 3-217

——取外し-------------------------------------------------------

(1)ホイールナットを她める。

⑵車体をリフトアップさせてホイールを外す。

(3)フロントデファレンシャルとプロペラシャフトの 

結合ボルトを取外し，プロペラシャフトを取外す。

(4)スタビライザリンクをトランスバースリンクから

外した後，トランスバースリンクのボールジョイン 

卜部をアクスルのハウジングから抜出す。

ド12.101 53-140
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ドライブシステム压アクスノレ

取外し

(5)タイロッドエンドのボールジョイント分解をナッ 

クルアームから抜出す。

闩も102 53-141

(6)フロントデファレンシャルからアクスルシャフト

を抜く。

注意

外したアクスルシャフトはじゃまにならない様に針 

金などで吊しておく。

(7)フロントデファレンシャル本体をミッションジャ

ヴ キで支える。

⑻デファレンシャルの取付けボルトを外す。

「12.103 5 3 -232

⑽

アクチュエータのホースを外す。
ホース

アクチュェータ

5 3 -233^8.104
(13)ミッションジャッキを徐々に下ろして，フロントデ 

ファレンシャルを取外す。

フロントデフアレンシャルの分解

(1)フロントデファレンシャルを^丁-アタッチメント 

にセットして，万力などに固定する。

I 5 丁 ) 498215401 アタッチメント

800210340 ボルト

(2)ドレーンプラグを外して，ギヤオイルを抜く

800210340 
ボルト（10X70X28)

498215401
アタツチメン 
(キヤリヤ）

ド16.105 5 3 -234

(3)ドライブピニオンのロックナットのかしめを取り 

31.レンチ0？を使って外す。

¢5 丁ジ398427700レンチ〇ド

398427700
レンチ〇ド
(コンパニオンフランジ）

^6.106 3 3-235
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ドライブシステム8¢アクスル

フロントデフアレンシャルの分解"

(4)ワッシャとコンハ。ニオンフランジを外す。

⑸オイルシールを取外す 〇

(5 7 ) 398527700プーラ八丫

オイルシールは再使用不可

398527700 
ブーラ六V 

(オイルシール.アウタレース)

オイルシール

ド1も107

⑹カバーを取外す。

5 3 -237

カバ
ボルト
(ロックプレート）

ドセ.108 5 3 -239

⑺
アクチュエータとシフトアームの結合スナップピン 

を抜く。

⑻
アクチュエータを取付けブラケットごと取外す

アクチユエータ

シフトアーム スナップピン

闩も1〇9

⑼

5 3-240

フリーアクスルカバー八38丫を取外す。

⑽ドライブシャフトのスプライン部にビニールテー

プを巻く。

(11)左ドライブシャフトのデファレンシャルギヤ 

八83丫側に付いているスナップリングを外す。

899471410 ェクスパンダ

ド12.110 5 3 -242
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ドライブシステム8¢アクスノレ

フロントデフアレンシャルの組立て

④3丁，ドリフト，81^ウエートを使ってオイルシ

ールを圧入する。

注意 オイルシールは新品を使用すること

498415400
ドリフト 

(オイルシール)

399780104
ウエート（アクスル 
シャフトオイルシー 
ルホルダ）

闩6.111 5 3 -280

⑤デファレンシャルキャリアにコンパニオンフラ

ンジ，ワッシャを組付けて，ロックナットで仮締

めする 〇

⑸ロックナットの締付け

①5丁，レンチ0？でコンパニオンフランジを固定 

し，正規予圧が出るまでロックナットを締付ける。

②コンパニオンフランジのボルト穴にバネ秤を掛

けて引っぱり，動き始めた時の荷重を読む。

バネ秤 

直角に引く

ド 12.112 5 3 -277

荷 重 1.3—2.91^

起動トルク 0.045〜0.14 111

嫌^^^

鲁荷重測定はコンパニオンフランジを数回，まわして

から行う 〇

締付けが終っても，歯当りの点検が終るまでロック 

ナットのかしめは行わない。

③予圧が不足の時は，ロックナットを5°〜10°

つ増し締めし②の作業を行なう

ロックナットの締付け

〇

(6) デファレンシャルギア八53丫をデファレンシャル 

キャリァに組込む。

デファレンシャルサイドべアリングにギヤオイルを 

塗布しておく。

(7) 左右のドライブシャフトを組込む。

注意 001または17と嚙み合うスプライン部に

はビニールテープを巻いておく 〇

⑻スプラインの組付け（フリーアクスル側は除く） 

ドライブシャフト先端とピニオンシャフト間のす

き間が〇〜0.2111111になるようにスナップリングを選

択する。499667〇〇0
シックネス 
ゲージ

14 アクスルシャフト

スナップリング
部品番号 厚さ(㈣)
805026010 1.05
031526000 1.2

5 3-242
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ドライブシステム8¢アクスル

フロントデフアレンシャルの分解"

⑽ホルダ〇?のロックプレートを取外す 〇 ⑽デフアレンシャルキヤリアよりデファレンシャル

⑽51^レンチ0？を使って，左右のホルダ0？を取外

す。

399780111レンチ0？

399780111 レンチ？
(オイルシールホルダ)

ホルダ0？

闩2.115 5 3 -243

(14) |フリーアクスル付デフ

フリーホイールカバー側のホルダ0？を3丁 #レンチ 

0？を使って取外す。

(^5^) 499785500 レンチ？（新設） 53

499785500 
レンチ0?-

ホルダ(:卩

「12.116 53 -245

ドライブシャフトの左右を入れかえないこと

354

ギア八33^を取出す。

⑽3丁，リムーバを使って，デフアレンシャルキャリ 

アよりドライブピニオンとベアリングコーンを取外

す0

899864100
リムーノマ ドライブピニオン

が
デフキヤリア

「セ.117 5 3 -246

⑽ハブシヨツカでフロントべアリングコーンを取外

す0

ハブシヨッカ

ァフキャリア

むろ

闩2.118 5 3 -236

⑽31：-ハンドル，スタンドを使ってリヤベアリング

コーンを取外す。

ハブショツカ

498215402

スタンド^ 
(デフキヤリア）

398477701
ハンドル（ドライブ 
ピニオンアウタ 
レースドリフト）

「12.119 5 3 -247



ドライブシステムみアクスル

デフアレンシャルギア八55 丫の分解

(1)デフアレンシャルギア八83丫からクラウンギアを

取外す 〇

(2) ，リムーバを使ってストレートピンを打抜く 〇

899904100リムーバ

ピン穴口はかしめてあるので，かしめ具合に注意し

て無理に抜かないこと 〇

5 3 -248

(3)ギア八33丫からピニオンシャフト，ピニオン，サイ 

ドギアなどを取外す。

⑷3丁’プーラセット，3トシートを使ってサイドべ

アリングコーンを取外す 〇

注意

ベアリングコーンは分解した場合には再使用不可。

899524100 
プーラセット 
(デフアレンシャ 

ルべアリング）

399520105
シート（デファ 
レンシヤルベア
リングプーラ）

「18.121 5 3 -250

ホルダ〇卩の分解

(1)ゞ了.プーラ八83又8 丁.シートを使って，ベアリ

ングレースを抜く

「5 "〇 499705401 ーラ八33^

49970540I 
プーラ八丫 

(ベアリング
アウタレース）

499705404 
シート（アウタ 
レースプーラ）

ホルダ〇？

闩2.122 5 3 -251

⑵3丁.リプレーサを使ってホルダ0？からオイルシ

ールを抜出す。
〇 丁」 498107000リプレーサ

ド12.123 3 3-252
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ドライブシステム6アクスル

ホルダ〇卩の分解

⑶3丁，リプレーサ，5トリムーパを使って，ドライ 

ブピニオンからベアリングコーンを外す。

498515500リプレーサ 

899864100リムーバ

(4)丨フリーアクスル付デフ

ホルダ0？のべアリングを止めている，アウタ側のス 

ナップリングを外す。

スナップリング

「18.125 5 3-238

⑸Iフリーアクスル付デフ

インナ側のベアリング止めスナップリングを外す。

(6)1フリーアクスル付デフ

ホルダからドライブシャフトと，ベアリングを取

外す
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ドライブシステムゐアクスル

フリーアクスルカバー八55丫の分解

(1)シャフトのノツチボールをスプリングと一緒に力 

バーから取出す。

⑵シャフトのスプリングピンを打抜く 〇

スプリングピン

5 3 -255

(3)シフトレバーシャフトを抜いて，スリーブ，フォ 

ーク，キーアームを取外す。

⑷サイドオイルシールを取外す 〇

オイルシール

5 3 -257

⑸ドライブシャフトスプライン部のスナップリング 

を外して，ドライブシャフトを取外す。

⑹カバー内側からスナップリングを外して，ベアリン 

グを取外す。

スナップリング- ベア リ ング

「12.128 5 3 -259
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ドライブシステム8¢アクスル

—点検-----------------------------------------------------------

分解した部品はよく洗浄してから，それぞれの項目 

について点検し，異常のあるものについては交換す 

る。

(1) クラウンギア公ドライブピニオンの損傷，焼付き， 

異常摩耗の有無。

(2) デファレンシャルギア八33丫のピニオン，サイド 

ギア，ピニオンシャフト，ワッシャの損傷，焼付き， 

摩耗の有無。

⑶デファレンシャルギアケース摺動面の摩耗，損傷 

の有無。

⑷各ベアリングの焼付き，摩耗，摺動時の異音の有
虹ハ、、〇

(5)コンパニオンフランジのオイルシール摺動部の損

傷，偏摩耗の有無。

，クラウンギアとドライブピニオンについては， 

八33丫交換とすること。
，オイルシール及び〇リングについては，必ず新品と交 

換すること。

——組立上の注意----------------------------------------- —

1) オイルシールをホルダ0？から外した場合は新品 

と交換する。

2) オイルシールをデフキャリアから外した場合は新 

品と交換する。

3) デイファレンシャルサイドべアリングをデイファ 

レンシャルケースから外した場合は新品と交換する。

4) ガスケットは新品を使用する。

5) スペーサ（ドライブピニオン）は新品を使用する。

6) ドライブピニオンロックナットは新品を使用する。

7) デイファレンシャルサイドオイルシールリップ部 

にはギアオイルを塗布する。

8) デフキヤリアのオイルシールリップ部にはグリー

スを塗布する。

使用グリース ュニループ# 2又は相当品

ホルダ0？ねじ面にはグリースを塗布する。

使用グリース ュニループ# 2又は相当品

フリーアクスルカバー八55丫の組立て

(1)カバー本体にベアリングを組込み，スナップリン 

グで止める。

ベアリング

ドは.129 5 3 -259

⑵ドライブシャフトを組付けて，スナップリングで

止める 〇

⑶3トインストーラを使ってオイルシールを組付け 

る。

399790110 インストーラ

「ぼ.130 5 3-261

⑷シフトレバーシャフトをカバーに組込み，同時に 

アームとフォークもシャフトに組付ける。

#アームとフォークの上下左右の向きに注意すること。 

-シャフトにオイルを塗布しておき，無理に押込んだ 

りしないこと。
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ドライブシステム8¢アクスル

フリーアクスルカバー八55丫の組立て

⑸フォークにキーとスリーブを組付けて，スリーブ 

をドライブシャフトに組込む。

注意

スリーブの表裏に注意すること

スリーブ
フオーク

^2.131 5 3 -263

(6)スプリングピンでアームとフォークをシフトレバ 

'—に止める。

スプリングピン

ド12.132 5 3 -255

⑺シフトレバーのノッチボールとスプリングを組込 

んで，ボルトを締付ける。

——ホルダ〇卩の組立て------------------------------------------

(1) 3丁，インストーラを使って，オイルシールを压入 

する。

399790110インストーラ

オイルシールは新品と交換すること。

「12,1 33 5 3 -266

⑵5丁-ドリフトを使って，ベアリングレレースを圧 

入する。

ド迄134

注意
參オイルシールの左右，ベアリングレースのベアリン 

グコーンとの組合せに注意する。

，デフキヤリアのフロントべアリングレースとの混同 

に注意する。
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ドライブシステムゐアクスル

--------ホルダ〇卩の組立て-------------------------------------------

(3) 丨フリーアクスル付デフ

ベアリングを取付けた後，ドライブシャフトを組込 

み，インナ側のスナップリングを取付ける。

(4) 丨フリーアクスル付デフ

アウタ側のベアリング止めスナップリングを取付け 

る。

スナップリング

「は.135 5 3 -244
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ドライブシステムめアクスノレ

デフアレンシャルギア八55丫の組立て

(1)デフアレンシャルギヤケースにピニオン，サイド 

ギア，ワッシャを組込み，ピニオンシャフトを組付 

ける。

ケース（デイファレ 
ンシャル）

シャフト 
(デイファレンシャルピニオン）

闩2.138 5 3-268

⑵ダイヤルゲージでサイドギヤのパ、ックラッシュを 

測定する。

ダイヤルゲージ

基準値 0,05〜0.15111111

バックラッシュが不適当な場合にはワッシャ（35. 

1X45X0を選択交換すること。

部品番号 厚さ―

803135011 0.95
803135013 1.00
803135015 1.05

注意

バックラッシュの測定は，ピニオンの歯一枚をサイ 

ドギヤの歯2枚の間に当てて測定する。

⑶ストレートピンをクラウンギヤ側から打込む。

「5て）

；主意

89904100リムーバ 

打ち込後，口元をかしめる

ド吃.138

899904100
リ厶ーバ（スト
一トピン）

5 3 -270

⑷31^サイドベアリングドリフト，8丁-ドリフトを 

使ってサイドべアリングコーンを圧入する。

498485400サイドべアリングドリフ 

498475403 ドリフト

498475403
ドリフト 
(ベアリン 
グアウタレース)

ベアリング 
コーン

498485400
ドリフト 
(サイドべ 
アリング）

ド18.139 -271

(5)クラウンギヤを取付ける。 

6.3土0.5让兒一
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ドライブシステムなアクスル

——フロントデファレンシャルの組立て-----------

⑴8 丁.ハンドル，ドリフトを使ってデファレン 

シャルキャリアにフロントべアリングレースを圧入 

する。

398477701ハンドル 

498215402 スタンド 

398477702ドリフト

⑵ハンドル，3トドリフトを使ってデフアレン

シャルキャリアにリアべアリングレースを圧入する。 

〔5 丁） 398477701ハンドル

498475703 ドリフト

362

⑶ドライブピニオンべアリングの予圧調整

①51^ダミーシャフトにフロントベアリングコー 

ンを組付けてデフキャリアに揷入し，リャべアリ 

ングコーン，コンパニオンフランジ，ワツシャを 

入れた後，ロックナットを仮締めする。（手で締め 

る程度）

498505501ゲージ 

498505502 ダミーシャフト 

499667000 シックネスケージ
498505501ゲージ（デフキヤリア)

闩2.142 499667000シックネスゲージで読む

-スペーサ（ドライブピニオン）は組付けない。

-ドライブピニオンのハイト調整シムは組付けない。 

-ベアリングにはギヤオイルを塗布する。

# ロックナットは新品を使用する。

②正規予圧が出るまでロックナットを締付ける。

398427700 レンチ0？

，締付けは1回で行なわない。③項を確認しながら2 

〜3回にわけて締付ける。

‘プレロードが大きくなりすぎないよう注意し，ベア 

リングが損傷するのでダミーシャフトが手で回らな 

くなるような締付けは行なわない。



ドライブシステム8¢アクスル

ーフロントデフアレンシャルの組立て-----------

③コンパニオンフランジのボルト穴にバネ粹を掛

けて引っぱり，動き始めた時の荷重を計る。

「12.144 5 3-277

荷重 1.3〜2.91^
起動トルク 0.045〜0.1^8-!11

荷重測定はダミーシャフトを数回，まわしてから行

う。
④ デファレンシャルキャリアのサイドの穴から 

8丁，ゲージを揷入し，シクネスケージでダミーシ 

ャフトとのすき間を計測する。

498505501ゲージ 

499667000 シックネスケージ

⑤ シクネスケージでの計測値がすなわち求めるシム 

の厚さである。

部品番号 厚さ（丽）
442185401 0.150
442185402 0.175
442185403 0.200

442185404 0.225
442185405 0.250
442185406 0.275
442185407 0.300
442185408 0.500

⑥デフキャリアに組み付けたダミーシャフトを取外

す0

⑷ドライブピニオンの組付け。

①予圧調整の⑤で求めたシムをドライブピニオンに 

組付けてから，リムーバ，3丁，インストーラ 

をつかってフロントべアリングコーンをドライブ 

ピニオンに圧入する。

[5 7 ) 498175500インストーラ

899864100リムーバ

899864100
リ厶ーバ

498175500
インストーラ 
(ベアリング)

ドライブピニオン

フロントベア
リングコー

「は.“5 5 3-278

② ドライブピニオンをスペーサを組付けてからデフ 

ァレンシャルキャリアに組込む。

ベアリングにギアオイルを塗布しておくこと。

③ 3丁.ウェート，31^プレス，トルク.リムーパ、を 

使って，リアベアリングコーンを压入する。

(^7^) 399780104ウェート

899754102プレス 

899864100リムーバ

899754102
プレス
(スナップリング)

399780104 
ウェート
(アクスルシャフト 
オイルシールホルダ)

899864100 
リ厶ーバ

「ぼ.146 5 3 -279
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ドライブシステム段アクスル

フロントデフアレンシャルの組立て

(9)左右のホルダ0？を軽くねじ込む。

，オイルシールに方向性があるので，ホルダ0？の左右 

を間違えないこと。

〇リングはまだ組付けないでおくこと 〇

⑽ハイボイドギアのバックラッシュ調整と，デファ 

レンシャルサイドベアリングの予圧調整。

①ハンドルを使ってコンパニオンフランジを 

数回回転させ，デファレンシャルサイドべアリン 

グのすわりをよくする。

「5 丁」 499925400ハンドル

499925400
ハンドル

/(丄
/ノ

ド 12.147 33 -284

②クラウンギア側のホルダ0？を5了，レンチ0？を

使ってねじ込み，軽く当たった所で止める 〇

注意

399780111レンチ0？

フリーホイールアクスル付デフでは3丁，レンチ

0？(新設）を使う。

「5 丁） 499785500 レンチ0？(新設)

499785500
レンチ0?-

^2.148

ホルダ0？

③ 8丁.レンチ0？を使って反対側(左側）のホルダ 

0？をねじ込んでいき，軽く当たった所で止める。

④ レンチ？を使って，クラウンギア側のホル 

ダ0？をホルダの駒数で1駒程もどし，反対側のホ 

ルダ0？を2駒程ねじ込む。

⑤ ロックフ。レートを組付け，ボルトを仮締めする。

⑥ パ、ックラッシュ測定

ァ、、フキャリアにマグネットべースをセットし， 

ダイヤルゲージをクラウンギア歯面に合わせ，ド 

ライブピニオンを固定してクラウンギアを動かし， 

ダイヤルゲージの値を読む。

498247001マグネットベース

498247100 ダイヤルゲージ

498247001
マグネットべース

498247I00 
ダイヤル 
ゲージ

闩も149 5 3 -286

基準値 0.1〜0.18111111

⑦バックラッシュが基準値を外れている場合には，

①〜⑥をくり返す。

⑽デフアレンシブルキャリアとホルダ〇?間に合せ 

マークを付けてから81^レンチ0？を使って片側づ

つ，ホルダ0？を取外す 〇
ひ〇

注意

399780111レンチ？

フリーホイールアクスル付デフでは，クラウンギア 

側は，31：-レンチ0？(新設）を使う。

〔 5 丁〕 499785500 レンチ0？(新設）

5 3 -245
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ドライブシステム8¢アクスル

フロントデフアレンシャルの組立て

⑽ホルダ0？に〇リングを組込んでから，元の位置ま 

で5丁，レンチ0？を使ってデフアレンシャルキャリ 

アに組付ける。

注意

〇リングは新品を使用すること。

ホルダ0？のねじ部にグリースを塗布すること。

使用グリース ユニループ# 2

(13) ロックフ。レートを締付ける。

ロックフレート1

ホルダ0？

ド12.150 5 3-287

丁 2.5土().3故-!11

⑽バックラッシュを確認する0

⑽歯当り点検

① クラウンギア3〜4枚の歯面に光明丹を薄く一 

様に塗布する。

② ウヱスを介して左右ドライブシャフトを手で押 

えて抵抗をあたえながら，ハンドルをコンパ 

ニオンフランジにセットしてドライブピニオンを

数回まわす。

て」 499925400 ハンドル

③ クラウンギア齒面の光明丹で歯当りをチヱック 

する。

(次貢参照）

④ 正しい歯当りが出ない時は，それぞれの原因に 

より，ドライブピニオンのハイト調整，ハイポ 

イドギアのバックラッシュ調整とデファレンシャ 

ルサイドベアリングの予压調整をやり直す。

⑽ドライブピニオンのロックナットをかしめる

⑽
〇

フリーホイールカバー八38丫を取付ける

丁 2.0 土 0.151  ̂- 爪

(17)

フリーホイールカバ'一にアクチュエータをブラケッ 

卜ごと取付け，シフトアーム取付部をスナップピン 

で止める。

アクチユエータ

シフトアーム スナッフピン

尸12.151 $3 -240

了 2.0 土 0.151

⑽フロントカバーを取付ける。

丁 1.6 土 0.051^ 一!^
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ドライブシステム8¢アクスノレ

歯当りチェック

クラウンギヤとドライブピニオンの歯当り

点 検 状 況 調 整

正しい歯当り

鼻コ三スノト、ド ドラィブサィド

「12.152 5 3-290

ハへソクラッシュが大き過ぎ

る場合に生じる

息
「1^.153 5 3-291

ノゞックラッシュを小さくす

る。

ハへソクラッシュが小さ過ぎ

る場合に生じる。

惠
「12.154 5 3-292

パ、ックラッシュを大きくす

る。

調整シム〔シム（ドライブピ

ニオン）〕が薄すぎる場合に

生じる 惠
「！2.155 5 3 -293

シム（ドライブピニオン）を

厚くする。

調整シム〔シム（ドライブピ

ニオン）〕が厚過ぎる場合に

生じる 愚
ド12.156 5 3 -294

シム（ドライブピニオン）を

薄くする。



ドライブシステム8¢アクスノレ

取付け

(1)フロントデフアレンシャルをブラケットにボルト

で取付ける 〇

(3)フロントデフアレンシャルのコンパニオンフラン 

ジにプロペラシャフトを取付ける。

T 8.0 土 0.5咜-⑺

T 5.9土 1.0吆-⑺

/ フロント
デフアレンシャル

闩2.153 5 3-212

丁 2.5 土 0.71爪
「12.15 7 5 3 -232

⑷フロントデファレンシャルに左右のアクスルシャ 

フトを組付け，スプリングピンを打込む。

⑵
ダイヤフラムにホースを付ける。

フロント^一一 
ファレンシャル

厂1る160 5 3-137

ドも15 8 5 3 -233
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ドライブシステム6アクスル

取付け

(5)タイロッドエンドのボールジョイント部をナック 

ルアームに組込んで，キャッスルナット，コッタピ 

ンで止める。

注意

，コッタピンは新品.を使用すること。

，キャッスルナットは規定トルクで締付けた後，40°以 

内の増締めをして，コッタピンの穴合わせを行う。

1=18.16！ 5 3-141

(6)トランスバースリンクのボールジョイント部をノ 

ウジングに組込んで，取付けボルトを締付ける。

ノ、ウジング-

闩2.162 54-176

丁 4.5土 11^-111

(7)スタビライザリンクをトランスノくースリンクに取

付ける。

スタビライザ

スタビライザ 
リンク

「12.163 5 3-130

丁 3.0 ±0.51^-111

(8)ホイールを取付ける。

注意

取付け終了後，フロントデファレンシャルにギアオ 

イルを挿入し，オイルレベルを点検する。

[丁 し3，5土〇. 41^-111
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